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Ⅰ．環境に関する調査研究  

く大気、 陸）   



ト1 大気浮遊塵中の放射性核種濃度  

放射線医学絵合研究所  

本郷昭三、湯川雅枝、前田智子、田中千枝子  

ユ．目的   

核爆発実験や原子力平和利用により、大気中に放出きれた放射性  

核種による環境レベルを把掘し、国民の被爆線姜評価に資すること  

を目的として大気浮遊塵中の放射性核種の濃度を調査する。  

2．方法  

（1）試料採取  

千葉市犬川にある放医研構内の地上1～1．5 mの外気浮遊廣   

を試料とした。ハイポリュウムエアサンブラ一により捕集効率が   

0．9 5 5 以上のグラスファイバー濾紙 く2 0．3 c m X 2 5．   

4 c m）に連続集塵するが、流量はマイクロコンピュータによっ   

て一定量を保つように制御されている。濾紙の目づまりほ約2か   

月程度の集塵ではおこらなかったが、日づまりを生じて流圭が下   

がった場合でも、積算流量は正しく表示されるように設計きれて   

いる。  

（2〉 分析測定  

浮遊塵を捕集したグラスファイバーフィルタは、一定の大きき   

に折りたたんで、G e（Li）検出器によるガンマスペクトロメ   

トリを行った。ガンマ線放出核 種定義後、N a O HとH Clに   

よりS rを抽出し、発煙硝酸き去で精製した。ストロンチウムー9   

0ばマイクロコンピュータによる自動解析装置付きの低バ、ソクグ   

ラウンドベータ線スペクトロメータにより定重を行った。  

3．結果   

昨年に引き続き、浮遊慶試料の採取及び分析を継続中であるが、  

今回は未発表の1989年 7月からから1991年 5月までの採取試料につ  

いての結果を報告する。この期間中は浮遊塵採取′期間をほぼ2週間  

として、放射能の変動をより細かく観察した。表－】にγ縁故出核  

種の定量値を示した。義一2にストロンチウムー90の分析結果に  

ついて示した。  

－1－   



義一1 大気浮遊塵中のγ縁故射性核種膿度  

大気浮遊塵   通風圭   放射性核種測度（×10「8Bq／m3）   

採取期間   mラ （×103）   137c ＄   

1989 7／28～  8／25   15．9   17．1   

8／25一－ 10／3   20．7   5．9   

10／3－ 10／27   8．7   9．6   

10／27～ 11／24   16．3   1．1   

11／24～ 12／22   15．9   1．6   

12／22・～19901／26   20．6   2．7   

1990 1／26－  3／5   22．2   4．4   

3／5′－・ 3／23   17．i   4．6   

3／23～  4／27   22．9   1．3   

4／27一－  5／25   9．6   8．4   

5／25～  6／25   27．2   2．2   

6／25－  7／25   20．0   4．2   

7／25■－  8／24   26．0   3．5   

8／24～  9／14   23．4   2．2   

9／14・－  9／28   14．9   4．4   

9／28一－ 10／29   20．9   4．6   

10／29一－ 12／3   7．3   4．5   

12／3一一  王2／28   18．4   7．5   

12／2自－19911／25   21．4   5．6   

19911／25・－  1／28   3．1  

1／28・－  2／4   8．3   9．55   

2／4へ・ 2／12   8．2   7．9   

2／12～  3／4   19．3   4．1   

3／4・－  3／11   9．3   1．8   

3／11～  3／18   10．7   1．1   

3／18－  3／27   12．7   0   

3／27～  4／26   27．6   3．3   

4／26～  5／24   24．6   0．23   

－・検出限界以下  
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表－2 大気浮遊塵中のストロンチウム測度  

大気浮遊塵   通風圭   放射性核種濃度（×10‾6Bq／m3）   

採取期間   m3 （×103）   98STTTT 

198611／13〆－ 12／12   19．0   2．4   

12／12一－19871／22   18．2   1．8   

1987 1／22′－  2／19   18．2   3．0   

2／19一－  3／19   10．7   2．2   

3／19～  4／2   11．6   3．8   

＝）／22～ 11／5   7．24   2．2   

11／19へ・12／3   7．04   2．6   

12／3～19881／14   14．5   1．9   

1988 2／12  3／18   22．2   0．88   

3／18・－  4／21   22．0   』＝醇0、伊？   
4／21～  5／26   19．7   0．93   

－3－   



Ⅰ－2  項墳中のt d Cの瀕度調査  

放射線医学稔台研究所・環境禰  

井上義和、岩倉哲男、工  

部 究 研 生  

子 和 美 藤  

1．緒言   
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2．調査研究の概要  

今年度測定した試料は、1990年に日．本で収穫されたブドウを原料  

と して発酵醸造されたワイ ンである。 3 回蒸留精製 し、約94－g8％の  

アルコ ールを調製した。比重を測定して正確な濾度を決定後、その  
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効率は、約60‡であっ た。測定結果を表に示す。   

1g90年産ワ イ ン8喜式料のId C頭皮の平均値は、15．6± 0．36dpm／gC  

であ り、昨年報告 し た1989年産のワ イ ンの平均値15．6dp口／gCと同 じ  

濾度を示した。  

3．結指   
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Ⅰ－3  五島列島・甑島の測定及び名古屋・広島の再測定  

放射線医学総合研究所   

藤高和侶、阿部史朗  

1．緒言  

自然放射線による体外被曝線量の国民全体に対する寄与を明らかにするため、また原  

子力利用の進展によって生じる環境間近の解決のための資料とすることを考慮し、全国的  

なバックグラウンド空間放射線レベルの測定を行っている。今回は今までに仮の値のみ報  

告してきた五島列島、広島市の一部、名古屋市の一部（第2次）と、未発表の甑島におけ  

る測定結果を整理したのでまとめて報告する。測定時期は昭和62年3月（広島市）、昭和6  

3年3月（五島列島）、同11月（甑島）及び平成元年3月（名古屋市）である。  

2．調査研究の概要  

（1）測定地と測定点   

測定地は五島列島と甑島、並びに広島市の一部と名古屋市の一部であるが、離島部では  

市町村を1測定地として扱い、都市部では市又は区を1測定地として扱う。  

（2）測定器と測定方法   

測定器としては1”¢xl”NaI（Tl）シンチレーション・サーベイメータおよび直径200mm、厚  

さ3mmのプラスチック電離箱、摂動容量型電位計、記録計を組み合わせたシステムを用いた。  

これはサーベイメータの読み取り値を後に標準線源で校正した電離箱の値に換算する半間  

接的な電離箱測定である。サーベイメータの誤差は土4％、電離箱に換算する際の誤差は  

土3．5％である。測定する高さは地上約1m、またサーベイメータの検出部は水平にして使  

用した。さらに降雨開始時を避けた。  

3．結語   

各地のバックグラウンド空間放射線の線量率（宇宙線の寄与を含む）の測定結果を示す  

と義一1、義一2、表－3、章一4、表－5のようになる。離島部測定の目的の一つは自然放射線の  

地理分布を明らかにすることであり、都市部再測定の目的の一つは、生沌環境の変化の激  

しい場所におけるバックグラウンド放射線レベルの長期変動を追跡することである。  

－6－   



表－3 広島市の線量率（宇宙線、大地、大気、  

ニ 

照射線量率（〟R／h） 今回調査分の  

測定地 牒測定地点敗  

広島市 雄  

章一1五島列島の線量牽（宇宙線、大地、大気、  

フォールアウトからの放射線を含む）  

照射線量率（〟R／h）  

恥 測定地点数  

（福江島）   

福江市   

富江町   

玉之浦町   

三井楽町  

（中通島）   

奈良尾市  
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義一4 名古屋市各区の線量率（宇宙線、大地、大気、  

フォー∴ア′トから（り遊里盟主丘立   」  

照射線量率（〟R／h） 今回調査分の  

測定地 牒測定地点数  

中区  9．0  0．6  11  

昭和区  8．1   0．0  1  

千種区  9．3  0．0  1  

乗区  9．8  0．g  6  

…
一
〇
・
6
 
 

9
・
9
一
9
・
9
 
 

表－2 甑島の線量率（宇宙線、大地、大気、  

ユ土＝虹王立＿止三進也出廷主よ主⊥ 

照射線量率（〟R／h）   

測定地  平均億 標準偏差 測定地点数  

（下甑島）   

下甑村  g．3   1．1  2   

鹿島村  8．8  0．0  1  

（上甑島）   

上甑村  9．5   1．2  5   

里村  8．2  0．0  2  

g．7  0．0  1  

9．2  0．6  20   

9．1   1．1  10  

－7－  



Ⅰ－4  屋内における空間放射線線量調査一試験的計測一  

放射線医学総合研究所  

藤高和倍  

1．緒言  

当研究の目的は自然放射線による国民線量を実憩に基づいて推定することで  

ある。日本の家屋構造の多くは木造であるため空間放射線に対する遮蔽効果は小  

さい。そのため近似的な国民線量なら当グループが昭和42年～昭和52年にかけて  

実測して得た全国の屋外バックグラウンド空間放射線線量データより算出するこ  

とができる。しかし、人々が実際に過ごす場所としては屋外よりも屋内が圧倒的  

であって1日の約80％の時間を占めるため、国民線量を詳しく推定するには屋内  

線量レベルを知らなければならない。ところが屋内線量は建築様式や生描様式に  

よる差が大きい。従って実態を反映した屋内線量を知るには現場測定を行うほか  

ない。以上を搾まえ、地方毎に、また建築構造毎に全国を順次調査研究してきた。  

今回は線量計の設置条件による差異を調べる試験的計測の中間報告を行う。  

2．調査研究の概要   

（1）測定点に関する問題点  

民家の測定を実施するに当たって最大の問題は、線量計をどこに設置でき  

るかという点である。測定にとって理想的な場所が、必ずしも家人の‾ア解を得や  

すい場所とは限らない。今まで用いてきた線量計はT川で小型軽量であるが、それ  

でもTLDは生描の邪魔にならないタンスの上、テレビの側、鴨居の陰、屋外なら軒  

下とか樹木の陰に設置されるのが通例であった。最小限避けたのは浴室や台所の  

熱のこもり易い場所であるが、家屋構造によって台所と居間の境界が無い場合は  

たとえ居間でも熱気の通り道になり得る。これらに対する反省から、今回は家屋  

内の設置場所による線量への影響を詳しく調べることにした。あえて望ましくな  

い場所にもTLDを設置し、どの程度望ましくないかを検討することにした。  

（2）測定方法  

線量計はTLD（熱蛍光線量計：珪酸マグネシウム・タイプ）であり、現場に約  

2ケ月間設置し、2ケ月毎に素子の交換を行うと共に回収された素子を読み取って  

積算線量を求めた。今回この交換は迅速に行ったため、輸送被曝線量は問題にな  

らない。この2ケ月線量の計測は今まで3回行っており、なお継続中である。設置  

した家屋は鉄筋コンクリートのごく普通の団地である。測定点一ケ所あたり4本の  

TLD素子を設置した。多くのファクタをノーマライズして結果を比較しやすくする  

ため、浴室の内部と外部のほぼ同じ高さに設置して内外の熱の差を調べ、また台  

所の天井近く と床面近く に設置して高さによる熱の差を調べ、さらに居間の天井  

付近、鴨居、床面付近及びテレビの側に設置して高さによる影響等を調べた。団  

地であるため本来の屋外環境は存在しないが、念のため南東と北西の開口部の外  

側にそれぞれ設置した。  
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3．結果  

設置場所毎の線量を年間線量（mR／y）に換算して表1に示す。最も望ましく  

ない場所は熱がこもる浴室や台所の天井近く と予想したが、結果的には際だった  

差が見つからなかった。意外だったのは同じ屋外でありながら南東の開口部と北  

西の開口部の差が大きかったことである。これは西日が長時間あたるためのフェ  

ーディングの影響とも考えられるがなお検討中である。テレビの影響はまだ見つ  

かっていない。まだ中間的な結果とはいえ、設置場所によノって20～30Ⅹもの差が生  

じることは、今後のサーベイで留意すべきことと思われる。  

表1 各設置場所による年間換算線量（mR／y）   

測定時期  1．26～3．25   3．25～5．27   5．27～7．30   ‘平均   

浴室 内部天井付近  62．3  60．8  59．9   61．0十1．0   

外部天井付近  61．7  62．0  61．0   61．6＋0．4   

台所 天井付近   67．3  64．3  59．3   63．613．3   

床面付近   53．5  64．9  61．6   68．0十4．8   

押入 天井付近   66．1  68．9  58．2   64．4＋4．5   

床面付近   54．1  62．0  54．8   57．0＋3．6   

居間 天井付近   69，2  64．9  63．3   65．8†2．5   

鴨居付近   58．5  68．4  59．9   62．3†4．4   

床面付近   54．1  57．4  59．9   57．1＋2．4   

TV付近   54．7  60．3  55．9   57．い2．4   

屋外 南東でランク～   57．9  67．8  63．3   63．8＋4．0   

北西窓際   47．2  52．1  47．3   48．9＋2．3   
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Ⅰ－5 屋内外のラドン等による被曝線量調査  

放射線医学総合研究所  

藤高和倍、阿部史朗、阿部道子  

東京理科大学  

児島 紘  

1．緒言  

ラドン（トロンを含む）とその娘核種による日本国民への線量寄与を求めるための調  

査研究を行っている。親核種たるRn－222の濃度については昭和60年度より全国13県およぴ  

その周辺5県において測定済みであるが、そこでは日本全国の平均的被曝線量が近似的に求  

まるように地理的配置、地質的配置、気象的配置等を考慮してデータを得ている。そのサ  

ーベイの最大の利点は屋内湧度を求めると同時に同じ家屋の屋外濾度を測定してあること  

である。屋外濾度は全国的に見ても、諸外国と比べても、桁が違うほど大きな差はなく大  

体似たレベルに納まるため、ここで測定した屋外データを参照することによって屋内濃度  

の正当性をかなりチェックできる。しかしラドンの生体影響の研究につなぐ上ではRn－222  

濾度だけではその概要しか分からず、詳しい線量評価のためにはラドン娘核種の状態を知  

ることが必要である。その場合単に娘核種濾度だけでなくその粒径サイズ分布も重要な情  

報である。  

2．調査研究の概要  

当研究室ではラドン娘核種（RaA、RaB、RaC）濾度測定装置，各娘核種フリー成分の粒  

径サイズ別濾度測定装置等を開発し、屋内外で測定を繰り返してきた。今年度は屋内濾度  

低減に有効な室内壁へのプレートアウト（沈着）に着目し、プレートアウトに影響の大き  

いフリー成分沈着速度の推定に重点を置いた。測定機器がなお改善途上にあって大規模な  

サーベイには至っていないが、重要な基礎的情報を入手した。その結果によると娘核種フ  

リー成分の割合（f）と平衡比（F）の関係の解析から娘核種フリー成分の沈着速度を推定でき  

る。この方法は本質的にカープフィッティング法であるが、これを用いればエアロゾルの  

濾度やサイズ分布を知らなくても沈着速度を推定できるという利点がある。図1にf－F関係  

の沈着速度依存性を示す。  
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3．結果  

ラドン娘核種のうち、RaAのフリー成分の沈着速度と上述f－F関係の対応を示す測定例   

を以下に示す。  

山
 
山
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〇
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∩
頃
 
 

0  0．1 0．2 0．3 0．4 0．5 0．6  0．7  

フリー成分の割合 f  

図1 RaAフリー成分沈着速度入dfの色々な値に対するトF関係。エアロゾル付着  

成分の沈着速度入da＝0．2／h、換気率＝0．3／hを仮定してある。  
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Ⅰ－6 日本における屋内ラドン濃度の全国調査  

放射線医学総合研究所  

小林 走者、藤元 恵三、  

内山 正史、中村 裕二、  

岩崎 民子  

土居 雅広  

（1）緒 言   
国連科学委員会の19 8 2年報告書及び19 8 8年報告書による  

と、 ラドン及びラドン娘核種は一般公衆が受ける自然放射線からの  

線量の5 0％以上を占める被曝源であると推定されている。 日本に  

おけるその実態を把捉するために、昭和6 0年度より一般居住家屋  

内のラドン濃度の全国調査を実施している。この調査では、（l）日本  

全国及び日本各地域における屋内ラドン潰度の代表値と分布、（2）家  

屋の鹿追や材料、地域、生活習慣等による差異、（3）高潰度を有する  

地域あるいは家屋の有無、（4）もし高濃度の地域あるいは家屋が存在  

する場合は、原因となる諸要因の解析とそれに基づく低減対策、を  

明らかにすることを 目的と している。  

（2）調査研究の概要   

本調査は昭和6 0年度より着手し、全国7 0 0 0世帯を目標に家  

屋内ラドン洩度の測定を行っている。昭和61、6 2、6 3年度及び  

平成元、2年度には主として高校理科教諭名簿から抽出したそれぞれ  

約3 0 0 0、3 0 0 0、10 0 0、3 0 0、2 0 0（再調査を含む）世  

帯に西独カールスルーエ原子力センターが開発したフィルタ付カッ  

プ型パッシブラドン測定器を配布し、屋内ラドン濃度を測定した。  

全国のすべての都道府県を対象として、冬季と夏季をそれぞれ含む  

6ケ月間の測定を引き続き 2回行い、年間の平均溝度を求めた。 ま  

た一軒で2 ケ所を測定することにより、屋内ラドン溝度の同一家屋  

内での場所に′孝 

ータを平均′し／その値を年間平均濃度とした。   

約6 3 0 0軒のラドン濃度測定結果から得られた濃度分布は対数  

正規分布に近く、その中央値は2 3Bq／m3（算術平均値は2 8Bq／mヨ、  

幾何棲準偏差は1．6）である。（囲1） 米国環境保諌庁のアクショ  

ン・レベル（15 0Bq／m3）を越える濃度を示す家屋敷は約6 3 0 0  

軒中19軒、すなわち約0．4％であり、わが国の場合は米国やスウ  

ェーデン等と比べて、高濃度家屋の都合ははるかに低い。  

（3）結 裔   

上記の測定結果は都道府県毎のサンプリング歎の偏りやトロンの  

寄与の補正がなされていないが、概括的な値としての日本の屋内ラ  

ドン濃度の状況を表すものである。同一の方法で全国の家屋を調査  

しているので、全国的な濃度分布の様相、家屋構造による差異など  
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は本調査結果により判断が可能である。 また同じ測定器を用いて行  

われた西独、 スイス等との比較も可能である。   

今後の調査研究の課題と して以下の項目が挙げられる。  

1）全国網査によって見いだされた高濃度家屋についての現地での再   

調査。  

2）トロンの影響の検討と評価。  

3）家屋構造等のアンケート調査項目とラドン濃度との統計的解析。  

4）学校等の公共施設や職場等の屋内ラドン濃度の測定。  

5）パッシブ型ラドン・トロン測定器の較正技術に関する検討。   

これらの一連の研究によって日本全国及び日本各地域における屋  

内ラドン・トロン濃度の代表値並びに家屋構造や地域による差異を明  

らかにする。その結果に基づいて国民線量を推定′すると同時に高洩  

鹿家屋の有無を判定し、高濃度となる諸要因について解析し、今後  

のリスク低減対策に役立てる。  

なお、当調査においては、調査家屋の選定ならびに測定器の配布  

・回収等に当たって、下記の日本各地の大学、研究所等の方々のご  

協力を仰いだ。記して謝意を表する。佐藤 文昭（北海道大学獣医学  

部）、酒井 広（福島県会津若松保健所）、天野 光（日本原子力研  

究所）、青山 喬、米原 英典（滋賀医科大学）、坂上 正信、上野  

馨、山本 政儀（金沢大学低レベル放射能実験施設）、武田 薦彦、  

森 利明（大阪府立大学付属研究所）、沢田 昭三（広島大学原爆放  

射能医学研究所）、土屋 武彦（産業医科大学）  

図1 日本の住宅における屋内ラドン濃度分布  

軒，。。。  
数  

150   100  

ラドン濃度（Bq／m3）  

50  
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Ⅰ－7 環境中のトリチウムの滑走調査  

放射頼＝医学稔合研究所・環境衛生研究部  

井上義和、宮本芳子、岩倉哲男、相島和子、エ藤美和子  

（1）緒言   

前回に引続き、施設から放出される3Hの周辺環境に対する影響を  

嗣査すると ともに、3Hの環境挙動を研究する目的で、1981年以来東  

海村と対照地域である水戸市、那珂町、および千葉市で実施してき  

た。今回は、1990年の調査結果を報告する。  

（2）訴査研究の概要   

1998年に採取した試料は、河川水（茨城県3地点）、沼水（東海村  

1地点）、降水 （千葉1、東海村15地点）、井戸水（東海村9地点）、  

水道水（茨城県10地点）および海水（茨城県2地点）である。   

測定方法については、濱度が低い（1Bq／1以下）場合は、電解溝縮  

捷、Packard社製液体シンチ レーシ ョ ン測定器 TRICAR8 2000によ り、  

濃度が高い場合は、直接Åloka社製 Aloka LBlによ り湘定した。   

結果については、千葉市の降水の1990年の年平均億は、0．7±0．1  

Bq／1であった。昨年の平均値約0．6Bq／1と同じであり、最近の10年間  

に溝度は約1／2に減少している。   

茨城県久慈川と那珂川の3H濃度は過去10年間互いに同じ清度で推  

移 し、共に減少傾向を示した。1990年の年平均僧は、1．0±8．2Bq／1  

であり、降水よ りなお高く、滞留時間の長い地下水中の3Hの影響が  

今なお河川に反映しているこ とを示している。また最近の10年間に  

河川水の濃度は、1／3に減少した。   

東海村の降水の1g90年の3H襟度分布は、日本原子力研究所と動力  

炉横燃料開発事業団の中間地域で自然 レベルよ り高い傾向を示した。  

最大僧は、原研の南の施設境界付近の地点で観測され、それらは月  

平均億で40．4±0．88q／1、年平均億で8．7±11．3Bq／1であっ た。   

東海村村校地区の1990年の地下水の3H濾度の地域分布は、昨年と  

同様であり年平均の最大値は原研の南の地点で観測され、約 6Bq／1  

であった。1985年の同一地点で観潮された最大値に比べ約1／4に減少  

し て いる。   

茨城県の広域で採取した水道水の3H濃度は、河川水の濾度とはぼ  

同 じ レベルであっ た。   

沿岸海水の濁度が付近の河川水の同年の濃度よ り高い場合は、施  

設から放出される3Hの影響が考えられる。半年毎に採取している沿  

岸海水の3H濾度の1980年から19gO年までの結果（図）から、動燃前  

お よび大洋村の沿岸海水の3H濃度は、それぞれ6囲およぴ5回、河川  

水の溝度を上回ったこ とが分かる。 この内、4回は同 じ 日 に観測され  

ている。また、動燃前の沿岸海水の溝度は、大洋村よ り高い場合が  

多 く、約118q／1の最大値は1989年12月2日に観湘された。  

なお、観潮された全てのラH濃度は法令借と比較して、十分低い溝度  
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であっ た。  

（3）結語   

一般環境の3Hレへ’ル調査につ，いては、樺水および河川水のフォーIけウト  

3H溝度はなお漸減傾向を示し、核実験以前の自然平衡レへ◆ルに達して  

いないと考えられるので継鳶髭測定する必要がある。   

施設影竿秤価に関しては、東海村村松で観測した1982年または  

1g84年に地表に高濃度で沈着した3Hが、数カ月一致年後に周辺の地  

下水（井戸水）1く耗沸されたと推定される。この地域の土壌水の浸透  

速度や地下水の滞留時間を推定し、変動費困を明かにするためには、  

測定調査を継続しさ らに例証を増やす必要がある。   

動燃から約40k■慮れた大洋村の沿岸海水でも自然レベルの2倍程度  

の濃度が観測される事実は、沿岸に沿った広域の拡散機構を解明す  

る必要性があるこ とを示唆している。   

また、線量評価上重要視されている食品中の特に有機形3Hに着目  

し測定する必要がある。  

80 81   82   83 84 85  86 87 8889 90  
711 4 712 2 912 611 511 35 10 612 811 8 812 612 

年 月  

図1   茨城県の沿岸海水と河川水の3H溝度の比較  
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Ⅰ－8 高空における放射能塵の測定  

防衛庁技術研究本部 第1研究所  

松村豊遭 西山益夫  加藤辿彦  

遠藤  拡   

緒言   

19 81年以来、放射能による環境汚染訴査の一環と して、我  

が国上空の放射能浮遊塵に関する資料を得るため航空機を用いて  

試料を採取し、全β放射能濱度及び含有核種の分析を行ってきた。  

本稿では、前報に引き続いて平成2年度に得た平常時の測定結果  

につ いて報告す る。   

調査研究の概要  

（1） 試料の採取  

北部（佐渡～弘前西方蒋上）、中部（百里～新潟）及び  

西部（阿蘇～見島）の3空域において航空機（F4EJPhan－  
一tOmJet）に装着したろ紙式集塵器によ り試料を採取した。  

採取高度は、 中部空域の約半数回で6 K mの他はすぺて  

10 K mであり、 ろ紙は、東洋濾紙K・K製Ⅳ0．5A である。  

図1に使用 したろ紙式集塵器の概要を示す。  

図1 ろ紙式集塵器の概要図  

（2） 測定方法  

試料の処理、測定方法は、従来と同じである。試料ろ紙  

の半分は、灰化し全β放射能測定用と し、残り半分はγ線  

横着欝分析用 とする ため未処理のま ま、 6 0 m m拶 × 5・5  

m m hの円板状に圧縮成形 した。 全β放射能測定における  
比較根源にはU 30 8を使用 し た。  

G e（Li）半導体検出器のピーク効率は寒天標卜準容横  

線源を用いて求めた。  

（3）  訴査結果  

19 9 0年4月から19 91年3月 までの間における全  
β放射能測度の測定結果を図2 に示す。 本期間での高度  
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Ⅰ－9 天然放射性核種の調査に関する研究  

国立衛生試験所  

亀谷勝昭  松村年郎  

1． 緒言   

通常土壌中にはUが1～3ppm含まれているこ とが知られている。  

そ して河川水，井水にも微量ながらUが含まれている こ と をすでに  

報告したl・2） 。 したがって植物中にもUが含まれている こ とが予想  

され，二三の植物についてUを分析したこ と を報告した3）。本実験  

では植物・食品中のUおよびFeを定量し，それらの相関について検  

討し，二三の結果を得たので報告する。  

2．  調査研究の概要   

植物はその生活機能から，Ⅳa，K，Hg，Ca，Cu，Zn，nn，Feなどの無機元  

素を含んでいる。一方，Uは，これらの元素のう ち，Feと化学的性  

質が類似している こ とから，土壌から植物へのUの移行が，Feのそ  

れに関係があるのではないかと予想された。本実験では，植物・食  

品中のUを イ オン交換樹脂分離ののち，α線スペクト ロメ≠ターで，  

そ してFeを キ レート 滴定でそれぞれ定量 した。  

3．  結果   

植物・食品中のUお よ びFeの定量結果を表1に示す。   

土壌から植物へのUの吸収を知るため，植物中のUおよびFeの定量  

を行なった。分析結果によ る と，Uの濃度は植物の種によって異なる  

が，植物申のFe含量に対するU濃度の比は類巨似の傾向を示し約 0．1～  

0．5であった。また，これらの値は，土壌中のFe濃度に対するU濃度  

の比と類似してお り，植物・食品中のUは，土壌のFeと ともに吸収さ  

れて いるのではないかと考えられた。なお，植物，食品中の2＝｝戸口に  

対する 23ぺUの比は約1．0であっ た。   

文  献  

1．亀谷，松村，浅田：Radioisotopes 40，122（1991）  

2．亀谷，松村，   ：Radioisotopes 32，18（1983）  

3．亀谷，松村，   ：第31回環境放射能調査所究発表会（暗和  

63年度）p．49  
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表1   植物・食品中のUおよぴFe含量  

灰 分  2：｝Ru  Fe  238u／Fe  

g／100g  mBq／100g  mg／100g  mBq／mg  

品   名  

桜  薬  

松  葉  

茶  葉  

1．80± 0．43  

3．00± 0．50  

6．00± t．50  

0．14± 0．05  

0．07± 0．02  

0．64± 0．14  

3．92± 0．33  

1500±140   

5．99  0．30  

10．04  0．30  

12．30  0．49   

0．92  0．15   

0．34  0．21   

7．59  0．08   

7．52  0．52   

7090  0．21  

原  米（岐阜） 1．36  

白  米（岐阜）  0．45  

大  豆  4．82  

ほう れん草  1．63  

土  壌  

註：上記の値は，生試料100g当た り の値を示しているが，茶葉，  

大豆は市販乾燥試料100g当た り の慣を示す。なお土壌は東京  

の風乾土壌を用いた。  
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Ⅰ－10 土壌及び米麦子実の放射能鋼査（平成2年度）  

農林水産省農重環境技術研究所  

割付美佐子 結田康一 小山雌珪  

1．緒言  

昭和32年以来，農耕地（水田・柵）土壌及びそこに栽培生産された米麦   

子実を対象に，降下放射性接種による汚染状況とそれらの経年変化を調査し   

てきた机 今回は平鹿2年度に収穫した試料について＝sr及び】37csの接種   

分析を行ったのでその調査結果を報告する。  

2．鋼査研究の概要  

（1）試料採取と分析法  

前年度と同棲、全国15ケ所の国公立農雲拭竣研究機開の特定誇場から，  

それぞれの収穫期に採取された水田・畑各作土及びそこに栽培された水稲  

と小麦を分析用に調業し供試した。90srの分析は，発煙硝酸法によった。  

土壌中の，Osrは、1M中性酢酸7ンモニウム法により抽出した置換悪…sr  

を譜定した。1＝cs の分析は，ガンマー線計測により、13Tc5 を凋定した。  

（2）調査結果  

イ．農耕地土壌  

平成2年度の収穫期に，水田及び畑宵場から，それぞれ採取した作土  

（探さ10～15c■）中の書換慾90sr及び■ ＝＝cs含宴を表1，2に示した。  

これらの調査結果から，作土中の苫換慧，Osr合音軋 全国平均で細＿土  

壌2．068qノkg，25D M8q／k■2，水田土壌1．6d Bq／k8，226MBq／k■Z の饅を  

示した。置換慈90sr合音は爾土壌とも前年度（柵2．40 8q／kg，282”8q／  

k■Z，水田1．638q／kg，206M8q／kT2）に比較すると畑土壌は減少してい  

るが，水田土壌は採取地札幌の胃場変更があり，前年度より高いせを示  

した。その影警で平均磋も籾土壌はどの減少はなく，はば横道いであっ  

た。採取地別に比較すると，畑土壌0．40～7．41Bq／毎，水田土壌0．11～  

5．378q／短と地域差が大きい。  

また137cs含書は，全国平均で畑土壌14．1Bq／kg，1848MBq／k■Z，水  

凹土壌16．8Bq／kg，2180M8q／k■ヱの饉を示した。l＝cs を前年度（珊  

15．2的／kg，1861M8q／k■Z，水田16．7Bq／kg，2012M8q／k■Z）に比較す  

ると僅かに減少傾向を哀している。採取地別には畑土壌 5．7～28．4 8q／  

kg，水田土壌 3．8～43．78q／kgと地蝶善か大きい。  

ロ．米麦子実  

平成2年度の収穫した水稲（玄米・白米）及び小麦（玄麦）申の90sr  

及び’＝＝cs含室を表1，2に哀した。これらの調査結果から9●sr含室は  

全国平均で玄麦0．178q／kg，玄米 0．0288q／kgの鯖を哀した。90sr合音  

を前年度（玄麦0．148q／k8，玄米0．0358qノk8）に比較すると，玄麦は  

やや増加，玄米は減少した。採取地別に比較すると玄麦は0．05～0．38  
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8qノkg，玄米は0．009～0．083恥／kg と著しい地域差がある．また13Tcs  

合音は全国平均で玄麦0．031Bq／kg，玄米の0．1118q／ね，白米0．049恥  

／kgの磋を示した。前年度（玄麦0．033Bq／kg玄米0．1048q／kg）に比  

較すると玄麦は減少，玄米はやや増加した。採取地別に比較すると玄麦  

は0．015～0．046Bq／kg，玄米は検出しない0～0．5978q／kg，白米は検出  

しない0～0．246Bq／kg と著しい地域差が染められた。  

3．結語   

平成2年度に収穫採取された農耕地（水田・畑）土壌及び米麦子実につい   

てサOsr及び ＝Tcsの棟雀分析を行った。   

農耕地土壌中苦境羞，Osr及び ＝Tc5の経年推移私 署換愚…srは柵土壌で   

減少傾向を示し，水田土壌では僅かな減少傾向を示しながら推移している。   

また t37c5は柵・水村土壌ともに僅かに減少傾向を示しながら推移している。   

米麦子巽中の，Osr及び】3†csの経年推移は南棟種ともに僅かな減少傾向を   

示しながら推移していることが責められた。  

■●sr  l一丁cさ  

拭料採取地  収穫ヨ          玄 麦  ●畑 作 土   玄 麦  畑 作 土  

恥／kt  恥／k  恥／山一  軋／短  軸／短  仙l   

札 幌（北海道〉  2．8．31  0．18  2．26    0．陀8  11．3  1．339   
長 円（新 編）  2．丁．2  0．凋  7．41    0．躍  冴．4  乱151   
畳 胃（着 手）  2．9．8  0．25  1．肪  2か  0．捌  18．6  2，だ妃   
水 戸（貫 城）  2．7．5  0．20  2．48  2堤  0．023  11．5  1，121   
篇 谷（ヰ 玉）  2．8．別  0．14  ¢．5汚  118  ℃．015  5．7  7別   
立 川（東 京）  2．6．Zr  0．噌  0．訂  T7  0．0劫  17．6  2，二汀6   
茨 糞（山 梨）  2．乱15  0．彷  0．亜  紀  ¢．棚  8．T  1．762   
山 陽（肖、山）  2．6．11  0．肪  0．封  91  0。032  10．6  1．丁9T   

平   均  0．17  ●2．防  ●劉  0．一泊1  14．1  1，糾8   

■ 置換軽量  

2  玄米・白米及び水田作土中の▼●sr－ ‖Mcs  

▼●sr  ＝川Cr  

試料採取地  収穫日          玄 米  ●水田仲土   玄 米  白 米  水 田 作 土  

恥他  町  他ノーl  吋It  恥／短  恥侮  仙l   

札 韓（北緯遺）  2．9．14  0．∝B  3．40    0．021  0．014  8．6  1．431   
秋 田（秋 田）  2．9．認  0．077  2．92    0．別£  0．116  封．1  3，附   
上 越（薪 鵡）  2．9．以  0．昭  5．さT  709  0．023  0．016  43．T  5，T73   
金 沢（石 川）  2．9．10  0．㈱  1．05  146  0．031  Ⅳ．D  10．0  1．∬   
鳥 取（鳥 取）  2．10．5  0．朗5  1．21  l餅）  0．捕  0．∝粉  1T．3  2，7】方   
蜃 綱（着 手）  2．10．2  0．姐  0．か  22  0．3刃  0．145  2．5  1．Tボ   
名 取（宮 城）  2．10．5  0．026  3．脚  5別  0．5卯  0．246  20．d  2，819  
水 戸（茨 城）  2．9．柑  0．022  1．14  125  Ⅳ．D  0．015  11．3  1．凱   
立 川（東 京）  2．10．11  0．01l  0．三芳  ■汀  0．01T  0．O16  24．1  3，邪   
茨 兼（山 索）  2．10．5  0．叩3  0．1l  26  0．0か  0．013  3．8  鋸2   
羽曳野（大 阪）  2．10．8  0．022  0．朋  59  ¢．捌  0．009  7．6  1，0凛   
山 陽（宵 山〉  2．10．j汀  0．014  0．65  112  0．03l  0．013  4．7  8（裕   
筑集野（楕 円）  2．10．24  0．015  0．41  51  0．ぼ  0．022  9．＄  1．扮】   

平   均  0．嘲  】．64  訟6  0．1il  0．鋸9  16．8  2，1抑   

◆ 置換愚書   
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ト11 2年度における牛乳の放射能調査  

農水省畜産試験場（畜試）  

三橋俊彦・須藤 ま どか・中嶋雅仁  

農水省北海道農業試験場（北農試）  

山岸規昭・早坂貴代史・田鎖直淫  

農水省九州農業試験場（九農拭）  

相井孝允・寺田文典・村岡 誠  

1． 緒言  

前年に引き続き，わが国の牛乳中の人為放射能レベルを知るため，   

全国9カ所について90srおよび137csの経常調査を実施し，地域別変   

化，季節別変化などを観察した。加えて，北海道の汚染レベルの高   

いこ とに着目 し，‡n Situ によ る牧草地の137csの測定を行った。 ま   

た，北農試，九農試では緊急時測定に備え，バックグラウンド と し   

ての土鳩，牧草，牛乳の測定を行った。  

2． 調査研究の概要  

（1）牛乳中の90srおよび137csの経常調査  

前年と同様，経常測定では北海道（新得畜産試験場），岩手（岩   

手県畜産試験場），秋田（秋田県畜産試験場），福島（福島県畜産   

試験場），茨城 く農水省畜産試験場〉，静岡（静岡県畜産試験場），   

福井（福井県畜産試験場），香川（香川県畜産試験場）および福岡   

（福岡県農業捻合試験場）の9カ所から測定試料（原乳）を採取した。   

2年度における牛乳中の90srおよび137cs測定結果を表1，2に示す。   

90s「の測定結果は北緯遵が一番高く，次いで岩手，秋田，福島と棄   

北地方が高いというパターンである。1S7csでは北梅道が一番高いの   

ほ90srと同様であるが，次いで高いのは静岡である。 と く に今回は   

測定地点中264MBq／£ と最高値を示したのが特異的である。前年度の   

本抄録に掲載した数値と本年度のそれとを比較すると，全国平均値   

で，90srが83％に，137csでは84％に減少していて前年と比べ137cs   

の減衰が急に鈍 く なっ たこ とを示した。  

（2）Ge半導体検出器による牧草地のIn Situ 測定  

ポータブル型半導体検出器を用いて，牧草地の137csの測定を行っ   

た。測定地点は筑波と北緯道の札幌，新得，芽室および釧路である。   

地上高1mの137csによるγ線量率と，土壌中（表土）の137cs漉度   

には高い相関 く「＝．9994）があ り，今後もこの方法で土壌中の137cs   

の経年変化を追跡し，土壌一牧草一年乳の移行について検討する。  

（3）北農拭（札幌）における137c＄の測定  

原発事故，核爆発実験など緊急時に備え測定器の整備，校正を行   

うなかで，バ、ソクグラウンド レベルを知るため，今回は北農試内の   

代表的な採草地における土壌中の1＝csを調査した。深度20珊までの  
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土壌を乾燥し，上層，中層．下層に3分別し測定した。結果は，そ  

れぞれ23．5Bq／kg，21．2Bq／kg，14．6Bq／kgであった。 植物の吸収に強  

く影響する上層が高い漉度である。関連する牧草は1．16Bq／kgく生），  

牛乳は130．Om8q／£ であった。  

（4）九農試（鱒本）における157csの測定   

測定地域は前年と同様，熊本，沖縄，鹿児島の3カ所と し，土壌，  

牧草および牛乳について測定を行った。土鳩（乾燥）の測定結果は，  

熊本が10・4Bq／kg，鹿児島で2．2Bq／kg，沖縄は1．8Bq／kgであった。牧  

草と牛乳については，測定時間がやや憎かったため，いずれも測定  

値の統計誤差が大き く有意とはいえないが，比較的誤差の小きいも  

のを参考のため示すと，熊本の乾草が2．2Bq／kg，牛乳は94．2mBq／£，  

沖縄の乾草が2．OBq／kg，牛乳は74．OmBq／£ であった。  

衰1．平成2年度牛乳中90sr （mBq／£〉  

北海道  

岩 手  
秋 田  
福 島  
茨 城  
静 岡  
福 井  
香 川  
福 岡  

81．5±7．4  71．4±7．4  

44．4±7．4  48．2±7．4  

44．4±7．4  44．4±7．4  

33．3±7．4  25．9±3．7  

22．2±3．7 18．5±3．7  

25．9±7．4  37．4±7．4  

29．6±3．7  33．3±3．7  

33．3±3．7  22．2±3．7  

18．5±3．7 18．5±3．7  

66．7±7．4  

48．2±7．4  

40．7±7．4  

33．3±7．4  

18．5±7．4  

25．9±7．4  

40．7±7．4  

25．9±3．7  

37．0±7．4  

48．2±7．4  

51．9±7．4  

44．4±7．4  

29．6±7．4  

11．1±7．4  

7．4±7．4  

25．9±3．7  

29．6±3．7  

7．4±3．7  

66．7±7．4  

48．2±7．4  

43．5±7．4  

30．5±6．5  

17．6±5．6  

24．2±7．4  

32．4±4．6  

27．8±3．7  

20．4±4．6  

表2．平成2年度牛乳中137cs  くmBq／g〉  

北海道  

岩 手  

秋 田  

福 島  

茨 城  

静 岡  

福 井  

香 川  

福 岡  

157．5±10．4 169．1±10．4  

6了．5± 8．4  64．6± 7．9  

55．8± 8．8  60．8± 8．4  

77．1± 8．8  40．0士 7．9  

41．3± 8．8  27．1± 7．5  

264．1±12．1 44．6± 8．8  

23．3± 6．7  20．9± 6．3  

19．6± 7．1 30．8± 8．4  

19．6± 7．1 25．8± 7．5  
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結 語   

牛乳中の90srと13Tcsをそれぞれ前年と比較した場合，原発事故以  

来1＝csの方が減衰が著しい状態が続いていた。 しか し，今回は双方  

の核種が同じ程度の減衰となった。 これほ，原発事故の影響が薄ら  

いで き た こ と を示唆してい る。 すなわち，原発事故前の減衰バ ター  

ンに近づいたと いえ る。 しかし，特定地域の137Cs濃度が唐突に高 く  

なる事例もある こ とか ら，今後も注意しなければならない。飼料の  

流通が複雑化した今日では従来の地域別汚染マップとは別に，どこ  

で生産された飼料がどこに流れたかが，牛乳の放射能汚染濃度を左  

右す る要因となろ う。 その意味で，今後の飼料測定が注目 される。  
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Ⅰ－12 家畜の骨中98Sr濃度調査（1990年度）  

農林水産省家畜衛生試験場北海道支場  

弟 2 研究室  加藤憲夫，村田英雄，近山之雄  

1  緒 言  

1957年以来，家畜飼養環境にお ける放射能汚染を，家畜の骨中  
98Sr濾度測定に よ り 継続調査 し てい る． 馬，牛等の家畜はフ ォ ー ル  
アウト によ り 汚染さ れた飼料を直接採取する ため，骨中98Srを測定  
する こ とは汚染状況をを知る良い指標と なる． 今年度は前年度と  
同様に馬及び牛の骨中gBSr濃度を ロ ーバック カ ウ ンタ（LBC）を用 い  
て測定する と と も に，同一試料を液体 シ ンチ レーシ ョ ン カ ウ  

（LSC）でも計測 し，両カ ウ ンタ で得 ら れた侶を比較検討 し た 

2  調 査研究 の概要  

（1）材料 と 方法  

測定試料は1990年5月か ら10月の間 に，北海道各地か ら採取 し  

た馬34例，牛28例の中辛骨であ る． 測定方法は試料を乾式灰化後  

ジー（2 －エチルへキ シル）－リ ン綾に よ る 98Yの溶媒抽出法に  

よ っ た．  

（2）測定結果  

馬骨では 5．82±3．97pCi／g Ca，牛骨では 3．07±1．44pCi／g  

Ca（表1，2）であ っ た． 前年（馬：6．30，牛：3．98）及び前前年  

（馬：5．18，牛：3．77）の平均値と 比較する と，今年度は有意な  

変化を認めな かっ た． ま たLSCとLBCの測定値間にはr＝0・9265と  

高 い 相関が見 ら れ た（図1）．  

3  結 語  

骨の98Srは，1965年を頂点と して次第に減少 し，この数年は測定  
開始年度に近い水準で維持して いる．今年度の偵もほぼ前年， 前前  

年と 同 一水準であっ た． 98Sr値は概ね牛馬 と も加齢 と と もに増加す  
る傾向であっ たが， 若齢馬でも高い値を示す例（H 4，12）が見  
られたこ とは，現在でも依然と して高濾度の汚染土壌の存在する可能  
性を示唆して いる． 今後も長期間のモニターが必要である・ ソ連原  

発事故（86年4月）に依る と思われる変化は今年度も書忍め ら れて いな  
い．  

LSCと LBCに よ るg8Sr濾度間 に は高い相関がみ ら れた．  
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表1 馬の分析結果（34例）  表2 午の分析結果（28例）  

番号  年齢  測定値（pCi／g Ca）  番号  年齢  測定値（pCi／g Ca）  
H－1 4カ 月  2．66  

H－ 2  6カ 月  2．70  

日－ 3  6カ 月  6．54  

Ⅰト 4  8カ 月  10．9D  

lト 5  8カ 月  2．54  

1ト 6  8カ 月  4．03  

H－ 7  9カ 月  2．92  

王ト 810カ 月  3．87  

fj－ 9 1Dカ 月  4．36  

C－ 1  2  

C－ 2  2  

C－ 3  2  

C－ 4  2  

C－ 5  2  

C－ 6  3  

C－ 7  3  

C－ 8   3  

C－ 9  3  

1．39  

2．37  

2．82  

1．46  

3．94  

3．19  

1．67  

1．41  

6．65  

1．32  

4．46  

4．13  

2．12  

5．90  

1．57  

監＝引再  

4．23  

1．59  

2．57  

2．76  

4．10  

4．44  

3．56  

1．82  

2．63  

2．04  

5．13  

3．20  

Ⅰト10  1  3．54   

3．93  

16．83   

2．52   

3．46   

3．30   

2．88   

5．16   

2．03   

8．73   

2．68   

3．06   

3．26   

6．25   

4．41   

3．25   

4．40  

16．74   

7．40   

4．46   

5．44   

6．65   

8．38   

5．86   

9．76  

C－10  

C－11  

C－ユ2  

C－13  

C－14  

C－15  

C－16  

C－17  

C－18  

C－j 9  

C－2（）  

C－21  

C－22  

C－23  

C－24  

C－25  

C－26  

C－27  

C－28  
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平均  3．07±1．44  

平均  5．82± 3．97  
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Ⅰ一13 日 本 に 於 け る 人工放射性核種 の 降下量  

気象 研究所  

広瀬勝 己、高 谷祐吉、野 木 義史、  

緑川 貴、井上久幸  

1．緒 言   

1957年か ら 気象研究所 の地球化学研究部で は大気降下物を 採取 し、  

そ こ に含 ま れ る 人工放射性核種（137 cs、90sr及びトリ チ ウ ム（1963  

年 よ り））の量 を 測定 し て き た。そ し て、主 に 核実 験 に よ り 大気中  

に 放 出 さ れた 放射 性核種 の 降下量 の緯度分布 や季節 及 び経年 変化 を  

明 ら か に し て き た。 こ の研究 の 申 で、核実験 に よ り 大気中 に 放 出 さ  

れた 放射性核種 の 大気中 の 輸送 や 滞留時間 に 関す る 知見 を 得 る こ と  

が で き た。今回 は、1g86年4月 に起 き た チ ェ ル ノ ブ イリ 原子力発電  

所事故 に 由来す る 放射能 の フ ォ ー ル ア ウト も 含 む、最近 の放射性核  

種の降下貴の特徴 に つ い て報告す る。  

2．調 査結 果 の 概要   

1‖0年10月 に行 な わ れた第26回中 国核実験の結果、1981年 に は比  

較的高 い降下量を 観測 し た。そ の 後、降下量 は 指数関数的 に減少 し  

1985年 に は最低値 と な っ た。1986年4月 26日 に起 き た チ ェ ル ノ ブ イ  

リ 原子力発電所事故は、】37csと 90sr年間降下量の 増加を も た ら し  

た。こ れ ら の核種 の中では、】37csの増加が、最 も 朗着で あ っ た。  

1986年の年間降下量は、】37csにつ いて は135Bq／m？、9ロsrに つ いて  

は1．8Bq／m2で あ っ た。成層圏 フ ォ ー ル ア ウト に よ る 経年変化を考慮  

す る と、こ の年の 年間降下真の内、137c‘sに つ いて は 99％以上が、9ロ  

Srに つ い て は 90％が チ ェ ル ノ ブ イリ 原子 力 発電所 事 故 に 由 来 す る と  

推定 で き る。一方、トリ チ ウ ム に つ い て は、チ ェ ル ノ ブ イリ 原子力  

発電所事故 に の 影 響 は ほ と ん ど み ら れ な か っ た。   

1986年以降 の137csと 9ロsrの年間降下壁：を二表1に 示す。チ ェ ル ノ  

ブ イリ 原子 力発電 所事故 に 由来す る 放射能の対流圏滞留時間 は短 く  

（チ ェ ル ノ ブ イリ の場合25日 と 推定 さ れて い る）1g87年以降 に つ い て  

は事故由来の対流圏降下量 は無視出来 る。1987年 と1990年の13了 cs  

の年 間降下量 は1981年 か ら1985年 ま で の 成層 圏降下量 と 成層 圏 の 放  

射能の滞留時間か ら 推定 さ れ る 降下愚 よ り 大 き い事、ま た、1987年  

と1g88年 に は】3月cs検 出 さ れた 事、更 に1g87年以降 の降下最の経年  

変化 は 成層 圏降下 と 一致す る 事 を 考慮す る と チ ェ ル ノ ブ イリ 事故 に  

由 来す る 放射 能 の 一部 は成層 圏 に も 輸送 さ れ た こ と が わ か っ た。   

一方、1g87年 と1990年の 9ロsrの年間降下塁は1g81年か ら1g85年 ま  

で の成層圏降下量 と 成層 圏の放射能の滞留時間 か ら 推定 され る 降下  

量 よ り 大 き い。但 し、そ の 経年変 化 は 成層 圏 フ ォ ー ル ア ウト の 傾 向  
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と異な って きてい る。従って、他の機構（舞い上が り等）を考慮す  

る 必要 が あ る。   

トリ チ ウ ムの年間降下量は、既に1g82年以降1680±400Bqm‾2の範  

囲内に あ り、は ぼ一定の レ ベ ル に あ る 0  

3．結語  

1987年以降では】37csと 9ロsrの年間降下量は  
ルに低下 し、従来考え られて き た成層圏フ オ  
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表1、137csと gロsrの年間降下量  

年  －37cs  白Osr（Bqm‾2）  

1g86  135  1．8  

1987  0．98  0．15  
6」弧811ユ6 21  26  C  

1g88  0．80  0．13  

1g89  0．27＊  0．079  

1990  0．19‡   0．075‡ 1【（6）  

‡暫定値  
＋  

＋ ●十 ＋  

■ ＋  

1【（5）  
■       l  

◆  
書  ＋＋◆◆一   

■◆  

■■  

◆■  

◆ ◆ ＋◆．こ  
■事■■■  

■十  
・■■ 

．． 

l一 
：±：l：  

十  

■  

・■  

十＋  

lE（l）  
68  65  78  ？5  88  85  98  

YERR  

図1、筑波におけ る90sr（＋）． I37cs（・）．3n（＊）年間降下量  

（単位は9ロsr．－37cs：mBqm－2．3Il：Bqm 
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Ⅰ－14ヨモギ美都並びに基部申の90sr，一37cs及びこれらの同族安定元素の関係  

新潟県衛生公書研究所  

諏訪成軋 皆川 乱 米田和広，田漣廣和  

1 緒  言  

放射性接種の植物への主な移行経鞄は表面付着と桂根吸収の2つがある。しかし、90srや137cs の  

降下量が少なくなったことを考慮すれば、最近は経根吸収が主な移行経路と考えられる。睦根吸収さ  

れた90sr，l＝cs 及びこれらの同族安定元素の各部位中の濃度の関係を甜ペ、これを利用して2つの  

移行経路の寄与を区別することが可能か検討した。  

Z 調査の概要  

（1）方  法  

珊査対象としたヨモギは前年度報告したものと同一の拭料であり、，89 年9月12日～10月5日に県  

内16か所から採取した。：才モギは洗浄せずに、葉部と茎部に分けて450℃で48時観灰化し、灰化物の  

90sr，t37c5，＝Ⅹ，C8及びSrを測定した。＝Kの存在比を0．011門 としてK濃度を計算した。2か所に  

ついては根部の測定も行った。  

（2）鋼査結果  

ア 葉部と茎部の関係  

垂郎と茎部の相関係数を真一1に示した。採取地点による濱度変化の小さいK及びCaは相関関係が  

総められなかったが、ほかの項目は正の相関関係が揉められた。経根吸収された】3Tcs や90srは同族  

元素と挙動を共にすると考えられることから、同族元素との比（187cs／K，90sr／Ca，？Osr／Sr）はさ  

らに良い相関関係が線められた。＝7cs／K，90sr／Ca及び90sr／Srの散布図を図－1に示した。いず  

れも葉部と茎部の聞に比例関係が組められ、，Osr／Srは時に良好であった。葉部と茎部の比をおおま  

かに言うと、137cs／Kが3：2、90sr／Caが1：2、，Osr／Srが1：1であった。  

イ 表面付着宝推定の可能性  

放射性核種が降下した場合、葉部は表面積が大きいため付着しやすく、板部は地中にあるため付着  

しにくいと考えられる。l”cs や90srが経根吸収された時に葉部と根部の聞にも葉部と茎部のような  

比例関係が成立するならば、放射性核種が降下した時には両者の比例関係にずれが生じ、その大きさ  

から藁部の付着宝を推定できると考えられる。ただし、葉郎に付着した放射性核種が根部へ移動しな  

いことが前提である。  

章面に付着したSrは殆ど板部へ移動しないとの報告があり‖、90srはこの方法が適用できると考え  

られた。2 か所であるが根那の潮定を行い、根部、葉部並びに基部の＝sr／Ca及び90sr／Srを義一2  

に示した。98Sr／Srは全ての部位が同程度、90sr／Caは根部と基部が同程度であり葉部はその約1／2  

であった。葉部と茎部の間では90sr／Srの方が90sr／Caよりも良い比例関係が組められた。したがっ  

て、付着景の推定には90sr／Srを用いた方がよいと思われた。  

一方、葉面に付着した】37cs は根部へ移動すると報告されているⅠ〉。また、＝ワCs は表層土壌中の  

濃度が高く、舞い上がりの影響を受けやすいと考えぢれる。したがって、この方法により137c5 の付  

着喜を推定することは難しいと思われた。じっさい、1＝cs／Kは3つの部位の間に90sr／C∂及び  

90sr／Srほど明確な関係が疎められなかった。（真一2）  

＝sr並びにt＝cs の根部と薯部の関係については、今後さらに検討が必要である。  

3 結 語  

人工放射性核種の降下圭が少ない’89年に県内16か所からヨモギを採取し、葉部申の13Tcs，90sr及  

びこれらの同族安定元素の濃度と茎部申のそれらを比較した。その結果、t37cs や90srでは良い相関  

関係が綾められた。1＝cs／K，＝sr／Ca及び…sr／Srでは良い比例関係が組められ、特に90sr／Srが  

良好であった。  

2 か所ではあるが根部，葉部及び茎部の関係を検討したところ、90sr／Srはどの部位も同じ値を示  

した。葉部と根部の90sr／Srの比が明らかになれば、90srの付着室を推定ことが可熊であると考えら  

れた。一方、137c5 にこの方法を適用することは難しいと考えられた。  

（参考文献）   

1）柳澤 啓：放医研環境セミナーシリーズ帖．13，P．14（1987）．  
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義一1 ヨモギ葉郎並びに茎部中のりOsr，t37c5及びこれらの同族元素の相関係数  

項  目  相関係数  データ数  項  目  相関係数  データ数   

137cs  o．913＊＊  

90sr  O．959＝  

10Ⅰ〈  0．132  

安定Ca  －0．018  

安定Sr  

t37cs／K  

▼Osr／Ca  

＝sr／Sr  

0
 
5
 
ご
U
 
6
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

0．707＝  

0．955＝  

0．984…  

0．998…  

6
 
0
 
5
 
5
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

注）＊＊：Pく0．01   

90sr，90sr／Ca 及び 90sr／Srは極端に大きいデータが1欄あるので、これを除いた相関係数を   

示した。これを含めると90srは0．996，…sr／Ca 及び90sr／Sr は0．999 である。  

8．2  0．4  0．6  0  

茎 部  

0．1  0．2  0．3  

基 部  

● qOsr／Sr（8q／mgSr），▲ Msr／Ca（X5Bq／gCa），■137cs／K （Bq／8K）  

図－1 ヨモギ薫郎と茎部の関係  

袈－2 ヨモギの頚部，茎郎，並びに根郎中の90sr／Ca，りOsr／Sr及び＝Tcs／K  

採取地点  部位  ＝sr／Ca  90sr／Sr  ＝7cs／K  

（Bq／gCa）  （Bq／mgSr）  （8q／gK）  

稟部  0．76±0．009 0．27±0．003  

茎部  1．5 ±0．02  0．27±0．003  

根郎  1．7 ±0．03  0．26±0．004  

稟郎  0．39±0．007 0．13±0．002  

茎郎  0．64±0．01 0．13±0．003  

根部  0．62±0．01 0．12±0．003  

0．061±0．007  

0．031±0．006  

0．11 ±0．006  

0．061±0．006  

0．034 ±0．005  

0．096 ±0．008  

新 潟  

小 出  
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ト15 宇宙放射線生成頼種22甑の経下点   

描井県衛生研究所   徳山秀樹、大西勝基、松浦広幸、宵山猛  
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卜16福井県における環境水中のトリチウム濃度調査（1990年虔）  
福井県衛生研究所   徳山秀樹、宵山猛  

1．はじめに  
潮月から1991年3月に、福井県内で行なった環境におけるト  
リチウム濃度の調査結果について報告する。本調査は、福井県内の  
原子力発電所から放出きれているトリチウムの環境への影響を把握  

するために、1975年から行なっているものである。  

びに調査地点：海洋関係では、表層海水（14点、年2臥  
陸上関係では、水道水（5点、年4回）を謝査した。大気中水分、雨水  
は5点で採取し、一部の地点では三ケ月毎に測定した。また、2月9  
日に美浜2母機蒸気発生器細管が破断するという事故が起き、それ  
に問わる調査も実施した。  
（2）測定：試料水を蒸留精製した後、ヰOmlを門口ンハ“イアルに移し、液体シ  
ンチトタ（インスタケ’、ル）80mlと混合した。これを安定化した後、500分計測  
した。測定器はAloka製LSC－LBlである。  
3‘．結果  
符丁面魂・水道水：今年度は、高沢周辺で海水に若干高い濃度が観測  
きれたほかは、通常のレベルであった。  
（2）大気中水分・雨水：鍋蓋を始めた唄には、3～5Bq／1の濃度であつ  
たが、最近では1～3Bq／1までに低下してきている。今年度も両者と  
もこの程度のレベルが検出きれた。雨水では、かって季節変動が経  
められたが、濃度が低くなり、最近ではほとんど観測きれない。  
（3）美浜2号機番故に関わる珊査：2／10、．2／18にそれぞれ381Bq／ユ、488B  
q／1のトリチウムが検出された。しかし、これは2母機とは別の1母  
機、3号機からの管理された放出によるものであった】）。その他は  
バックグラウンドレベルであった。  

－33－   



筋2表 水道水中のトリチウム濃度  単位：Bq／1  

地区  採取地点   8月   9月   12月   3月   

敦賀   浦底  1．1   1．1   1．3   
美浜   丹生   1．3   1．2  1．4   
大飯   宮留   1．3   1．5  1．5   
高浜   青海  1．0  1．7   
福井   衛研   0．9  

筋3衷 大気中水分、雨水申のトリチウム濃度  単位：Bq／1  

地区  地点  4  5  6  7  8  9  10  四  四  1  2  3   

敦賀  浦底  1．5  1．8  1．3    1．3  2．3  1．8  3．7  4．0  1．3  1．9  2．8   
福井  衛研  0．8  

敦賀′  淵底  1．1  2．1  1．3  2．0  2．1  1．3  1．7  2．3  1．1  3．5   
福井  衛研    1．1  1．1                              1．2  
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ヽ  上段が大気中水分、下段が雨水申のトリチウム濃度  
「－」は検出限界以下、空自は測定しなかったこと  

2母機蒸気先生野細管破断に伴うトリチウム調査結果  

採取月日   濃度（Bq／1）   採取月日   濃度（Bq／1）   

2月10日   381tJ   4月 3日  
2月11日   2．2   4月18日   1．1   
2月14日  4月24日  
2月18日   486－）   5月 9日   1．3   
2月27日   2．0   5月17日  
3月 6日   1．8   5月29日  
3月11日   1．1   8月 4日  

3月25日  6月28日  
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ト17 降下物、陸水、海水、土壌および各種食品試料の放射能調査  

㈲ 日本分析センター  

福嶋活人  

1．緒  岩   

村学技術庁放射能調査委託に基づく放射性降下物（フォールアウト）に係る環境試料   

中の放射能調査の一環として、平成2年度に採取された降下物、陸水、海水、土壌、各   

種食品などの環境試料についてPOsr及びl∂7csの核種分析を行ろたので、その調査   

結果を報告する。  

2．調査の概要   

平成2年度に46都道府県の各衛生研究所などで採取され、所定の前処理を施した後   

に送付を受けた各種環境試料について、平成2年4月から平成3年9月までにPOs r及   

び】37csの核種分析を行った。   

（1）分析対象試料  

分析対象試料は、降下物、浮遊じん、陸水、海水、海底土、土壌、日常食、精米、   

牛乳、ドライミルク、野菜、茶、海産生物及び淡水魚である。   

（2）分析方法  

「放射性ストロンチウム分析法」（科学技術庁、昭和58年改訂）及び「放射性セ   

シウム分析法」（科学技術庁、昭和51年改訂）に準じた方法で行った。  

3．調査結果   

平成2年4月から平成3年3月までに採取された試料について、調査結果の概要を種  

類別に述べる。なお、nは分析試料数である。  

（1）降 下 物  

各県の月間平均降下量の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

90s r：0．03（0．00 ～ 0．56）肘8q・km‾2（n＝535  

187cs：0．05（0．00 ～ 0．78）M的・km‾2（n＝535  

（2）浮遊じん   

33県で四半期毎に採取した試料の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

9ns r：0．001（0．000～0．003）mBq・m‾き  

187cs：0．001（0．000～0．002）爪Bq・m‾J  

（3）陸  水   

上水（蛇口水、源水）は各県で年1～4回、淡水については  

試料の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

上 水  帥Sr：2．0（0．0 ～ 4．8）m8q・ゼ‾l（  

137cs：0．1（0．0 ～ 0．6）mBq・ゼ‾l（  

淡 水  …s r：2．6（0．0 ～ 5．6）mBq・ゼ‾】（  

137cs：1．1（0．0 ～ 4．5）m8q・ゼ‾I（  
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（4）海水、海底土   

海水は12県、海底土については13県で年1～2回採取した試料の平均値および  

最小、最大値は次の通りである。  

2．6（1．9～3．7 ）m8q・ゼ‾l（n＝12  

3．5（2．2～5．0 ）mBq・ゼ‾】（n＝12  

0．1（0．0～0．7 ）Bq・kg‾l乾土（n＝14  

2．8（0．3～8．3 ）Bq・kg‾l乾土（n＝14  

海 水  POs r  
I”c s  

海底土  gけS r  

137c s  

（5）土  壌   

各県で年1回採取した試料（深さ0～5cm、5～20cmの2種類を各1試料）の平  

均値および最小、最大値は次の通りである。  

0～ 5cm pOs r：170 （3．6～ 690）  

4．6（0．1～ 22）  

】37c s：800 （17 ～3200）  

25 （0．4～120）  

5～20cm …s r： 380 （7．5～1600）  

3．3（0．1～ 12）  

13T c s：1000 （15 ～4400）  

9．0（0．2～ 54）  

MBq・km‾2（n＝46）  

Bq・kg‾－乾土  

MBq・km‾2（n＝46）  

8q・kg‾博士  

MBq・km‾2（n＝46）  

Bq・kg‾】乾土  

MBq・km‾2（n＝46）  

Bq・kg‾俄土  

（6）日 常 食   

各県で年2～4回採取した試料の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

90sr：0．07（0．019～0．20）Bq・人‾－・日‾1（n＝182）  

0．13（0．031～0．36）Bq・（g・Ca）‾】  

187cs：0．07（0．01～0．34）8q・人‾l・日‾l（n＝182）  

0．04（0．011～0．19 ′）Bq・（g・K）‾l  

…s r：0．07（0．021～0．16）Bq・人‾l・日‾t（n＝127）  

187cs：0．07（0．02 ～0．26）Bq・人【l・日‾1（n＝127）  

農漁村部  gOsr：0．07（0．019～0．20）8q・人‾1・日rl（n＝55）  

Ⅰ87cs：0．07（0．01～0．34）Bq・人‾I・日‾】（n＝55）  

（7）精  米   

各県で年1～2回採取した試料の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

90s r：0．009（0．000～0．025）桝・kg‾1精米（n＝51）  

0．26（0．00 ～0．67）Bq・（g・Ca）‾1  

137cs：0．028（0．000～0．40）Bq・kg－t精米（n＝51）  

0．037（0．000～0．53）Bq・（g・K）‾】  

（8）年乳（原乳，市乳）   

各県で年1～6回採取した試料の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

川S r：0．04（0．01～0．13）軸・ゼ‾l（n＝131）  

0．033（0．0050～0．12）Bq・（g・Ca）‾l  

＝7cs：0．05（0．00 ～0．39）鋸・ゼーl（n＝131）  

0．033（0．000～0．24）Bq・（g・K）†l  
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（9）ドライミルク   

ドライミルク、スキムミルクは12試料で、その平均値および最小、最大値は次の  

通りである。  

9Os r：0．26（0．037～ 0．76 ）Bq・kg‾1粉乳（n＝12）  

0．031（0．011～ 0．061）Bq・（g・Ca）‾1  

137cs：0．77（0．22 ～ 2．3 ）Bq・kg‾1粉乳（n＝12）  

0．078（0．037～ 0．14 ）Bq・（g・K）‾l  

（10）野  菜   

ダイコン、ホウレンソウについて生産期に合わせ採取した韓料の平均値および最小、  

最大値は次の通りである。  

ダイコン  POs r：0．12（0．005～0．54  

0，56（0．023～2．3  

137c s：0．01（0．00 ～0．12  

0．007（0．000～0．046  

ホウレンソウ POs r：0．15（0．02 ～1．5  

0．20（0．044～0．91  

137c s：0．05（0．00・－0．54  

0．012（0．000～0．11  

）Bq・kg‾】生（n＝45）  

）Bq・（g・Ca）‾1  

）Bq・kg‾1生（n＝45）  

）Bq・（g・K）‾1  

）Bq・厘‾I生（n＝47）  

）Bq・（g・Ca）‾l  

）Bq・kg－1生（n＝47）  

）Bq・（g・K）－1  

（11）茶   

8県で年1回採取した試料（各2試料）の平均値および最小、最大値は次の通りで  

ある。  

Bq・kg‾1精茶（n＝15）  

Bq・（g・Ca）‾1  

Bq・kg‾】精茶（n：＝15）  

Bq・（g・K）‾l  

）  

Bq・kg‾】生（n＝31）  

8q・（g・Ca）‾1  

Bq・kg‾1生（n＝31）  

Bq・（g・K）‾Ⅰ  

8q・kg‾l生（n＝9）  

Bq・（g・Ca）‾】  

Bq・kg‾l生（n＝9）  

8q・（g・K）‾l  

Bq・kg‾】生（n＝8）  

Bq・（g・Ca）‾I  

Bq・kg‾l生（n＝8）  

Bq・（g・－K）‾l   

（0．19 ～ 3．4 ）  

（0．12 ～1．4 ■）  

（0．13 ～ 3．7 ）  

（0．007～ 0．18）  

甘Os r：0．9  

0．4  

137c s：0．8  

0．05  

（12）海産生物   

各県で年1～5回採取した試料（魚類、貝類、海藻類  

値は次の通りである。  

魚 類  ℡Os r：0．01  

0．01  

137c s：0．17  

0．05  

貝 類  90s r：0．01  

0．01  

】37cs：0．05  

（0．00 ～0．07 ）  

（0．00 ～0．040）  

（0．07 ～0．43 ）  

（0．0柑～0．12 ）  

（0．00 ～0．03 ）  

（0．00 ～0．045）  

（0．02 ～0．06 ）  

0．019（0．0087～0．032）  

海藻類  PPs r：0．03（0．00 ～0．05 ）  

0．029（0．000～0．052）  

l＝c s：0．03（0．02 ～0．04 ）  

0．007（0．0029～0．013）  
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（13）淡水環  

8県で年1回採取した試料（コイ、フナ、ワカサギ）の平均値および最小、最大値  

は次の通りである。  

90s r：0．68（0．01～2．3 ）Bq・kg‾】生（n＝8）  

0．12（0．0008～0．28）Bq・（g・Ca）‾Ⅰ  

＝7cs：0．21（0．05 ～0．59）8q・kg‾1生（n＝8）  

0．08（0．020～0．23）8q・（g・K）‾1  

4．結  

平成2年度に採取された各種環境試料についての種類別の平均値は、調査した全ての  

種類についてPns r、137csともに平成元年度の値と同程度またはやや低い値であり、   

減少傾向を示している。   

また、平成2年度からの日常食の調査が、従来行われていた各県1地域（年2回採取）  

から、各県2地域（年2回採取）に拡大した。従来の調査地域の大部分は都市部であっ  

たが、新たに追加した地域の半数以上が農（漁）村部であり、都市部と農（漁）村部と  

の比較を行えるようになった。平成2年度の調査結果においては、都市部と農（漁）村  

部のpOsr、＝7csのそれぞれの平均値、最大値及び最小値は同程度であり有意の差   

は認められなかった。  
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Ⅱ．環境に関する調査研究  

（手軽洋、 廃棄物）   



Ⅰ－1 外洋の解析調査  

放射線医学総合研究所  

中村  清・長屋  裕・成田尚史  

1．緒言   

前年度に引 き続き、外・洋における人工放射性核種の挙動を知る た  

めに、赤道域西太平洋において採取 し た海水試料および海底堆積物  

柱状試料について18Tcs，289・＝Opuを分析 し た。  

2．調査研究の概要   

19 9 0 年の東京大学海洋研究所「白鳳丸」の K H － 9 0 － 3 次  

航海に際 し、赤道域西太平洋において表面海水（11点）、各層海  

水（2 点）お よび堆積物柱状試料（1rO 点）を採取し、分析し た。  

3．結果 と 考察   

図1に表面海水中の．＝，7cs 濃度（nBq／R）を示す。 187cs 濃度は  

2．1～ 4．O mBq／ゼ で あ り、こ れは イ ンド 洋の同緯度海域 と 同様の レ  

○   
ヽ†勺  

H  

●AO－1  
3．4   

′  

1  ヽ   

AO・24  
AO・57●  

A 
3．0  

4．0  
号芸●  

ム   
AO・25  AO．19  

2．1  3．4  AO・7▼  
2．3  

AO・13●   AO・12●  
2．7  2．〇  

140●E  160●E  180●  180●w  

図1．  表面海水中の137cs 濃度 （mBq／射  
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ペルであっ た。図 2 およ び図 3 にはSt．AQ－7（000 01．6■s，1780  

54．9’E）における海水中の18Tcs， ＝9・2■Opu濃度の鉛直分布を示  

す。この鉛直分布バターンは北太平洋の他の海域と 同 じであるが、  

之8g・2－Opu の亜表層極大を示す深度がやや浅いよ う である。   

表1に海底堆積物中のこれら核種の全存在量を示す。これはイ ン  

ド洋の同緯度海域と同様のレベルであるが、海域への供給量に差が  

あるので、北太平洋の中高緯度海域よ り かな り少ない。   

Concentrat10n（mBq川   

l．0  2．0  3．0  

Conc即tration小Bq／I）  
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図2．AQ－7の海水中の】87csの鉛直分布  図3．AQ－7の海水中の2さ9・240 Puの鉛直分布  

（mBq／ゼ）  （mBq／ゼ）  

表1．  放射性核種の海底堆積物中全量  

289・240pu  
試料採取点  

187cs  
MBq／km2  MBq／km2   

Pu／Cs   

AQ－ 1   1．2   20．4   0．058   

Aq－ 3   2．5   6．4   0．39   

AQ－ 7   2．6   13．8   D．19   

AQ－13   1．9   17．l   0．1l   

AQ－14   3．1   16．4   0．19   

AQ－16   3．2   10．4   0．31   

AQ－19   5．4   21．，2   0．25   

AQ－52   2．1   12．0   0．18   

AQ－57   1．7   8．2   0．21   

AQ－牒0   1．0   15．4   0．065   
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Ⅱ－2 沿岸海政試料の解析調査（1）  

放射線医学総合研究所  

中村  清・山田iE俊  

中村良一・鈴木  謹  

1  緒言   

前年度に 引 き 続 き  

め に、茨城県沿岸、  

を 採取 し て、 t87cs，  

、日本沿岸における放射性核種の動向を知る た  

瀬戸内海、青森県太平洋沿岸など．から海洋試料  

‡≡■9・＝Opuな ど を分析 し た。  

2．調査研究の概要   

茨城県沿岸から、海■水、海産生物、青森県沿岸から海水、海産生  

物、潮戸内海から海水および海底堆積物を採取した。分析方法は前  

年度 と 同 じ で あ る。  

3．結果   

表1、表 2、表 3 に平成3 年2 月 および3 月採淑の茨城県沿岸の  

魚類、軟休類・甲殻類、海藻の187cs．2＝・＝Opu濃度を示す。魚類  

の内臓中の放射性核種量に差がみられるが、内臓は消化管内容物を  

含んでいる ので、その差によ る もの と思われる。   

表 4 に沿岸表面海水中の放射性核種濃度を示す。  

表1．魚類の ＝7cs．239・2■Opu濃度（■1991年 2 月 および3 月採取）  

魚  種  採取場所  部位  13†cs  289・‖Opu  
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表 2．軟体類・甲殻類の18Tcs， 2≡，g・2－Opu濃度  

（1991年 2 月 およ び 3 月 採取）  

種  類  部  位  ＝＝cs  289・2■Opu  

ハ マ グリ  軟休部  

コ タ マガ イ  軟体部  

ワ ス レ ガイ  軟体部  

イ イ ダ コ  全  体  

サルエ ビ  全  体  

ヒ ラ ツ メ ガニ  全  休   

62 ‡11   

59 ‡10  

50 ‡11   

75 i12  

140 ± 23  

36 ‡ 29  

4．4 ± 0．5  

1．8 ‡ 0．3  

6．1 ± 8．3  

2．g ‡ 0．2  

5．0 ± 0．3   

2．5 ‡ 0．4  

3．9 ± 0．5  

0．9 ‡ 0．1  

5．7 ± 0．4  

コ ウ イ カ  軟体部（除内臓）   72 ±14  

マダ コ  筋  肉  74‡10  
内  臓  83‡13  

（単位  mBq／kg－Vet）  

表3．海藻の18Tcs，28g・2一■OPu濃度 （1991年3 月採取）  

種  類  】37cs  ＝9・＝Opu  

ア ナ ア オ サ  （緑）  58‡12  
ネ ジ モク  （褐） 193 ± 64  
ア ラ メ  （褐）  243 ± 34  

ツ ノ マ タ  （紅）  205‡39  
フ ノリ  （紅） 124‡ 24  
ハリ ガネ  （紅）  240 ± 46   

7．4 ‡ 0．5  

32．1i 2．0   

6．6 ‡ 0．7  

11．7 ‡1．2   

g．8 il．0  

42．3 ‡ 3．2  

（単位  mBq／kg－Wet）  

表4．沿岸表面海水中の放射性核種濃度  

187cs  289・240pu  
（mBq／ゼ）  （mBq／1001り  

茨城県東海沖（2 km沖）5 月  2．87 ± 0．21  

2．28 ‡ 0．19  

2．83 ‡ 0．23  

2．89 ‡ 0．24  

2．86 i O．24  

3．27 ‡ 0．1g  

1．44 ‡ 0．23  

0．g5 ‡ 0．18  

1．99 ‡ 0．22  

0．86 ± 0．19  

0．29 ‡ 0．08  

0．70 ± 0．1l  

（10km沖）5 月  

（2 km沖）7 月  

（10km沖）7 月  

6 月  

11月  

周  防   灘  

青 森 県 泊  
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Ⅰ－3 沿岸海域試料の解析調査（2）  

一 青森県産ホ タ テガイ の生物濃縮 －  

放射線医学総合研究所   

中村良一、中原元和   

松葉清江、鈴木  譲  

1．緒言   

昨年に引 き つづ き「原子力施設周辺に おける海産生物の放射能汚  

染機構に関す る 調査研究」の一環 と し て海産生物に よ る放射性元素  

の蓄積メ カ ニズム を 明 ら かにす る ため、RIト レーサーを用 いた水  

年は核燃料サイク ル施設の立地が予定さ れ  

し、同県の主要な水産物の一種である ホ タ  

実
 
 

を
 
 

験
 
 

実
 
 

槽
 
 

本
 
息
 
 

、
生
 
 

が
．
に
 
 

た
 
岸
 
 

し
 
沿
 
 

施
 
県
 
 

て いる 青森  

テガ イ に よ る 海水か ら の103Ru と ＝＝cs の取 り 込み と 排出 について  

調べ た。  

2．調査研究の概要   

（1）試料  

数十個体のホ タ テ ガイ（成‘員）を青森県よ り 放医研那珂湊支  

所に輸送し、水槽で数 日 間蓄養 し て健康状態を観察 し たのち30  

個体を選び殻の付着物を落 し て RIト レーサー実験に用 いた。   

（2）実験方法  

実験に用いたホタテガイ の平均体重は93・4±13・Og であっ  

た。飼育海水は1001Zと し、108Ru （ニト ロ シル錯塩、物理学的  

半減期約39日）と ＝＝cs （塩化物、物理学的半減期約30年）を  

そ れぞれ3．7KBqづつ 同時に添加 し た。ホ タ テガイ 全身の放射能  

の増減を追 う 7 個休には識別の ためナ ン バーを付け、その他に  

解剖用 と し て 23個体 を水槽に入れた。9 日 間 RI添加海水で飼  

育 し たの ち ホ タ テガイ を放射能 を含 ま ない海水に移 し頻繁に海  

水を新 し く 取 り 換え なが ら RIの排出を観察 した。放射能の計  

測は実験期間中適宜行い、ホ タ テ ガイ は水槽か ら取 り 上げたの  

ち非汚染海水で すす ぎ、表面の海水をふ き取 り、ポリ 袋に入れ  

てGe半導体検出器（SEIKO EG＆G 社製）でl03Ru 及び137cs を 同  

時に計測 し た。測定結果を コ ン ピ ュ ー タ ー処理 し て そ れぞれの  

核種の生物濃縮バ ラ メ ー タ を求め た。実験水温は10℃ と し た。  

I 

（3）結果  

図1に ホ タ テガイ の全身及び軟体部に よ る両核種の取 り 込み  

及び排出の状況を示 し た。こ れを基に各パ ラ メ ータ を：求めた  

が、排出が曲線 と な っ た ものは 2 成分に分けて計算 し た．排出  

の速い成分（Short） と 遅い成分（long）毎に取 り 込み定数（u）、  
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排出定数（β）、およびその比（u′β）を求め、両成分のu／βの合  
計を概疲にして濃楯係数（CF）として表1にまとめた。  

3．結語   

ホタテガイの濃縮係数はCsに比べてRuが遥かに高い憶を示した。  
また、Csで軟休部が全身より高いCFを示したのに対し、Ruでは逆で  

ぁったが、これはRuが殻、Csが軟体部に高い割合で分布しているこ  

と を示 し て い る。  

酎 ホタテガイの全身及び軟体部による…Ruおよぴ1‥csの取り込みと排出  

100  
全身   lつ7cs  1000  

全身  10さRu  

○
 
 

∞
 
 

（
苫
＼
b
凸
＼
u
＼
董
云
還
云
畠
 
 

（
冨
＼
b
凸
＼
で
b
巴
ゴ
増
苺
童
 
 

一一一■  
′一一一  

屯＿。＿0㌧。∵。＿  

、廿→サ、  
○ ＼ ○－→、  

1S  60  0  1S  30  60  〇0  45  

108Ru  

ほ   

郡
 
 

体
 
 

秩
 
 

000  
軟体郡  ＝‥cs  00（）  

（
q
∈
＼
b
m
＼
u
＼
b
巴
出
ぜ
芸
蚕
 
 

（
冨
＼
b
ロ
＼
で
b
巴
ゴ
控
芸
由
 
 

10  

／て0 
＼0 

＼。＼  

10  

30  1S  60  7S  15  
80 ・日 

75  30  45  15  

表1 ホタテガイ成貝のバラメータ  

－44－   



Ⅰ－4 日本海溝近傍海域及び北西太平洋海盆域における深海性ソコダラ類の  

分布と放射能  

水産庁中央水産研究所  

吉 田 勝 彦  

1．緒言  

昭和61年までの調査により、北西太平洋の深海底には、深海性ソコダラ類（ホカケダラ  

arllatu5 が、 5，000～6，  属）の二種が生息し、水深  3，000～4，00伽にはCoryphaenoides  

000nにはC．yaquinaeが分布し、その生物室は底生生物中最も多い事が判明した。また採集  

方法として、「蒼麿丸式深海カゴ網法」を確立した。   

昭和62年度かウ、深海性ソコダラ類二種を深海生塵系を代表する指標生物として、B点  
及び日本列島拾いの海盆、海溝の数海域を選定してその分布量と放射能調査を開始した。   

本年はその3年目であり、B点より緯度で5度北方の水深6，00伽の海盆域（Nb点，350  
N，150D E）と日本海溝近傍として青が島東方の水深5，000■の海域（Ae点，32’N，1430E）  

を調査海域として調査を行った。  

2．調査研究の概要  

（1）調査航海：平成元年6月17日から7月16日まで水産庁調査船蒼贋丸を用いて行った。  

（2）試料採取‥深海性ソコダラ類を定量的に採集しその生物量を海域毎に比較する為の採  

集法として、径1BOⅢ、高さ100川の大型カゴ5個を一連とし、着底時間  

を24時間とする「蒼置丸式深海カゴ網法」を行った。  

（3）試料保管：試料は全て船上で体長・体重等の計測を行った後、一尾ずつビニール袋に  

入れて－200 以下で凍結した。  

（4）放射能分析：1．前処理：ソコタ○ラ類の肝臓は極めて油分に富み、そのままでは灰化  

できないので、肝臓を含めて内臓を取り除いた全体、および筋肉につ  

いて、乾燥・炭化・灰化を行い分析試料を調整した。  

2．分析：ソコダラ類を種類別・体長別に分けて、ゲルマニウム半導体  

検出器によるガンマー線スベクトロメトリーによって行った。  

（5）結 果   

1．分布について：今回の調査海域の水深は全て6，000■前後であったので、採集魚類  

は C．yaquinae のみであった。   

B点において一連の調査を行った結果、尾数／籠／24時間（著底時間）で相対  

的生物量を定量的に示すことが可能である事が判明した。そこで現在までに調査し  

C．yaquinaeの採集量、相対的生物量等を、日本  た水深5，500H以深の海域について、   

海溝近傍東側（真一1）と海盆域（表－2）に分けて整理した。   

義一2から明らかなようにソコダラ類の分布量はM点（マリアナ海盆）で貴も  

少なく、B点、Nb点と、北方の基礎生産力の高い海域へいく程大きくなる。日本  

海溝近傍東側（真一1）海域でも基本的には同様の傾向が認められるが、注目す  

べきことば、海盆域に比較して日本海溝近傍域の相対的生物室が極めて大きい事  
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である。B点とほぼ同緯度にあるAe点でもその相対的生物量は20倍弱あり、My点  

（三陸宮古沖）とはぼ同程度である。Ie点（硫黄島東方）まで下がればB点と同  

程度の相対的生物量に低下する。  

2．放射能濃度：】37C s濃度は0．07～0．288q／kg．印etの範囲であり、体長と概ね正  

の相関がある。即ち、体長360～390mM体重150～200gの個体は、0．07Bqノkg川et  

前後、体長700… 体重2，000gを越えるものは0．2Bq／kg．りet以上に達する。  

今回の調査海域での値は、前年度までに報告した黒潮反流域、親潮海域の倍とそ  

れぞれ良く一致した。137cs以外のr線放出核種は全く検出されなかった。  

筋肉のみの分析値と内臓のみを取り除いた全体（全体除内）のそれとは、ほぼ同  

濃度の値が得られた。このことは採集が極めて困難なこの種について、今後、継続  

して調査を行い分析値を積み重ねていくために究めて有効な知見である。   

3．結語   

深海性ソコダラ類二種を深海生腰系を代表する指標生物として、日本列島弧に沿って分  

布と放射能について調査を継続する。海盆域に比較して日本海溝近傍域の相対的生物暑が  

極めて大きいことが判明したが、この点に関して伊豆・小笠原・マリアナ海溝に添って、  

更に詳細な調査を行いたい。また、将来は北太平洋東部（アメリカ大陸側）に比べて、調  

査の極めて少ない北太平洋西部海域全体を網羅できるような調査を行いたい。  

日本海溝近傍東側におけるソコダラ類の採集量の比較（義一1）  

海   域   水深（m）  延べ篭数  総尾数  総重量（g）  尾数／篭  生重量／籠   

Ie（24－21N，146－27E）  57（X）～5800   2   3   1，304   1．5   652（g）   

Ae（32－07叶143－25E）  5600～5700   5   111   53，240   22．2   10．648   

Ib（34－55N，143－31E）  55（旧一－56α）   2   36   21，529   18．0   10，764   

My（39－46N，14ト51E）  57（将～58（期   6   177   90，305   29．5   15，050   

海盆域におけるソコダラ頬の採集長の比較（表－2）  

海   域   水深（m）  延べ篭数  総屋敷  総重量（g）  尾数／篭  生重量／籠   

M（13－20N，15卜53E）  58（X）～59（X）   8   3   1，110   0．4   139   

B（即ON，1470E）  61（氾～6200   27   35   10，082   1．3   372   

Nb（34－－52N．149－42E）  6∝氾～61（氾   9   65   31．，950   7．2   3，550   
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Ⅰ－5  海底土中の人工放射性核稲の水二平及び鉛直分  

袖に関する調査  

中火水慮研究所  

鈴木頴介  

1．  緒  言  

日太の沿岸、近海及び外洋域の海底土における人工放射性核  

種の分布傾向を知るために、各海域よ り試料を採取・し分析を行  

っている。今回は南西諸島周辺海域から採取した試料の点果を  

示 し た。   

2．調査研究の概要  

海底土の採取は中央水産研究所の試験調査船蒼鷹九（494ト  
ン）によ り、10 c m Oまたは2 0 c m O x 7 0 c mの趣状採  

泥器を用いて、南西諸島周辺海域（宮古島東沖、沖縄舟状海盆   

、男女海盆）の5点で昭和6 2年に採取した。試料は衰居から  

2 c m毎に切断、2m m以下の粒径区分についてG e検出器に  

よる γ線核種分析を行っ た。  

3．岩  果  

γ線スベクトロメトリイで検出された人工放射性核種はこれ  

までの他海域での結果と同じく、主と して137c s と 207 Bi  

であったが、沖縄舟状海盆の－・採取点の表層土からは＝c o と  

125s bが検出された。他海域にお・ける従来の傾向から考えて   

、これらの核種はフォ ールアウト起源によるものと推崇される  

朗1に採取地点と鉛直分布から得られたその採取地点におけ  
る137c sの蓄積量（B q／m2）を示した。事績量は前額の  

東京湾と比べてかなり低い。海流の強い影響下にあり、堆植物  

の堆積量がかなり低いことなどによるものと思われる。  

別2に沖縄舟状悔盆の1採取点における検出人＿工核種の鉛直  
分布を示した。堆積居の強い混合は認められない。  
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1’だJ一丁．りIl／，ち仁バ   

図1試料採取地点及びその地点におけるCs－137の蓄積量  

Bq／kg  

t＝  1  川  

△l ●■  ■  

●  ○  

●   ○  

O Cs－137   

△ Sb－125  

● Bト207   

▲ Co－60  

国2 沖縄舟状梅盆における人工放射性核種の鉛麿分布  
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Ⅱ－6 北太平洋西部海域の表面水中のプルト ニウ ム  

ー表層からのプルト ニ ウ ムの除去速度定数の  

推定一  

気象研究所  

広瀬勝己、杉村行勇  

1．緒言   

プルトニウムは、放射能及び化学毒性が高く、しかも長半減期の為に、環  

境に対する影響が懸念されている。海水中のプルトニウムは、主に大気圏核  

実験によるフォールアウトによってもたらされたものであるが、海洋へ導入  

されたプルト ニウ ムほ、海洋生物や懸濁物に吸着されて、表面海水から除去  

きれると考えられている。一方、137csはプルトニウムと同様に海洋に導入  

される ものの、プルト ニウ ム と異な り、主に、溶存態と して存在している。  

従って、海水中のプルトニウムと】37cs襟度の分布と経時変化を明らかにす  

る事は、これらの核種の海洋での挙動を解明する上で重要である。今回は、  
1g7g－1g87年までの北太平洋西部表面梅7k中のプルトニウムと－37cs横度の経  
年変化について報告すると共に、長期に渡るデー タを用いて表層からのプル  

ト ニウ ムの除去速度定数の推定を行なった結果を報告する。  

2．調査結果の概要   

試水は、主に1月－2月に行なわれる気象庁凌風丸の航海で採取した。海  

水は、採水後直ちにポアサイ ズ0．45／」mのメ ンプレンフィルターで濾過し、  

粒子状と溶存に分けて分析した。溶存プルトニウムについては、水酸化マグ  

ネ シウム共沈法を用いて洩締した。各試料は、放射化学的方法によって分離  

濾締した後、ステンレススチール板に電着㌧た。プルトニウム量は、α一波  

高分析器で計刺した。海水中の137c＄は、リ ンモリ ブデン酸アンモニウムで  

吸着磯節した後、γ－スペクト ロメトリ イ で定量した。  

1979年から、1g87年までの北太平洋西部表面梅7k申のプルトニウムと－37cs  
濃度の分析結果を表1にまとめる。表面海水中のプルトニウム濾度は、中緯  

度で高く低緯度で低い分布を示す。プルトニウム濾度の経年変化については、  

年毎、海域毎に変動はあるが、全体と して減少してきている。一方、Cs－137  

濃度はプルトニウムと同様な緯度分布は示すものの、その変動の程度は余り  

顕著ではない。また、その経時的濾度減少もほとんど見られない。この結果  

は、137csと比べてプルトニウムが優先的に表層から除去されていることを  

示している。表層からのプルトニウムの除去速度を簡単なモデルで推定する  

ことがでさる。表層水申のプルトラウム濾度は、フォールアウトと表層から  

の除去過程によって支配されている。従って、表層水中のプルトニウム磯度  

は、次の式で与え られる。  

Cp、t（x、y，t）＝ ∑F（x．y．t〉D（x．y．t）‾，（1－ △tkpし．）■（1）  
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こ こで、F（x．y．t）は海洋上でのプルト ニウ ムの降下速度を、D（×，y，t）は表層  

混合層の探さ を示す。また、△ tは積算のタ イ ム ス チ ッ プを、kp、．はプルト ニ  

ウ ムの混合層からの除去速度を示す。一般に海洋上でのプルト ニ ウ ムの降下  

量に関する データ は無い。ま た、プルト ニ ウ ムの降下量は、海域に よ っ て異  

な っ ている。従っ て、海域によ る降下長の差を取除 く 為、同 じ大気圏フ ォ ー  

ルア ウト起源の137csとの比を考えた。海水中のPu／】37cs放射能比は次の式  

で与え られる。  

Rpし．／C8－137（t）＝ Cp．．．（x．y．t）／C〇s（〉：．，．．）  

＝（∑Fp、．（t）D（り‾1（1－ A tkp、．）】）（2）  

x（∑Fcs（t〉D（、）－1（1T △tkcき）】）J1   

2式よ り、表面水中のPu／137cs比の経時変化を最もよ く説明でき るよ うなプ  

ルト ニ ウム と137csの除去速度定数を計算によって求める事ができ る 。なお、  

計算には時定数と して0．25年と気象研究所で得られたプルト ニウムと－37cs  

の30年間の降下量の観測値を用いた。数値計算の結果と して、約20年間の表  

面水中のPu／－37cs比を満足する表層申のプルト ニウ ムと －37csの除去速度定  

数は、それぞれ、0．25y－1と0．11y－】である こ とが分った。  

表1北太平洋西部表面海水中のプルト ニ ウ ム とCs－137濃度   

年  サ ンプル数  全プルト ニ ウ ム  Cs－137  

〃 Bq／1  2．1－6．1 mBq／1  

3．6－5．4  

3．0－6．5  

3．8－6．4  

2．7－9．0  

4．5－7．8  

4．1－8．1  

3．5－7．5  

4．4－6．9  

3．7－28  

2．3－31  

4．7－10．4  

4．9－9．8  

3．9－9．4  

2．8－9．6  

2．2－8．7  

2．4－5．6   

0．8－4．5  

1979  14  

1g80  10  

1981  7  

1982  5  

1g83  6  

1g84  3  

1985  7  

1986  6  

1g87  9  
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Ⅰ－7 放射性固体廃棄物の試験的海洋処分に伴なう海水・海底土の放射能調査  

海上保安庁水路部海洋網査辣海洋汚染調査室  

宮本哲司、峯 正之、小鳩哲哉  

三浦幸広、茂木由夫  

1．緒 言  

本調査は、放射性固体廃棄物の試験的海洋処分に先立ち、処分候補海域の放射能パックブラン   

ドを把挺することを目的としている。海上保安庁では、昭和17～49年掛こA．8．C．Dの4海域、52   

～5挿度にん8の2海域、55～58年度は瞞域、更に59年度からはB海域及びその周辺海域にお  

いて放射能調査を実施している。  

今回の報告は、平成元年度の海水・海底土の放射能調査結果をとりまとめたものである。  

2．調査研究の概要  

試料の採取は、海上保安庁所属測量船「昭洋」により実施し、採取した試料は水路部において   

放射化学分析により放射脚掟を行った。分析核種は、海水については 
239・2隼。、13Tc＄、   

川sr、の礪種、海底土については更に帥coを加えた4核種である。放射能測定結果を表1及び  
表2に示す。  

（1）海水   

B海域における13Tc収び98s－の鉛直分布は、これまでの調査結果とほぼ同様に、今回の調査   
測点3においても表層（表面～5¢Om）はそれぞれ、4．008及び2．…〝如／β程度のはぼ一定   

の値であり、中層（500皿～i，500m）で急激に減少し、底層（1．500m～海底）では表層に比べ   

20分の1から1州分の1の一定レベルであるという鉛直分布が得られた。   

また、 239・240puは、表面から川Omの間で750m付近で顕著な極大を持ち（53川／彪）、   
2，000m～海底で10～20曲／βのほぼ一定の値となっている。137c収び90srと比較すると、   

表面では10〝Bq／β以下でこれらの数百分の1程度と著しく低いが、2．000m以深ではほぼ同様   

なレベルであり、また、極大を示す層がMmはど深いという特徴がみられ、従来の調査と同様   

な結果であった。  

（2）海底土   

8海域の海底土の表面（○～2cm）における放射能濃度は137c酬也の核種と比べると一桁ほど   

高くなっており従来の調査と同様の比を示している。  

海底土中の鉛直分布は、各核種ともにおおむね深さとともに減少し深さ摘までで裏面濃度の   

数分の1となっている。しかし、8海域の西方の測点1における鉛直分布は各核種とも同程度の   

濃度を示しており、探さとともに減少するはっきりした傾向は認められない。  

3．結 語  

次年度も引き続き、8海域及びその周辺海域において海水及び海底土中の人工放射性核種の調   

査を実施し、その立体分布及び経年変動を把捜する。  
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表1  北太平洋西輩海域の放射能謂圭枯果一海水（平成元年）  

測点  水深  

採取年月日  深度  

番号   （皿）   ℃   酸素  

3  3ロー00  146－59  i989．T．8  6．g川  川  25．T  き4．35l  4．92  8．1T  0．桐    T．1±0．T  3TlO± 帥  1750±23  

川0  ほ2T  ‡4．826  5．門  8．26  0．24    8．さ±0．7  細紳士机  1970±34  

lT．ユ9  34．門9  5．れ  8．25  0．門    12 ±1  相川± T8  204D±25  

4川  12．‖  34．‖9  4．14  8．12  1．16    拍 ±2  3g2¢± 帥  19川±22  

門5  5．91  34．027  乱㍑  丁．，2  2．ユ8  机  5ユ ±3  銅机± 50  960±25  

4．05  34．242  1．門  丁．8丁  3．25  川T  31±2  478± 33  268±1l  

1．238  3．1l  34．3g5  1．24  7．89  3．25    24 ±2  l錮土10  川± 9  

1．480  2．拍  34．503  1．3g  7．72  3．川    19 ±l   TO± 25  T± 8  

1，980  2．82  34．588  2．鍋  7．門  3．1l    ll±l   52± 25  17± 7  

4tOOO  1．4T  3l．878  3．88  T．g5  2．84    13 ±1   86± 25  川± 8  

8．100  1．∬  34．890  4．11  丁．85  2．64    23 ±l   56± 摘  11±13  

6．200  1．62  34．89き  4．58  7．85  2．拍    ‖ 士1   ㈹土25  37± 9   

表2  北太平洋西部海域の放射能調査結果一海底土（平成元年）  

測点  水深  放 射 能 濃 度（妬侮「乾土）  

採取年月日  
番号   （m）   13Tc＄   田   80co   

1  30－80．2  1iト39．9  川89．6．g8  4．410  0～2  8．18 ±0．01  1．28±机椚  0．15 ±け．Ol  0．028士仇007  

2・～ 5  ○∴‖ ±○，01  1．耶±0．05  軋15 士仇81  ¢．021±0．08T  

5・～ 8  0．093士机か川  仇6丁±0．04  8．065±軋005  0．OlT土0．㈹7  

8～＝  0．840±0．004  0．11±軋05  8、028±仇OM  ¢一○川±0，00T  

‖～15  0．12 ±0．01  仇，2±軋桐  軋13±仇01  机82＄±0．007   

2  29－39．T  1川－5g．4  19‡9．T．丁  6．1川  0～2  0．OT7±軋085  仇椚±8．04  軋053±0．005  0．006±軋008   

3  紺－08．2  ‖ト椚．4  1g89．T．7  8．210  D～2  0，12 ±0．01  0．‖±0．弼  軋Og2土0．8摘  臥01T±¢．008  

2・～5  軋0日±0．0日  0．24±乱川  8．042±仇004  8．川7士0．08T  

5～8  0．け37±0．川3  軋20±0．桐  0．018±0．004  0．808士軋小目  

8～11  軋¢23±乱川2  0．13±0．M  0，018±0．883  0．883±0．008  

‖－15  0．O18±仇082  0．OT±軋椚  0．M9±0．州3  0．002±8．川8   

4  銅一銅．1  ‖ト朗．‡  1989．丁．，  8，210  0～2  乱川±0．¢1  1∴川±0．OT  仇19±8．01  0．M7士8．888   

全測点の表層10－2両の平均値   0．11  ＝9  0．12  0．022  

（瞞域（測戯．3．4）表層の平均値）（0．1ユ）   （乱用）  （○，川  （＝20）  
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Ⅱ－8 日本近海の海水及び海鼠土の放射能調査  

海上保安庁水路部海洋調査課海洋汚染調査室  

宮本哲司、峯 正之、小嶋哲哉  

三浦専広、茂木由夫  

1．緒 言  

本調査は、日本近海における海水及び海底土の放射性核種の分布及びその経年変化を明らかに   

することを目的とし、海水については昭和封年に、海底土については昭和‖年に粥査を開始し、   

以降毎年継続して実施している。  

今回の報告は、平成元年度の海水・海底土の放射能調査結果をとりまとめたものである。  

2．調査研究の概要  

試料の採取は海上保安庁水路部並びに各管区海上保安本部が担当し、海水は黒潮域、梢潮域、   

日本海の各海域で年4回表面海水を、海底土は泊岸域で年1図表層堆積物を採取している。   
試料の放射能測定は、水脚において放射化学分析法により行い、海水については13Tcs、   

90sr、M6Ru、及びl＝ceの4核種、海底土については137cs、90sr、l＝c e、   
88co及び239・240puの5核種の瓢査を実施した。  

平成元年度海底土及び海水の放射能測定桔巣をそれぞれ蓑1及び蓑2に示す。   

海水中の13Tc＄については前年に引き続き各海域とも濃度の減少が組められた○また、   

90sr、186Ru、及び1‖ceは小幅な増減はあるものの、緩やかな減少傾向が掛、ており、   

特に1‖ce、及び106Ruは低いレベルで推移している○   

海底土中の各核種は、長期的には横ばい又は減少傾印こあり、80coは川年前に比べ扮の1   
程度となっており、また、1‖ceは、年毎の増減はあるものの、ここ1挿はど減少傾向が続き、   
非常に低いレベルとなっている。  

3．結 語  

我が国周辺海域の海水及び海底土中の放射能は長期的には減少傾向にある。今後も引き続き日   

本近海における海水及び海底土の人工放射性核種を調査し、その分布及び経年変化を把挺する。  

表1  日本近海放射能調査結果一海底土（平成元年）  

試料  水深  放 射 能 ホ ま （8q／也一乾土）  

採取年月日  
番号   田  13Tい   80co   144cモ   

1  3トまLT  139－52．5  川8g．3．T    2．3 ±0．1  4．1±0．1  0．8g6±0．O10  0．¢50 ±○、088  D．08±¢．‖   

2  3ト57．¢  13卜02．0  1989．8．11  紺  8．57±0．03  0，53±0．ロ丁  0．009士8，002  0．815 ±0．00丁  8．14±¢．22   

3  ‖－11．7  14ト15．0  198，．8．25    0．63±0．㈹  1．1±ひ．1  0．08＄±0．川ユ  0．8～1±0．007  0．03±0．1～   

4  31－29．3  130－＝．2  198，．g．2    0．54±0．桐  0．川±0．㈹  8．035±0．川3  0．024 ±¢．008  －0，02±0．15   

5  35－ユ1．5  139－52．5  1g89，g．19    2．3 士0．1  3．ま ±0．l  0．15 ±0．02  0．け23 ±0．08T  －0．‖±0．14   

6  3ト13．0  132－1臥6  1989．9．21    0．T8±0．04  0．62±0．0g  8．081±0．008  0．ひ24 士0．08T  －0．20±0．1ユ   

7  38－15．T  14ト11．5  1989．9．25    i．1±l．1  1．9 ±8．l  8．0㈹±0．川4  0．034 ±0．8¢T  0．83±0．15   

8  35－35．8  135－20．8  198g．川．24    1．4 ±0．1  8．‖±0．M  0．MT±0．M3  0．029 ±0．88丁  －0．06±0．13   

9  3ト25：2  13トOT．3  198g．11．26    8．85±0．1‖  2．9 ±8．l  0．051±0．M5  0．＝0 ±0．00T  0．19±0．12   

10  3ト44．1  136－40．さ  1989．12．5    1．9 士0．l  1．1±0．1  0．16 士0．01  0．0丁2 ±0．川丁  0．OT士0．10   

平 均      1．2   2．0   0．070   8．M3   8 82   
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表 2  日本近海放射能調査結果一海水（平成元年）  

試料  放 射 能 濃 度（m8q／β）  
採取年月日  

番号   131C1 1 阿   lDlRo I 144ce   
黒 潮 域   
1  24－00  123－00  19椚．3．3  4．6±0．丁  2．5±0．4  －0．8±1．9  1．1±0．9   
2  27－00  123一川  1989．3．4  2．2±0．8  2．0±0．4  －0．5±2．9  1．3±1．4   
3  銅－43  13ト4T  19さ9．ユ．‖  1．0±1．4  1．4±0．4  0．9±1．0  －1．5±軋8   
4  35一日  14ト30  1989，a．14  3．1±0．6  2．3±0．4  0．5±1．3  －0．7±0．8   
5  29」川  138－川  1989．4．10  a．5±1．2  2．3±0．4  －0．3±0，9  －0．3±0，6   
6  29－00  133－40  1989．4．22  2．5士1．丁  2．0±0．4  －0．2±0．8  －1．3±0．8   
7  30－55  130－50  1989．8．16  3．7±2．0  1．6±8．4  －1．0±1．2  0．2±0．7   
8  ユ1－00  138－川  1989．8．19  2．0±0．7  1．3±0．4  －8，7±1．3  0，4±0．T   
9  ユトt川  133－40  1‖博．8．22  4．4±0．9  1．1±0．5  －り．8±0．6  0．0±0．6   

10  2ト04  126－08  1椚柑，8．22  2．5±1．2  1．D±0．4  0．6±0．8  －0．6±0．7   
11  24－41  128－18  1989．8．23  1．8±0．9  1．5±0．5  0，7±0．8  －0．5±0．8   
12  30－43  131－‖  19さ9．9．2  3．8±1．0  2．8±0，4  －0．8±¢．T  0．2±0．6   
13  32－25  133－39  1989．川．川  1．8±0．9  1．6士0．6  －0．4±0．6  0．0±0．9   
14  33－00  138－川  1989，11，2  4．0±1．1  2．2±0．5  －0．4士D．6  0．1±0．5   

15  27一旦6  126－22  1989．11．18  3．2±1．1  2．4±0．5  －0．6±0．8  －0．5±0．5   
16  24－31  125－58  1989．11．12  2．4±1．2  3．4±0．T  －0．7±0．7  8．1±0．5   
17  30－55  130－58  1989．11．13  2．2±1．¢  2，0±8．6  －0，5士0．g  －0．T±0．5   

平 均  2．8   2．0   
親 潮 域   

18  a8－20  142－川  1989．3，22  3．1±0．8  2．3±0．5  0．8±0．9  －0．1±0．9   
19  aト40  145－M  1989．8．15  2．8±0．T  2．4±0．4  －0．1±軋7  1．3±0 
20  aT－40  142－80  1989．8．16  2．3±2．1  3．8±0．6  0．2±1．0  －0，4±0．T   
21  川－31  145－29  1989．7．18  4．8±1．1  1．1±0．5  8．5±0．7  0．5±1．0   
22  42一日  14ト20  1日用．T．＝  3．2±1．0  1．6±0．5  －1．2±0，8  1．0±2．2   
2 3  38－20  142－00  1989．8．28  4．2士1．0  1．9±0．5  3．3±2．1  0．4±8．g   

24  38－20  ＝‖－30  1989．8．28  3．0±0．8  0．9士0．4  1．2±0．8  －¢．了±1，8   

25  3ト40  145－38  1989．11．8  1．9±1．1  1，6±0．5  －0．5±0．5  －0．3±0．7   
2 6  a9－M  143－M  198g．11．9  3．1±8．9  0．9±0．5  0．4±0．6  －0．4±0．5   

平 均  3．1   1．8   0．5   0．2   

日 本 海   
27  36－川  135－30  1g89，1．17  3．0±け．8  2．5±D．4  －0．1±1．3  －0．7±0．9   
28  37－30  13ト20  1989．1．18  1．8±1．0  2．5±0．4  0．8±1．1  0．9±L2   
29  39－05  13ト48  1989．3．12  3．2±0，7  2．6±0．4  －1．1±0．9  －0，2±0．9   
30  37－30  13T－59  1989．3．14  1．8±0．8  1．g±0．4  1．0±1．2  1．2±1．2   
31  ヰ2－38  13ト38  198g．5．9  3，2±0．9  2．3±0．5  －0．4±0．8  0．9±0．6   
32  41tlO  1日－00  1989．5．10  2．2±1．T  2．4士0．4  －け．4±0．8  －0．7±0．6   
33  38一川  135－30  1g89．7．16  2．5±0．9  2．9±0．5  －0．3±0．T  －1．3±1．2   
34  38一川  133－30  1989，7∴＝  5．9±1．4  0．8±0．5  1．8±1．0  －1．1±2．3   

35  3ト25  130－10  1989．T．21  3．4±1．2  3．1±0．8  －2．2±1．2  0，8±0．8   
36  34－10  129－58  1989．7．21  3．5±1．0  2．3±¢．5  －0．1±0．8  －0．5±0．6   
37  34－00  129－30  1989．7．21  3．0±l．0  2．7±0．5  0．2±1．2  －0．7±0．9   
38  33一日  129－5¢  1989．7．22  4．9±l．2  2．3±0．5  1．8±0．g  1．5±1．0   
39  37－30  138－82  1989．8．11  4．6±0．9  1．9－±0．4  3．6±2．3  0．3±1．4   
40  38－50  13ヰ13T  1g89．．8．12  4．8±0．g  2．2士0．6  1．1±l．0  －1．5±1．2   
41  4ト20  1日一川  1989．8．25  a．8±1．2  1．9士0．4  0．8±¢．6  －0．6±0．6   
42  43－30  138－00  1989．8．28  4．2±3．g  2．9±0，5  －0．1±0．T  －0．2±0．7   
43  42－30  13ト30  198g．11．25  4．0±1．0  1．3±8．4  0．1±0．6  －0－6±0．5   
44  41－11  1＝－00  1989．11．28  a．1±1．0  1．8土¢．5  0．1±0．7  8．1±0．5   

平 均  3．5   2，2   0．1   
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Ⅲ－9 原子力発電所温排水等により飼育した海産生物の放射能調査  

（財）温水養魚開発協会  

千原 到 高橋正弘  

床嶋純孝 中野良志  

1．緒言   

前年度にひきつづき、原子力発電所等周辺の海域における主要な漁場の放射能調査等   

の総合評価に資するため、原子力発電所からの温排水等により飼育した海産生物の放射   

能調査を実施した。  

2．調査研究の概要   

（1）実施場所等  

調査は、茨城県那珂那乗海相の日本原子力研究所東海研究所構内の当協会東海事  

業所において実施した。試験地は12面（720m2）を使用し、・温排水等は日本  

原子力発電（株）東海発電所から18m3／分を取水して使用した。  

また、福井県敦賀市浦底地先の日本原子力発電（株）敦賀発電所から放水される  

温排水拡散海域に設置した桐生筆を使用した。   

（2）飼育海産生物  

飼育海産生物の種類はクログイ、マダイ、スズキ、クロソイ、ヒラメ、イシガレ  

イ、クルマエビ、アワビの8種類である。このうち、前年度よりマタイ、スズキ、  

クロソイ、ヒラメ、イシガレイを継続飼育したほか、クルマエビ、アワビを補充し  

て飼育した。また、マダイ、ヒラメの種苗を生産し幼魚まで飼育した。さらに、浦  

底地先海域では、クロソイを継続飼育した。   

（3）飼育海産生物等の放射能測定  

放射性核種測定用試料のうち海産生物としては、温排水拡散海域で飼育したもの  

、試験地で育成した幼魚を含めて飼育梅屋生物の全種類および別途、温排水で長  

期飼育しているウナギ（ヨーロッパウナギ）を、餌飼料としてはアワビの餌料のア  

オノリ、魚円及クルマエビ用の配合飼料を、砂泥は試験地外の排水路の定点に沈殿  

したものを採取し、（財）日本分析センターへ送付し放射能を測定した。  

分析方法は、γ綿スベクトロメトリーにより実施し、分析核種はl＝cs、  

14■ Ce、54M  n、60coの4核種とした。  

放射性核種分析結果は、表のとおりである。   

（4）飼育水の放射能測定  

試験地の注水口に水モニターを設置し、放射能監視装置（シンチレイション   

10‾7 〃Ci／ml検出可能）によって常時放射能を測定記録した。通常の値32～  

57cpsの範囲であった。  

3．結語   

飼育海産生物、餌飼料、砂泥等の放射性核種分析の結果、分析核種のうち検出表示さ   

れたものは、137 csのみであり、その値は、魚種、飼育期間、飼育場所等に関係なく  

、異常は認められなかった。  

また、飼育水の放射能モニターによる測定値も通常の値であり異常は認められなか  

った。  
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削定  いMn  平均  

試 料 名  年月日   l＝ Cs   …Co  体重  
l■■Ce   （g）   

クログイ   3．2．4   0．ZZ±0．040   ＊  5．4   490  S．58．7．28  

～tL2．11．30  

マタイ（紋魚）   3．2，13   0．12±0．032   ＊  4．3   860  Il．2．6．14  

～Il．3．1．8  

マタイ（幼魚）   3．2．15   0．19±8．041   ＊  5．0   69  lt．2．5．22  

～11．3．1．2  

スズキ   3．2．14   D．13±0．033   ＊  5．1   850  S．60．5．27  
～軋3．1．6  

クロソイ（か   3．2．14   8．13±8．026   ＊  5．0   555  S．61．10．17  

～lI．3．1．2  

クロソイ②   3．3．22   0．16±0．849   ＊  7．0   700  S．63．7，28  

～H．3．3．18   

イシガレイ   3．1．29   ＊   ＊  5．1   340  Il．2．2．16  

～軋2．12．19  

ヒラメ（親魚）   3．2．1   0．16±0．035   ＊  5．1   850  S．61．3．28  

～II．2．12．19  

ヒラメ（2年魚）   3．2．14   D．21±0．041   ＊  5．0   238  ll．1．6．1  

′｝H．2．12．21   

ヒラメ（幼魚）   3．2．15   0．17±0．028   ＊  5．0   23  lI．2．6．19  〝   
～ll．3．1．4  

クルマエビ   3．2．14   ＊   ＊  5．0   13  H．2．6．28  
～tL2．12．28  

アワビ（》（筋肉）   3．2．12   ＊   ＊  5．1   425  H．2．9．10  
〝  （内臓）   〝   ＊   ＊  ～l】．2．9．10   

アワビ（診（筋肉）   3．2．12  0．081±0．025   ＊  4．1   373  軋 2，9．1U  

〝  （内臓）   3．Z．13   ＊   ＊  丁一札2．12．19   

ウナギ   3．1．31  0．097 ±0．ロ17   ＊  5．3  1325  S．52．1．26  

～H．2．12．19  

アオノリ   3．1．30   0．72±0．11   ＊  5．0  II．2．12．19  屋外弛自生   

配合飼料（魚用）   3．2．15   0．50士0．11   ＊  5．0  

配合飼料（エビ用）   3．2．8   ＊   ＊  5．0  

砂泥   3．1．28   2．5 ±0．55   ＊  5．0  H．3．1．9   排水路定点   

（娃）1．放射性核種分析値の単位は、砂泥以外はBq／kg生、砂泥はBq／kg乾土である。  
2．分析結果の表示は、計数値が、その引脚）3倍を越えるものについて有効数字2桁、それ以外のものに  
ついては＊で表示し、誤差は計数誤差のみを示した。  

3．分析結果は試料採取日に換算した。  
4．アオノリにT Beが24±1．6Bq／kg生検出された。  
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Ⅱ－10   

平成2年度・原子力発電所等周辺海域の漁場における海洋放射能調査  

晰 海洋生物環境研究所  

上田泰司，西園敏則，富澤 利  

山田耕司，河村広己，野中信博   

1．緒言   

科学技術庁の委託を受けて，同庁が行う海洋環境放射能の総合評価に資す  

るため，原子力発電所等周辺海域の漁場における放射能レベイレとその変動傾   
向を調べた。  

2．調査研究の概要   

北海道，宮城，福島第1・第2，茨城，新潟，福井第1・第2，静岡，島   
根，愛媛，佐賀及び鹿児島海域の各海域4測点で，海水104試料（表面・   
下層水），海底土52試料（海底土表面から探さ約3cmまでの表層土）を5   

～7月に採取した。海産生物試料は当該海域で漁獲量が多く，定着性が強い   

魚種を各海域3種類ずつ年2回（5月前後と10月前後），合計78試料購入   
した。   

海水試料の 90srは放射化学分析に また海水，海底土及び海産生物試   
料（筋肉部）のγ線放出核種はγ線分光分析によった。  

3．結語   

海水，海底土及び海産生物の分析結果は，それぞれ表1，2，3に示した。   
これらの値は前年度の調査結果と同程度であった。  

表11990年海水試料の ＝Sr，tHCs濃度範囲  

単位 mBq／ゼ  

＝JCs  
採取層   調 査 海 域  

最大値  最小値   最大値  最小値  

3．7  4．0  

2．5  3．0  

3．3  4．2  

1．3  4．2  

3．6  4．3  

2．0  4．3  

3．5  3．9  

3．6  4．0  

3．7  4．1  

3．5  4．0   

北 海 道  面
層
 
面
層
 
面
層
 
面
層
 
面
層
 
 
 

表
下
 
表
下
 
表
下
 
表
下
 
表
下
 
 

2．5  2．7  

1．6  2．0  

2．3  3．2  

1．0  2．9  

2．3  3，0  

1．4  3．0  

2．1  2．8  

2．4  2．5  

2．2  2．9  

2．4  2．9  

宮城，  
茨城，  

新潟，  
島根  

2
 
 
 
 
2
 
 
 

1
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

島
岡
 
井
 
 

福
静
 
福
 
 

愛  媛   

佐賀，鹿児島  

沿岸全域平均  



蓑2 1ggO年海底土試料の ＝－Cs濃度範囲  

単位 Bq／kg乾燥土  

最大値  調査海域  最小値   調査海域  最小値  最大値  

福井1・2  2．2   

島  根   

愛  媛   

佐  

鹿 児 島  

9．2   

2．5   

2．5   

1．4   

2．0  

北 海 道  2．2  8．0   

宮  城  1．3  2．0   

福島1・2  1．9  3．2   

茨  城  1．7  2．6   

静  岡  1．6  4．7   

新  潟  4．3   12  

－：検出下限値以下を示す。  

表31990 年海産生物試料の ＝7cs 濃度  

単位 Bq／kg生鮮物   

ス ズ キ 科  

タ  イ  科  

カ サ ゴ 科  

ア イ ナ メ 科  

ヒ ラ メ 科  

カ レ イ 科  

タ  ラ  科  

硬骨魚全試料平均  

ア カ エ イ  

イ  カ  類  

タ  コ  類  

エ  ビ  類  

5  0．41± 0．14  

6  0．22 ± 0．02   

4  0．29 ± 0．06   

5  0．33 ± 0．05   

5  0．28 ± 0．02   

12  0，21± 0．08   

8  0．32 ± 0．08  

61  0．26 ± 0．10   

2  0．32 ± 0．02   

4  0．061± 0．020   

9  0．036± 0．011   

2  0．12 ± 0．01  

－：検出下限値以下を示す。  
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‡－11核燃料サイクル施設海洋環境放射能総合評価調査  

㈲海洋生物環境研究所  

富澤 利、河村広巳、上田泰司、  

西園敏則、山田耕司、野中信博  

1．緒言  

本調査は現在、青森県六ヶ所村において建設が進められている核燃料サイ  

クル施設の沖合漁場を中心に海洋環境放射能調査を実施し、当該海域におけ   

る放射能レベルとその変動傾向を調査し、科学技術庁か行う海洋環境放射能   

の総合的評価に資することを目的とする。  

2．調査の概要  

（1）調査方法  

平成2年度は本事業のモニタリング計画策定に係わる調査海域の範囲、  

海水・海底土試料採取測点及び調査対象海産生物の選定のために、①海洋   

構造、②海底地形と底質分布、③漁業実態、漁獲魚種の漁場とそれらの分   

布について文献調査した。また、時津放射能調査に係わる放射性核種選定  

のための調査は、英国のセラフィールド再処理施設、フランスのラ・アー  

グ再処理施設などを対象とした。  

（2）調査結果   

① 海洋構造；当該海域は、津軽海峡から東方へ張り出す津軽暖流の消革、  

その東方における親潮第一分枝の三陸沿岸海域への接近、進入、さらに  

は南からの黒潮（暖水塊）の北上など複雑な海洋構造を示している。この  

ような海洋構造の中で、津軽暖流の挙動は夏から秋にかけては東方への  

張り出しか強く、尻尾崎東方で還流が発達し、水温分布パターンか突出  

垂れ下がり方となった時に向岸流となり、北緯400 30′ ～410 付近で分  

岐して一部は北上流となる。他方、冬から春にかけてはその張り出しほ  

弱く、尻尾崎沖で南下流となり、三陸沖を通って金華山沖に達する（図  

1）。   

② 海底地形・底質分布；当該海域は、大陸棚、大陸棚縁辺部、海底谷、  

深海平坦部及び深海扇状地によって特徴付けられる。大陸棚上の底質は、  

細粒堆積物で、大きな河川のない八戸南部では礫や岩盤露出域が見られ、  

大陸棚縁辺部の傾斜は比較的急峻で、底質は細粒砂が主体である。海底   

谷は八戸沖合の水深200m付近を谷頭にもち水深1，000mまで続き、底質は  

細粒砂、シルト及び粘土である。深海平坦面は水深500m前後より広く分  

布し、底質は枯土質シルトである。深海扇状地は海底谷開口部付近に見  

られ、その底質は海底谷のそれとほぼ同様である。   

③ 海産生物；青森農林水産統計年報によると、昭和55年から平成元年ま  

での太平洋岸6市町村の水揚げ数量合計は青森県全体の67％に当たり、  
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なかでも八戸では太平洋岸の97％が水揚げされている。主要な海産生物  

はマイワシ、その他のイカ類（スルメイカ以外のイカ）、サバ類、スルメ  

イカ、スケトウダラ、マグロ類、サケ顆、カレイ類、マダラ、カツオ類、  

キチジ等である。この海域の漁船隻数は 2，000隻を越えるか、その大部  

分は5トン以下で、中型及び大型の漁船は八戸及び六ヶ所に集まってい  

る。  

太平洋沿岸・沖合の漁場は通常、八戸漁場と呼ばれ、沖合域には浮魚  

類を対象とした旋網漁場、いか釣り漁場、沖合底曳網漁場が形成され、  

沿岸域では刺網、敷網、釣り、延縄、定置網などの漁場となっている  

（図2）。   

④ 放射嘩核種；セラフィールド再処理施設、ラ・アーブ再処理施設及び  

動燃・東海事業所の海洋環境放射能調査に係わる目的、分析対象核種な  

どについて調査した。  

3．結語  

平成2年度は本事業のモニタリング計画策定のため、海水・海底土採取測   

点、分析対象海産生物及び分析対象核種に関する文献調査を行った。平成3   

年度はこの文献調査をもとに現地基礎調査を行い、これらに基づいてモニタ  

リング計画を策定し、この計画に沿って海洋放射能調査を実施する予定であ   

る。  

単位：トン／牢   

固1季節別津軽暖水の張り出し模式図  図2 底びき網によるメヌケ類の漁獲分布（1985）  
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：－12 沖縄県におけるバックグラウンド調査  

（財）日本分析センター  

平野見明、宮野敬治●  

1．緒言  

沖縄県におけるバックグラウンド調査（科学技術庁放射能測定調査委託）   

として昭和49年～平成元年に引き続き、平成2年10月に沖縄県那覇港で  

採取した海底土及び海産生物について80co、85zn、13Tcs及び144ce  

の分析を行ったので、その結果を報告する。   

2．分析試料   

平成2年10月24日、科学技術庁、沖縄県公害衛生研究所及び第11管   

区海上保安本部の協力を得て、那覇港において海底土を1 

料ずつ採取するとともに、浸湖で採取された海産生物（且、カニ、テレビア   

及びボラ）を人手した。海底土の採取地点は前年度と同じである。（図1）   

3．分析方法  

採取した試料は、それぞれ前処理操作を行った後、ゲルマニウム半導体  

検出器を用いて68co、85zn、137cs及び144ceのγ線スペクトロメト   

リーを行い、さらに海底土については80coの放射化学分析を行った。   

4．結果   

結果を義一1及び義一2に示す。γ線スぺクトロメトリーでは、海底土  

15地点中13地点から1”csが検出されただけで、前年度と比較して、  

特に差異は認められなかった。しかし、80coの放射化学分析では、随12   

地点の海底土から0．17±0．041Bq／kg乾土が得られた。同地点において80co   

は、1979年（11±1．8pCi／Bq乾土）以降検出されていないが、那覇港内  

＊ 現在、静岡県環境放射線監視センター  
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では′ト986年まで断続的に検出されている。そこで、検出された試料の再  

測定を行ったところ、同程度の＝coが検出されたが、同試料の残存物から  

2検休を分取して再分析を行ったところ、…coは検出されなかった。   

このことから、採取試料中に＝coの偏在があったものと推定される。な  

お、過去にも、1975年、1g77年及び1982年に80coの偏在を検  

出している。  

回一1締底土のI引取地点  
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義一1海底土の核種分析結果  

単位：8q／kg乾土  

分析方法   γ線スぺクト ロメトリ ー  放射化学分析  

80co  8さzn   137cs   144ce   ¢Oco   

No． 1  ‡‡  事 ‡   3．1± 0．70   ＊ ‡   

No． 2  ‡‡  ‡ ヰ   ‡  ＊   ‡‡   

No． 3  ‡‡  ‡‡   4．9 ± 0．87   ‡‡   

No． 4  ‡‡  ‡‡   3．5 ± 0．52   ‡ ＊   

No． 5  ‡ ＊  事 ‡   4．0 ± 0．53   車 掌   

No． 6  ＊ ‡  ＊ ‡   3．7 ± 0．62   ‡ ＊   

No． 7  睾 ‡  睾 ‡   4．8 ± 0．70   ＊ ‡   

No． 8  ‡‡  睾 ‡   ‡  ‡   ‡‡   

No． 9  ‡‡  字 書   4．2 ± 0．64   ‡‡   

No．10  ‡‡  ‡‡   5．0 ± 0．73   ‡‡   

No＼11  ‡ ‡  ‡‡   4．2 ± 0．86   ‡‡   ‡   

No．12  ‡ ‡  事 ‡   4．1± 0．70   ‡ 事   0．17±0．041   

No．13  ‡‡  ＊ ‡   3．6 ± 0．66   ‡‡   

No．14  ‡ ＊  ‡‡   2．3 ± 0．65   ‡‡   

No．15  ‡‡  事 ‡   4．6 ± 0．92   ‡ 事   

表－2 海産生物の核種分析結果  

単位：Bq／kg生  

分析方法   γ線スぺクト ロメトリ ー  

0Co  ＝zn   187cs   144ce   

貝   ‡ 事  ＊ 睾   ‡ ‡   ‡ ‡   
か  に   ‡‡   ‡‡   ‡ ‡   ＊ ‡   

テレビア   ‡ 事   ‡‡   ‡ ‡   ‡ ‡   
ポ  ラ   ‡ ‡‡   事 ‡   事 ‡   

備 考   

分析結果の表示は、その結果がおのおのの分析目標値以上のもの及び計   
数値がその計数誤差の3倍を超えるものについて有効数字2桁で数記した。   
それ以下のものについてはゲルマニウム半導体検出器による†線スペクト   
ロメトリーの場合は‡‡印で、放射化学分析の場合は‡で示した。測定   
結果は試料採取日に換算した。誤差は計数誤差のみを示した。  
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Ⅲ．食品及び人に関する調査研究   



Ⅲ－1 人骨中の90sr書こ一二＞しヽて  

放射線医学総合研究所  

白石久二雄・五十嵐康人・河村日佐男  

1．緒言   

人骨中の90Srは、環境中に放出された放射性核種からの体内被曝線量推定上の指標核種  

として重要であるとともに、超ウラン元素の環境から人体への移行模作の解明のための参  

照核種としても重要性を持っている。日本における人骨中のgOsr濃度の分析測定は1962年  

より継続して行い、その年齢別濃度水準の年次変化、年齢別差異などに加えて、此放射能  

の観点により骨中天然安定Srについても随時報告してきた。今回は、前回に引き続き得ら  

れた1989，90年の分析結果を中心に報告する。  

2．調査研究の概要   

（試料の収集および放射能分析） 骨試料は、主として東京地区および北海道地区にお  

いて関係各機関の協力のもとに、脊椎骨を中心に可能な限り長骨、肋骨、骨盤骨なども含  

め、多骨種サンプリングの方針に従って収集してきたが、脊椎骨が大部分であった。今回  

は主に、1989年死亡例および1990年死亡例につき分析を実施した。   

90srの放射化学分析は、骨試料のCa含有率が高いため、発煙硝酸法を用い、クロム酸バ  

リウム共沈などにより精製後、最終的にシュウ酸イットリウム沈澱法によるミルキングを  

行い、9OYの放射能を測定した。測定には、ICNrTracerlab社製のOyNI／GtJ＾RD型低バックグ  

ランド・ベータカウンタを使用した。  

（分析測定の結果と考察）分析測定の終了した試料のgOsr濃度を表1に示した。1g90年  

死亡例の平均骨中90sr濃度は、5～19才群で29±14および成人群で14‡3．O m8q90sr／  

gCaであった。0～4才群では1987年に421DBq9Osr／gCa、198＄年および1989年にそれぞれ70，  

46mBq90Sr／gCaであった。また、1990年には29n）Bq98sr／gCaであった。   

UNSCEAR（1982年）のP45を標準日本人に適用して、骨中の9Osrからの成人の骨髄および骨  

表面に対する吸収線量を推定した。その結果を表2に示す。  

3．結語  

人骨中90sr濃度は緩慢に減少し続けており、この傾向は変わっていない。また、1986年  

のチェルノブイリ事故により放出された90Srの影響は明瞭には認められない。しかし1988  

年では、いずれの年齢群でも、ごくわずかではあるが平均濃度が上昇する傾向が認められ  

たが、1989年にははぼ前々年の備にもどっている。   

人骨90Sr濃度水準の調査研究を進めることは国民線量（集団線量）推定の観点から重要で  

あるばかりでなく、Pu等ウラン元素の骨組繊への蓄積傾向との比較解析を可能にするので、  
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検討を続行する。又、天然放射性核種（22㊦Ra等）による骨線量との比較についても検討中  

である。  

表1 年齢別人骨中のgOSr濃度  

mBq90s r／gC a  

死亡年  0～4y r  5～19y r  20y r～  

分析数＊  3（11）  5（6）  21  

17  

4．8   

9．豆  

26   

平均値  70  

1988 標準偏差  3．6  

最小値  67  

最大値  74  

24  

5．2   

17   

31  

6（8）  46  

17  13   

5．9  4．4  

11  4．5  

26  28  

分析数＊  2（7）  

平均値  46  

1989 標準偏差  1．5  

最小値  44  

最大値  47  

7（9）  36  分析数＊  1（5）  

平均値  29  29  

1990 標準偏差  0．74  14  

最小値  

最大値  

＊）合併後の試料数に相当する  

表2 骨組繊における9nSrからの吸収線量（成人）  

吸収線量 （〝Gy al）  

赤色骨髄  骨表面  死亡年  

8±2  17±5  

6±2  14±5  

7±1  15±3  

1988   

1989   

1990  
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皿－2 人体臓器中の 239●2月8pu 漉度  

湯川雅枝・佐藤愛子  

‡阿部享・審滝澤行雄  

放射線医学総合研究所  

‡秋田大学  

1．緒言   

核爆発実験等によって生成したプルトニウム等超ウラン元素は  

広範囲に大気圏内に拡散し、徐々に地球上に降下蓄積きれている。  

また、原子力平和利用の進展に伴い、環境中の超ウラン元素漉度  

が増加するおそれがある。国民の健康安全の面から環境試料、人  

体臓器中のプルトニウムなどの超ウラン元素濃度を測定し、その  

循環系を把握する。  

2．調査研究の概要  

（1）試料の前処理  

プルトニウムなどの分離定量に降し、臓器試料は湿重量を測   

った後、凍結乾燥して乾重量を測り水分含有圭を求めた。凍結   

乾燥した試料は硝酸により湿式灰化した。  

（2）プルトニウムの分離定圭  

239■2月8puは化学技術庁縞の「プルトニウム分析法」に従っ   

て、灰化試料から陰イオン交換樹脂（DouexlX8）をもちいて   

分離し、ステンレス根上に電着した。プルトニウム真の定量は   

α線スペクトロメーターにより実施した。  

（3）結果  

今年度は昨年度に引き続き、六体分の主要臓器についてP u   

の定圭を行った。結果を表－1に示す。臓器中のプルトニウム   

凛度は試料の保存時や解凍時に失われる組織水を考慮して乾燥   

重量当りとした。また、湿重量当りへの換算を可能にするため   

水分含有量も併記した。但し、この中の二体分の腰帯について   

は水分真の測定を行っていないため、湿重量当りのプルトニウ   

ム濃度のみを記載した。  

4．結語   

人体臓器中のプルトニウム等超ウラン元素の韻度測定を継続す  

る。また、環境から生体への移行を把増するために、大気浮遊摩、  

食品等の分析と、地元素との相関関係など 

く。  
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表1人体臓器中のプルトニウム濃度  

検体：男 69才  採取臼：S63．11．24  

湿圭圭（g）  乾生圭（g）  水分（％） 2－さ9■24pれBq／g・血y   

肺   66．2   1（I．3   84．4  10．3 ×10‾下   

肝 臓  1Z4．3   39．4   6．95×10－～   

ご■ r三  59．0   17．9   5．70×10‾5   

膵 臓  22．8   7．9   65．0  10．1×10－5   

脾 臓  32．8  7．6   76．8  5．g7×10■～   

筋 肉  137．4   40．8   70．4  1．g5×1ローさ  

56．1   38．8   34．7  

；男 77才  88．3              69．7            、                                                未処理              採取日：S5乱12．02    湿重量（g）  乾生圭（g）  水分（％I2き9・2押恥Bq／g・血y   
肺  131．3   29．1   

肝 臓  114．9   2g．7   14．1×1（ド   

二■■ふ  35．   10．9   6．56×18■！ 

膵 臓  26．0   17．8   6．55×1D‾さ   

脾 瞞  25．9   8．85   

筋 肉  g2．2   36．2   4．45×10‾～   

骨   40．6   19．8   8．3 ×10‾ち   

生殖器  19．2   6168   77．9    欠刺  
検体；女 55才  採取臼：S59．12．05  

湿重圭（g）  乾重量（g）  水分（元）  239●2欄内Bq／g・血y   

肺  172．0   43．1   74．g   欠榔   

肝 臓  226．5   114．0   50．0   1．85×10■ち   

腎 臓  5g．9   15．5   74．1   5．19×10～   

膵 臓  4き．8   24．3   4g．7   5．64×10‾S   

：三二 i二▲  33．3   8．19   75．4   12．3 ×10－F 

筋 肉  1g5．4   96．4   58．7   1．7【）×10～   

生殖器  16．5   6．12   62．g   欠測   

検体；男 58才  採取臼：S63．10．17  

湿重量（g）  乾垂圭（g）  水分㈲  2”’＝ロPu昧l／g・Vet   

肺   51．5  欠洲   

肝 繊  115．0  2．8 ×10F   

腎 臓  67．5  4．03×1（I‾う   

膵 臓  31．5  3．4 ×1t「さ   

筋 肉  41．8  5．88×10‾5   

骨   4け，9  7．92×10‾さ   

検体；女 80才  採取臼：S83．10．1  

混生圭（g）乾生圭錮）    2さ9●＝叩厄馳／g・Yet   

肺   ＆4．0  欠測   

肝 臓  44．3  14．3 ×10】5   

腎臓  50．7  3．8 ×10－5   

膵横  31．4  2．朋×1（）‾ち   

筋 肉  55．0  8．0 ×10‾5   

骨   51．4  未測   

－68－   



Ⅲ－3 茨城県沿岸原子力施設周辺住民の放射性及び安定元素摂取  

量に関する調査研究  

放射線医学総合研究所  

村松康行、住谷みさ子、吉Ⅲ聡   

1．緒言   

放射性及び安定元素の経口摂取量を予測するための基礎的データを得るた  

めに、茨城県沿岸を中心に、食品摂取義美態調査、及び、食品坤に含まれる  

放射性及び安定元素の濃度測定をおこなってきた（）今年度は、キノコ巾の放  

射性セシウム及びカリウムの宜晶をおこなったので報砦す．っ   

キノコに注目した理由は、チェルノブイリニ事故以降、ヨーロッパ各国にお  

いてキノコ中に放射性セシウムの高い値が報告されるようになり、保健物理、  

及び、森林での物質循環の面から注目されてし 

しては、オーストリー産のⅩer（）C（）ml】S b～1dius（アワタケ属ニセイロガワリ）  

で142000Bq／kg（乾）、また、スウェーデン産のHydnllm rufescens（カノシタ科）  

で40000Bq／kg（生）という値が報告されている（〕日本産のキノコ巾の一丁f7cs濃  

度に関しては、最近筆者ら1／2）及び杉山らこlノ4）が測定をおこなっている。   

ここでは、食用キノコに注目して、キノコ巾の1ご‡7cs及び 4nKの濃度の分析  

結果を報告する。また、キノコを食べることにより体内に摂取される＝7Cs  

の星及びそれによる被曝線量を推定する∫，   

2．調査研究の概要  

（1）測定法及び測定結果   

キノコは1989年から1990年にかけ■市場で購入又は森林で採取した（つ 凍結乾  

燥後、ミキサーで粉砕し、10～50g程度をポリエチレン容捌こ入れ（；e半導体  

検＝用語を川いて測定をおこなった（〕  

［1本で食用にされている主なキノコ小のtこ～7cs放び1（－Kの定量結果を表に示  

すし）キノコ【F＝乃1ご17Cs濃度は野菜などに比べて高い傾向にあったが、ヨーロッ  

パの報菩値などに比べるとはるかに低い帖であった。また、エノキダケやハ  

ラタケ（シメジ）など、オガクズや米桝を用い室内で栽培されたキノコ小の  

1：，7csは低い傾向にあったし）ナメコは、栽培したものと森林で採取したもの  

のiilす者が入っていたため濃度の差が大きかった（1木材腐朽蘭（シイタケ、エ  

ノキタケ、ヒラタケ、ナメコ、マイクケ）よりも、地表面にでるキノコ（ハ  

ッタケ、マックケ）のほうが1：，7Csの倍が高い傾向にあった。，   

これは、キノコの菌糸がほっている培地の一日7cs濃度に関係していると考  

えられる（，うまり、木材中では表層一ニヒ壌中に比べlこ17Csの濃度が低いため、  

木材た娃召するキノコのlニー7csの値が低いのであろう（，また、土壌中でも菌  

糸のはる探さにより137Csの濃度も異なってくると推定される（，   

チェルノブイリ起源の＝4Csは137Csに比べはるかに少ない量であり、その  

ことから、キノコ中に検出された1日7csの多くが核実験のフォールアウトに  
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由来するものと考えられる（〕   

40Kの濃度はキノコの種類によりそれほど変動はなく1口OBq／kg（生）前後  

であった。また、4－）Kの濃度は117csに比べ通常はるかに高い価であった√つ  

（2）キノコを食べることによる被曝線最の推定   

l二記7種類のキノコlトの1：17Csの濃度の！ド均値を計算したところ7．1Bq／kg  

（生）という値を得た（〕日本における成人のキノコの摂取屋は、国民栄養の  

現状（厚生省）によると1日約9．5g（年間約3．5kg）であるので、この情を  

かけ合わせると、1年当たりキノコを通じての1：－7Cs脊ど取鼻は約25Bqである。  

この値から被曝線量（efEectivc dosc eqlliv之11ent）を計算すると 3．2×1け■‾7  

Svとなる（，これは、自然界から年間受ける練馬2．4－／10’■ご－Sv（州SCEAR1989）  

に比べ僅か0．01％催度である（，また、通常食川にされているキノコは、森林  

で採取したものよりも栽培されたものの割合が多いので、ここで用いた平均  

値7．1Bq／kg（吐）よりも低いと考えられ、披曝線最はさらに低くなると推定  

される。  

3．結語   

魚用キノコ中の137cs及び4（－ Kの値が求められた。キノコ「1・－の1：17cs濃度は  

野菜などよりも高い傾向にあったが、食用とする嶺が少ないこともあり、極  

低い被曝紙屋しか与えない。   

4．文献  

1、）村松、吉相、住谷：日本放射線影響学会要旨集（1990）．   

2）”uramatsu，Yoshida＆Sumiya：Sci．T（）t．Env．105（1991）29．39．   

3）杉11h岩島、柴田：RAPIOISOT（）PES，蔓9（1990）495－502・   

4）杉l＿い、岩島：第32環境放射能調査研究成果抄録集（1990）・  

［表］魚用キノコ中のl二～7Csおよび4りⅩの濃度  

L：I7Cs［Bq kg‾1］  40Ⅹ［Bq kg◆1］  

wet  dry  wct  dry  

39  11り   

3．7  130  

10  120  

130  60  

34  1即  

220  71  

102  120  
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シイタケ（7）＊  

エノキタケ （3）  

ヒラタケ［シメジ］（6）  

ナメコ （5）  

マイクケ （3）  

ハッタケ （7）  

マックケ （3）  

注：＊括弧内は試料数  
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Ⅲ一4 コケ類（前言類）中の放射性セシウム濃度  

国立公衆衛生院  

杉山 英男・項田 祥文・岩島 清  

1．緒 言   

環境から食品への長寿命放射性核種の移行動態を把増するため、とくにキノコに  

関する調査研究を継続しているが、今年度は、キノコの生息圏に普遍的に存在する  

コケ頬（前言類）を対象とした。コケ頸は着生であること、あるいほ蓑水分吸収を  

根に依存しないなどの生態的特性から大気汚染の指標生物としての可能性が検討さ  

れている。本調査研究では、コケ類ならびに着生基物である木材、土壌等に含まれ  

る137cs、1さdcs、川Kおよび7Beの濃度について服告する。  

2．調査研究の概要   

（1）方 法：①試料：コケ類は富士山（標高川00－2230m）、長野県（標高680－147  

0m）ならびに兵庫県（標高20－800m）で菅生部位の倒木あるいは土壌とともに1991年  

4～5月に仮根ごと採取した後、同定を行った。なお、採取が困難 な着生基物の採取  

ほ行わなかった。また、チェルノフ“イリ事故以前に採取（広島県，1981年10月）保存きれ  

たコケ1試料を対象とした。  

②試料調製：コケ頼は落葉や小石等の異物を取り除き、水道水、きらにイオン交換  

水で付着物の洗浄を行った後、木材および土壌と同様に風托し、いずれの試料も100  

0Cで1昼夜乾燥した。これら乾燥物を450℃で4hr灰化（灰分）した後、計測試料に供  

した。  

③γ線スべクトロメトリ：灰化試料をプラスチック製円筒容器（直径50mm、高さ65mm）  

に充填し、高純度Ge半導体検出器（TENNELEC社製、ORTEC社製）および波高分析器（  

NUCLEUS社製、SEIKO－EG＆G社製）を用い137cs、13dcs、川Kおよび7Beの定量を行った。  

⑨中性子放射化分析法：一郎のコケ灰化試料は立大原子炉で中性子照射した後、安  

定Csの定量を行った。  

（2）結 果：①コケ精中の放射性Cs濃度：採取した全49試料のコケから137csが横  

出きれ、そのlラTcs放射能溝度は0．9－359Bq／kg柁で平均濃度は61．3±83．2Bq／kg乾で  

あった。これらコケのうち30試料から0．3－9．78q／kg乾の13dcsが検出された。なお、  

チェルノフ“イリ事故以前に採取したコケからは137cs放射能濃度139Bq／kg柁のみ検出された。  

③コケ頬中の安定Cs濃度：コケ類全49試料のうち28試料（これらの137cs放射能濃度  

は0・9－243Bq／kg乾）について安定Cs濃度を求めた結果、その濃度は9－655mg／kg乾で  

平均洩度は118±161mg／kg柁であった。  

③コケ顆中のd8Kおよび78e濃度：全49試料のコケに含才れる＝用放射能濁度ほ60．2－  

5798q／幅詑で平均濃度は213±116mg／kg乾、また、7Be放射能演度は11．7－1070Bq／帰  

結で平均濃度は368±27王mg／kg柁であった。  

④木材および土壌等の着生基物中の放射性Cs濃度：コケが着生していた倒木13試料  

全てから＝7cs放射能濁度0．3－34．2Bq／kg柁が検出された。このうち6試料から0．2－1．  

3Bq／kg柁の13Acsが検出きれた。同様に4地点の土壌から137cs放射能濃度ほ表層（0一  
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3cⅢ）で31．9－1058q／kg詑および下層（3－10cm）で39．5－289Bq／kg柁が検出された。こ  

のうち表層土壌の3試料のみ13dCs放射能横度0．8－6．qBq／帖柁が検出された。  

⑨コケ報および木材、土壌の灰分：コケ45試料（全49試料中4試料は少量のため末灰  

化）の灰分は2．3－77．柑で平均値ほ16．4±16．柑であった。また、13試料の木材（木  

質または木皮）は1．8±1．2諾、土壌は表層では54．8±24．7岩、下層でほ72．6±12．9麗の  

灰分を示した。  

3．結 語   

コケ相全試料から137csが検出され、その濃度は野菜などの川‾2Bq／kg生レベル（  

平野ら、放調抄録集1990）に比べきわめて高く、しかも13dcsについても60宕以上と  

高い検出率にあり、 その安定Cs濃度は土壌の10－100倍のレベルを示すことが明らか  

となった。また、コケ持と着生基物との137cs放射能比ほコケ／木材では21．7を示  

した。これらの結果より、蓑水分の吸収を着生基物に依存しないときれるコケ頬が  

気圏等から137csを取込むとともに、その保持力の高いことが示唆された。コケ中の  

t37cs放射能濃度を採取地により分類すると、その濃度は富士山山腹（156±103Bq／  

kg乾）、長野県（56±63餌／kg乾）、兵庫県 〈28±48Bq／kg詑）と同一採取地ではな  

いものの標高に準じて低下する傾向が顕著であった。コケ中の】34Cs／137csの放射  

柁比は約0．06で、チェルノプ“イリ事故時の13月Cs／137cs放出比（0．5）をもとに、採取時ま  

での減衰補正を行った比0．10との間には差異がみられ、事故後および過去の核実験  

に由来する】37csの取込みが推測きれた。なお、一旬Kおよび7Beの放射能濃度ほ101～  

1028q／kg乾レベルで比較的一定な値を示しており生体機能との関連が推察された。  

なお、コケ／土壌の比は1．4で木材ほど大きな比は示しておらず、試料調製時の汚染  

には細心の注意が必要と思われる。今後きらに調査研究をすすめ、コケ類の降下物  

等の環境放射能モニタリングの指標生物としての可能性について検討を加える。   

謝辞：本研究にご協力戴いた樋口正信（広島大学理学那）、植村公郎（兵庫県立衛生  

研究所）、柴田 尚（山梨県林業技術センター）の諸氏に感謝致します。  

表lコケ相および葛生基物中の‖7cs、‖一Cs、用K、78e放射能濃度と安定Cs漉度  単位 ‖7csノ，一Cs．川K・TBe；8q栂柁  
安定Cs  ：帽／kg柁  

拭  料  灰分（鴛） 137cs  …cs  Cs  相K  TDe  

9－655（28／28）60．2－579（49パ9）ll．7～10了0（49／49〉  

87．3－30＄（Il／＝）101－677（11／11）  
78．2～270（8／8）26．l～420（8ノ8）  

9－655く28／28）臥2～579（30／30）1l．7－1070（30／30）  

3．5－37．6（13／13）HD－30．3（12／t3）  

180－581（4／4〉 HD～68．8（1／4）  
360－908く4／4）HD  （0／4）  

2，3～7了．1（45）0．9～3S9（49／49）l一日ロー9．7（30／49〉  

3．9－27．了（8）38．0－359（11／11）ND～9．7（8／11）  
2．9～20．5（7）18．0～202（8／8）ND－1．8（3／8）  
2．3－77．1（30） 0．9－243（30／30）0．3～4．5（19／30）  

1．0～8．0（13） 0．3～34．2（13／13）0．2～l．3（6／13）  

23．0～80．1（4）31．9～川5く4／4） 0．8～6．4（3／4）  
63．3←91．7（4）39．5－289（4／4） HD  （0／■4）  

コ   ケ   

富士山（標高川00・223伽）   
長野県（標高8即・1470帽）   

兵庫県（標高 20・即伽〉  

未   け  

土   鳩   
表 層（探さ0・3c†l）   

下 層（探さ3・10c帽）  

（注）l）（検出件数／分析件数）  
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Ⅲ－5 ヒト永久歯中の90s rに関する研究  

国立予防衛生研究所 歯科衛生部  

積出守世、山本 実、井上一彦、今井 奨  

1 緒言  

90s r はC aと同族の元素であるので、骨や歯に蓄積される。   

歯は形成が完了すると、代謝がほとんど行なわれないので、いっ   

たん蓄積された90s r は歯牙中にそのまま蓄積されるといわれて   

いる。従って、歯か形成された時期に環境がgOs r で汚染されて   

いると、歯牙にはそれに比例した量の90s r が蓄積されているも   

のと考えられる。この事から歯牙は環境の90s r 汚染の指標物質   

と して利用が可能であると考えられる。  

本研究ではヒトの第三大臼歯を多薮収集し、これを生年別に分   

けた試料群をつく り、90s r の含有量を測定した。  

2  研究の概要  

本年は、昨年の報告に引き続き一群の歯牙数が10本の小規模   

の試料でも経年推移を調査できるか否かを検討する目的で実験を   

行ない、試料を追加 して検討した。歯牙のドナーの生年は19 2   

5 ～19 7 0 年、抜歯時の年齢は2 0 ～ 2 9 才、歯牙数は合計 3   

3 0本である。これを生年別に3 3の試料群に分け、90s rを測   

定した。その結果を表1に示す。さらに2 8本群の90s r 量と両   

群の加重平均値を示した。  

90s r は、ドナーの生年で19 2 5～19 31年の試料では検   

出限界以下の値であった。19 3 2 ～19 4 0年では微量の放射   

能が検出された。90s r は1g 41～1g 4 2年頃から次第に上   

昇し、19 4 9年頃から急激に上昇し、19 5 0年に小さなピー   

クを示したのち再び上昇し、19 5 3年に最高の68．7mB q   

／9 C a（3 群平均）を示した。以後、直線的に下降したが、1   

9 6 0年頃からやや下降が鈍く なり、19 7 0年には 25．6   

m B q にまで減少した。  

以上の結果を、一群平均2 8本の経年推移と比較すると、検出   

限界以下の年数、上昇傾向、 ピーク時の年数と放射能強度、下降   

の傾向等はいずれも良く一致しており、一群10本の試料で、調   

査が可能である事か明らかになった。  

3  結吾宮  

本実験から、一群の歯牙数が10本程度の小規模の試料でも   

90s r の調査が可能であることが明らかになった。  

今後は90s rの環境汚染との関係をさらに詳細に検討するため   

に、歯牙を歯冠部と歯根部に分割した試料について調査を行う。  
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蓑ノ1 日本人第三大臼歯中の90s r量（mBq／g C a）  

ドナーの生年   差   加重平均  

1925－1928   ＜2   ＜2   

192g－1931   ＜2  †．9   1．9   

1932－1934   2．1   3．7  －1．6  3．3   

1935－1937   4．4   了．0   －2．6   6．3   

1938－194ロ   5．2   8．0   －2．8   7．3   

194ト1942   13．1   19．3   t6．2   17．7   

1943－1944   20．9   18．9   2．0   19．4   

1g4！卜1946   25．3   28．4   －3．1   27．6   

1g47－1948   27．4   32．0   －4．6   30．8   

1949   32．9   37．5   －4．6   36．3   

1950   50．7   51．5   －0．8   51．3   

1951   38．6   48．4   －9．8   45．8   

1952   53．6   46．8   6．8   48．6   

1953  66．4  62．8  5．9  64．4  
72．8  
66．9  

m＝68．7  

1954  50．4  53．3  －2．9  52．5   

1955   45．5   44．2   1．3   44．5   

1956   48．9   41．8   － 0．g   41．6   

1957   3g．0   33．3   5．7   34．8   

1958   34．8   37．0   －2．2   36．4   

1959   33．7   35．0   －1．3   34．7   

1960   35．1   34．8   0．3   34．9   

1961 31．4   33．2   －1．8   32．7   

1962   26．8   27．9   －1．1   27．6   

1963   26．5   29．8   －8．3   28．9   

1g64   32．2   25．7   6．5   27．4   

1965   24．6   28．4   －3．8   27．4   

1966   27．4   2さ．5   3．9   24．5   

1967   22．4   28．4   －6．0   26．8   

1968   21．6   26．6   －5．0   25．3   

1969   25．2   23．0   2．2   23．6   

1970   25．6   19．2   6．3   20．9   
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Ⅲt6 食物試料放射能水準調査  

財団法人 日本分析センター  

津吹知代 福嶋浩人   

1．緒言  

ソ連チェルノブイル原子力発電所事故以降、国内の食物中の放射能に対する不安が高  

まり、食物の放射能調査の強化が指摘されている。  

当センターでは、科学技術庁の委託を受け、平成元年度より環境放射能水準調査の強   

化拡充の一環として、放射能レベルの把握、国内の原子力施設からの影響の確認及び食   

物摂取による年間預託線量当量の推定評価に資するデータを得ることを目的とした流通   

食品の放射能調査を実施している。  

2．調査の概要   

2．1試料の選定と入手  

（1）平成元年度  

「昭和63年東京都中央卸売市場青果物流年報（野菜編）」及び「同（果実編）」  

を参考にして、関東7都県の主産品のうち年間の出荷量の多い116食物（当該地域  

住民の摂取量のおよそ99％に相当）を選定し、東京の大田市場及び千葉市内の百貨  

店で購入した。  

（2）平成2年度  

「平成2年版国民栄養の現状，昭和63年国民栄養調査成績」に基づき全国を12  

地域に分割し、各地域毎に摂取量の多い17食品群（各地域住民の摂取量の65～70  

％に相当）を決め、各食品群につき1食物を選定した。試料数の合計は204であ  

った。また、原子力施設からの影響の有無を確認するために、6地域では原子力施  

設の近くで生産・流通している食物を、そして残り6地域では原子力施設から離れ  

た場所で生産・流通している食物を、各地域の百貨店で購入した。   

2．2 分析方法  

流通食品は、可食部のみを細断してマリネリ容器に詰め、ゲルマニウム半導体検  

出器による†線スペクトロメトリーを行った。  
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表／1 平成元年度  調査結果（関東 7 都県）  

食  品  群   食  物  名  摂取量  ‘OK（8q／kg）   

（g／人日）   

穀  類1  そ ば （生）   32．2   ＊   ＊   0．26 ± 0．036   53 ± 0．9   

菓 子 類1  ミルクチョコレート  13．6   ＊   ＊   0．54 ±0．053   140 ± 2   

豆  類1  ヘーゼルナ ッ ツ   2．7 ± 0．06  18  ± 0．02   190 ± 2   
1．7  

2  落花生（からなし）  ＊   ＊   0．22 ± 0．060  220 ± 2   

3  味  噌  15．7   ＊   ＊   0．26 ± 0．033   78 ±1．0   

魚  類 1  養 殖 は ま ち   ＊   ＊   0．30 ± 0．039  110 ±1   
13，9  

さ  ば  ＊   ＊   0．14 ± 0．041   79 ±1．3   

あ  じ  10．9   ＊   ＊   0．34 ± 0．038  110 ±1   

た  b  」  13．9   ＊   ＊   0．16 ± 0．030   63 ± 0．9   

肉  類1  豚  肉  27，8   ＊   ＊   0．24 ± 0．043   94 ±1．4   

2  ソ ー セ ー ジ   9．5   ＊   ＊   0．19 ± 0．042   74 ±1．1   

緑黄色野菜1  あ  し  た  ば  23．8   ＊   ＊   0．68 ± 0．090  170 ± 3   

その他の野菜類1  大 豆 も や し   ＊   ＊   0．12 ± 0．038   55 ±1．1   
42．7  

2  生 ぜ ん ま い  ＊   ＊   0．10± 1．9± 0．27   

果実類・柑橘類1  グレープフルーツ  51．3   ＊   ＊   0．16 ± 0．035   59 ±1．0   

し好・飲料類1  紅  茶   ＊   ＊   0．44 ± 0．10   540 ± 4   

田  コーヒー（インスタント）  ＊   ＊   2．8 ± 0．17  1300 ±10   
32．6  

ピ ュ ア コ コ ア  ＊   ＊   1．4 ± 0．13   740 ± 5   

ロ  麦茶（上揺り）  ＊   ＊   0．75 ± 0．0∈）0  120 ± 2   

き の こ 類1  な  め  」   ＊   ＊   0．96 ± 0．050   48 ±1，0   

2  しいたけ（生）  0．14 ± 0．021  2，1 ± 0．06   91 ±1．2   
10．0  

田  し いたけ（乾）  0．62 ± 0．086  44  ± 0．4   570±6   

し  め  じ  ＊   ＊   0．23 ± 0．041  110 ±1   

調 味料 頬1  こ  し  ょ  う  ＊   ＊   0．21± 0．064  250 ± 2   

1）上記以外に調査した82試料については、134Cs及び137csは検出されなかった。  
2）調査対象地域住民1人1日当たりの総摂取量は1353．Ogである。  
3）結果は有効数字2桁で示し、計数値がその計数誤差の3倍以下のものについては＊＊で示した。  
4）誤差は計数誤差のみを示した。  
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表2 平成2年度 調査結果（全国12地域）  

食  品  群   食 物 名  地 
かった試料数   

じ ゃ が い も  じゃがいも1  中  国  0．12 ±rO．039   140 ±1   11試料   

は く さ い  は く さ い1  北  陸  0．14 ± 0．040   57 ±1．1   8 試 料  

は く さ い 2  近 畿 Ⅱ  0．27 ± 0．044   79 ±1．2   

その他の野菜  え だ 豆 1  近 畿 Ⅰ  0．63 ± 0．073  220 ± 2   9 孟式 料  

え だ 豆 2    南 九 州  0．86 ± 0．069   180 ± 2  

え だ 豆 3  北 海 道  0．20 ± 0．051   180 ± 2   

その他のいも  さ と い も1  北  陸  0，25 ± 0．047   180 ± 2   0 孟式 料   

豚  肉  豚肉 も も1  東  北  0．20 ± 0．036   98 ±1．2   1 試 料  

豚肉 も も 2  関 東 Ⅱ  0．14 ± 0．042   97 ±1．4  

豚肉 も も 3  北  陸  0．12 ± 0．039   100 ±1  

豚肉 も も 4  近 畿 Ⅰ  0．16 ± 0．034   100 ±1  

豚肉 も も 5  南 九 州  0．15 ± 0．043   92 ±1．4  

豚肉 も も 8  北 海 道  0．25 ± 0．035   110 ±1  

豚肉 も も 7  関 東 Ⅰ  0．12 ±0．035   110 ±1  

豚肉 も も 8  近 畿 Ⅱ  0．22 ±0．046   110 ± 2  

豚肉 も も 9  北 九 州  0．20 ± 0；046   110 ±1   

牛  肉  牛肉 も も1  中  国  0．21 ± 0．034   110 ±1   3 試 料  

年内 も も 2  関 東 Ⅰ  0．16 ± 0．033   110 ±1  

牛肉 も も 3  四  国  0．17 ± 0．034   100 ±1   

鶏  肉  鶏  肉 1  四  国  0．13 ±0．031   91±1．1   3 試 料   

柑  橘  類  み か ん 1  北  陸  0．082 ± 0．027   37 ±0．7   11試料   

ノ＼  ン  食 パ ン 1  南 九 州  0．17 ±0．043   2g ± 0．9   11試料   

し ょ う ゆ  し ょ う ゆ1  近 畿 Ⅱ  0．13 ± 0．035   140 ±1   7 試 料   

1）調査したたまねぎ（10試料）．きゃべつ（4夏式料）．兼ねぎ（12試料），ビール（12試料）．日本酒（7試  
料）．洋酒（1書式料），コーラ（11試料），いか（1孟式料）．りんご（11差式料）．梨（12試料）．鶏卵（12  
試料），中学生そば（12書式料）及び豆腐（12喜式料）についてほ、l‖csは検出されなかった。  

2）結果は有効数字2桁で示した。  
3）誤差は言十数誤差のみを示した。  
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3．調査結泉   

平成元年度の調査結果を表1に示す。116試料中の24試料から人工放射性核種と   

して134csと137csが検出された。それらの濃度は、134csが0．14～2．7Bq／kg生で   

あり、137Csが0．10～448q／kg生であって、一部の食物を除き、ほとんどがフォールア   

ウトの影響によるものと考えられる程度であった。一部の食物（しいたけ、ヘーゼルナ   

ッツ及びぜんまい）については、＝7csの40Kに対する比が他の食物の10倍以上高い   

こと及びり4csが検出されたことから、ソ連チェルノブイル原子力発電所事故の影響を   

受けた食物であると判断される。しかし、いずれも摂取量の比較的少ない食物であるた   

め、】87csの経口摂取による年間預託線量当量に大きく寄与するものではない。   

平成2年度の調査結果を表2に示す。204試料中の23試料から人工放射性核種と   

して1＝csのみが検出された。その濃度は、0．082～0．86Bq／kg生であって、原子力施  

設周辺で生産・流通している食物の137cs傾度と原子力施設から離れた場所で生産・流  

通している食物の＝＝cs濃度との間に有意の差は認めらなかった。このことから、平成   

2年度の調査における食物中のl＝cs濃度はフォールアウトの影響によるものと判断さ   

れる。  

4．結語   

現在までに調査を行った食物中の＝7cs濃度は、一部の食物を除いてフォールアウト  

の影響と考えられるレベルであり、食物の摂取制限に関する指標値を十分に下回ってい   

ることが確認された。また、国内の原子力施設からの影響は、本調査においては認めら  

れなかった。平成2年度の調査においては、各食品群中1食物のみを調査したが、同一  

食品群でも食物により137cs濃度には幅があるものと考えられる。また、元年度及び2  

年度の結果から、摂取量の少ない食物にチェルノブイル原子力発電所事故の影響の残る   

＝＝cs濃度の高い食物のあること等が予想される。これらのことから、本調査の結果を  

年間預託線量当量の推定に資するためには、さらに多くの食物について調査する必要が   

あると考えられる。   

本年度以降は、γ線スペクトロメトリーによる調査をさらに摂取量の少ない食物に拡  

げると共に、13Tcsと同様に年間預託線量当量評価上重要な、MSr及び】1cの放射化  

学分析を同一の試料で行う予定である。  
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Ⅳ．分析法、測定法に関する調査研究   



Ⅳ－1 陸上試料の嗣査研究  

－テク ネチウムに関する調査研究一  

放医研那珂湊支所  

環境放射生態学研究部  

鎌田博、渡部輝久、横須賀節子   

（1〉緒官 本調査研究は、陸上環境試料の放射服汚染レベルを把掘す  

るために必棄な環境試料の採取法、前処理法、放射化学分析法、お  

よび測定法の確立をはかり、得られた諸データを放射生態学的に解  

析して人体被喋繰皇の算定に資する事を目的としている。昭和61年  

度から原子燃料サイクルから放出の可能性が考え られている99Tcに  

着目 し、環境試料中の99Tcの分析測定法について検紆を加えてきた。  

本年度は、環境試料の分析とともに試料前処理におけるTcの化学的  

収率について実験的に検吾寸を加えたので報告する。  

（2）網目査研究の概草   

2－1土壌試料中のTc放射化学分析における収率について 95nTcを  

添加した土壌を用いて、蒸発装置（N川S－R－18、P．25、図5参照）に  

よる捕集実放を行い、土壌中のTc′放射化学分析における回収率を調  

べた。スキャニング速度15＝／h、4時間スキャニング集件で回収率は  

67‡であったが、50cM3の灰化試料を同一条件で蒸発きせた場合には  

約100‡の回収率が得られることもあり、供試試料生や灰化などの前  

処理を適切に行うこ とによ り回収率の向上をはかることができるも  

の と考え ら れた。   

2－2環境試料中の99Tcの分析 青森県六ヶ所村で採取した、ホーレ  

ン草、畑土、 および、用水を対象と して前相で報告した方法（HIRS  

－R－18、P・2卜31参照）を用いて99Tcの定量を拭みた。分析結果を表  

1に示す。 この結果からホーレン草について移行係数（Tran＄fer F  

actor）を試算すると、3．6であった。この値は、植物のTcの移行係  

数について報巨告きれている値に比べ低い。これは冷夏によ り植物の  

生育集件が必ずしも良好でなかったことを反映しているものと考え  

ら れ る。  

（3〉枯常 9gTcの分析測定法については未だに公定法は定められてお  

らず、検討の余地も多いものと考えられるが、本課題において、植  

物、土壌および水試料について、それぞれ、5kg、1kg、1001の試料  

圭を用いることによって定量が可能であることが分かった。99Tcの  

環境への放出源と しては、過去行われた大気圏核爆発実験とともに  

医積で用いられる99nTcに由来するものを考えることができる． この  

観点よ り本調査・研究を進めてきた。この5年間の成果をもとに調査  

・研究の拡大をはかることが可能であると考えられる。99Tcの放射  
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生態学的な重要性は、テクネチウムの環境中における易勤性（Mobil  

ity）の大きき、あるいは、生物による利用度の大ききにあるという  

ことができる。わが国に特有の環境条件下でテクネチウムが食物連  

鎖上をどのように移動するかを明らかにすることば原子燃料サイク  

ルの安全評価を行う上で必須のことであるということができる。次  

年度よ りの調査・研究ではこの点に践みて、安全評価上関題となる  

食物連鎖上の構成員について9gTcの分析を試み、原子燃料サイクル  

の稼働前のバックグラウンドレベルの情報を得ることに重点を置く  

こ と を計画してい る。  

義一1環境試料中の99Tc測定結果（青森県六ヶ所村1990年〉  

拭 科 名  採取場所  採取年月日  供 試 料   99Tc測度（mBq）   備  考   
ホーレン草  尾 部  8．22  4．629K名盤  43  ±12 ／kg乾  乾燥物168．2g   
畑  土   〝   8．31   1kg乾土   12  ± 2 ／kg乾土  水分 34．3％   
用  水  二  又  11．Ol   100I   0．25 ± 0．01／I   地下水く8．5～86．65m探）   

ホーレン葺くmBq／kg乾）  

移行係数（Transfer Factor）＝  ＝ 3．6   

畑土 （m8q／kg乾）  
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Ⅳ－2 自然放射線の擬似実効エネルギー調査  

一 服似実効エネルギーの国内分和 一  

放射線医学縁台研究所  

中島敏行、 大槻敏子  

越島得三郎  

1．緒言   

自然放射線に関する理学的基礎データの収集、調査を行い、国民  

線量、異常時の線量評価に賀するために本調査を行ってきた。   

自然放射線にはエネルギーおよび綾里などの物理的な因子が含ま  

れている。しかし、これらは地域における地学的な条件の速いによ  

って変わる。   

前年度までは自然放射線の線墨率と擬似実効エネルギーを測定す  

る方法を開発し、その応用として各＼県にある衛生研究所、公害研究  

所などが管理しいる野外のモニタリングポイントにおける自然放射  

線の線豊率と擬似実効エネルギーを測定してきた。また、それらの  

間には相関関係があることを理論的にも、また実験的にも証明てき  

た。きらに、得られた実験式・（双曲線関数）の係数の物理的意味に  

つき論じ、その必然性を明らかにした。本年度は得られた実験式を  

基に我が国の自然放射線の擬似実効エネルギーを求めた。  

2．調査研究の概辛   

前年度に日本での擬似実効エネルギーは  

Ⅹ。＝2．58［4．60＋4．27／（E。－0．679）］   nC．kg‾l．d‾l（1）  

で表せることを発表してきた。本年度は鞘出した実験式の（1）式  

と既報のデータを使い、国内の自然放射線の擬似実効エネルギーを  

求め、各地方の平均擬似実効エネルギーを調べた。   

既に、公表きれている全国の自然放射線重率データを上の関係式  

導出時の条件と付合きせるために組み変えを行った。なお、宇宙線  

線量は引用した自然放射線データの場合同様全国の各測定ポイント  

で一定と仮定した。   

この組み変えデータを（1）式に入れ、全国768 ケ所のモニタリ  

ングポイントの自然放射線の擬似実効エネルギーを求めた。  

3：捨頼   

義－1は日本の各地域の平均淑似実効エネルギーである。   

同義が示すように、地域によって平均擬似実効エネルギーは変わ  

っている、しかも、関東以北と以西とでは大きな相違がみられた。   

この結果は地方の自然放射線の擬似実効エネルギーほ地域の地質  
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学的特′徴に大き く影響きれることを示していた。  

義一1   全国各地域の平均擬似実効エネルギー  

ボイン   平均擬似実効エネル  

地域  ト数   ギー  （MeV）   

北海道   57   1．09  ±  0．15   

東北   86   1．03  ±  0．27   

北陸   65   0．94  ±  0．10   

関東   132   1．17  ±  0．27   

東海   105   0．98  ±  0．16   

近畿   91   0．94  ±  0．16   

中国   66   0．98  ±  0．10   

四国   33   0．93  ±  0．07   

九州   95   0．98  ±  0．08  

自然放射線の擬似実効エネルギーとその頻度分布から次のような  

ことに利用、応用が考えられる。  

（1）自然放射線の緑豊校正線源としは、エネルギー的に60C oが適  

している。  

（2）自然放射線の生体影響を考察する上で必要なエネルギー情報が  

人手でる。  

（3）モニタリング地点の根似実効エネルギーは放出核種のエネルギ  

ーの影響て変わり、放出核種の平均エネルギーと線量推定に使  

用出来る。  

（4）年代推定するさいの校正練塀の選択に利用できる。  
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Ⅳ－3 緊急時被曝線量評価法に関する研究  

一 蕉精練圭計実証試験結果について 一  

放射線医学総合研究所  

中島 敏行、大槻 敏子  

全ソ放射線医学科学センター  

Illia Likhtariovv 

1．繚苫   

前年度までに、一般人の緊急時用被喋繰圭計法として、物質の電  

子スピン共鳴（E S R）吸収による計測法を開発、研究してきた。  

この方睦のための線豊計材料に必要な特性として、感度、経時変化  

、比例性、線量計材料の純度など放射線特性に係わる性質とE S R  

機器の普及性、線量計材料の世界的な一般性と不偏性、測定時の披  

い性、経済性など特性外の要件についセも検討してきた。この結果  

、現状では糖類、特にグラニユー糖のような砂糖が最良であり、こ  

れに代わるものが得られなかった。また、蕪糖の他に単糖類、二糖  

頼も放射線特性面で同様な効果があることを見い出してきた。   

本年は実用的応用例として、チェリノブイリ事故の際、プリピア  

チ市の屋内線量程推定し、その結果から避難したプリピアチ市民の  

被曝線量推定を行い、IA E Aに報告された結果と比較した。その  

結果を報告すると共にその実用性を検証した。  

2．研究調査の概票  

2．1 試料：   事故後空家となったプリピアチ市内の家からソ  

連側共同研究者によって測定試料用砂糖の採取が行われた。1990年  

の臼・ソ シンポジウムの際にソ連側研究者がその試料用砂糖を持  

参し、提供してくれた（二地点の砂糖）。この試料を用いてE S R  

法による屋内線羞推定を行った。なお、コントロール用の試料とし  

て提供試料とほぼ同時期にアエロフロート機内で採取した砂糖を用  

いた。これらの砂糖はともにグラニユ糖のような微細結晶であっ  

た。  

2．2 測定：使用したE S R測定装置は日本電子製RE－2X 型の装  

置であり、室嘘で測定した。その測定条件は次の通りである：変調  

巾1m T、磁場掃引巾25mT、マイクロ波出力1～2mW、信号構  

算回数100回。試料の線量評価には線量付加法を用いて行った。  

2．3 方法．成果：   プリピアチ市屋内に放置されていた砂糖  

から屋内での被曝線圭を推定した。この値とともに公表きれている  

事故当時の屋外線量率およびソ連からの私情による建物の壁材とそ  

の厚きなどの情報から、事故時当初から避難するまでの時間に受け  

たプリビアチ市民の被曝線量について推定した。この結果とソ連が  
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公表ノしたデータとの比較検討し、一般人の緊急時用被曝線量計測法  

としての蕉糖E S R法の実用性を調べた。   

二試料の測定した緒果、屋内にあった砂糖の被曝線圭は  

68．2±5．6mG yと55．1±1．1mG yであった。   

チェルノブイリ事故の住民の線豊について、ソ連はIA E Aに報  

告している。しかし、これについての検証ははとんどなされていな  

い。砂糖の測定結果から、その検証を試みた。検討にあたって引用  

した文献とデータは次のものである。  

1．引用文献： Health and Environmenta‡Consequences of the   

ChernobylNuclear Power Plant Accident，DOE／ER－0332 UC－41   

and 48，（1987）。 2．全ソ放射線医科学センター教授 リヒタ  

リオフ氏からの私情。 3．ブリピアチ市内空家から収集した砂糖  

の被曝線圭。   

これらのデータ蛸をもとに、試料採取家屋外の線量（ESR 測定ま  

での集積線量）を推定した。   

一方、プリピアチ市民の避難直前（，86 年4 月27日12時）に計ら  

れた屋外線圭率と同年5月29日の同地域の線喪率（80～100 mR／h）  

とから短寿命核種と長寿命核種の緑豊比を求め、砂糖から求めた事  

故時からESR 測定時までの期間における屋外での集積線量と比較し  

た。これらの結果が一致する長短寿命核種の線量比から建物の遮蔽  

効果を配僚し、また、事故直後の外部線量は市民が避難した短期間  

内では（36 時間）減衰しなかったと仮定し、避難住民の被曝線量を  

推定した。   

屋外滞在時間は住民の被曝線豊を大きく左右する。ここでは日本  

人の生晴行動調査の報告書である総理府統計局発行の「社会生活基  

本調査報告」を参考にし、事故が発生した4月26日（土）午前1時  

23分から避難までの36時間のうち屋内滞在時間は27～31時間位であ  

ると仮定し、被曝抜圭を推定した。この結果はソ連がIA E Aに報  

告した結果と良い一致をみた。  

3．結語   

事故発生から避難迄の被曝線奥推定値は公表値と比較的良く一致  

した。これは緊急時において一般人の被曝線量を推定する方法論と  

線喪計材料について、どこの家庭、職場にもある砂糖と電子スピン  

共鳴装置とが有用であるとの結論を′得た。   

今後の課題として、人体の組織自体を使うことを検討する。  
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Ⅳ－4 環境放射能迅速評価システム（ERENS）  

（EnviromentalRadiation EstimationNetworkSystem）  

放射線医学総合研究所  

本郷昭三 竹下 洋 内田滋夫 岩倉哲男   

はじめに   

放射能、放射線は人間を取り巻く種々の危険性のなかで最も良く管理できているものの  

一つでと考えられるが、最近一般環境でも問題となっているように、環境汚染、危険度管  

理は全人頬的規模で行う必要がある。 これらの観点から、放射能調査研究で得られたデ  

ータ・成果を電算機ネットワークを用いて、構造化データベースを構築し資源の共有化・  

有効利用をはかり、平常時、緊急時の放射能レベル把墟、線量評価の基礎処理を行うこと  

をを目的として放射能迅速評価システム（ERENS：Environentalradiation Estinat  

ion Network System）の導入を昭和63年度に行った。   

平成2年は本所、那珂湊支所、東海施設にIJAN間接統機器を導入しLAN間接続を行  

った。 また東海施設にはファイル・サーバとサンプル・チェンジャ付きGe半導体検出  

器をネットワーク化するための測定器コントローラの導入し、本所には、ERENSに接  

続できる緊急時用ポータブルGe半導体測定器の導入をおこなった。   

導入結果と運用状況   

現在、本所のERENSは電算室の新システムとも接続され、那珂湊支所では平成元年  

度設置したERENSの容量を拡充するともに、更新された電算機システムと接続し相互  

に資源の利用ができる。 東海施設においても、ERENSの導入により、体内被曝線量  

計算システム（IDES）をはじめとする各種のアプリケーションが利用できるようにな  

った。本所・支所間の交倍については、平成元年度は公衆回線としては最速の19200BPS  

で接続したが、まだ通庸速度が低くポイントーポイント間の通信に最られていたが、本年  

度導入したLAN間接続装置により、64KBPSの通倍速度がえられ機能的には本所のLAN  

に直結しているのと同様すべてのLAN機能が使用できる。 東海施設も同様にすべての  

LAN機能が利用可能である。 調整すべきところが残っているが、緊急時等に東海施設  

で無人測定し、測定が終わりしだい、那珂湊支所または、本所で即座にそのデータを読み  

だし解析することが可能となる。 LAN間接続している時は、リモトディスク機能（遠  

隔地の許可されたディスクをあたかも自分のディスクのディスクのように使う機能）が利  

用できるので、特別な手順を使用しなくても、本所、那珂湊支所、東海施設間でファイル  
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のコピーが可能である。コピーのスピードも自分のフロツピー・ディスクから自分のフ  

ロッピー・ディスクにコピーするよりやや早い速度で実行できる。 ERENSに接続で  

きる緊急時用ポータブルGe半導体測定器は現在のところ、ERENSのLANにケーブ  

ル接続して用いるか、オフラインで測定しその後、ケーブル接続してデータをERENS  

に転送する等の方法しかとれないが、平成3年度には遠隔地から直接ERENSにアクセ  

スできるシステムに拡張する予定である。  

表1本所一那珂湊支所一束海施設間通倍  
▲■－－■■●■－－－■－一－－－－－－■－－一一一一－－－－－－一一－■－→■→■一－－－－●－－－－－－－－－－－－■－－－－■■■■■■■－－－■■■▲■■■■■●  

接続方式  MACブリッジ  

適応回線  INSネット84 公衆電話回線  
通信方式  INSネット64（】SDN）Bチャンネル  
回線通信速度  64Kbps  
DTE通信速度 192Kbps  
同期方式  HDLC同期  

接続制御手順 CCJTT勧告X．21  
自動発信  簡易ダイレクトコール手順  

図1 E REN S概念図  
※枠内はE RE N S外システム  

－86－   



Ⅳ－5  

誘導結合プラ ズマ質量分析法を用いた長半減期放射性核種の定量  

動力炉・核燃料開発事業団  

○森田  重光、清水  武彦  

篠原  邦彦、桜井  直行  
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られている、プルト ニウムー  境影響評価上重要な核種で  

239，240（239， ＝Opu）及  

を検討した。  
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23丁（23TNp）との系統分析法   

本発表では、誘導結合プラ ズマ質量分析法を用いたこれら長半減  

期放射性核種の系統分析法について報告すると と もに、実試料と し  

て、土壌言式料を深さ30cmまでコ ア状に採取し、土壌中での垂直移行  

について調査したので、その結果も合わせて報告する。  

2．調査研究の概要  

（1）測定試料  

青森県、茨城県、福井県において各 2 試料ずつ表層土を採取し  

分析に供した。   

また、東海村近辺の土壌をコ アサ ンプラ ーを  

で採取 し、5 cm刻みで 6 層に分け、垂直分布調  

（2）分析方法   
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れた各フ ラク シ ョ ンを、誘導結合プラ ズマ質量分析装置（横河電  

機製PMS－2000）で測定した。なお、本実験で用いた試薬は、すべ  

て精密分析用、または、超精密分析用（多 

－AÅ－SUPER）である。  

（3）検出下限値   

従来から行われている放射能分析法と比べ、検出下限値はり＝）  

～り10000 に向上した。各放射性核種の検出下限値を蓑1に示す。  
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3．結語   

本分析法を用いることにより、供試料量を従来の1．5kgから300g  

に減少させることができた。また、検出下限値の飛躍的な向上及び  

分析時間の短縮を図ることができた。   

今後は、土壌以外の試料の分析法を開発し、分析件数を増やして  

テクネチウム及びネプツニウムの水準調査を行う予定である。  
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Ⅳ－6 可搬型スベタトロメータによる環境放射線測定  

（測定データの利用）  

理化学研究所・放射線影響協会  

岡野真治（放射線影響協会）  

出雲光一 、天道 芳彦、石原正泰  

‾≡≡r  仁l   1． 緒  

環境放射線測定におけるスベタトロメータの利用は、環境放射線の主たる成分である宇  

宙線、環境ガンマ線などによる被曝線量の評価に役立っている∴主た、環境ガンマ線による  

深度別、組織別の被曝線量や実効線量当量の算定にもスベタトロメータの導入は欠かすこ  

とができないものである。一般には環境における放射性物質（薇種）に関する情報把握には  

ゲルマニウム半導体検出器を用いたスペグトロノータが有効ではあるが、特定の核種に限  

定すればシンナレータを用いたスペクトル測定と、さらに宇宙線情報が得られる球型の廿aI  

川）シンチレ一夕を用いたスベタトロノータが多用きれている。さらにこれらの機器は小  

型軽量化が進められており、通常の環境における放射線の測定に関してほ一応の決着が得  
られている。   

すでに昭和61年4月のソ連原子力発電所の事故に際しての利用、一般環境における放射線  

測定などにおいてその有用性が実証されている。   

また一般環境の放射線のみならず、水中、海底に含まれる放射能濃度の直接測定を行う  
目的にも適用範囲が拡大している。   

2．  調査研究の概要  
（1）データベース   

シンチレーションスベターロメータによる環境放射線の測定は、1978年弟3回の自然放  

射線環境シンポジウム（NRE3）に際しての国際環境放射線比較測定を契機に、環境放射  
線の測定が理イヒ学研究所において幅広く行われてきた。   

これらの測定内容にっいてほ理化学研究所において磁気テープに収録されている。今年  

度においてはこれら環境放射線に関するデータベースを整理し、放射線影響協会と共同で  

利用しやすいようにする研究を行った。   

データベースとしては1970年代より収集された環境放射線に関する内容で、標準として  

タin・球形Nal（Tりシンチレーションスベタトロメータによって測定きれたスペクトルデー  

タである。この他にプラステック、CsI（Tl）、BGOのシンチレータならびに異なる大さ、形  

状（円柱）を利用した内容も一部倉皇れる。また海洋科学技術センター深海潜水船による水  

中、海底土中放射能の直捨測定を行ったデータも含んでいる。   

データベースの内容としては   

イ）一般環境として屋外、星内、車輌（鉄道、兼用串な．ど）内   
ロ）航空機内（国内、国際航空機路線）   
ハ）ヒューストン（国際比較測定）、インドケララ州など海外特殊環境   

こ）ソ連チェルノブイリ事故関連のヨ一口ッぺソ連領（含チェルノブイリ30k咽）   

ホ）その他の原子力関連の施設周辺  

などである。  
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（2）データの利用提供   

データベースの利用は次のような計画で作業を進めており一部利用が可能である。   

イ）データベースのリストの作成   

ロ）データベース内容の選択   

ハ）データベースの堤供のためのメデアとして、磁気テープより、フロッピーデスク  
（MSDOS）への変換   

ニ）解析に必要なソフトの開発と提供  

これらについて部分的な研究開発が行われた。   

（3）データベースの利用例  

データベースの利用例としては測定データがすべてエネルギースペクトル（波高値）測定で  

あるので次に示す内容を得るのに有用である。   

ア）環境放射線に関する情報の把握  

天然（ウラン、いノウム系列ならびにカリウム寄与）、人工放射線の分別測定   

イ）各種の線量表現に対する通用   

ウ）各種の環境放射線測定器、測定法による測定値の表現の比較検討   

エ）環境放射線測定に関する基礎データの作成  

などで表に例を示した。  

表に示した例は特徴ある環境放射線場のガンマ線エネルギースペクトルから、測定表示内  

容に変換した際の係数を示したものである。  

表側R／h）値の比（例）  
測定環項  測定γ線1Cs寄与2 K寄与3 U寄与4Th寄与SlO血6 匝憮7 等が科技9  

標準環境  5．02 ‥＝   2．56  0．77 1．67 1．06 0．74 0．64 0．91  
高Th環境ケララ122  一‥－ 122   1．06 0．75 0．65 0．91  

高Rn洞穴  9．87・＝一  9．87 ‥‥  1．05 0．74 0．64 1．02  
即8屋内  57．7 －－・－   3．53 46．0  4．12 1．06 0．74 0．64 1．02  

Cs汚染環境屋内 19．9 10．1 3．1 1．4  2．3 1．11 0．74 0．63 1．34  

Cs汚染屋外  94．8 80．6  7．7  3．4  3．1 1．06 0．73 0．62 1．12  

4
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注1）：1～5は〃R／h表示値，6～引ま10‾2Sv／R，9～10は表示値対照射量  
注2）：9、10は環境γ親エネルギースペクトルから算出したものでSC10は1”×1【の標準のHaI（Tり  

シンチレーションサーベメータで低エネルギーのカットレベルによってこの他は小さくなる。  

3． 結 語   
放射線環境におけるスベタトロメータによる計測の適用は、われわれ生活環境の放射線  

に関する内容の把握、環境放射線による被曝線量の評価に役立っことは論をまたない。その  
ため現在スベターロメ一夕を用いて環境の放射線測定を行うことは半ば常識化している。  
本内容は理化学研究所が行ってきた主として可搬型スベタトロメータによる環境放射線の  

測定の収録内容を今後どのように利用するかを紹介したもので、現在実用化（市販）されて  
いる機器の適用の他、将来の方向として、海中海底などを含む特殊な環境のデータベースの  
利用も考えている。   

なおシンチレーシきンスベタトロメータとビデオカメラによる映條の組合せにより、環  

境放射線の内容をより容易に把握できるメデアとして操供することを考慮している。  
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Ⅴ．チタン鉱石と放射能分析   



Ⅴ－1チタ ン鉱石問是象らこイ系る検討糸古巣  

らこつしヽて  

前科学技術庁原子力安全局防災環境対策室原子力安全技術参与  

地内 嘉宏■  

（1）チタン鉱石問題の発生   

平成2年7月21日に岡山県の産業廃棄物処分場から通常より高い空間放射線量  

率が測定された。これは、同県内の酸化チタン工場において、原料のイルメナイト  

鉱石（FeTiO3）に天然のウラン、トリウムを含む鉱石が微量混入し、これが  

チタンを取り出した後の廃棄物（汚泥）に残り・、産業廃棄物処分場に搬出されてい  

たことが原因であった。このため、全国の同種10工場及びチタンの廃棄物を搬出  

していた36廃棄物処分場の所在する関係地方公共団体の協力の下、空間放射線量  

率の測定を行った。その結果工場及び処分場の敷地境界での放射線レベルは、ほぼ  

バックグラウンドレベルであった。また、工場及び処分場内でバックグラウンドレ  

ベルより空間放射線量率の高い場所があったが、ここへは立ち入り制限等の緊急的  

な措置を採ることにより、安全上直ちに問題になることはないものと考えた。   

科学技術庁においては、当初より現地に職員を派遣する等情報収集に努めるとと  

もに、空間放射線量率測定等につき関係地方公共団体に対し必要な助言、指導を行  

った。さらに、環境放射能、鉱物等の専門的知見を有する学識経験者からなるチタ  

ン鉱石問題検討会を原子力安全局内に設置し検討を行った。  

（2）基本的対応方針の作成、実施   

チタン鉱石問題検討会の検討を踏まえ、関係省庁と協議した結果、平成2年9月  

7日に、  

1）工場及び処分場の敷地境界の空間放射線量率は通常のバックグラウンドレベ   
ルに管理し、工場及び処分場内でバックグラウンドレベルを超える場所はさく   

等で区画し、人がみだりに立ち入らないようにすること等の当面の措置の実施。   

2）工場、処分場についての詳細な調査を踏まえて、安全評価等を実施し、最終   

的措置の検討を行うこと。  

＊現在 （財）日本分析センター  
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を大きな柱とする「チタン鉱石問題に関する基本的対応方針」を取りまとめ、関係  

省庁から関係地方公共団体、事業者に対して、この方針に基づいた対応を採るよう  

通知した。  

（3）その後の検討経緯   

関係地方公共団体、（財）日本分析センター、放射線医学総合研究所等の協力の  

下、主に次の詳細な調査を実施した。  

1）工場、処分場における空間放射線量率の定期的な測定。  

2）10工場の鉱石、廃棄物、排水、大気及び36処分場のボーリングコア、排   

水等の250余りの試料のウラン、トリウム系列核種の定量。  

3）代表的な4工場及びその関連処分場でラドン、トロンを測定。  

4）鉱石からの廃棄物等へのウラン、トリウム等の移行状況の調査、廃棄物の水  

溶性の調査。   

これらの調査結果を基に、工場、処分場を対象に一般公衆及び従業員の実効線量  

当量評価を行ったが、原子力施設に適用されている一般公衆の年実効線量当量限度  

の1mSvを下回っていた。   

また、日本原子力研究所の協力の下、処分場の跡地利用として公園・グラウンド  

等の利用、家屋の建築及び住居、田畑利用による農作物摂取及び井戸水利用による  

井戸水摂取等の一般的な利用を想定した実効線量当量評価を、すべての処分場を対  

象に行ったところ、年実効線量当量限度の1mSvを下回っていた。   

これらの結果を踏まえチタン鉱石問題検討会で検討し、関係省庁と協議した結果、  

平成3年6月6日に、  

1）空間放射線量率の測定、大気、排水等の放射能濃度の測定を継続すること。  

2）廃棄物に起因する空間放射線量率が0．14〃Gy／h以下（その場に1年   

間365日居続けたとしても外部披ばくによる実効線量当量が1mSv以下と   

なるレベル）であることを確認のうえ、廃棄物を工場外に持ち出すこと。  

3）過去の処分場において廃棄物の流出がないことを監視するとともに、大規模   

な跡地利用の際にはその都度安全性を確言忍すること。   

等を記載した「チタン鉱石問題に関する対応方針」を取りまとめ、関係省庁から  

関係地方自治体、事業者に対し通知した。科学技術庁は、この方針に基づき関係地  

方自治休、事業者を指導して今後とも十分安全性を維持していくこととしている。  
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Ⅴ－2 チタン鉱石関連試料のウラン系列、トリウム系列及び  

アクチニウム系列核種の分析法の改良  

（財）日本分析センター  

桐田博史 高野直人  

（1）はじめに  

平成2年7月に発生したチタン鉱石問題への対処として、当センターでは、ウラン系   

列、トリウム系列及びアクチニウム系列核種を直ちに分析し、その分析結果を速やかに   

提供する必要が生じた。  

分析項目は、α線スペクトロメトリーによるウラン（238u，235u， 23イu）及びトリ   

ウム（232Th，280Th，228Th）の放射化学分析と、ゲルマニウム半導休検出器を用いたγ   

繰スペクトロメトリーによるウラン系列核種（234rnpa，228Ra，211pb，21J8i）、トリウム   

系列核種（228Ac，2I2pb，20RTl）及びアクチニウム系列核種（2川Rn）の機器分析であ   

った。  

対象試料は、チタン鉱石、廃泥、排水、大気等であったが、分析を進める中で、試料  

により分析上のいろいろな問題が生じた。以下に、用いた分析方法とその問題点と対応   

について記す。  

（2）分析方法及びその問題点と対応   

1）α線スペクトロメトリーによるウラン及びトリウムの放射化学分析  

ウラン分析は科技庁マニュアルに準じた方法、また、トリウム分析はHASLマニュ   

アルに基づいた方法で行ったが、試料の均一性確保と速やかに分析結果を出す必要から、   

系統分析を行うこととした。ウランとトリウムを陰イオン交換樹脂カラムで分離後、ウ   

ランは溶媒抽出法により、トリウムは陰イオン交換樹脂カラム分離法により分析した。   

当初採用した分析工程の概略を図1に示す。図1の分析方法でウラン及びトリウムの分   

析を開始したが、以下の問題が生じたため、検討の結果、図2、図3及び図4の方法で   

分析を実施した。  
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① チタン鉱石は非常に硬く、容易に粉砕できない鉱石であり、通常、硫酸を用いて溶   

解するが、その後の化学操作を考慮すると、硫酸の使用は好ましくなかった。また、   

フッ酸一硝酸によっても溶解せず、最終的には、過酸化ナトリウムによるアルカリ融   

解法を採用した。チタン鉱石、廃泥等の試料では、化学操作中、予期せぬところでチ   

タンが加水分解して沈殿し、トリウムの化学回収率を低下させた。そこで、シュウ酸   

イットリウム共沈操作により、トリウムとチタンを分離することとした。チタン鉱石  

及び廃泥等試料の分析工程の概略を図2に示す。  

② 排水試料については、当初、蒸発乾固物をγ線スペクトロメトリーに供した後、そ   

の3ゼ相当分を再度溶角草してウラン及びトリウムの放射化学分析に供していた。しか   

し、溶解し難い試料があったので、この乾固物の使用は取り止め、同一試料より別に   

3ゼを採取し分析に供した。また、多量の塩類を除くために、水酸化鉄（Ⅲ）共沈操   

作を追加した。排水試料の分析工程の概略を図3に示す。  

③ 大気試料とは、ガラス繊維ろ紙またはシリカ繊維ろ紙に大気浮遊塵等を集めたもの   

であるが、これらのろ紙には分析上無視出来ない真のウラン及びトリウムが含まれて   

いた。そこで、ブランクろ紙中のウラン及びトリウムを分析して差し引く一方、当セ   

ンターから同一ロットのろ紙を配付して試料を採取するようにし、分析精度の向上に   

努めた。また、トリウム分析において、 210poの影響を除くための陰イオン交換樹脂   

カラム分離操作を追加した。大気試料の分析工程の概略を図4に示す。  

④ なお、ウラン及びトリウムを系統分析する場合、ウラン分析のトレーサーとして用   

いる232uが崩壊して228Thとなるため、232uトレーサー添加に伴う 22RThを補正   

する必要がある。チタン鉱石、廃泥等の試料は22RThを多く含んでおり、232uトレ  

ーサー添加による22RThの寄与率が低いので、系統分析しても、それ程問題とはなら   

なかったが、232uトレーサー添加に伴う 228Thは計算により補正した。排水及び大  

気試料では、必要な分析精度を確保する面で問題となった。そこで、排水試料では、   

ウラン分析とトリウム分析とを独立に行うこと‘とした。また、大気試料でも、232u   

トレーサー添加による228Thの寄与率が高く、独立に分析することが望ましかったが、  

試料は1個しかなく、系統分析せぎるを得なかった 

う 228Thを計算により補正した。  
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2）γ繰スペクトロメトリーによるウラン系列、トリウム系列及びアクチニウム系列核  

種の機器分析  

① チタン鉱石試料には、ウラン、トリウム及びそれらの娘核種の放射能濃度が土壌試   

料等と比較し10倍程度高い場合があり、通常では放出比が小さく無視できたピークが  

妨害となった。   

② アクチニウム（235u）系列核種を定量する場合は、ウラン系列あるいはトリウム   

系列の娘核種が小さな放出比でも、テクチニウム系列核種との放射能比で10倍以上存   

在するので、妨害ピークとして無視することができなかった。  

（3）まとめ  

分析結果を速やかに提供しなければならない状況下において、通常の環境試料とは異  

なる試料の分析であったが、上記のように問題点を解決しながら、その要綺に応えるこ  

とができた。  

最後に、関係者の御支援、御協力に感謝いたします。  

試料   
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図1．ウラン及びトリウムの系統分析  
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鉱石及び廃泥等試料 0．5g  
Y3＋担体  
232u＋  284Til  
リ融解  
温水，過酸化水素水  
遠心分離  
殿  
塩酸（1＋1）  

調整  
ソユウ酸飽和溶液  
ろ過  

アルカ 上妄言諒1  

甲  
硝軌 過酸化水素水，発煙硝酸で分解  
硝酸（3＋2）  

〔U分析〕  

（図1と同じ）  

Dowexl‡8  
硝酸（3＋2）  

塩酸（7＋5）  

陰イオン  
交換樹脂  
カラム  

J、  

以下、図1と同じ  

図2．チタン鉱石及び廃泥等試料の分析  

大気試料（ろ紙）  排水試料 3ゼ  
232u＋ 2丹4Th  

フッ酸，硝酸，過塩素酸で  

分解  
塩酸（1＋1）  

Y3＋担休  

pI19に調整  

遠心分離  
殿  上」  

Fe3＋担体  

232uまたは231Th  
塩酸（1＋1）  

過酸化水素水  
煮沸  
放冷後pII9に調整  
遠心分離  
殿  

図2の＊と同じ  
塩酸（1＋11）  

Dowex2‡8  
塩酸（1＋11）  

陰イオン  

交換樹脂  
カラム  

J   

以下、図1と同じ  

図4．大気試料の分析   J  

以下、図1と同じ   

図3．排水試料の分析  
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Ⅵ．都道府県における放射能調査   



Ⅵ－1 ヨヒ海道もこ睾5もナる放身寸青巨調査  

北海道立衛生研究所生活科学部放射能科  

福田 一義、奥井 普代、小林 智  

1．緒 言   
前年に引き続き、科学技術庁委託による平成2年度の北海道における環境放   

射能水準調査の概要を報告する。Geガンマ緑スペクトロメータが平成3年1月に   
配備きれ、ほぼ半数の試料は全ベータ放射能の測定からガンマ線核種分析に変   

わった。また、農漁村部の日常食が新に調査対象として加わった。   

2． 調査の概要  

（1） 調査対象  

降下物・降水・陸水・海水・海底土・土壌・農畜水産物・日常食について  
は、全ベータ放射能の測定あるいはGeガンマ線スペクトロメータによる核種  

分析凌、牛乳の131Ⅰならびに牛乳・野菜・海産生物の90Srおよぴ137csの核  

種分析を行なった。また、空間放射線量率調査を行なった。   

（2）測定方法  

測定は、科学技術庁縛「全ベータ放射能測定法」、「Ge（Li）半導体検出器等  

を用いた機器分析法」、「放射性ヨウ素分析法」、「放射性ストロンチウム分析  

法」、「放射性セシウム分析法」に準拠して行った。なお、空間放射緑皇率は、  

モニタリングポストによる連続測定およぴシンチレーションサーベイメータ  

による月に一度の測定を行った。  

（3） 測定装置  

GH計数装置； アロカ TDC－103（GH－HLB－2501，GH－5004）  

Geガンマ緑スペクトロメータ； ORTEC GEH－25185P  

NaI波高分析器； コロナ 505  

低バックグラウンド放射能自動測定装置；r アロカ LBC－451  
モニタリングポスト； アロカ HAR－11  

シンチレーションサーベイメータ； アロカ TCS－121C  

原子吸光分光光度計； 日立180－50   

（4） 調査結果  

全ベータ放射能調査結果を表Ⅰ、月毎の定時降水の全ベータ放射能調査柘  
果および空間放射線豊率測定結果を表ⅠⅠ、90sr及び137csの放射化学分析結  

果を表】ll、牛乳の131Ⅰ分析結果を表Ⅳ、Ge半導体検出器による核種分析測定  

結果を表Ⅴに示す。牛乳の90sr及び137csの測定値には従前と同様な地域差  

が経められた。  

3．指南  

本年度の調査において、牛乳の137csにやや高い値が検出きれたが、他の測   

定値は平常の場合と同等のレベルであった。  
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l 全ベータ放射能調査結果  

採取年月  放射能濃度  

（含Ⅹ）  

前年度まで過去  

3年間の債  

最低値  最高値  最低値  最高値  

帽q／km2  平2 5－10月   

l上l源  水    】平2 7月  11  u   l ND  ‡m   ，   

水 蛇口水  l稚内市  l平2 6月   m   ⅠⅧ  Bq／l   

ほうれん革  】石狩町  ！平2 明   1   153   1gO   250  頗／g生   

50   54   42   52  Bq／1生   

乳l消費地   札幌市  l平2 8月  牛I生産地・Ⅶ0  札幌市  l平2 5，8月  旧                    ‖  44  41  60  的／l生  
89   5g   g5  lBq／人・日 

‘岩内町    l  1日常食 ‖  ！札幌市  ト音喜一諾…寸  ト‡十  毒      l    事    l   l               l  86  n    ■ Bq／人・日   

ⅠⅠ定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果および空間放射線圭率測定結果  

III放射化学分析結果  

＊前年度まで過去3年間の債   
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Ⅳ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

1採取場所  ；  札 幌 市  

採取年月日  坪25・1627・112g・5211・2031・2333・4       低最高   
13り（Bq／1生）   ND   ⅣD   ND   ND   ND   ND   m   ND   

採取場所   音 更 町  ＊ 過去の値   

搾取年月Rl  ㌍25・17障27・12坪29・6摩211・21坪31・24坪33・1       怪離再矧   

131Ⅰ（Bq／l割  ドゥ   ●  ●  －  －  I  ND ND   

＊前年度まで過去3年間の値  

Ⅴ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

数  最低値  高値  た人工放射性核  

匝下物   札幌市  ！毎月   叩  0．39   岨q／km2   

mBq／1  

・・＝－  】札幌市 稚内市  

；′n    一石狩町  信‡一ユ ーl  ‖ 阻 ‖  ‖   l和    ‖  】              mBq／1  

巨  － 5 cm  l札幌市  l平2 8  Ⅷ  ‖   i46  ‖  
戸 
Bq／kg乾土         1．1      GBq／km2   －2首読  札幌市  l平28  

10      Bq／短乾土         11・6      GBq／km2  

産地  l石狩町  平211  口  ND  Bq／短精米  

消費地  札幌市  平211  口  ND  Bq／k8精米  

石狩町  i平2 8  39   岨q／kg生 

石狩町  平2 8  口  30  畑q／kg生  

l産地・Ⅷ0  札幌市  平呈1ま  2  0．16  0．30  Bq／l  

消費地   札幌市  平3 2  ロ  0．13  Bq／1   

淡水産生物l鮒   石狩町  平2 7  口  0．10  Bq／kg生   

Bq／人・日  寸   札幌市l  平2121  Ⅳ   u  0．18l    川      岩内町 ．日常怒        皿              －  平212 ■  n  0．16l   ‖  Bq／人・日 ■   

＊前年度まで過去3年間の値  
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Ⅵ－2  青森県における放射能調査  

青森県環境保健センター  

間野正義、阿部征裕、木村秀樹  

外崎久美子、竹ケ原仁  

1．緒 言 前年度に引き続き、平成2年4日から平成3咋3月までに科学技術庁の委託により実施した放射能調査の概要  

を報告する。   

2．調査の概要   

1）調査対象  

降水、降下物、上水土鳩、日常食、飛畜産物」摘水、海底土、海産生物、空間綿現率。   

2）測定方法  

鋸斗の前処理および測定は、科学技術庁編「全ベータ放射能測定法川田榔51年改訂版）」、r放射性ヨウ素   

分析法（昭和52年改訂版）」、「ゲルマニウム半導体検出謂を用いた機謂分析法（昭和54年改訂版）」、   

「放射性セシウム分析法（昭和51年改訂版）」、「放射性ストロンチウム分析法（昭和58年3訂版）」に   

準拠して行なった。また、空間頼窮率および計数率は、「放射能洲正調歪委託実施計画市（平成2年度）」により   

測定した。   

3）測定装置  

①β線の計測  低バックグラウンド放射能自動測定袈層  

（アロカ製 Ll，C－452型・472P型）   

ゲルマニウムや導体検出儲  

（セイコー EG＆G製）   

肋＝Tl）シンチレーションサーベイメータ  

（アロカ製 TCS－121C型）   

モニタリングポスト  

（アロカ製 M∧R－R42型）  

②γ根スぺクトロメトリー  

③空間繰泉率  

4）調査結果  

①各種試料中の全ベータ放射能測定結果を1に示す．   

②青森市における降水（定時採取）と降下物（大型水盤による一か月ごと）中の全ベータ放射能測定結果をIlに  

示す。   

③農産物、海産生物中の90Srおよぴ＝†csの分析紹異をIllに示す。  

④原乳中の＝りの分析繕果をⅣに示す。  

⑤各種試料中のゲルマニウム半導体検出掛こよる核種分析測定結果をVに示す。  

⑥旨森市におけるモニタリングポストとシンチレーションサーベイメータの測定結果をⅤⅠに示す。  

3．繕 語  

測定結果は、全般的に例年と同摺度であり、特に異常は認められなかった。  
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Ⅰ全べ一夕放射能調査結果  

放射能濃度 （含K）   前年度まで過去3年間の値  
試 料 名  採取場所   採取年月  検休致  単 位  

最低値  最高値  最低値  最高値   

陸  ND  ND   帆／ゼ   

水  

8．57   0，59   0．63  馳′／顔乞土  
土  

28．008  27，000  2g，00U  恥】ノh2  

0．57   0．57   0．59  Ⅰ丸嘲乞土  
鳩  ノ／   llZ．8   

55，000  57．000  59．000  仇／血2   

柏  米  弘 前 市  l13，1   0．028   0．026   8．∩34  恥／扇再来   

野  む つ 市  H2，10   0．059   0．067   8．080   

恥／g生  
菜  〝   lI2．8   0．893   0．11   0．12   

牛  乳  青 森 市  H2，8   48   5【   恥佃   

青 森 市  11Z，6   58   73   
日 常 食  恥／人・目  

鯵ヶ沢町   lI2，6   56  

むつ市関根浜沖  lI2，5   44   
海  水  mI丸／ゼ  

陸 奥 湾  l12．8   31   

むつ市関根浜沖  I12，5   0．099   0．091   0．10  
海 底 土  t丸／感とヒ  

陸 奥 湾  I12．8   0．57   0．55   巾．59  

海  0．074   0．074   8．886   
産  

生  ノ／   ‖2．5   0．060  恥／g生  
物   
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ロ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  大型水盤による降下物  
採取  

降水量  放射能濃度（馳／引  月間降下量  
年月  （日放1／km2）   （日向／加2）  

測定数  最低値  鳳尉直   

I12年 4月  56．畠   ND   Z．7   30   ND   

年 5月  2（）．5   10   N D   0．76   2．3   ND   

年 6月  70．0   9   ⅣD   0．72   37   

年 7月  g9．5   9   N D   ND   ND   Nl）   

年 8月  41．5   9   ND   0．68   2．1   Np   

年 9月  227．5   ND   0．71   36   ND   

年10月  71．0   ND   0．gO   5．9   ND   

年11月  164．0   ND   2．2   34   ND   

年12月  94．8   ND   2．2   90   

H 3年1月  101．5   ND   1．5   48  

年 2月  113．0   15   N D   3．6   

年 3月  29．0   10   0．38   3．2   48  

年  間  値  川88．0  130   ND   3．8  ND～57   NDへノ90   

前年度まで過去3年間の偵   407   ND   7．4  ND～74   ND一｝85   

ⅠIl放射化学分析結果  

採取  gOsr  】37Cs  

試 料  名  検体敷  単  位  

年月  最低値  最高値  過去の値  最低値  最高値  過去の値   

野  H2，11  0．25  0．094～0．19    0．024  N【卜一0．041   
恥／短生  

菜   0．23  0．24′｝0．27    0．069  8．093～8．17   

海  NDND ～NI）    ND  0．D63′〉0．10   
産  

生  ”2，11  NDND 恥／kg生  
物   

過去の値は、前年度までの過去3年間の値。   

ⅠⅤ 牛乳中の13■Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  青森市  〝   〝   〝   〝   〝   前年度まで過去三年間の値   

採 取 年 月 日  H才7，30  9，26  12．26  H31，30  2．21  3，Z  最低値   最高値   

放射能濃度（恥／引  Nl）   ND   ND   ⅣD   ND   ND  ND   
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V ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

●前年度まで  

試  料  名    採取場所  採取年月  検体歎  l＝ cs    過去3拝聞の値   その他の検出された  

人工放射性核種   

最低値  撒P即直  矧氏値  最高値   

降 下 物  青森市  H3．ト 3  巴  ND  0．055  醐   

陸水・上水（蛇口水）    青森市  llZ．12   N D  m恥／£   

5．8  恥／短乾土  

土  
230  町klげ  

N D  伽／k頗乞土  

頬   
NP  Ml好k汀戸   

野  三戸町  lほ．11   ND  
mレkg生  

粟   8．094  

牛 乳  旨森市  Ⅰ】3．2   Nt）  恥／β   

青森巾  Ⅰ】2．12   0．083  

臼常 食  恥／人・日  

鱈ケ沢町  I12．12   0．069  

海産  0．099  
恥／転生  

生物  

・ゲルマニウム半導体検出器による柁種分析は、平成豆年度より開始した。   

Vl空間放射綿真率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

tI2年 4月   8．8   12．0   9．0   39   

年 5月   8．8   10．8   9．0   

年 6月   8．0   14．8   9．0   39   

年 7月   8．0   16．0   9．0   

年 8月   8．0   15．0   9．0   

年 9月   8．0   13．0   9．0   

年10月   8．D   13．8   g．0   

年11月   8．0   17．0   9．0   

年12月   7．0   16．0   9．0   40   

113年1月   6．0   18．0   臥0   46   

年 2月   5．8   15．0   7．0   28   

年 3月   5．0   12．0   8．0   28   

年  間   値   5．8   18．0   8．8   28～46   

前年度までの過去3年間の値  3．5   22．0   7．9   2g～41   
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Ⅵ－3 岩手県乙こ おらナ る放身寸台転封司査  

若手県衛生研究所  

五日市 治，菅野 浮，熊谷 昭輔  

1．緒 言  

前年度に引き続き、平成2年度に実施した科学技術庁委託による環境放射能  
水準調査の結果の概要を報告する。   

2．調査の概要   

（1）調査対象  

イ．定時降水の全ベータ放射能  
ロ．Ge半導体検出器による核種分析  

大気浮逝じん、降下物、上水（蛇口水）、土壌、精米、  
野菜（大根、ハクサイ）、牛乳、日常食、特産生物（ホタテ月）  

ハ．空間放射線量率  
サーベイメータ及びモニタリングポスト  

（2）測定方法  

拭料の採取，前処理及び空間放射線圭率の測定は，「放射能測定調査委託実  
施計画書（科学技術庁・平成2年度）」の指示に従った。全ベータ放射能測定  
は科学技術庁靖 r全ベータ放射能測定法（1976）」，核種分析は同縞「ゲルマ  
ニウム半導体検出器を用いた機器分析法（1979）」に従った。  

（3）測定装置  

イ．全ベータ放射能   
ロ．Ge半導体核種分析装置   
ハ．空間放射線圭率  

GM自動測定装置  Aloka製 JDC－163  
0RTEC GEM－15180，SE川0 7800－8A2 他  

A10ka製 TCS－131  
Atoka製 MAR・‖  

サーへ“イメータ  
モニタリンク“ホ○スト  

（4）調査結果  
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（サーベイメータ，モニタリングポスト）に異常値はみら  

3．結 語  

いずれの調査項目においても、前年度とほぼ同程度の測定値であり、特に異  
常は改められなかった。  
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Ⅰ：全ベータ放射能調査結果  

放射能凛倭（含K）   前年度まで過去3年間の値  
試 料 名   採取場所  採取年月  検体数  単 位  

最低値  最高値  最低僧   最高鳩   

大気浮遊じん   盛岡市  2．7 （82年1件）  鵬q／m3   

降下物  盛岡市  l．4   32   憫q／kM2   

上水 源 水  
睦  

蛇口水  盛岡市  N．D く62年l件）  
水  

恥／l  

淡 水  

0．37（62年1件）  軸ノg乾土  

0－ 5eⅦ  滝沢村  
土  9100  （62年1件）  ㈹q／kl㍉  

域  0．22（62年1件）  陶／g柁土  

5－20eⅦ  滝沢村  
19000 （62年1件）  M8q／k¶2   

精米  滝沢村  0．013（62年1件〉  軸／g精米   

野  玉山村  0．056（62年1件〉  
軸／g生  

菜   玉山村  0．070（62年1件）   

茶  軸／g生   

牛乳  滝沢村  鳩 （82年1件）  軸ハ   

淡水産生物  軸／g生   

日常食  盛岡市  67 （62年l件）  陶／人・日   

海水  mBq／l   

抽底土  軸／g乾土   

海  山田町  0．10（62年l件〉  
産  

生  
物   

軸／g生  

Ⅱ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定時降水）     大型水盤による降下物  
採 取  降水丑  

年 月  （椚m）  放 射 能 測 度（Bq，／I）    月間降下圭 （Mβq／k¶2）  月間降下圭 （M8q／h2）  
測定赦  最低値  最高値   

平成2年 4月  187．0   13   N．D   3．l   65  

5月  57．4   5   N．D   2．1   8．l  

6月  216．9   N．D   1．0   10  

7月  302．7   13   H．D   0．56   65  

8月  147．l   9   H．D   0．89   3．4  

9月  281．8   N．D   l．3   140  

10月  113．8   8   N．D   l．4   13  

11月  154．0   10   N．D   0．74   3l  

12月  68．l   13   H．D   1．5   30  
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平成 3年 1月  30．2   7   N．D   0．58   6．4  

2月  58．8   H．D   0．88   3．9  

3月  46．9   4   N．D   0．43   7．2  

年  間  値  1644．7  115   N．D   3．1   3．4一－140   【ヽ■■   

＊前年度までの過去3年間の値   222   N．D   4．6   H．D～ 88   l．4 ～ 32  

米降水の定時採取：昭和62，63年度，平成元年度調査結果   
大型水盤   ：昭和62年度調査結果  

Ⅲ 放射能化学分析結果  

採取  90Sr  1う7C＄  

試 料 名  検体数  単  位  
年月  最低値  最高値  過去の値  最低値  最高値  過去の偵   

降下物  ′ヽ－■   M8q／k¶2   

陸水（上 水）  ～   mBq／I   

8q／kg乾土  
0－ 5eⅦ  

土  ｛■．′   MBq／k¶12  

増  ′ヽ一  Bq／kg乾土  
5－20e¶  

′■ヽ′   M8q／h2   

壇甥（精米）  ′ヽ′   Bq几g精米   

野菜瀾  8q／短生   

茶  8q／kg乾物   

牛乳  8q／l   

淡水産生物  ｛ヽ′  8q／kg生   

日常食  ′ヽ′  Bq／人・日   

海水  ～   断8q／l   

樽  ′ヽ′  ′■ヽ′   

産  ～  

8q／kg生  

生  

物  

過去の憾は，前年度までの過去3ケ年間の偵。  

Ⅳ 牛乳中の1ヲ11分析結果  

採 取 場 所  前年度まで過去3年間の値   

採取年月 日  最低値  最高値   

放射地溝度く8q／り  
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定嗣査結果  

検  ＊  

tヨてCs  前年度まで  その他の検出きれた  
試 料 名   採取場所  採取年月   体  過去3年間の値    人工放射性核樺   単 位  

数                     最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   盛岡市  四半期毎  4  H．D  N．D  H．D   N．D   なし   Mβq／Mう   

棒下物  盛岡市  毎月  12  N．D  0．12  N．D   0．22   なし   MBq／km2   

上水 源 水  
陸  

蛇口水  盛岡市  2．6・12  2  H．D  H．D  H．D   H．D   なし  MBq／l  
水  

淡 水  

65  68   100   なし   Bq／kg乾土  
0－ 5e¶  滝沢村  2．8   

土  2100  1500  3100  MBq／km2  

壌  4．3  7．7  ‖   なし   的／kg乾土  
5－20e¶  滝沢村  2．8   

350  910  1100  M8q／kl㍉   

精米  滝沢村  2．11   0．38  0．37  0．49   なし   8q／kg精米   

野  玉山村  2．10   N．D  N．D   0．026   なし   
8q／kg生  

菜   玉山村  2．10   0．033  N．D   0．032   なし   

茶  Bq／kg乾物   

牛乳  滝沢村  2．8／3．2  2  N．D  0．】2  N．D   0．14   なし   Bq／I   

湧水産生物  8q／kg生   

日常食  盛岡市   2．6・12  
岩泉町   2．6・1l   

なし   8q／人・日   

海水  m8q／1   

痛底土  8q／k名花土   

鳩  山田町  3．2   N．D  H．D   0．078   なし   

産  
8q／kg生  

生  

物   

米昭和63年虔，平成元年度調査結果  

Ⅵウラン分析結果  

試 料 名  採取場所  採取年月日  ウラン濃度  過去の値  単 位   

河 川 水  ～   

〃g／l   

海   水  

土   壌  

河 底 土  ′ヽ■・   ′■ヽ一   Mg／kg乾土  

梅 底 土  ′ヽ′   

櫓産生物  mg／kg生  
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Ⅶ 空間放射線皇率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  
測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （鵬y／h）   

平 成 2 年  4月   7．6   12．0   8．5   35   

5月   7．4   13．5   8．6   32   

6月   7．8   12．2   8．7   37   

7月   7．7   15．0   8．6   35   

8月   7．7   13．7   8．7   35   

9月   7．7   16．7   8．8   38   

10月   7．9   10．6   8．8   36   

11月   7．7   13．1   9．0   34   

12月   7．8   17．2   9．0   34   

平 成 3 年 1月   7．8   12．7   8．8   35   

2月   7．6   ll．5   8．6   36   

3月   7．7   11．3   8．6   34   

年  間  鳩   7．4   17．2   8．7   32・－38   

＊前年度までの過去3年間の値   6．7   18．2   8．5   30－77   

米モニタリングポスト：昭和63年度，平成元年度調査結果   

サーベイメータ ：昭和62，63年度．平成元年度調査結果  
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Ⅵ－4 宮城県【こおlナる放射肯竃調査  

宮城県原子力センター  

加茂赤彦 村上 弘  

1 緒  言  

前年度に引き続き、平成2年度に科学技術庁の委託を受けて宮城県が実施した「環境   

放射能水準調査」の籍果を報告する。  

2 調査の概要   

（1）調査の対象  

定時降水については全ベータ放射能の測定、降下物、陸水、土壌、日常食、農畜産物、   

海産生物、及び牛乳についてはゲルマニウム半導体検出器による核種分析を行なった。   

また、サーベイメータによる空間繰1率を毎月1固、モニタリングポストによる空間綿   

暮率を周年連続で測定した。   

（2）測定方法  

全ベータ放射能は科学技祐庁編「全ベータ放射能測定法」（昭和51年改訂）、核種   

分析は同庁積「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」（昭和54年改訂）、   

サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間繕1率は「放射能測定諷査委託実施  

計画書（平成2年度）」に基づいて行なった。   

（3）測定装置  

①全ベータ放射能  オートサンプルチェンジャー付GM計数装置  

（アロカ製JDC－163）  

②核種分析  プリンストンガンラテック Ge半導体検出器  

オルテック G e半導体検出器  

セイコーE G＆G 7800 多重波高分析装置  

③ サーベイメータによる空間線上率  

NaI（T戚）シンチレーション式サーベイメータ  

（アロカ製 TCS－131）  

④モニタリシグポストによる空間線t率  

NaI（T彪）シンチレーション式モニタリングポスト  

（アロカ製MAR－11）   

（4）調査精巣   

義一Ⅰに定時降水の全ベータ放射能測定結果を示す。   

義一Ⅱに牛乳（原乳）の1＝Ⅰの分析特異を示す。   

義一Ⅲに降下物、陸水、土壌、よ畜産物、日常食及び海産生物の核種分析結果を示す。   

義一Ⅳにサーベイメータ及びモニタリングポストによる空間綿t率の測定緒果を示す。  

3 結  語   

平成2年度に実施した全ベータ放射能及び空間繰上率測定結果は、例年と同レベルで   

あった。また、昭和63年度から開始した核種分析持果についても、特に異常な値は認   

められなかった。  
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表－Ⅰ 定時降水試料中の全ベータ放射能測定結果  

採取  降水t  

放射能濃度 （Bq／足）  

年月  （間）  測定赦   最低値   最高値   

平成2年 4月  156．6   7   N  D   0．93   

5月   91．3   6   0．18   5．1   

6月  161．3   9   N D   1．1   

7月  178．3   7   N  D   0．37   

8月  136，8   5   N  D   2．5   

9月   85．4   7   N D   0．64   

10月  2 29．9   9   0．15   1．4   

11月  128．2   7   N  D   3．9   

12月   80，0   2   N  D   0．60   

平成3年 1月   4．4   1   1．3   1．3   

2月  140．3   6   0．1g   1．6   

3月   71．4   6   N D   0．54   

年 間 値  1458．9   72   N  D   5．1   

前年度までの過去3年間の値   235   N  D   16   

義一Ⅱ 牛乳（原乳）中の1＝Ⅰ分析結果  

採 取 場 所   宮城県畜産試験場（岩出山町）  前年よまで遇去3年間¢邑   

採 取 年 月 日  2．5．9  2．6．13  2．7．11  2．8．7  2．9．17  2．10．8  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／l）  N D  N D  N D  N D  N D  N D  N D   N D   
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表－Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査縛果  

横  
採取  1＝cs  の他の検出され  

試料名   採取場所  休  阜 位  

年月  工鏡銅性抜  

赦               最低値  最高値   

降下物   女 川 町  H2．4一日3．3  四  HD  0．062   なし   MBq／扉   

陸水（蛇口水）   仙 台 市  H2．丁，H2．10  田  ND   ND   m8q／且   

土壌（0－5q『）   岩 出 山 町  H2．8   6．3   6．3   Bq／kg手乞土   

土壌（5－20ロn）   岩 出 山 町  H2．8   2．g   2．g   Bq／kg乾土   

精米   田 尻 町  H2．11   1 ND HD   〝   8q／kg生   

野菜（大根）   仙 台 市  H2．9   1 ND HD   〝   Bq／kg生   

野菜（ホウレン草）  仙 台 市  H2．5   由D   ND   〝   Bq／kg生   

牛乳（市販乳）   仙 台 市  H2．5，H2．9  6  HD   ND   〝   m8q／戚   

日常食   石巻市、他  H2．7，H2．11  6  0．038  0．15   〝   8q／人・日   

海産生物（カレイ）  仙 台 市  H2．6   0．096  0．Og6   〝   Bq／kg生   

昭和63年度より測定開始  
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義一Ⅳ 空間放射線1率測定精巣  

モニ タリ ン グポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  
最 低 鹿   最 高 値   平 均 値   （nGy／h）   

平成3年  4月   8．5   14．5   9．2   48   

5月   8．0   14．5   9．1   50   

6月   8．2   13．0   9．3   51   

7月   8．1   14．0   9．1   50   

8月   8．2   13．4   9．2   52   

9月   8．5   12．0   9．4   50   

10月   8．7   13．6   9．4   52   

11月   8．8   12．6   9．6   48   

12月   8．8   16．0   9．5   4∈）   

平成3年  1月   8．g   12．2   9．7   54   

2月   8．8   13．8   9．7   53   

3月   8．5   12．0   9．6   51   

年 同 値   8，0   16，0   9．4   48 ′－ 54   

帥lまでの‡去3年間の鐘   7．2   20．2   9．5   44 ～・56   
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Ⅵ－5 秋口目星寿塾Gこおらナる友反身寸肯巨竜周空家  

秋田県衛生科学研究所  

村上恭子  勝又貞一●  佐々木貴子  

1．純 音  

平成2年度（平成2年4月～3年3月）に実施した科学技揃庁委託による秋田県におけ   

る環境放射能水準調査の結果について報告する。  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時降水、降下物、陣水（蛇U水、淡水）、土壌、農畜産物（摘米、ダイコン、  

キャベツ、牛乳）、水腐生物（コイ、タイ）、日常食、空間娘糎率（モニタリングポ  

スト、サーベイメータ）  

（2）測定方法  

試料の銅製および測定は、科学技術庁稲「放射能測定調査委托賽施計画等（平成2  

年度）」、「全ペー・夕放射能測定法（昭和51年度）」、「放射性ストロンチウム分  

析法（昭和52年）」、「ゲルマニウム半場体検出器を用いた機器分析法（平成2年  

改定）」等に準じた。  

（3）測定装置  

①低バックグランド自動測定装置 ：Alo k a l一日C－451型  

②シンチレーションサーベイメータ：Alo k a TC S－121摺  

③モニタリングポスト  ：Alo k a M∧R－R－42型  
④ゲルマニウム半導体検出器付波高分析装置：SE‖＝〕EG＆G MCA －780n型  

O R T E C G EM－15180－P  

（4）調査結果  

①定時降水中の全β放射能結果を袋＝にホした。年間の降水虎は206g．1mm、定時採水  

の測定回数が155回であり、1β当りの全β放射能濃度は N．n～8．OBq、年間蛤降下  

塵が1kmt 当り1051日Bqで、いすれも平常値の聴聞内にあった。  

②放射化学分析による90Srとゲルマニウム検出器によるl＝csの測定結果を表II、  

表Ⅳに示した。異常値を検出したものはなかった。  

③牛乳中の ＝1Iの分析結果を褒Ⅲに示した。6回ともすべて検出限界以下であった。  

④空間線立率の結果を表Vに示した。年間を通じてモニタリングポスト、サーベイメ  

ータとも異常値は記録されなかった。  

3．結 語   

本期間を通じて異常値を示した試料はみられず、低レベルのまま推移したi  

＊秋田県域手保健所  
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l 定時降水拭料中の全β放射能粥査結果  

降水の定時採取  （定時降水）  
採 取  

樺水士  放射 能ホ度（Bq／β）  月間降下土  
年  月  

測定敵   最低値   （MBq／km‡）        最高値   

平成2年 4月  119．0   N．D   3．l   41   

5月   87．l   M．D   1．4   8．0   

6月  286．g   N．D   l．0   

7月  279．8   N．D   l．l   

8月  12l．l   N．D   0．78   

9R  28l．3   N．D   0．85   8．0   

10月  152．l   H．D   l，2   

l1月  169．6   ‖   H．D   2．l   

12月  21g．0   ＝   N．D   5．8   

平成3年 l月  134．‡   20   N．D   4．l   220   

2月  157．さ   N．D   8．0   280   

3月   8l．2   N．D   2．6   

年  間  他  2069．l  N．D   8．0   N．D～ 240   

前年度＝の過去3年間の値－   一＝沌   N．D   T．5   N．D～ 300   

n 放射化学分析結果  

採取  ●OSr  
試 国 名  検 体 故  単 位  

年月  最 低 値  最 高 値  過去の値   

5．5  19．0 一－53．8  8q／kg乾土  
土  

0．1g  0．57・－ 2．1  GBq／kむ暮  

7．7  17．0 ～31．0  8q／kg乾土  
闇   

1．l  Z．l～ 3．6  GBq／kロl   

鞍精（精米）  2. 11 H．0  M．D ～ 0．08  Bq／kg精米   

野  大  損   2、11   0．28  0．34～ 0．54   
8q／kg生   

菜  キャベツ   2、1l   0．28  0．33～ 0．51   

牛  乳   2、8・12   2   N．D  N．D～ 0．06  8q／〃   

淡水産生物IH）   2．7   1．7  1．1～ 2．8  Bq／kg生   

日  2．7・1l   2   N．D   0．24   0．05～ 0．23   
常   8q／人・日   
愈  大曲市   2．7・ll   2   軋D   0．20  

海産生物（川  2．7   M．D  8q／k古生   

過去の価は．前年度までの過去3ケ年間の値  

牡 牛乳中の －1■l分析桔輿  

採  取  場  所  秋 田 市  秋 田 市  秋 田市  秋 田市  秋 田 市  秋 田 市  前年度よで過去3年間の依   

採 取 年 月 日  2、4．28  Z、6、8  2、8、18  、2、10、17  2、1Z、5  3、2、15  最低値   最高価   

放射能牡鹿（8q／月）  N．D   N．D   N．D   N．D   M．D   N．D   N．D   N．D   
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Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核招分析洲定紹異  

検  椚i峯麗まで  
り†Cs  過去3年間の値   その他の検出された   単 位  

拭 村 名   採取場所  採取 年月   体  
人工放射性接糊  

紋                     最 低値   最 高値  最 低値  最 高値   

搾 下 物   秋 田 市  2、4～ 3、3  田  甲・D  8．‖  軋D   8．45  MBqノk爪I   

憧  蛇口水  秋 田 市  2、7・12    ゝ  2   N．D  N．D  
m8q／戚   

水  湧  水  秋 田 市  2、さ  口   0．55   

引  ＝0  ほ0  Bq／kg乾土  
0－ 5cm  河辺町  2、9  ロ  

土  l．5  3．7  ヰ．8  G8q／km霊  

埴  柑  lZO  8q／kg乾土  
5－20c【l   〝   2，9  

2．3  G♭q／kml   

精  米   秋 田 市  2∴‖  ロ   N．D  N．D   0．39  8q／柏精米   

野  大  根  秋 田市  2∴‖  l   0．04  軋D   0．07  
Bq／kg生   

菜  キャベツ   〝   Z∴‖  0．05  ・0，08  0．23   

牛  乳   秋 田市  2、る・12  2  0－05  0．06  0．02  0．31  Bq／£   

淡水磨生物りイ）   秋田市  2、7  ロ   8．40  0．40  0．64  Bq／kg生   

秋用市  0．‖   0．3l  
日 常 食  8q／人・日   

大曲市   0．10  

海産生物（タり   男 鹿市  Z、7  口   0．23  8q／kg生   

V 空間放射線量率測定闇黒  

モニタリ ングポスト （cps）    サ・1ベイメータ  

測 定 年 月  
最低値  最高憎  平均値   （nGy／h）   

平成2年  4月   柑．5   】8．0   14．ら   63．3   

5月   13．0   】7．5   14．4   57．3   

6月   13，ち   Zl．5   14．T   58．6   

7月   13．さ   2l．0   14．7   60．l   

8月   13．5   20．5   14．7   84．8   

9月   13．¢   20．5   t4．7   62．ロ   

10月   I3．5   用．5   ＝．8   63．4   

11月   暮3．～   Z4．5   ＝．9   8t．5   

12月   12．5   35．0   I5．0   8仁き   

3年 1月   ‖．5   20．ら   13．る   56．8   

2月   10．5   19．5   13．4   57．6   

3月   t2．う   17．5   ！4．3   ♭3．4 

年  間  値   川．5   35．0   ＝」   56．6～ 84．6   

前年度Hの過去3年間の値  ‖．5   27．0   14．6   4‡．6～ 68、丁   
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Ⅵ－6 山 形県iこ お さナ る 放射 骨巨 鯛査  

山形県衛生研究所  

笠原 義正  

1 緒言  

平成2年度に山形県が実施した科学技術庁要託環境放射能水準鍋査結果   

の概要を報告する．  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

降水の全β放射能および降下物，陸水（上水），土軋 精米，野菜，牛   

乳，日常食，海産生物（魚難，月賦，海藻穀）の各々γ放射能，並びに   

サーベイメータ，モニタリングポストによる空間線量率を測定した．  

（2）測定方法  

試料採取，前処理，全β，γ放射能測定及び空間線量率の測定は，科学   

技術庁縮『環境試料採取法（昭和58年）』，『全ベータ放射能部定法（昭和   

51年）』，『ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（昭和54年）』   

及び平成2年度放射能測定調査委託実施計画書により行った．  

（3）測定装置  

各種試料の全β放射能の測定はGH計数装置（Åloka製，TDC－103），  

γ線の測定はGe半導体検出器（セイコーEG＆G製，ORTEC GEM15180），   

空間線量の測定はシンチレーションサーベイメータ（Aloka製，1’CS－131）   

及びモニタリンダポスト（Aloka製，MAR－11）を使用した．  

（4）調査結果  

全β放射能測定結果を表Ⅰに示した．定時降水試料中の全β放射能   

調査結果を表Ⅱに示した．Ge半導体検出常による核種分析調査結果を  

表Ⅴに示した．垂間線量率測定結果を表Ⅶに示した．  

3 結 請  

平成2年度の山形県の環境放射能レベルは昨年度の本県および元年度   

の他県における放射能レベルと比較して異常値は経められなかった．  
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1 全ベータ放射能調査結果  

放射能濃度（含K）   前年度まで過去3年間の侶  
試  料  名   採取場所  採取年月  検体歎  単 位  

最低僧  最高価  最低個   最高値   

火気浮遥じん  mBq／m3   

降下物  山形市  N．D   33．3  MBq／k爪2   

上水 源 水  
塵  

蛇口水  山形市  N．D   N．D  8q／1  
水  

演 水  

0．87   0．74  軸ノg乾土  
0′・■5cm   山形市  

土  27000   28800  MBq／km2  

壌  0．52   0．52  恥／g乾土  
5′〉20crq  山形市  

89000   70300  M軸／km2   

精米  山形市  0．022   0．023  8q／g精米   

野  山形市  0．059   0．083   
Bq／g生  

菜   0．130   0．137   

茶  8q／g生   

牛乳  山形市  41．0   47．5  Bq／1   

淡水産生物  8q／g生   

日常食  山形市  34．5   59．Z  8q／人・日   

海水  m8q／ユ   

海底土  8q／g乾土   

海  酒田市  0．129   0．140   
産  

生  酒田市  0．100   8q／g生  

物   

Ⅲ大型加熱こよる月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （虔時降水）     大型水盤による降下物  
採取  

降水量  放 射 能 濃 度 （Bq／1）    月間降下羞  
年月  用的／k皿2）   （M的／k柁2）  

（mn）  新定数  最低個  最高値   

平成2年 4月  87．8   N．D   N．D   N．D  

5月  41．3   6   Ⅳ．D   N．D   州．D  

8月  121．8   N．8   N．D   N．D  

7月  P3・2   N．D   N．D   N．D  

8月  89．3   5   N．D   N．D   N．D  

9月  餌．3   N．D   N．D   N．D  

10月  98．8   7   N．D   N．D   Ⅳ．D  

11月  164．4   9   N．D   N．D   N．D  

12月  59．2   9   N．D   N．D   N．D  
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平成3年1月   3g．7   N．D   N．D   N．D  

2月   83．5   13   N．D   N．D   N．D  

3月   50．9   8   N．D   N．D   N．D  

年間偵 998．2  117  N．D  N．D  N．D  

前年度までの過去3年間の億    352  N．D  2．4  N．D′一3．7  Ⅳ．D～33．3   

m 放射化学分析結果  

採取  ＝sr  ＝＝cs  単  位  
試 料 名  検体数  

年月  最低値  最高値  過去の値  最低値  最高値  過去の値   

降下物  MBq／11m2   

陸水（上水）  mBq／ゼ  

8qル官紀土  

0・－5c汀l  

l用qパ（m2  

恥佃蘭土  
5・－20（：m  

h柑q／1川2  

（精米）  Bq／kg精米   

野菜頬  Dq／短生   

茶  nq／kg醐勿   

牛乳  ロqノf   

淡水産生物  Dq／kg生   

日常食  駒／人・日   

梅7k  川nq／g   

渦 産 生 物                    帥／kg生                   ▲ヽ｝・  

過去の偵は、前年度までの過去3ケ年間の値。  

Ⅳ 牛乳中の‖lI分析結果  

採 取 場 所  前年度まで過去3年間の値   

採I托 年 月 日  最低値  最値   

放射能備度（Dq／β）  
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出掛こよる核種分析測建調査結果  

137cs  前年度まで   その他検出された  

試  料  名   採取場所  採取年月  検体歎  過去3年間の値    人工放射性核種  単 位  

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊 じん   山形市  2．4～3．3  N．D  0・02   N．D   N．D  mDq／n3   

降下物  Ll」形市  Z．4′｝3．3  N．D  0．18   N．D  0．ZO  Mnq／km2   

上水 源 水  
陸  

蛇口水  山形市  2．㍉12    N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／1  
水  

淡 水  

36．70  27．10  Bq／g乾土  

0・・′5cm  山形市  2．7   
土  ほ00  1500  Mbq／k口2  

登  6．73  Z．60  Bq／g托土  

5■｝20cm  山形市  2．7   
865  290  MBq／km2   

滞米  山形市  2．11   M．D  N．D  8q／g滞米   

野  山形市  2．ユ0   M．8  N．D  
Bq／g生  

菜   M．D  M．D  

茶  Bq／kg乾物   

牛乳  山形市  2．8，3．2  N．D   N．D   N．D   N．D  Bq／ユ   

淡水産生物  Bq／kg生   

日韓食  山形市  2．6，10  4  0．094  0．123  N．D  0．060  8q／人■日   

海水  爪的／1   

海底土  Bq／kg章乞土   

海  酒田市  2．8   0．081  N．D  
轟  

生  酒田市  2．6   0．109  0．078  的／g生  

物   

Ⅵ ウラン分析結果  

試 料 名  採取場所  採取年月日  ウラン濃度  過去の値  単 位   

河 川 水  
喝／g   

海   水  

土   塙  

河 底 土  mg／】（g乾土  

海 底 土  

布産生物  mg／hg生  
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Ⅶ 壁間放射線真率測走結束  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメータ  
封  建  年  月  

最低個   最高傾   平均値   （nGy／h）   

平成 2年 4月   11．0   18．5   12．6   64．1   

5月   11．0   18．0   12．5   81．0   

8月   11．0   16．0   12．7   88．5   

7月   11．0   19．0   12．5   73．0   

8月   11．0   15．5   12．6   75．7   

9月   11．5   柑．0   12．6   69．1   

10月   11．5   16．0   12．6   81．7   

11月   11．5   17．5   12．8   85．3   

12月   1】．0   1g．0   12．9   87．1   

平成 3年1月   10．5   17．5   12．6   59．1   

2月   11．0   18．0   12．6   84．9   

3月   11．5   15．¢   12．5   64．4   

年  間  僧   10．5   19．0   12．6   59．1 ′・■ 75．7   

前年度までの過去3年間の億   10．0   25．5   12．7   50．8 ′〉 87．1   
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Ⅵ－7 福島県における放射能調査  

桁偽県原子力センター  

三野宮野也 安斉 建治 猪狩 良彦  

81藤  繁 蛭田 其史 小迫ゆかり   

1．緒言   

平成2印度に福島県が実施した科学技術庁委託環境放射漉水準粥蚕紙異を報告する○  

2．調査の概要   

（1） 粥葱対象（試料名、採取地点）  

①核種頭皮・・・大気浮遊じん、降下物、陸水（上水、淡水）、土壌、椚米、野菜郡（大根、  

ほうれん草）、牛乳（市賑孔）、淡水庄鑓物（抑）、日常食、海水、海底土、  

海産生物（アイナメ）。〔嗣鳥印、相馬苗、大熊町〕  

②131Ⅰ濃度・・牛乳（原乳）【大熊町〕  

③全β放射慄・・定時降水〔大熊町〕  

⑳空間操貴率・・サーベイメータ〔大潤町〕   

（2）判定方法  

①様様濃度は、直接、または450℃で灰化し、ゲルマニウム半導体検拍帯で洞定した○  

②牛乳小の ＝11濃度は、直接ゲルマニウム半導体検出器で刑定した○  

③全β放射能測定は、科学技術庁マニュアルに従った。  

㊨空間線量率は、委託調査実施要印に従った○   

（3） 調香結果  

①環境試料巾の核種凛度については、t＝c＄が降下物、淡水、土壌、鯉、日常食、海底土、  

アイナメから検出された。  

②牛乳（原乳）中のIJllについては、桧山されなかった0  

③雨水中の全β放射健濃度については、横山されなかった○  

⑥空間緑塵率については、45．0－63．7几Gγ／血（年間平均佑51，さmGy／h）の範囲で、前印  

度と同程度であった。  

さ．結語   

平成2咋皮の桁烏県の環墳放射能儒度、空問緑薫率は例叩と同程度であった。  
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義一1 ゲルマニウム半導体検出器による核部分折測定絨果  

採Ⅰ挟  前印度まで  その他の検Itl  
耽  】37cs  過去2年間の餌    された人工放  

試 料 名  年  射俳核邦   即  位  
場所   最低椚  最高位  最低値  最高購   

大気浮遊じん   大熊町  四半期  4  0．007  t円q／t3   

降  下  物   大熊呵  毎月  11  0．18    0．26  HBq／kt2  

上水  
（蛇口水）   2．12  2  ／  t8q／g  

淡 水  福島蒋  2．9  1   ／  0．3l  0．48  0．82  ■Rq／2  

陸土  ／  5．7   11   25  Iiq／kg乾二Ⅰ二  

福島市  2．6  1  

（0～5cl）  ／  17T  313  155  ソロq／kt2  

陸士  ／  8．T  nqハg乾土  
福島苗  2．6  1  

（5－20ct）  ／  164   机旬／k■2  

米  福島市  2．11  ロ   ／  ／  Bqハg 精米  

大 根  福島市  2．11  ロ   ／  ／  Rqハg生  

ほうれん草  福島市  2．11  ロ   ／  ／  1！q／kg！【ミ  

牛  乳  

（市販乳）  3．3  2  0．03  0．05  Bq／史   

淡水産生物  
（蛙）  2．g  1   ／  0．21  0．1＄  0．19  Bqハgとl三   

福島市  2．8  
2．12  2  0．05  0．8T  0．05  0．11  日 常 食                    nq／人・口  

大熊町  2．T  
3．8  2  0．03  0．08  ／  0．05  

海  水   相馬市  2．8  ロ   ／  ／  一指q／堂   

海 底 土   相馬市  2．8  ロ   ／  0．04  0．り  0．54  円qハg乾ニヒ   

海産生物  
（アイナメ）   相馬市  2．8  ロ   ／  0．17  0．1‘  0．20  円qハg±l三   

（注）「－」は検出されず。「／」は該当なし。  

表－2 年軋中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  大爬町  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  荊印度まで  
大 野  大 野  大 野  大 野  大 野  大 野  過去3年悶の債   

採取年月日   2．5．8  2．6．21  2．10．3  2．10．25  3．2．1  3．ユ．29  最低値  最高位   

放射能濃度（Bq／1）  

（注）「－」lま検出きれず。  
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真一3 定時降水試料試料申の仝β放射能測定結果  

降水の定時採取（定時降水 ）  

採蚊  
降水量  放射能惑度（nq／史）  月間降下丑  

年月  
（mm）  （一円qハ■2）  

平成2年 4月   211   9  

5月   4 9   8  

6月   8 2   12  

7月   9 5   9  

8月   7 7   6  

9月   8 0   10  

10月   2 4 9   12  

11月   13 0   7  

12月   14 6   5  

平成3年1月   17   3  

2月   14 0   4  

さ月   12 2   6  

年  間  檀   13 8 8   91  

前叩度までの過去3年間の値  

（注）「－」は検出きれず。  

表－4 空間放射線量率弼定結果  
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Ⅵ－8 茨城県における放射餉調査  

茨城県公賓技純センター  

中井保夫 村上垂侶 田辺芳次  

朽木和子 三好施 江櫛一弘  

1 緒 吉   

雄成2年塵に茨城県で実施した科学技循庁蛮風の環境放射能水準調査の結束について軸営する．  

2 綿査結果の場裏  

1）訴査の対象   

建噂降水、降下物、大気浮遊じん、陣水（蛇［」水、淡水）、戯■畜盛物（将米、大根、ホウレン革、   

原乳、市販乳）、日常食、土壌、水産生物（コイ、シラス）、海水、海底上、空閲線虫率   

2）測定方法   

試料の前処理、全針放射能動産及び腰種分析は、主として科学技術庁のマニュアルに従って実施   

した。   

使用した測鑓掛ま、全β放射能はGM計数装置、核稲の測鑓は低バッググラウンドガスフロー型   

β繰計数装置、及びゲルマニウム半時体検出器、全問線量率は華載エリアモニター（Naユ（Tl））   

である。   

3）測嬉結束   

（1）定時降水の全β放射能を1に示す．特に異常侶は組められない。  

（2）90Sr及び137csの放射化学分研縛兼をUに示す。いずれも例年とほぼ同様のレベルであっ  

た。   

（3）廊乳中の1511の分析結果を山に示す∩全試料放出限界以下である。  

（4）ゲルマニウム半場休検出醇による核種分析結果をlVに示す。137csはほとんど検出限界以下   

であり、牧山された土壌，鱒ウレン箪，水産生物、及び日常食は例年とほぼ同レベルである。  

また、その他の人工放射性核種は検出されなかった。   

（5ほ引田繰戻呼をⅤに示す。特に異常侶は踏められない。  

3 楷 細   

平成2年度の環墳申の放射能濃度は、例咋とほぼ同じレベルである。  
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Ⅰ定時降水試料申の全β放射能銅盤結果  欄職場朗：水声運  

採取句りj  締水星  放射能濃度（bq／夏）   月間降下孟  

（m皿） 測定数 最低値 最高値 川軸／Km2）  

N．D N．U  Ⅳ．D  

N．D N．D  N．D  

N．山  川．D  N．D  

N．D N．D  N．D  

N．U N．U  N．】）  

N．D N．D  N．D  

N．D N．U  N．D  

N．D N．D  N．D  

N．U   2．2  3．4  

N．D N．U  N．D  

N．IJ N．け  N．1）  

N．D  刊．U  N．U  

平成2年 4月  

5月  

6月  

7月  

8月  

9月  

1（りヨ  

11月  

12月  

平成3年1月  

2月  

3月  

13．l．5  11  

70．0  9  

63．5  8  

12こi．0  11  

141．0  5  

210．5  8  

15（）．5  9  

217．0  9  

29．5  こi  

40．5  こi  

6！き．0  2  

114．0  9  

こi（氾．0  87  N．U  2．2  N．D～3．4  咋  問  

伯 ：与こi9  M．D  4．2  N・D～Z8  前隼遭までの通牒昔年購の  

山 一放射化学分析紹果  
90S∫・  1＝cs  単 位  試料名採取倹休数  

年 月  臆低戚商 過去の傾 最低 政商 過去の帽   

1  0．093 0．14～0．25  0．026  N．D～0．038bq／Kg生  

1  0．14 0．柑～0．45  0．肌7 0．030～（）．073 〝  

火 根 Z．11  

ホクレン滞 ／／  

市城乳8・2月  2 0．0280．0460．036～0．064 仇0ほ0，040 0・026～0・068 日q／史  
＿＿二＿＿二∴＿．■    ＿． ＿         ＿＿．＿．．＿＿    一・・     －－      －                      ‾     ■‾■：‾   

コ イ 2．4 1   0．0170．028～0．041   0．30 0．38～0・g5 Bq／Kg生  

シラス 2．5 1  0．015 N．U～0．10  0．098 0・11～0・21J／  

3．2   1．2～4．4 mIiq／2  海 水 Z．7 1  2．7  3．Z～7．0  

過去の値は、前鮮度までの過去3カ咋閲の鳩。  

川 牛乳申の1さ1Ⅰ分析結果  

戸 市 見 川  過去3年聞の個  搾収場所  水  

採取年月日 2．4．Z5 2．7．26  Z，9．JIZ．10．29 3．1．25 3．3．12 二最低値・最高値  

放射能済度  

（I！q／史）   N．D N．D N・D  N・D  N．D N．D N．D N．D  
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1V ゲルマニウム半導体娩出月別こよる核種分析潮産調査結果  

採収 枚 137cs  前年度まで そ一の他牧山 顆 位  
試料名 採取場所  

体  過去2年間の個された人工  

咋月 数 最低傾 最高偶最低値 頗尉虐政射性核様  

大丸浮遊じん水戸市1回／3カ月 4  N．D  N．D N．D N．D  m的／mチ  

作 下 物   ／／ 1巨け月12  N．リ  0．10  N．D N．D  ♪Ⅲq／km2  

焼 成U水   ／J 6月，12月 2  N．D  11日q／史  N．D N．D N．D  

水 淡 水 電ケチ摘 2．5 1  

0－5cm 東湖柑 ／′   1  

」二  

N．D N．D  l．5   

輌／kg托  

♪柑q／km2  

Bq／kg柁   

73   56   120  

3，600 2，300 5，600  

11 5．7  22  壌 5－20cm  〃  ／′   1  

M的／km2  

11q／kg生  

1，200  660 1，600  

N．D N．D N．D  N．D  

N．U N．U N．D  

O．0（；O N．D  N．D  

精  米  水戸市 Z．10  2  

大  根  ′′  2．tl l  

ホウレン草  〃  ′′   1  

捕  乳   ／／ 鋸］，2月 2  N．U  l）q／史  

的／kg生  

N．D N．D  N．D  

N．D N．D  N．D  市版乳  ′′  ′′  2  N．U  

コ  イ  電ケ紺 2．4  1  

シ ラ ス 人挑町沖 2．5  」．  

0．32 0．43  0．86  

0．．t．1（）．12  0．川  

臼 滞 食 水戸市 6月，12月 Z N．D O．OG9  N．U O．12  Bq／人・日  

東海村  ′′  2  N．U N．U  

淘  水 東湖柑沖 2．7 ．1  N．D N．D N．D  

海 底 」二  〝  
／／   1  N．D N．D  N．D  

Ⅴ 塗閲放射線線虫準測定結果  

測：定 年 月 サーベイメータ  

（nGyハ1）  

平成2畔4月  44  

5ノ」  45  

6月  45  

7月  46  

8月  46  

9月  46  

10月  47  

11月  47  

12月  49  

叩成3隼1月  46  

2月  44  

3月  47  

咋 問 偵  44～49  

過去3年間の偶  43～57  

削超地点：水戸串  
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Ⅵ－9 栃 木 県‡こ お をナ る 放 貞寸 骨巨 調 査  

栃木県公害研究所  

大気猫音部 吉沢朋子  

鈴木秀夫  

1．緒 言  

平成2年度に実施した科学技術庁委託による環境放射能水準調査につい   

て、その結果を報告する。  

2．調査の概要  
（り 調査対象  

大気浮遊磨、降下物（定時降水及び月間降下物）、上水（蛇口水）、  

農作物（米、大根、白菜）、牛乳、土壌、日常食の各種試料及び空間線  

真率測定である。  

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、「平成2年度放射能調査委託計画書」に基  

づき行った。全β放射能、γ線核種分析、空間線量率は、科学技術庁の  

放射能測定法マニュアルに準じて行った。  

（3）測定装置   

a  全β放射能   

b  γ線核種分析  

c  空間繰塁率  
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（4）調査結果   

a  全β放射能調査  定時降水の全β放射能調査結果を表Ⅱに示した  

年間85検体中の11検体から検出された。  

b  γ線核種分析調査 測定結果を表Ⅴに示した。  
降下物、土壌、日常食から1＝c sが検出され  

たが、いずれも前年度と同程度で異常値はなか  

った。  

c  空間線量率調査  測定結果を表Ⅶに示した。サーベイ メータモニ  

タリ ングポストの結果ともはぼ一定の水準で推  

移した。  

B．結 語  

各種環境試料申の放射能環度は、前年度までの調査結果とほぼ同程度で   

全般に低レベルで推移しており異常は舐められなかった。  
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Ⅱ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射椎調査結果（平成2年皮）  

降 水 の 定 時 採 取 （定 時 降 水）  

採 取 年 月  降水量（¶用）  放  射  能  浪  度（Bq／l）  月讐M腎。ブk也戸  
測  定  数  最 低  値  ≡二詞■■■■忙，   宣   

2年 4月   170．8   9（0）   N．D   N．D   N．D   

5月   111．5   g（3）   ノ／   2．20   85．4   

6月   68．8   9（1）   〃   1．42   2．7   

7月   146．1   10（5）   〝 3．46   72．8   

8月   183．8   8（0）   〝   N．D   N．D   

9月   387．7   9（1）   〟   1．33   24．7   

10月   147．5   10（0）   〟   N．D   N，D   

11月   156．8   8（0）   〝   〝   〝   

12月   37．5   3（1）   〟   2．8g   8．0   

8年1月   30．9   2（0）   〝   N．D   N．D   

2月   73．1   2（0）   〃   〝   〃   

8月   152．1   8（0）   〃   〃   〝   

年  間  値  1645．7   85（11）   〝   3．46   N．D一－72．3   

前年度までの過去8年間値   284（25）   〃   3．28   N．D～184   

Ⅶ 空 間 放 射 線 皇 革 測 定 括 果（平 成 2 年 虔）  

モ ニ タリ ン グポ スト（nGy／h又はcps）  
測   定   年  サーベイメータ   

月  低  値  最  高  値  平  均   値   （nGy／h）  

2年 4月   12．．8   18．9   13．5   52   

5月   12．3   17．7   18．4   50   

6月   12．3   17．4   18．4   50   

7月   12．3   17．1   18．5   58   

8月   12．3   28．7   13．4   5⊆I   

9月   12．3   18．9   18．7   57   

10月   12．8   17．4   13．7   58   

11月   12．8   17．4   18．8   51   

12月   12．6   22．8   18．g   57   

3年1月   12．9   18．5   18．8   58   

2月   12．6   18．0   18．7   58   

8月   12．8   18．9   18．8   58   

年  間  値   12．3   23．7   18．8   50－・59   

前年度までの過去3年間の値   11．7   20．7   13．8   49■－58   
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V ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果（平成2年度）  

採  l”cs  前年度まで過去8年間の値  

試 料 名   採取場所   取  単   位  

年  

月   最 低 値  最 高 値  最 低 値  最 高 値   

大気浮遊座   宇都宮市  2、4  4   N．D   N．D   N．D  （1．4土0，28）   

～3、3  ×10‾さ   

降 下 物  〝   2、3  〝   0．15士0．0朋   〃   0．18土0．037  18q／k㌔   

～8、2   

陸水蛇口水  〃   2、8，12  2   〝   N．D   〃   0．26士0．05¢  ■8q／1   

土  45士1．8   14土0．52  28±1．3  Bqルg乾土  

900±26   680土37   1600士56   H8q／k㌔  

壌   〝   2、7   14士0．39  4．1土0．81  8．1土0．85  8qルg乾土  

290士19   99士19   480士63   HBq／kn戸   

椅  米   宇都宮市  2、10  N．D   N．D  0．19士0．027  8q／kg精米   

野  〃   2、11  〃   〝   （8．5±2．3）   

×10‾5   

Bq在官 生  

菜   〃   2、1l  〝   〝   （20士8．7）  

×10‾与   

牛   乳   西那須野町  2、8，  N．D   〝   〃   0．12士0．028   8qハ   

3、2   

日 常 食   宇都宮市他  2、8，12  4  0．048±0．018  0．18士0．018   〃   0．10土0．017  8q／人●日   
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Ⅵ－10 群 一帯 県‡こ おIナ る 放 射 骨邑 榊 ≡ま  

群鳥県 衛生公書研究所  

高橋勇夫   土且 哲   飯場康一  

1．緒 青  

群居県では、平成2年産後期より科学扶術庁垂耗による環境放射地村立を開始した。  

平成2年度に群馬妹で実施した榊査の結果について報告する。  

2．調査の概要  

（1） 調査対象  

ア 走時件水の全β放射能  

イ 大丸浮遊じん・降下物・土畿・陸水（上水）・精米・牛乳・野ヲた贈（大根・ほう  

れん革）・日帯食のG8機種分析  

ウ サーベイメー タ及びモニタリ ングポストによる空間線量串  

（2） 測痙方法  

試料の採取及び前処理は、「放射推測建柵査套托実施計画書（平成2年）」に基づ  

き行った。  

全β放射能及びγ線核種分析は、科学技術庁放射能郷走法マニュアルに準じて行っ  

た。  

（3） 測表装置  

ア 全β放射能  

イ  γ織機積分析  

り  空間線量串  

G M自動漸走鰯置（アロカ JDC・183）  

G8半導体核種分析襲覆（東芝 IGC1819S）  

モニタリンダポスト（アロカ 【AR・15）  

Ⅳa工（Tl）シンチトショットヘ’’イトI（アロカ TCS－151）  

（4） 紳査結束  

ア 全 β放射能  

イ  γ織機積分析  

り  壁間線量串  

走時捧水中の全β放射能潤重荷兵をⅠに示した。  

測建結束を Ⅱ に示した。  

測定結束をⅢに示した。  

3．結 締  

平成2年虔後期より爛套を関赦した。 γ繰裾‖璽分析については、一部の試料かち過去   

の核実験やチェルノブイル原子力発t所事故等の影■によるものと思われる■＝＝C きが   

検出されたが、かなり低い債であった。  
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1 大型水盤による月間降下物試料及び産時降水試料申の全β放射他所査結束  

絆水の定時採敢 （定時降水）  

採取年月   降水量  放射能濃欄 （8q／史）  月間降下圭  

（mm）  測建数   最低価   二ニ 三．㌧   （H8q／kn2）   

平成 2年 4月   

5月   

6月  

7月  

8月  

9月  

10月  

11月  

12月   7． 7   1  N．D   N．D   

平成 3年 1月   25．0   1  Ⅳ．D   N．D   

2月   32．4   a  M．D   Ⅳ．D   

3月   108．0   7  M．D   N．D   

年 間 億   17 8．1   12  N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の偲■  

平成2年12月12日より剥走を開始した  

N．D：検出されす（軒数債がモの軒数誤差の3倍兼潤）  

■ ：平成2年度から椚査開始のためデータなし  
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Ⅱ ゲルマニウム半導体検出欝による核種分析測尭憫査結集  

換  lう7C8  前年度まで  その他の  

試 料 名   採敢場所  採取年月   体  過去3年間の価I    検出された  

敷  人工放射性  

最低値  最高値  最低偶  最高値   頼種   

大気浮遊じん   前橋市  2．10′・′  N．D  曲／m∋   

3．3   

降 下 物   前橋市  2．10～  M8q／kn2   

3．3   0．017  

陸  M．D  m8q／妃   

水   

0～6¢n  前欄市  2．10  3．4±0．33  8q／kg乾土  

土  178±17．4  MBq／km2  

場  2．2±0．31  8q／kg乾土  

308±43．3  ”8q／km2   

書 米  前橋市  2．11  M．D  Bq／kg精米   

野  N．D  

8q／kg生  

菜   0．071±  

0．00g5  

牛 乳  書士見村  3．1  口  N．b  8q／鎗   

日帯食  前橋市  8q／人・日   

中之条町   0．00鋸   

M．D：検出きれず（計数償がモの軒数験差の訂惜未満）  

暮 ：平成2年良から綱査開始のためデータな′し  
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皿 全開放射線量串瓢定結束  

モニダリングポスト （cps）  サーベイメータ  

測定年月  

最低儒   最＃価   平均億   （nGy／h）  

平成 2年 4月   

5月  

6月  

7月  

8月  

9月  

10月  

11月  

12月   10．0   15． 5   10．7   54．8   

3年 1月   10．0   14．9   10．7   54．1   

2月   10．0   14．5   10．7   5 5．5   

3月   9．8   15．g   10．5   5 7．a   

年間鱒   9．8   15．9   10．7   54．1′－57．3   

前年度までの  

遺去3年間の償I  

平成2年12月17日より潤建を開始した  

● ：平成2年廉から爛査開始のためデータなし  
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Ⅵ－11埼 玉 県 に お け る 放 射 能 調 査  

埼玉県衛生研究所  

大沢 尚 高橋修平 三宅定明 中澤清明  

1緒 言   
平成2年度に埼玉県で実施した科学技術庁委託放射能調査の結果について報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

定時雨水、降下物、上水、土壌、日常食、農畜産物、海水魚、空間緑塵。  
（2）測定方法  

試料の前処理及び測定は科学技術庁編「食べ一夕放射能測定法（1976，改訂）」、「放射   

性セシウム分析法（1976，改訂）」、「放射性朴ロンチウム分析法（1983，己短丁）」、「NaIり11）シンルーション紆   

ク用メヰ機器分析法（1974）」に基づいて行った。  

（3）測定装置  

全ベータ放貞媚旨  G脚・数装置：Aloka TDC－103，Alolくa TDC－1口5  

核種分析  ローハナックゲラ汀カウンター：Alokal．BC－451  

NaI（Tl）シンチいションスへ‘ク川メーウ：キサンへ、ラ製シリース120  

空間線量  シンチいション牛イィメータ：Alolくa TCS－121C  

（4）調査結果   

イ 全ベータ測定結果  

（イ）上水・土壌・食品（表1．）については、異常値は認められなかった。  

（ロ）大型水盤による月間降下物は全て検出限界以下であI）、また定I特降水について  

も、異常値は認められなかった（表2．）。   

ロ 放射化学分析結果  

（イ）月間降下物の分析結果については、異常値は認められなかった。朴ロンチウムー90の  

最大値0．05及びセシウムー137の最大値0．15（単位：MBqルm2）であった。  

（ロ）その他の試料についても異常値は認められなかった。   

ハ 牛乳のヨウ素－131分析結果（表4／）は、全試料（、6検体）検出限界以下であった。   

ニ 空間線量率の測定結果（義5∴）は前年とほとんど同じで、異常値はなかった。  
3 結 語   

いずれの調査項目においても、前年度とほ閻司程度の値を示し、とくに異常な憤は認   

められなかった。  
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1．全ベータ放射能調庖結果  

放射能濃度（含Ⅰり   前年度7デ過去3年間の値  
試料缶  採取場所   搾取年月   検†本数  隕 位  

最低値  最高値   最低値   最高値   

2．6，2．12   ND   ND   ND   ND  

Bq／1  
水   蛇口水   2．6，2．12   ND   ND   0．13  

0．23  

浦和市   

茶   口・53  0．56   陣   上水源水    浦和市    巴          0．27 7580      浦和硝    巴      四  土 鳩  ロー5〔氾    2．8  ロ    0．25     Bq／g乾土         4100  550n   MBq／血2   5－20（¶  浦和硝 浦和市  2．8  口  i▼，【－－．  8．22 11700  0．26 2モ；9（）0 0．021  0．28 36700  Dq／g乾土 Ⅷq／血2  精    米    2．11  l    0．026   0．023  Bq／g精米  野  犬  稲   浦和市  2・11芦1し」 0・067     0．047  0．060  的／g生  繋いラLン帯・   浦和市 人間市、所沢市  Bq′′g乾物  

ト   51   

l‘1常免  

浦和市   2．11 l‥喜    0．15     0．18  0．20    1    2・6  2戸       D．47  0．60       H   孔r    2嶋8，3t2【 2   田    四  田  軌′1     浦和市  2．6，2．12【  2    67    田  皿  田         2．1l     0．065      Bq′ノg生   
2．大聖水盤による日間嘩‾円髄ポ斗及び定時綿水試料巾の全ベータ放竜輔髭凰露結果  

撒水の定時採取（定時撒水）  大型水盤による月耶祈†葦わ  

帰陣判＝†   日間押下愚  
相木膿  （耶q／b2）  

（mm）  

判戌2年1げ  田   ND   ND   

6f1  】77   田  Nt）  四  四  四      59   7      ND      ND    四  四   
∵」＋ ＼＋十   NP  【     5‖  

ND   

ND   1．ノi   6．9   

ND  

ND  四  N8   

ND  

ND   Nn   ND   

ND   ND   

Nt）   ND   

年間値  】．9   ND 一－ 26   ND  7円  悶  ト  5i ND       四  8月  巨l了4   6  ND    田  四  9月  田  8        四  10日  田  ロ            四  7  N口  ‡＼「  四    12月  38  巴  ND ND     四  四  平成3年1月  38  巴        2月  田  ロ  ND  四      用l97   5 田  Nl）  四           1395    ND                     Nl）～ 32   
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3．放射化学分析分析  

採取  
検体数  

乳 位  

年月  最低値    過去の憤  

ND～0．26  耶q／b2   

ND～0．74  Bq／1  

8q／短乾上  

王 

0．38～1．14  的／鹿乾土  

卜†Dq／加2  試料名                       最低値    過去の伯                        陣‾閂勿   月 1回  12  ND ND  0．05  ND～0．8T  ND  0．15      陸水（上水）   2．6，2．12  ロ   2．6  ND一－2．8  ND  ND      ‾示蒜2  七 璃  0－5ql 5－2nロl  2．8  ロ    2．1  2．5～2．7    9．9  10～13．3        田  61一－71    田  258～351    2．8  ロ    1．3  1．0～1，1    1．5      1■占。フ蒜        68  11〔ト127   82  39．2一－140  監博（招来）   2．11  l    0．018    n．015・－0．023     0，028  0．01トノ0．14  
野登用  2．11   け．0｛～  0．1l   0．01～0．27  ND  ND  ND～0．022  

茶  2．6  l．0   1．8   0．7了、1．り2  0．36  U．72   1．0・－15．9  B（l／也乾物   

′ト  乳   2．8，3．2  ∩ ム  0．024  8．077  0．02丁～0．034  0．023  0．12  8．口22～n．11  桝′／】   

2．6，2．12  巴  i†＋†∵  0．19   8・n5…・13  0．072  0．093    勒り、・口  r】常食           L  

過去の†郵ま、前年度まで過去3ケ年間の値。   

4．′ト乳巾の川Ⅰ分析結果  

5．空間放射線量率測定結果  
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Ⅵ－12 千 葉 県iこおiナる放鼻寸骨巨調査  

千菓県公害研究所   

井村 正之  吉成 晴彦  
水上 雅義  

1．緒 言   

千葉県では、平成2年定から科学技術庁の委託を受け、環境放射能水準調査を開始した。平成2年度は   

初年度にあたり、10月より調査を実施したのでその結果を報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象   

定時降水の全β放射能、大気浮遊じん・降下物・土壌・陸水（源水、蛇口水）・精米・牛乳・野菜顆（   

大根、ホウレン草）・日常食・海水・海底土及び海産生物（イワシ）の核種分析、サーベイメータ及びモ   

ニタリングポストによる空間線量率の測定。  

（2）測定方法   

試料の採取及び前処理は、「平成2年皮放射能測定調査委託実施計画書」に基づさ行った。測定方法は  

科学技術庁締の各種放射能測定法シリーズに基づいて行った。  

（3）測定装置   

a．全β放射能   

b．γ線核種分析  

c．空間線量率  

GM式全β自動測定装置：アロカ JDC－163型  
G e半導体検出器： ORTE C GEM－1518O P  
波高分析装置 ： SEKO EG＆G MCA－7800型  
モニタリングポスト： アロカ MAR－15  
シンチレーション式サーベイメータ： アロカ T C S－151  

（4）調査結果   

a．全β放射能調査   

b．γ線核種分析調査   

c．空間線量率調査  

定時降水中の全β放射能調査結果を表－1に示した。  

測定結果を表－2に示した。  

削定結果を表－3に示した。  

3．結 語   

平成2年皮の千葉県における調査結果は、環境試料中の放射能及び空間放射線圭率ともに異常値は認め   

られなかった。  
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表－1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  
採取  

降水量  放射能濃度（Bq／£）  月間降下量  

年月  （m¶）  （MBq／血2）  

測定数   最低嘩   最高値   

平成2年 4月  

5月  

6月  

7月  

8月  

9月  

10月  151．0   10   N．D   N．D   N．D   

11月  212．4   6   N．D   N．D   N．D   

12月   98．5   4   N．D   N．D   N．D   

平成3年 1月   7 6．5   5   N．D   N．D   N．D   

2月   61．3   2   N．D   N．D   N．D   

3月  16 3．9   11   N．D   N．D   N．D   

年  間  値  763．6   3 8   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の値  

ー138－   



真一2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  
採取  1さ7cs  前年度ままで   その他の検出された  

試 料 名   採取場所  体  過去3年間の値    人工放射性核種   単 位  
年月  

数                      最低値   最高値  最低値  最高値   

大気浮遊 し ん   市原市  2．12－3．3  8  軋D   軋D  爪Bq／mニミ   

降下物  市原市  Z．1〔ト3．3  ロ  Ⅳ．D   0．Og  M8q／km2   

上水 源 水  木更津市  HZ．12   N．D  
使  

蛇口水  市原市  打2．12   軋D  
水  mBq／夏  

淡 水  

2．7  Bq／kg乾土  
0－5c汀l  市原市  ⅠⅠ3．3   

土  MBq／km2  

壌  1．3  Bq／kg乾土  
5－20cm  市原市  H3．3   

MBq／上m2   

精米  千薫  H2．9   N．D  8q／kg精米   

野  千葉市  H2．11   軋D  

Bq／kg生  
菜   Ⅳ．D  

茶  Bq／kg乾物   

牛乳  八街町  H3，3   N．D  Bq／9   

淡水産生物  Bq／kg生   

市原市  H2．11   0．077  

日常食  Bq／人・日  
千倉町  H2．11   0．880  

海7k  市原市  王柑．1   軋D  摘q／月   

海底土  市原市  H8．1   4．4  Bq／kg乾土   

海  九十九望町  H3．3   0．10  
産  

生  
物   8qハg生  
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真一3 空間放射線圭率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h又はcps〉    サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成 2年  4 月  

5 月  

6 月  

7 月  

8 月  

9 月  

10 月  5 8   

11 月  61   

12 月   9．4  19．6  10．2   5 6   

平成 8年 1 月   9．6  13．2  10．2   5 6   

2 月   9．4  13．4  10．1   5 7   

3 月   9．4  16．1  10．3   61   

年  間  値  9．4  19．6  10．2   51一－61   

前年度までの過去3年間の値  
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Ⅰ全ベータ放射能調査結束  

枚  前年度まで過去3年間の侶  

試 料 名  採破場所  採取年月   体  単 位  

歎   最低情   最高頒   

大気浮遊じん  mBq／m】   

降下物  新宿区  H．2ノ04一｝3／03    N．D   N．D   N．D   凡8q／Kポ   

陸  N．D   N．D   N．D   

舵口水  葛飾区  02／06，02／12  凹  N．D   N．D   N．D   N．8  Bq／2  

水   淡 水  

0－5cm   葛飾区  02／08   0．42  0．32   0．42  Bq／g範士  

土  29，000  28，400   27，000   MBq／Ⅹポ  

額  0．60  0．30   0，56  Bq／g乾土  

17，000  86，000   40，700   HBq／Kd   

精 米  新宿区  02ノ10   0．025  0．020   0．058  8q／g滞米   

野  新宿区  02／11   0．081  0．055   0．226  Bq／g生  

菜                     荘毒草  新宿区  02／11  ロ  0．211    0．16  0．23   
茶  Bq／g生   

牛  八丈島  02／05，02／08  

02／12，03／02  6  四   49   Bq／月  

乳  新宿区  02／08，03／02   

淡水産生物  Bq／g生   

日常食  新宿区  02／6， 02／12  ロ  田   58   23   Bq／人・日  

八丈島  02／7， 02／12   

海水  mBq／g   

海底土  Bq／g乾土   

樗  三宅鳥  02／10   0．088  0．098   0．109   

産  Bq／g生  

生  

物   

Ⅱ 大型水盤による月間降下物試料及び建時降水試料中の全β放射能蹄査結果  

降水の売時採取 （建時降水）  大型水盤による降下物  

採 

降水量  月間降下量  

年月  MBq／Ⅹポ   MBq／Kd  

（m爪）  

平成元年  4月  130．4   N．D   N．D   N．D   N．D   

5月   59．7   N．D   N．D   N．D   N．D   

6月   57．9   6  N．D   N．D   N．D   M．D   

7月   94．1   8  N．D   N．D   N．D   N．D   

8月  163．8   N．D   N．D   N．D   M．D   

9月  315．5   8  N．D   N．D   N．D   N．D   

10月   149．7   N．D   N．D   N．D   N．D   

11月  284．7   8  N．D   N．D   N．D   N．D   

12月   41．2   Ⅳ．D   N．D   N．D   N．D   
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平成3年 1月   50．3   5  N．D   N．D   N．D   N．D   

2月   80．3   N．D   N．D   N．D   N．D   

3月   158．0   9  N．D   N．D   N．D   N．D   

年 間 侶   1585．8  79  N．D   N．D   N．DγN．D   N．D′〉N．D   

前年度まで3年間の価  296  N．D   N．D  N．D～N．D   N．D′｝41   

Ⅲ放射化学分析結果  

試 料 名  採取年月  検体数   90Sr  lコ了Cs  位  

最低偲  最高僧  過去の価  最低個  最高偲  過去の惜   

降下物  2／4～3／3  HBq／Kポ   

陸水（上 水）  2／8，2／12   8q／£   

0－ 5cm  2／8   Bq／g章乞土  

土  HBq／Kポ  

壌  Bq／g乾土  

HBq／Kポ   

穀類 滞 米    2／10   Bq／g精米   

野 菜  2／11   Bq／g生   

茶  Bq／g生   

2／5，2／8  

牛 乳  2／12，3／2  8  Bq／9   

2／8，3／2  

淡水産生物  Bq／g生   

日常食  2／8～2／1   Bq／人・日   

海水  0  mBq／史   

海  2／10   

産  8q／g生  

生  

物   

Ⅳ牛乳申の18tI分析結果  

採取場所   八丈島  新 鱒  八丈島  八丈島  新 宿  八丈島  す年度まで3年間のイ   

採取年月日   H．2／05  H．2／08  H．2／08  H．2／11  H．3／02  H．3／02  最低個  最高侶   

放射能濃度く8q／月）  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   ‖．D   N．D   
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出掛こよる核種分析測定憫査結果  

前年度まで  

換  137cs  過去3年間の偲   の他の検出された  

試 料 名  採取場所  採敢年月   体  人工放射性核種  単 位  

数                    最低  最高価  最低個  最高値   

大気浮遊じん  血8q／㌦   

降下物  新宿区  H．2／04′〉3／03    M．D   N．D   N．D   N．D  HBq／Xd   

陸  N．D  

蛇口水  葛飾区  02／06，02／12  田  M．D   N．D   N．D   N．D  mBq／£  

水   淡 水  

0－ 5cm  葛飾区  02／08   1．07  2．81  Bq／kg範士  

土  72．7  178  HBq／Ⅹd  

壌  1．35  Bq／kg乾土  

263  MBq／Xポ   

滞 米  新宿区  02／10   N．D  H．D  Bq／kg精米   

野  新宿区  02／11   N．D  N．D  Bq／Kg生  

葉   新宿区  02／11   N．D  

茶  Bq／Kg乾物   

牛  八丈島  02／05，02／08  

02／12，03／02    N．D   0．2g  0．33  0．98  Bq／ク  

乳  新宿区  02／08 03／02   

淡水産生物  Bq／Kg生   

日常食  新宿区  02／08，02／12  4  0．02嫡  0．0878  0．05  Bq／人・日  

八丈島  02／07，02／12   

海 水  mBq／月   

海底土  Bq／Kg乾土   

海  三宅島  02／10   0．169  

産  Bq／Kg生  

生  

物   

Ⅵ ウラン分析結果  

試料名  採職場所  採取年月 日  ウラン濃度   過去の植   単位   

河川水  〟g／史   

海水  

土壌  

河鹿土  mg／kg乾  

海底土  

海産生物  mg／kg生  
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Ⅶ 空間放射線羞率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ （nGy／h）  

測  定  年  月  最低値  最高値  平均値   八丈島   新宿区   

平 成 元 年  4月  31．9   45．0   

5月  37．2   61．9   

6月  37．2   72．7   

7月  34．7   64．6   

8月  34．8   79．0   

9月  34．4   65．7   

10月  37．6   62．3  

11月  38．7   75．8   

12月  34．8   71．2   

平 成 2 年   1月  51．8   67．5   

2月   14．0   19．0   14．5   4．1．4   68．0   

3月   14．0   18．0   14．7   35．4   57．3   

年 間 碓   14．0   19．0   14．8  31；9 ～ 51．8  45．0 ′・■ 79．0   

前年度までの過去3年間の侶  38．1 ′〉 84■．3  39．2 ′｝ 59．9   
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Ⅵ－14 神奈ノIl県峯こおlナ．る放射骨巨鍋査  

1990年度  

神奈川県衛生研究所  

d、山包博 高城袴之 飯島育代 桑原千雅子  

1．雑書1990年真に神奈川県内において行った放射能濃度，空間放射線羞率及び核燃料  

加工工葛周辺のウラン濃度の調査結展を報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象 定時降水，月間降下物，上水，日常食，牛乳，野菜，海水魚，海水，海底土  

等について放射能濃度，県内2箇所における空間放射線真率測憤及び河川水，河底土，海  

水，海底土，海産物，土壌についてウラン濃度の調査を行った．  

（2）測定方法 全ベータ放射能剥定並びに核種分析及び空間放射線羞率測定は放射能調査委  

託実施計画書（平成2年度）に準じて行った．ウラン分析は，河川水，海水はウランを水  

酸化アルミニウムで共沈捕集した．沈殿を希硝酸で溶解し，酢酸エチルで抽出後，アルカ   

リ融解し，固体けい光光度法により定量した．土壌は105℃で乾燥後0．297mmのふるいを通  

過したものを，河底土，海底土は0．297mmのふるいを通した後，凍結乾燥したものを試料と  

し，硝酸により抽出した．抽出溶液を河川水等と同様に分析した．  

（3）測定装置   

①全ベータ放射能剥走：ニュークレアス製システム5000計数装置   

⑧核種分析：アップテック社製Ge検出希をニュークリア・データ社製ND－88波高分析器に接続  

して測定した．   

⑧空間放射線豊串測定：アロカ製TCS－121C型シンチレーションサーベイメータ  

（4）調査結果   

①雨水 全ベータ放射鴨は検出されなかった．   

②牛乳申の131I131Ⅰは検出されなかった．   

③核種分析   

137csの測定結果は次の通りであった．   

（a）降下物 12試料申8試料から検出きれた．  

（b）土壌 0～5cm及び5～20c皿層の濃度は50Bq／kg範士及び24Bq／kg乾土であった．  

（c）海底土 4．5Bq／kg乾土であった．  

（d）食品  9試料申年乳，日常食，魚（あじ）の5試料から検出された．  

（e）その他の試料は全て不検出であった．   

⑥空間放射線真申測定48～59nGy／hの範囲であった．   

⑧ウラン 義Ⅳに測定結束を示した．  

3．結語 本年度の各試料中の放射能濃度は昨年度と同様のレベルであり，全体的に減少傾向   

を示していた．ウラン濃度については河川水，河鹿土，土壌等いずれも天然に存在するレ  

ベルであった．  
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Ⅰ 定時降水試料申の全ベータ放射能鍋査結果  

陣 水 の 定 時 採 取（定時降水）  大型水準による陣下物  
採取  

陣水量  放射能濃度（Bq／1）  
年月  月間棒下量  

（mm）  最高値   （MBq／km2）   （MBq／km2）  

1990年 4月  288．3   10   ND   ND   ND  

5月  122．5   8   

6月  127．2   11   〝   〝  

7月  127．3   7   〝   

8月  147．7   4   〃   

9月  248．6   10   〝   

10月  343．9   10   

11月  213．4   6   〝  

工2月  140．4   6   〝   〝  

1991年 1月  82．1   5   〃   〝   

2月  78．4   4   〝  

3月  157．3   12   〝   

年 間 侶   2047．1   93   〝   

前年度までの過去3年間の僧  ND   ND   ⅣD   ND   
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Ⅱ 牛乳申のlラlI分析結果  

採 取 場 所  ＃沢市  藤沢市  ＃沢市  藤沢市  ＃沢市  藤沢市  前年まで過去3年間の僧   

採 取 年月 日  90．5．23  90．7．17  90．g．20  90．11．21  91．1．17  91．3．20  最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／1）   ND   ND   ND   ND   ND   ⅣD   
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出掛こよる核種分析測定所査結果  

採  前年度まで過去  
137cs  3年間の偲  その他の検出された  

試 料 名   採取場所   瀬  人工放射性核種   単．位  

月   

大気浮遊じん  横浜市  4′｝3    ND  ND  ND  ND  mBq／m3   

降 下 物  〝   毎月    ND  0．32  ND   0．31  【Bq／km2   

陸  
m8q／1  

水   蛇口水  横浜市  ロ  田  ロ   〝   〝  

50  58  Bq／kg乾土  
土  8  

1300  1500  1700  MBq／km2  

場   20  Bq／kg範士  

5′・■20c血  〝   

2500  1500  1gOO  MBq／km2   

精  米  〃   ND  ND  8q／kg滞米   

野  〝   3  0．02  

Bq／kg生  

菜   〝  〝  〝   ND  

牛  乳   横浜市  9，3  田  ロ  0．03  ロ   0．1  8q／1   

平塚市  7，12  田  ND  0．08  0．07  0．14  
日 常 食  Bq／人・日  

横浜市  8，12  田  0．04  0．07  

海  水   横須賀市  g    ND  ND  Bq／1   

海 底 土  〝   9    4．5  3．3  23  Bq／kg範士   

海  0．2  0．35  
産  

生  bq／kg生  
物   
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Ⅳ ウラン分析結果  

試 料 名  採取場所   採取年月   ウラン濃度   過去の価   単 位   

河 川 水  横須賀市  90／9，10，91／2   0．4 ～ 0．7  ND ■〉1．8   

〝g／1   

浄  水   〃   91／2，3   2．8 ′｝ 3．0  1．7 ～ 3．3   

土   壌   90／10，91／1   0．1′｝ 0．7  0．1へ′1．5   

河 底 土   〝   mg／kg乾土        90／8，9，10，12，91／2  0．2 ～ 2．0  0．1～・2．2   

海 底 土   〝   91／2，3   0．8 ′－1．4  0．3 ′〉1．1   

海産生物   〝   91／2，3   0．01′、一 0．02  0．01～ 0．03  mg／kg生   
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Ⅴ 空間放射線羞率測尭結果  

モニタリングポスト（ops）  サーベイメータ（nGy／h）  

測定年月日  
最低僧  最高値  平均俺   横 浜 市   横 須 賀 市   

1990年 4月  49   57   

5月  48   5（；   

6月  53   56   

7月  51   54   

8月  53   59   

9月  53   54   

10月  51   54   

11月  5 7   57   

12月  55   54   

1991年 1月  50   55   

2月  51   52   

3月  54   54   

詔■■■帖■■■馴  48・～57   52～59   

5．5～8．7（〝R／h）  5．8～7．2（〝R／h）  

前年までの過去3年間の僧  

50～54（nGy／h）  50～57（nGy／h）   
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Ⅵ－15  新潟県‡こおらナる放易寸骨詮調査  

新潟県術塵公害研究所  

諏訪 成雄、皆川 意、田連 東和、殿内 垂政、清鳥 達雄  

大高 敏裕、米田 和広、上村 桂   

1 諸   富   

前年度に引き続き、平成2年度に実施した科学技術庁委託の環境放射能水準網査及び県が実施した原子   

力発電所周辺の環境放射線監視網査の概要を朝告する。  

2 ■調査研究の概要  

（1）調査 対 象  

科学技術庁委託の環境放射能水準網査は、降水、大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、精米、野菜  

牛乳、淡水産生物、日常食、海水、海底土、海産生物、空間線量率を対象とした。  

原子力発電所周辺の環境放射線監視網査は、空間線真率、積算線量、大気浮遊じん、降下物、陸水、  

土壌、農産物、畜産物、海水、海底土、海産物、指標生物を対象とした。  

（2）測定 方 法  

拭料の採取、前処理、鋼製及び測定は、科学技術庁絹の各種放射能測定法シリーズ、 「放射能測定  

鋼査委託実施計画書（平成2年度）」及び「柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視網査年度計画  

書（平成2年虔）」に基づいて行った。  

（3）測 定 機 器  

ア 全ベータ   ・自動サンプルチェンジャー付きGM計数装置：アロカ社製JDC∬153  

放射能 ・低バックグランドGM計数去置：アロカ社製L8C－481  

イ 核種分析   ・高純度Ge半導体検出器付き16kch波高分析装置：キャンベラ社製HP－Ge検出  

器－シリーズ85  

・低′ヾツクダランド液体シンチレーシ曹ンカウンター；アロカ社製L5C－L81  

・低パックグランドGM計数装置：アロカ社製LBC－481  

・シリコン半導体検出器付き8kch波高分析装置：セイコーEG＆G社製MCA7800  

ウ 空間繰圭率 ・侶線真率珊定器：DBM方式2〝¢×2”貼‖Tl）シンチレーション検出器  

・モニタリングポスト：アロカ社製 MAR－11  

・シンチレーションサーベイメータ：アロカ社製 TCS－121C  

ユ 積算線量   ・松下電器産業社製TLD素子 UD－200S  

（4）網査結 果  

表1に環境紙料の全ベータ放射能の珊定結果を示す。  

表2に定時降水の全ベータ放射能の測定結果を示す。  

表3に原子力発電所周辺の低級呈率測定器による空間線量率の測定結果を示す。  

表4にTL工）による積算線圭の測定結果を示す。  

表5に新潟でのモニタリングポスト及びサーベイメータによる空間線圭率の珊定結果を示す。  

表6に環境試料の放射化学分析結果を示す。  

表7に環境拭料の接種分析結果を示す。  

3 結   語   

平成2年其の網査結果からは、一部の拭料から過去の橡実験等の影響によるものと判断される人工放  

射性接種が検出されたが、これらはいずれも棲めて低い値であり、異常値は絃められなかった。  
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表1 環境試料中の全ベータ放射能鋼査結果（原子力発電所周辺監視網査）  

拭 科 名   採取場所  採取年月  検体赦  放射能濃度（含K）   前年度㍍3年間の健   単  位       最低値  最高値  最低値  最高値   

陸  
●刈羽村  H2．6，飢12  

H3．3   12   120   ＊   

田  mBq／戚  
水   H2．6，12   

精 米   椚針刈羽村  H2．10   Bq／転生   

H2．4，7，10  
原 乳   柏崎市  H3．1   46   41 Bq／β   

松 葉   柏崎市   H2．7，11   98   8q／転生   

海 水   東雲哲持近  H2．5，10   89  MBq／彪  

（注）＊は枚出限界以下  

表2  定時降水拭料中の全ベータ放射能網査結果（環境放射能水準調査）  

放射能濃度（Bq／β）  

採取年月  馴恩      憫欝忘声    測定数  最低値  最高値   

H2年4月   86．01  ＊   1．7   22   

5月   56．64  ＊   0．49   2．2   

6月   110．84  ＊   0．84   19   

7月   54．93  ＊   ＊   ＊   

8月   63．98  ＊   0．32   2．3   

9月   72．74  ＊   ＊   ＊   

10月   91．16  ＊   0．90   13   

11月   155．63  ＊   1．4   25   

12月   142．81  ＊   1．1   65   

H3年1月   86．30  ＊   0．43   18－   

2月   89．81  ＊   2．3   

3月   47，00  ＊  ＊   

年 闇 値  1，057．85  ＊   2．3   190   

善悪菅払  15・望紋69  6～17   
＊   2．5   ＊～120  

（注）＊は検出間界以下   

表3 低級真率測定器による空間線豊率  
（原子力発電所周辺監視網査）  

（単位：nGy／h）  

衷4 積算線量（原子力発電所周辺監視網査）  

（単位；mGy／91Eり  

四半期  弟1  弟］  第Ⅲ  第Ⅳ  年間   
閲定地点  四半期  四半期  四半期  四半期  積算繰雇   

監横網査地域  0．12  0．12  0．12  0．13  0．49   

対照地点  0．13  0．14  0．14  0．12  0．53   

測定地点  平均植  最高債  最低個   

拍縞市街局      26   

荒 浜 局    110  25   

下高町 局    115  

刈 羽 局    110  柑   

勝 山 局    98  18   

宮 川 局  38    27   

西 山 局    116  23  

（注）1年間積算線量の単位は、MGy／365日  
2 測定地点数は、監視網査地域19か所、対照地点5か所  
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表5  空間放射線呈率珊定結果（環境放射能水準調査）  

モ ニ タリ ン グ ポ スト（cps）    サーベイメータ  

珊定年月               最 低 植  最 高 健  平 均 値   （nGy／h）   

H2年4月   15．3   17．9   15．9   

5月   15．1   16．4   15．6   

6月   15．4   16．8   16，0   46   

7月   15．4   16．6   15．9   50   

8月   15．6   16．8   16．1   

9月   15．5   16．9   16．1   50   

10月   15．5   16．9   16．0   49   

11月   15．5   19．4   16．3   

12月   15．3   19．2   16．5   

H3年1月   13．9   19．8   16．4   50   

2月   12．4   17．5   15．6   

3月   14．3   17．1   15．8   

年 間 健   12．4   19．8   16．0   49   

25．9   15．5～16．8   
藍●萱i甜＝二   

13．6  44～58   

（注）湘定場所は新潟市  

表6－1放射化学分析結果（叩Sr）（原子力発電所周辺監視網査）  

拭 科 名  採 取 場 所  採取年月  検体数  最 低 値  最 高 植  過去3年の値  単  位   

精 米  椚蒔●刈羽村  H2．10   3   0．013   
0.015 

0．017   o．023  Bq／転生   

大根（板）  刈羽村   H2．11   0．078   0．094  0．10～0．25  8q／短生   

H2．4，7，10  0．024   
贋 乳  柏崎市  H3．1   4   0．021   0．033  ～0．059  Bq／‘   

旦類（Jiイ）  西山町   H2．5   ＊   ＊   ＊   Bq膏g生   

当番島物  放水口付近  H2．5，10   4   

0．089   
0．079   0．099  ～0．21  Bq／転生   

（注）＊は検出限界以下  

表6－2 放射化学分析結果（3H）（原子力発電所周辺監視珊査）  

拭 科 名   採 取 場 所  採取年月   検体数  最 低 値  最 高 横  過去3年の借  単  位   

陸  12   ＊   1．4   ＊～1．6   

水   H2．6，12  ＊   1．0   
8q／g  

＊～1．2   

海 水   薮栗吾持近  H2．5，10  ＊   0．92   ＊   Bq／β   

（注）＊は検出限界以下   

表6－3 放射化学分析結果（字3，◆＝Opu）（原子力発電所周辺監視網査）  

試 料 名  採 取 場 所  採取年月  検体数  最 低 借  最 高 値  過去3年の植  単  位   

浮遊じん  刈羽村   H2．7，H3．1  2   ＊   ＊   ＊   Bq／d   

降 下 物  刈羽柑   H2．7，H3．1  2   ＊   0．00061  ＊～0．040  Bq／d   

海 底 土  放水口付近  H2．5，10   0．12   0．22  0．12～8．22  Bq／短乾   

（注）＊は検出職界以下  
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表7－1ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定綿査結果（原子力発電所周辺監視網査）  

試 料 名   採 取 場 所  採取年月  琵  137cs   前開脚轟   兢   
単  位  

大気浮遊以   柏崎市・刈羽村  毎月   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／ポ   

降 下 物   柏崎市・刈羽村  毎月   ＊  0．34  ＊   0．70  Bq／ポ   

陸  
上 水  醤鰐●刈 

羽村  月2，6，9，12  
H3．3   ＊  0．0033  ＊  0．0037  

＊   ＊   ＊  
Bq／戚  

水  H2．6，12    ＊  

壷  0～5  C爪  柏崎市・刈羽村  H2．7，11  田  3．9  田  2．9   Bq／kg乾   

精 米   寓語宕●刈羽柑   H2．10   3  ＊  0．072  0．041  0．14  Bq／kg生   

大根（根）   刈羽村   H2．11   2  0．060  0．060  ＊   0．28  Bq／kg生   

大根（葉）   刈羽村   H2．11   0．26  0．62  0．18  0．56  Bq／kg生   

キャベツ   刈羽柑   H2．11   田  ＊  0．1云  ＊   0．23  Bq／kg生   

田  原 乳  柏崎市   
酎7・10   

＊  0．47  ＊   1．1  Bq／g   

松 葉   柏崎市   H2．7，11  4  0．18  0．36  0．18  0．59  Bq／kg生   

海 水   鍍管鮎   H2．5，10  田  ＊  0．0040  ＊  0．0074  Bq／戚   

海底土   喪栗開近   H2．5，10  8  ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg乾   

カレイ  柏崎市   H2．5   0．12  0．12  0．080  0．20  Bq／k生  

マダイ  柏崎市   H2．7   0．20  0．20  0．24  0．37  Bq／kg生  

海   H2．9   0．18  0．18  0．19  0．27  8q／転生  

産  
バイ  柏崎市   H2．5   ＊   ＊   ＊   ＊  8q／kg生  

生  H2．5   ＊   ＊   ＊   ＊  8q／kg生  

物 
テンゲサ  柏崎市   H2．6   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／短生  

ホンダワラ  鮎嵩付近   H2．5，10，12 H3．3   12  ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／短生   

（注）主 墜讐霞岩音れなかったことを示す  
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表7－2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析湘定調査結果（環境放射能水準珊査）  

I37cs  

拭 科 名   採 取 場 所  採取年月  窪     前謂窟漂壷   ≡萱・蔓藁葺筆写  単  位       最低値  最高個  最低値  最高億   
大気浮遊仇   新潟市   毎月   4  ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／ポ   

降 下 物   新潟市   毎月   ＊  ＊   ＊  0．39  Bq／d   

陸  H2．6，12  2  ＊   ＊   ＊   ＊  

水   ＊   

Bq／g  
H2．11   ＊  ＊  8．5E－4  

土  
16   

H2．7   
Bq／短乾  

C爪   1100  1100  890  950  MBq／kd  

7．2  7．2  6．3  6．8  Bq／kg乾  

壌   H2．7   
Cm   1800  1800  1300  1800  MBq／kd   

精 米   巻町・新潟市  H2．10   2  ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／ね生   

大根（根）   新潟市   H2．11   ＊   ＊   ＊  0．031  Bqノ転生   

ホウレン草   新潟市   〃2．6   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／転生   

牛  
H2．5，8，11  
H3．2   4  ＊  0．41  ＊   ＊  Bq／戚  

乳   H2．8，洋3．2  2  ＊   ＊   ＊  0．26  

淡攣押   新潟市   H2．11   0．16  0．16  0．28  0．30  Bq／ね生   

日常食   西川町・柏崎市  H2．6，12  ロ  ＊   ＊   ＊  0．22  Bq／短生   

海 水   新潟港沖   H2．7   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／戚   

海底土   新潟港沖   打2．7   ＊   ＊  2．0  53  8q／短毛   

H2．11   0．16  0．16  0．11  0．12  Bq／短生  

〃2．5   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生  

莞  カレイ  新潟市  H2．5   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／短生   

（注’室；器謂鞘嘉書紀そた羞絹訂 
s  63及びHl年度の植を過去の値とした。   
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Ⅵ－16 富L山県㌍ニ：衰ぎもナ る放身オ命琶真岡査  

富山県公害センター  
久 田 俊 之   

1．緒言  

前年度に引き続垂、平成2年度に実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果   
について報告する。   

2．調査の概要  
（1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、  
野菜（ダイコン、ホウレン草）、牛乳（生産地）、日常食（都市部、農村部）、  
空間線量率   

（2）測定方法  

試料の採取、前処理、調製及び測定は、科学技術庁綱の各放射能測定法シリーズ  

及び『平成2年度放射能測定調査委託実施計画書』に準じて行った。   

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能  
GM計数装置：アロカ製 JD C－163  

イ 核種分析  
G e半導体核種分析装置：検出器 E G＆G ORTEC GEM－20180  

城南分析器 セイコー EG＆G MCA7800  
ウ 空間線量率  

シンチレーシβンサーベイメータ：アロカ製 TC S－131  
モニタリングポスト   ：アロカ製 MAR－11   

（4）調査結果  

表1に降水（定時降水）の全ベータ放射能の測定結果を示す。  
表2に環境試料の核種分析結果を示す。  
表3に空間線量率の測定結果を示す。   

3．結語  

いずれの試料についても、前年度とほぼ同様の結果であり、異常は認められなかった。  
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義一1  降水（定時降水）紙料中の全ベータ放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  
採 取  

降水量  放射能滅度（Bq／1）  月間降下量  
年 月  （HBq／抽象）  

く■＋）                      測定数  最低値  最高値   

平成 2 年 4月  114．2   13   N．D   2．3   21   

5月  121．9   9   N．D   N．D   N．D   

8月  187．9   13   N．D   N．D   N．D   

7月  128．0   8   N・．D   N．D   N．D   

8月  79．8   5   N．0   N．D   N．D   

9月  232．9   13   N．D   N，D   N．D   

10月  223．l   9   N．D   N．D   N．D   

11月  204．7   N．D   2．6   12   

12月  227．8   13   N．0   N．D   N．D   

平成 8 年 1月  245．9   17   N．0   N．D   N．D   

2月  212．0   18   N．D   N．D   N．D   

3月  201．1   N，口   1．9   5．5   

年  間  値  2156．8  140   N．ロ   2．6  N．D・～ 21   

前年度までの過去8年間の値●   335   N．D   4．1   N．D～ 81   

ND：検出されず（計数値がその計数誤差の3倍未満）  の  
＊ ：昭和63年1月から平成2年3月まで値  

表－2   ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  過去の値－   その他の検出された  
試 料 名   採取場所  採取年月   体  人口放射性核種  単 位  

敷  
最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   ／小杉町  毎 月   4  N．D  N．D  出Bq／㌔   

月間降下物  小杉町  毎 月  12  N．D   0．23  N．D   0．48  HBq川月2   

陸水（蛇口水）   小杉町  2．6 2．12  2  N．D  N．D  止8q／l   

19   15  8q／Xg乾土  
土  

1500  960  1100  HBq川q2  

2．3  2．3  3．9  8q／粕乾土  
墳   

410  410  710  MBq／Ⅸm2   

精米  小杉町   2．10   N．8  N．D  Bq／紬精米   

野  0．014  N．D  Bq／Ⅹg生  

葉   0．065  N．D   0．082  Bq川g生   

牛乳  砺波市  2．8 3．2  2  0．10  0．12  N．D   0．13  Bq／1   

日  
常  0．12  Bq／人・日  
食   

ND：検出されず（計数値がその計数誤差の3倍未満）  
＊ ：昭和63年度より測定開始  
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表－3  空間放射線星率測定結果  

モニタリングポスト（cps）■1  サーベイメータ  
測  定  年  月  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成 2 年 ■ 4月   16   2 4   17   61   

5月   15   芦 2   17   5 8   

6月   16   2 2   17   5 8   

7月   18   2 2   17   6 0   

8月   16   21   17   61   

9月   16   2 5   17   6 2   

10月   16   2 4   17   6 2   

11月   16   2 5   18   5 7   

12月   16   3 4   18   6 3   

平成 3 年 1月   13   2 5   1 7 61   

2月   12   2 6   17   6 0   

3月   15   2 2   17   61   

年  間  値  12   3 4   17  57 ～ 63   

過   去  の  値  11   3 6   1855～65・2   
＊1：昭和83年8月より測定開始  
＊2：昭和63年1月から平成2年3月までの値  
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Ⅵ－17 石Jll県書こおiナる放貞寸令旨却司査  

石川県衛生公害研究所  

翫 幹夫  大辻 真紀子  
中谷 光  小森 正樹  

1．緒 言  

前年度に引き椀き、平成2年度に実施した科学技術庁委託放射能調査について報告する。  

2．調査の概要   

（1）網査対象  

降水、降下物、陸水、土壌、日常食、農畜産物、海産生物、空間線量率   

（2）測定方法  

拭料の鋼製および測定は、科学技術庁編「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法   

（昭和54年）」に準じている。   

（8）測定装置  

金ベータ放射能  低バックグラウンド自動測定装置：アロカ製LBC－452U型  

核種分析  Ge半導体検出器：PGT製  
波高分析装置：東芝製Eシリーズシステム  

モニタリングポスト  N81（Tl）シンチレーシ寧ン式モニタリングポスト：アロカ製MAR－11  

サーベイメーター  N8Ⅰ（Tl）シンチレーシ轡ン式サーベイメーター：アロカ製TCS－121C   

（4）調査結果  

降水、降下物については、調査期間の定時採取拭料数は109回であり、放射能レベルは0～   

2＄8H8q／k12と平常値の範囲内である。牛乳中のヨウ素柑‖こついては、全試料（8検体）検出   

限界以下である。空間線量率は、例年とほぼ同程度のレベルを示しており異常値は破められな   

い。   

8．椿 清  

各種試料から異常値は観測きれず前年同様低いレベルである。  
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Ⅳ 牛乳申の151王分析結果  

採 取 場  所  石川県羽咋耶押水町  前年度までの3年間の値   

採 取 年 月 日  H2．8．80  H2．7．20  H2．9．5  H2．1l．18  桐．1．16  打3．＄．12  最低値  最筒億   

放射能濃度（8q／貞）  検出きれず  検出されず  検出されず  検出されず  検出されず  検出されす  

Ⅴ ゲルマヱウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  157c5  過去8年間の値  その他検出  
試 料 名   採取場所  採取年月   体  された人工  

数          放射性核種   

降下物  金沢市三馬   毎月  12  検出されず  0．1¢7  なし  耶q／k錮2   

陸 水  上水蛇口水  金沢市三馬   H2．¢ H2．12  2  検出されず  なし  Bq／見   

50  なし  Bq／kg争乞土  
土  H2．7  

1480  なし  鵬q／h2  

32  なし  8q／kg乾土  
墳   陀．7  

4700  なし  HBq／k用2   

梢米  金沢市三馬   H2．g    検出されず  なし  Bq／短精米   

野  H2．11  ロ  検出されず  なし   
Bq／kg生  

菜   H2．11    検出されず  なし   

牛乳  羽咋耶押水町  HZ．8 帽．2  2  検出きれず  0．21  なし  8q／貞   

金沢市及び  H2．8  

日常食  野々市町、  H2．11  4  0．028   0．091  なし  Bq／人・日   
石川部首野谷村  

海  なし   
産  

生  Bq／短生  
物   
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Ⅶ 空間放射線測定結果  

モニタリングポスト（eps）  サーベイメータ  

測  定  年  月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成2年  4月   16．0   22．5  17．1   71   

5月   18．5   20．5   16．9   70   

8月   16．0   22．5   17．0   69   

7月   18．0   21．5   17．2   75   

8月   16．5   23．0   17．1   72   

9月   18．5   2＄．0   17．1   70   

10月   15．5   22．0   17．1   74   

11月   15．5   28．5   17．8   73   

12月   15．5   39．0   18．4   75   

平成3年 1月   14．5   28．5   17．7   66   

2月   13．5   28．5   17．4   89   

8月   16．0   25．5   17．3   

年  間  値   18．5   39．0   17．3   86一－75   

前年度までの過去8年間の値   i＄・O 85．0   17．2   6る一－78   
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Ⅵ－18 福井県与こおらナる放舅寸令旨網査  

福井県衛生研究所  

長嶋純一 富山 猛  

1． 緒言   
前年にひき続き、福井県が平成2年度に実施した科学技術庁委託の「放射能測定網査」   

の結果について、その概要を報告する。   

2． 調査の概要   
（1）調査対象  

定時降水、降下物、浮遊じん、土壌、陸水、各種食品、空間線量率   
（2）測定方法  

放射能調査委託実施計画書（平成2年度）によった。   
（3）測定装置  

① 全β放射能調査；アロカ TDC－50Ⅰ  
② 核種分析鋼査；HP Ge換出器（相対効率  
⑧ 空間線量率網査；サーベイメータ（アロカ  

モニタリングポスト（ア  
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（4〉 調査結果  

平成2年度の調査結果の概要は、以下のとおりである。なお、網査結果の詳細に  
ついては、別添の表を参照されたい。  
① 定時降水  

平成2年度は、102試料について全β放射能を測定したが、前年と同様に  
大気中での核実験はなく、全てBGレベルであった。  

② 牛乳中の131Ⅰ分析の結果  
前年と同様に大気中での核実験はなく、131Ⅰは検出されなかった。  

⑧ 核種分析網査  
（a）浮遊じん  

3ケ月ごとのコンポジット試料を測定したが、放射能は検出されなかった。  
（b）降下物  

降水（1ケ月間採取）を蒸発乾固した拭料を測定したが、放射能は検出さ  
れなかった。  

（c）陸水  

陸水については、蛇口水と換水（各々100月）を蒸発乾固した試料を測定  
したが、淡水中に137c5がわずかに検出された。  

（d）土壌  

0～5cm及び5～20cmの2層から採取した拭料について測定を行った結果、  
いずれも13Tcsがわずかに検出された。  

（e）食品  

食品については、精米、野菜（大根、ホウレン草）、牛乳、淡水産生物、  
日常食、海産生物について測定を行った結果、牛乳、淡水産生物、日常食、  
海産生物等から137c5がわずかに投出された。  

⑥ 空間線圭率  
空間線呈率の網査結果はモニタリングポスト及びサーベイメータとも従来と  

同程度であった。  
3． 結語  

全β放射能及び空間線量率については、従来と同程度であり、核種分析の結果も  
陸水、土壌及び食品の一部から137c5がわずかに検出されたのみであった。  
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Ⅰ． 定時畔隼水さ式料中の全β放身寸骨ヒ網査繕；果  

放射能機度（Bq／彪）    月間降下量  
採 取 年 月  降水圭  （MBq／昆）  

（れ）           測定数  泉低値  最高値   

平成 2年 4月   126   N．D  N．D   N．D   

2年 5月   161   5  N．D  N．D   N．1）   

2年 6月   209   9  N．D  N．D   N．D   

2年 7月   217   N．D  N．D   N．D   

2年 8月   88   2  N．D  N．D   N．8   

2年 9月   236   9  N．D  N．D N．8   

2年10月   213   9  N．D  N．D   N．D   

2年11月   230   9  N．D  N．D   N．D   

2年12月   221   9  N．D  N．D   N．D   

3年1月   382    Ⅳ．D  N．D   N．D   

3年 2月   211  12  N．D  N．D   N．D   

3年 3月   176   N．D  N．D   N．D   

年  間  横  2，470  102  N．D  N．D   N．D   

前年ままでの過去3年間の倦   300  N．D  4．3  N．D～39   

工Ⅰ． 牛寧L申の131Ⅰ分析邦吉＝果  

採 取 場 所  奥越高原牧場  〝   〝   〝   〟   〝   前年度ま紬過去3年間の値   

採 取 年 月 日  H．2．5．16  2．6．21  2．7．26  2．8．23  2．9．26  2．10．30  最 低 債  最 高 値   

放射能濃度（恥／戚）  N．D   N．D   軋D   N．D   N．D   N．D   Ⅳ．D   N．D   
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Ⅲ． ケJ’ルマ、＝ニウム半召募体検出暑旨6こよ■る．核種分析測定珊査結果  

汝  
拭 料 名   採 取 場 所  採取年月   体  人工放射性  

赦   

大気浮遊じん   再生研究所屋上  2．4～3．3    N．D  N．D  Ⅳ．D   N．D  mBq／ポ   

降下物  〝   2．4～3．3    N．D  N．D  Ⅳ．0   N．D  MBq／kd   

陸  2．6，12    N．D  N．D  N．D   N．D  
mBq／彪  

水   4．1  2．6   4．1  

6．6  6．6   8．6  Bqルg章乞土  

土  
230  230   380  MBqルd  

2．4  2．3   4．0  Bq／kg乾土  
壌   〝   2．7   

168  590  【8q／kd   

精 米  福井市   2．9      N．D  N．8   N．D  Bq川g精米   

野  2．11      N．D  H．■D   N．D  
Bq／kg生  

菜   2．11      N．D  N．D   N．8  

牛 乳  福井市．勝山市  2．5～3．3    N．D  0．11  N．D   0．14  Bq／β   

湊水産生物   三方町 三方湖  2．12      0．28  0．28   0．39  8qハg生   

福井市   2．7，2．12    0．024  0．054  0．026   0．17  8q／人・日  
日 常 食  

＝■呈   2．7，2．11  2  0．029  0．044  Bq／kg生   

海産生物   三国町   2．11      0．12  0．12   0．19  Bq／kg生   

ⅠⅤ． 空間放男寸繰真率測定邦吉果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  
測 定 年 月 日  

最 低 借  最 高 値  平 均 値  （nGy／h）   

平成 2年 4月   14．9  23．8  16．0   

2年 5月   15．0  22．0  16．0   

2年 6月   15．0  23．0  16．3   

2年 7月   15．0  26．0  ■16．6   61   

2年 8月   15．0  21．5  16．6   63   

2年 9月   15．0  22．3  16．5   56   

2年10月   15．0  23．0  16．5   64   

2年11月   15．0  26．0  16．9   65   

2年12月   15．0  31．0  17．1   65   

3年 1月   13．0  3l．0  16．5   60   

3年 2月   11．5  27．0  16．5   64   

3年 3月   12．5  21．3  15．6   58   

年， 闇  値   12．5  31．0  16．4  56～65   

前年度解物過去3年間の構  11．0  31．8  16．1  46～67   
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Ⅵ－19 山夷墨県己こおらナる放身寸台巨認岡査  

山梨県衛生公害研究所   

小林規雉夫 内田裕之 墳 充紀  

1 緒言  

平成2年度に山梨県で実施した科学技術庁委託の環境放射能調査結果について、その概要  
を和肯する。  

2 調査の概要   

（1〉 調査対象  

降水、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根、ホウレン草）、牛乳、  
日常食及び空間放射線真率  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁縞「全ベータ放射能測定法（1976）」  
「Ge半導体検出器を用いた機器分析法」及び同庁原子力安全局絹「放射能測定調  

査委託実施計画書く平成2年度）」により行った。  

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能  

GM計数装置：Aloka TDC－501型  
イ 核種分析  

Ge半導体核種分析装置：SEIKO EG＆G  
ウ 空間線量率  

シシチトションサーへ“イメータ：Aloka TCS－131型  

モニタリングポスト：Aloka MAR－11型  

く4）調査結果  

定時降水の全ベータ放射能の測定結果を表1に、Ge半群休核種分析装置による  
各種試料の分析結果を表2に、空間放射線量率の測定結果を表3に示した。  

3 結語  

いずれの調査項目においても昨年度とほぼ同レベルにあり、異常な値は認められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水，の 定 時 採 取（定 時 採取）  

降水量  

採取年月  放 射 能 濃度 （Bq／I）    月間降下量  
（mM〉  

くMBq／km2）    測定数  最低値  最高値   

平成2年 4月   52．0   10 N．D   N．D   N．D   

5月   53．0   6   H．D   N．D   N．D   

6月   45．0   8   N．D   N．D   N．D   

7月   68．0   N．D   H．D   N．D   

8月   123．5   5   N．D   H．D   H．D   

9月   314．0   12   H．D   H．D   N．D   

10月   127．0   10   N．D   H．D   H．D   

11月   103．5   6   N．D   N．D   N．D   

12月   10．0   3   N．D   N．D   N．D   

平成3年1月   34．5   2   N．D   N．D   N．D   

2月   45．5   2   N．D   N．D   N．D   

3月   150．0   10   N．D   N．D   N．D   

年 間 値   1，126．0   85   N．D   N．D   N．D～N．D   

前年度までの過去3年間の値   224   N．D   3．6   N．Dへ■426   
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表3 空間放射線童率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測   定   年   月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／11）  

平成2年  4月   15．0   22．0   16．2   66   

5月   15．0   19．5   16．3   59   

6月   15．0   19．0   16．3   57   

7月   15．5   21．0   16．3   58   

8月   15．0   21．0   16．3   61   

9月   15．0   20．0   16．4   59   

10月   15．5  20．0   16．4   66   

11月   15．5   19．0   16．6   55   

12月   15．5   23．5   16．6   59   

平成3年 1月   15．5   20．5   16．6   56   

2月   15．5   19．5   16．6   58   

3月   15．5   20．0   16．6   61   

年  間  値   15．0   23．5   16．4   55・－66   

前年度までの過去3年間の値   14．5   24．0   16．4   54｛〉75   

測定場所：モニタリングポスト 衛生公害研究所屋上  

サーベイメータ  衛生一公害研究所大気汚染測定室横  
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Ⅵ－20長野県における放射能調査  

長野県衛生公専研究所  

原田 勉  内田英夫  

赤岡 輝  水庫英書  

1．緒 言   

前年度に引続き、長野射こおいて平成2年度に実施した科学技術庁委託による  

放射能調査の結果について報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水、大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、農産物、魚頬、  

日常食、空間放射線量率  

（2）測定方法  

試料の調製と測定は科学技揃庁絹「仝ベータ放射能測定法（1976）」、   

「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（1979）」、及び「放射  

能調査委託実施計画書（平成2年度）」により行った。  

（如測定装置  

GI帽十数装置： ALOXA TDC－10う  

Ge半導体検出器： NAIG 王GC－1619S  

シンチレーションサーベイメータ： ALOXA TCS－121C  

（4）調査結果  

定時降水の全β放射能の測定結果を衷Ⅱに、Ge半導体検出器による  

環境試料の核種分析結果を表Ⅴに、また空間放射線真率の測定結果を  

表Ⅶに示した。  

3．結 語   

調査対象の環境試料の全ベータ放射能、核種分析、及び空間放射線皇率の   

測定値は平常時のレベルにあり異常は認められなかった。  
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】全ベータ放射能諷査結果  

放射能強度（含Ⅹ）   前年度まで過去う年間の値  
試 料 名   採取場所  採取年月  検体歎  単 位  

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  曲レm3   

降下物  軌2   

上水 源 水  
陸  

蛇口水  馳ノ／1  

水  

淡 水  

恥／g乾土  
リー うー■  

土  Wb2  

壌  輌乾土  
うー20c■  

軌～   

精米  恥／g精米   

野  

恥互生  
英   

茶  恥ね生   

牛乳  裾l   

淡水産生物  恥／七生   

日常食  帆／人▼日   

消水  政l／l   

海底土  軌／城土   

海  
産  

生  軌生  
物  

降 水 の 定 時 採 ■取 （定時降水）  大型水盤による降下物  
採取  

降水量  月間降下土  
年月  （腫ル／hそ）   （仙川2）  

（闇）  

平成 2年4月  も2．4   9   札p   4．2   

§月  6う．‡   札D   軋D   軋D  

も月  72．7   9   p．D   1．1   

7月  58l．0   札D   札D   札D  

8月  う9．も   札p   N．D   札D  

9月  1チ8．7   8   札D   0．92   

10月  118．8   札D   ¶．D   軋D  

11月  うう．4   y．D   N．D   軋D  

12月  78．5   札D   0．81   7．う  
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平成 3年1月   う5．6   札D   軋D   札D  

2月   60．7   札D   札D   札D  

う月   67．7   8   札D   Ⅳ．D   札D  

年間値1∋75．4  97  札D  4．2  0・一拍  

前年度までの過去う年間の値  札D  4．1  0一－28  

Ⅲ 放射化学分析枯果  

採取  帥Sr  ＝けCs  

試 料 名  検体数  単 位  
年月  最低値  最高値  過去の億  最低値  最高値  過去の値   

降下物  軌2   

陸水（上水）  m】丸／l   

飢／k乾土  

土  
恥l血2  

輌乾土  
壌   

他1バⅦ2   

穀難（精米）  －・－  

′ヽ｝   －－   油槽米   

野菜難  輌生   

茶  輌乾物   

牛乳  恥／1   

淡水産生物  輌生   

日常食  】丸／人・日   

海水  曲レ1   

海  

産  
抽生  

生  

物  

過去の値は、前年度までの過去うケ年間の値．  

Ⅳ 牛乳の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  前年度まで過去さ年間の値   

採取年月日  最低値   最高値   

放射能濃度（馳／1）  
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Ⅴ ゲルマニウム半梯休検出器による核種分析測定銅査結果  

検  
l”Cs  前年度まで過去3年間の値   その他検出さ  

試 料 名    採取場所  採取年月   体  れた人工放射  
性核種   

数  

大気浮遊じん    長野市  2．4・－き．う  4  N．D  軋D   札D   札D  虚町扉   

降下物  長野市  2．4一－う．う    札D  0．11   軋p   0．085  輌2   

上水 源 水  長野市  2．6，3．1  巴  軋D  札D   0．41  
陸  

蛇口水  長野市  2．6．∋．1  6  札p  札D   札D  爪愈ノ1  

水                札D                       札D  

淡 水  諏訪湖  2．12   ガ．D  軋D   0．！1  

47   】丸在g乾土  

0－ らcm  長野市  2．7   
土  1100  780   1800  軌全  

境  う．1  4．う   る．7  輌乾土  
5－20cm  長野市  2．7   

140  410  蜘2   

精米  穂高町  2．10   札D  札D   札D  輌精米   

野  佐久市  2．11   軋D  札D   札D  

払l／k生  
某  0．10  札D   札D  

茶  輌乾物   

牛乳  長野市  2．8．∋．2    札D   札D  札D   札D  恥／1   

淡水産生物    諏訪湖  2．12   0．16  0，050   0．14  恥ルg生   

都市部    長野市  2．6．2．11    札D   軋D  0．070   0．58  
r  帆／人・日  

農村部    真田町他  2．も．2．12    粗か   札D  

渦水  軋／1   

海底土  輌乾土   

海  札D  0．078   0．1う  
産  

生  馳／女g生  
物   

Ⅵ ウラン分析結果  

試 料 名  採取場所  採取年月日  ウラン溝度  過去の債   犀．1比   

河 川 水  

ー  
〟g／l   

紬  水  ーl、l′   －・・－・   

土  壌  一  一、■■   －  

河 鹿 土  ■■■   ～   ●・－   1喀／k範士  

海 底 土  ー   ■ヽ．′   －■■   ■・－   ｛ヽ－  ・■・■－   

一  ■■ヽノ   ー  
海産生物  

ー   ー、l■   －   ー   ′ヽJ   －   

噌／他生  
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Ⅶ 空間放射線量率測定枯果  

モニタリングポスト （nGy／h又はcps）  サーベイメータ  
測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （鵬y／h）   

平成 2 年 4 月  

5 月  

も 月  

7 月  

8 月  

9 月  

10 月  

11月  64   

12 月  

平成 う 年 1月  58   

2 月  

う 月  

年  間  値  う8【－ 70   

前年度までの過去う年間の値  58 へ′ も8   
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Ⅵ－21岐阜県をこ串さナる放射青垣調査  

岐阜県公賓研究所  

具申 文雄  形見 武男  
加藤 邦夫   

1．緒言   
平成2年度に岐阜県において実施した、科学技術庁委託の環境放射能水準綿査の結果に  

ついて報告する。   

2．綿査の概要   
（1）謝査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、韓下物、陸水（蛇口水）、土軋 精米、野菜  
（ダイコン、 ホウレンソウ）、牛乳（生産地）、日常食、垂間線量率  

（2）閻走方法  

試料の調整及び封建は、科学技術庁縞「全ベータ放射能測定法（昭和51年度）」  
「ゲルマニュム半導体検出器を用いた機器分析法（昭和54年度」、及び「平成  

2年度放射能動定調査委託実施計画書」に準じて行った。   

（3）測定装置  

1．全ベータ放射能  
低バックグラウンド自動測建装置：アロカ賽 LBC－452型  

2．核種分析  
Ge半導体核種分析装置；セイコーEG＆G製  

3．空間線量率  
シンチレーションサーベイメーター：アロカ製 TCS－151  
モニタリングポスト；アロカ製 MAR－15  

（4）細萱結果  

表1に降水（建時降水）の牟ベータ放射能の測度結果を示す。  
表2に環境試料の核種分析結束を示す。  
表3に空間線量率の測定結果を示す。   

3．結請   
いずれの試料についても、異常は経められなかった。  
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義一1降水（定時降水）試料申の全ベータ放射能測定結果  

採取年月   降水量  月間降下量  

（mm）   （MBq／Xm2）  

測定数  最低値  最高偲   

平成2年11月  284．0   3   N．D  
12月   47．5   5  N．D  

平成3年1月   68．5   N．D  
2月  110．0   9  N．D  
3月  199．5   N．D  

年間借   709．5   

過去の侶  

和：検出きれず（計数値がその計数誤差の3倍未満）   

義一2 ゲルマニュム半導体検出器による核種分析測定結果  

1”cs  

試科名   採取場所  採取年月   検体数  単位  

最高値  最低僧   

大気浮遊じん   岐阜市  毎月   2  N．D  mBq／m3   

降下物   岐阜市  毎月   5  N．D  凡Bq／km2   

建水（蛇口水）   岐阜市  H．212   1  N．D  mBq／L   
土壌0－5cm  1  14  

99  
5－20¢m  1  9．4  

62  
精米   岐阜市   1   N．D   
野菜（タ“イコン）   噴阜市  打．211   1  N．D  8q／kg生   

（ホウレンソウ）   岐阜市  H．211   1  N．D  Bq／kg生   

お茶   白川町  H．2 5   1  N．D  8q／kg生   

牛乳   笠松町  H．212   1  N．D  8q／L   
日常食（都市部）  岐阜市  H．212，H．31   2  0．22  0．21  Bq／人・日   

（農村部）  垂井町他  H．212，H．31   2  0．28  N．D  Bq／人・日   

Np：検出されず  

義一3 壁間線量率測定結果  

測定年月   モニタリングポスト（cps）  サーベイメーター  

最低値 最高値 平均侶   （nGy／h）   

平成2年11月  18．2  22．7   17．7   
12月  16．2  28．8   17．7   80   

平成3年1月  15．5  22．3   17．5   88   
2月  15．5  24．3   17．7   84   
3月  18．2  21．8   17．3   81   

年間億   15．5  28．6  17．8 84～る8   
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Ⅰ 全ベータ放射能調査結果  

放 射 能 強 度（含K）   前年度まで過去3年間の借  

試 料 名  採取場所  採取年月  検体数  単  位  

最低値   最高値   最低値   最高値   

大気浮遊じん  ■Bq／m5   

降下物  MBq／伽之   

上水 源 水  陸  
蛇口水  水  Bq／史  

淡 水  

Bq／g乾土  
土  0－ 5cl  

M8q／‡山2  

Bq／g乾土  
壊  5－20cl  

MBq／伽2   

絹米  Bq／g精米   

野  Bq／g生  

莱   

茶  Bq／g生   

牛乳  8q／史   

淡水産生物  8q／g生   

日常食  Bq／人・日   

海水  由Bq／史   

海底土  Bq／g乾土   

海  産  

生  物  Bq／g生  

Ⅱ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降  水  の  定  時  採  水  大型水盤による降下物  
採  取  

降水皇  
年  月  佃的／Ⅹ■2）   

（l■）  測定数   最低値   最高値   

平成 2年 4 月  212．5   8   ¶．D   軋D  

5 月  223．5   5   y．D   Ⅳ．D  

6 月  21さ．5   8   Ⅳ．D   Ⅳ．D  

7 月  17さ．0   6   Ⅳ．D   軋D  

8月  17さ．5   6   ガ．D   N．D  

9 月  464．0   Ⅳ．D   ¶．D  

10 月  9g．0   9   Ⅳ．D   ¶．D  

11月  264．0   9   Ⅳ．D   軋D  

12 月  51．5   6   Ⅳ．D   軋D  
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平成 3年1月  40．0   4   N．D   Ⅳ．D  

2 月  89．0   3   N．D   Ⅳ．D  

3 月  186．0   Ⅳ．D   Ⅳ．D  

年間億   219g．5   86   軋D   Ⅳ．D  

前年度までの過去3年間の値  封．D   Ⅳ．D  

Ⅲ 放射化学分析結果  

採取  90sr  1＝cs  

試料名  検体敷  単 位  

年月  最低値  最高値  過去の値  最低値  最高侶  過去の値   

降下物  H8q／E霞2   

陸水（上水）  nBq／2   

Bq／陶乾土  
土  

HBq／Ⅹ12  

Bq／冗g乾土  

壌   

HBq川1ま   

穀類（精米）  Bq川g精米   

野菜類  Bq／陶生   

茶  Bq／冨g乾物   

牛乳  Bq／g   

淡水産生物  8q／粕生   

日常食  Bq／人・日   

海水  正Bq／史   

梅  

産  

8q／晦生  

生  

物   

Ⅳ 牛乳中のi51Ⅰ分析結果  

採取場所   御殿場市  同左   同左   同左   同左   同左  前年度まで過去3年間の値   

採取年月日   2．7．17  2．8．21  2．9．12  2．10．11  2．12．5  3．2．5  最 低 値  最 高 値   

放射能濃度（8q／史）  N．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   N．D   N．p   Ⅳ．D   
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

探  検  
取  157cs   前年度まで過去  

試 料 名   採取場所    年  体  3年間の値  

月  
数  

大気浮遊じん   浜岡町  4回／年  4  Ⅳ．D  Ⅳ．D   Ⅳ．D  0．013  tBq／nう 

降下物  静岡市  毎月   12  軋D  0．11  N．D  0．2＄  MBq／kn2   

上水 源水  

陸  
蛇口水  森岡市  6，12   2  Ⅳ．D  Ⅳ．D   N．D  N．D  皿Bq／史  

水  
淡水  

15  14   15  8q／kg乾土  
0－ 5cn  御殿場市  7   

土  580  460  530  HBq／k刀2  

境  7．2  7．0  9．3  おq／kg乾土  

5－20em  御殿場市  7   
1000  950  1500  吊Bq／km2   

精米  静岡市   0．047  Ⅳ．D  軋D  Bq／kg精米   

野  御殿場市  0．065    0．043  0．22  
Bq／kg生  

菜   0，19    0．074  0．10  

磐臼市   5   0．3＄    0．45  1．2  Bq／kg乾物  

茶  
修善寺町  5   0．95     1．9  4．0   

牛乳  静岡市  8，2   2  Ⅳ．D  N．D   Ⅳ．D  軋D  Bq／£   

淡水産生物  8q／厘生   

静岡市  6，11   2  0．06g  0．075  0．11  0．56  Bq／人・日  

白常食  

浜岡町  9，2   2  0．049  0．054  

梅水  ■Bq／史   

海底土  Bq／kg乾土   

海産生物  

（あじ）   静岡市   0．18    0．14  0．25  
Bq／厘生   

Ⅵ ウラン分析結果  

拭科名  採取場所  採取年月日  ウラン濃度  過去の値   単  位   

河川水  
〟g／史   

海 水  

土 塊  

河鹿土  l帽／kg乾土  

海底土  

海産生物  1g／kg生   
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Ⅶ 空間放射線線量率測定結果  

モニタリングポスト（CpS）  サーベイメータ  
測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成 2年 4 月   11．4   15．4   12．4   66   

5 月   11．4   17．0   12．4   64   

6 月   11．2   15．3   12．4   65   

7 月   11．5   15．2   12．5   60   

8 月   11．5   29．3   12．6   62   

9 月   11．5   18．5   12．6   64   

10 月   11．7   15．き   12．6   64   

11月   11．7   18．7   12．7   62   

12 月   11．6   18．2   12．8   63   

平成 3年 1月   11．8   15．5   12，8   64   

2 月   11．5   16．6   12．7   64   

3 月   11．5   16．7   12．7   64   

年  間  債   11．2   29．3   12．6   60 ～ 66   

前年度までの過去3年間の値  11．3   23．0   12，7   50．5－67．0   
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Ⅵ－23 愛矢口県乙こおらナる放身寸台巨調査  

愛知県衛生研究所   

大沼章子 佐藤克彦  山田直樹  
青山 幹 富田伴一 茶谷邦男  

1緒言  
愛知県は科学技術庁の委託により、昭和35年度より核実験等によるフォールアウト   

調査を実施してきたが、昭和62年度より原子力発電所等の周辺県として「環境放射能水   

準調査」を実施することになった。ここでは平成2年度の放射能調査結果について報告す   

る。なお、平成2年度より、農村部における日常食のゲルマニウム半導体検出器による核   

種分析とモニタリングポストによる空間放射線塁奉の連続監視も開始した。  

2 調査の概要  
（1）調査対象  

降水〈定時採取）、降下物（大型水盤）、大気浮遊じん、上水、土壌、穀類（精米〉  

野菜、牛乳、日常食、梅水、海底土、滴産生物、空間放射線真率等、合計157件。  
（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、「放射能測定調査委託実施計画書」による科学技術庁の指  

示に従った。全β放射能測定は科学技術庁縞「全ベータ放射能測定法（1976））」  
放射化学分析は同措「放射性セシウム分析法（1976）」、同縞「放射性ストロンチ  
ウム分析法（1983）」、核種分析は同繍「ゲルマニウム半導体検出器を用いた横器  
分析法（1979）」、固定式連続モニタによる空間放射線量率の測定は同拓「連続モ  
ニタによる環境γ線測定法（1982）」に従った。  

（3）測定装置  

GM自動測定装置   

低バックグラウンド自動測定装置  

ゲルマニウム半導体核種分析装置  

ALOKA製 丁工）C－501、SC－702、  

GM－2503E‡  

ALOKA製 LBC－451  
CANBERRA製  

CC2520－7915－30、  

MCAシリーズ35プラス  

ALOKA製 TCS－121C  シンチレーションサーベイメーター  

モニタリングポスト  ： ALOKA製 MAR－15、ND－106  

（4）調査結果   

1）全β放射能  

測定結果を表Ⅰに示した。定時降水中の全β放射能は90回の測定においてすべて  

検出きれなかった。   

2）放射化学分析  

測定結果を蓑Ⅲに示した。このうち降下物による98sr，137c sの年間降下垂は  
0．66MBq／km2、0．24MBq／km2であった。   

3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析  

測定結果を表皿こ示した。137csは土喋（0－5cm）、日常食（郡市郎〉、締  
底土に検出されたが、その他の人工放射性核種はいずれの試料にも検出されなかった   

4）空間放射線圭車  

名古屋市内の定点（北区辻町愛知衡研南東）で毎月測定した結果を表Ⅳに示した。  

平均値ば83．5nGy／h、変動係数は2．6gであった。   

結語   

いずれの調査項目においても、特に異常は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射舌芝田査結果  

降 水 の 定 時 宗 鞍 （定 時 持 水）  
採取  

放  射  値  漉  度 （8q／史）    月間降下量  

年月   く仰）  

い㈹抽～）     測定穀 H   最低値 H  最 高 値   

2年 4月  10了．7   7   N．D．   H・D・l…・   

5月   6   N．D．   H．D．   H．D．   

6月  128．2   H．D．   H．D．   H．D．   

7月  178．1   H．D．   H．D．   N．．   

∂月   73．3   4   〃．D．   N．D．   H．D．   

9月  521．6   H．D．   H．D．   N．D．   

10月  柑1．5   9   H．D．   涙．D．   N．D．   

11月  197．2   9   H．D．   N．D，   H．D．   

12月   22．2   3   H．D．   N．D．   N．D．   

3年1月  由．3   6   N．D．   〃．8．   N．8．   

2月   72．8   5   H．D．  N．D．  H．D．  

3月  】91．1   8   H．D．   N．D，   N．D．   

年  間  憤  柑64．6   90   H．D．   H．D．   H．D．   

前年度までの退去3年間の値   264  H．D．   3．6   N．D．一－ 62．9   

衰Ⅲ 放射化学分析諸果  

検  9esr  Il†由  

試 料 名  採取年月    体  
単位  

撥  最低値  ！  

ぎ  

降 下 物  2．4～3．3   12   N．D．  0．1ユ   N．D．・～ 0．30   H．D．  0．2月   N．D．～0．30  

l J  

陸水（上水〉   n 2．6，】2  N．D．  H．D．  N．D．～0．引  

‡   

牛  乳  2．8，3．2    2    0．022  0．朗5   

退去の値は、前年度までの過去3ケ年間の鱈。  
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蓑Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器によろ核種分析測定調査結果  

数  

大気浮蓮じん   名古屋市北区  2．4－ 3．3  ロ  H．D．  H．D．  N．D．   H．D．  椚8q／何3   

降  下  物   名古屋市北区  2．4－ 3．3  12  H．D．  H．D．  H．D．   0．柑  日日q／血2   

陸  卜Bq′史  

水   0．54  

3．1   4．3  的／kg乾土  
土  ロ  q．8  

330  210   300  HBq／k打12  

H．D．   l．】  Bq／kg轄土  
壊   ロ  N．D．  

H．D．  H．D一  250  M8q／k㌔   

精  米   名古屋市北区  2．12   H．D．  H．D．   H．D．  軸／k革帯米   

翠  H．D．  N．D．  

H．D．  H．D．  
8q／柏里  

菜   

牛  根  攫美郡田原町  2．5  l      N．D．  〃・D・  18qノク   

名古屋市   2．6，11  2  H．D．  0．OS4  N．D．   0．094  
日  常  食  8。／人・日  

摘要如鳳来町   
2．6，‖  2  H．D．  H．D．  

樽  水   伊勢湾小韓谷沖  2．了   H．D．  N．D．   H．D．  n8q／2   

締  庶  土   伊勢湾小錦谷沖  2．7   1 1．6   4．8  8q／k名手乞土   

0．12  0．0079  0一】2  田  
H．D．   N．D H．D．  的／kg生  

物   生  

‡1検体数がユの試料については最低値の柵に測定値記載．  
‡2 昭和62年1】月以降の測定値について記載．  

衰Ⅳ 空間放射線重串測定結果  

平成 2年 4月        83．5  t     5月        82．7  6月        84．3  7月  n    l           l  87．4   
8月  84．3   

l ‖  9月   78．3   

】0月  84．5   

1ユ月   モ氾．3  

】2月  別．6   

3年 】月   Fj＋ヰ   

2月   15．4  19．5    16t4 82・2  

3月  】5．6 H  】9．7    胴■ぎ 83・8   

年   間   埴   】5．q  】9．7    】6・48・3－87・4   

前年度までの過去3年間の偵  臥8－108・8   
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Ⅵ－24 三重鼎lこおlナる放射骨巨開査  

三重県衛生研究所  

尾連俊之 冨森聴子 橋爪 清  

1 緒言   

三重県では，昭和63年度より科学技術庁の委託による環境放射能調査を行な  

っている．今回は平成2年度に実施した調査についての概要を報告する．  

2 調査の概要   

（1）調査対象   

降水の全β放射能，大気浮遊じん，降下物，土軋陸水（上水），牛乳，精米，   

野菜類（大根，ほうれん革），日常食及び茶の核種分析．サーベイメータ及び  

モニタリングポストによる空間線量串の測定．   

（2）珊定方法   

試料採取，前処理，全β放射能，γ操核種分析及び空間線量率の測定は，科学   

技術庁編「費墳試料採取法（S58）」，「全ベータ放射能測定法（S51）J及び平成2   

年度放射能測定調査委託実施計画書に従った．   

（3）測定装置  

GM計数装置：アロカGM自動測定装置TDC－511，SC－756B  

Ge半導体検出器：NAIG－EシリーズMCA，SLD－4  

NaIシンチレーションサーベイメータ：アロカTCS－131  

モニタリングポスト；アロカMAR－11   

（4）調査結果   

全β放射能測定結果は表正に，γ線核種分析相乗は表Ⅴに，車間線量串の測定   

結果は表Ⅶに示した．  

3緒南   

本調査は3年度目になるが，前年度とほぼ同程度の億を示し，特に異常な値は  

経められなかった．  
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口 大型水盤による月間降下物試料及び定時性水試料申の全β放射能調査緒果  

採取  降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

陣量  放射能濃度（Bq／1）  月間降下圭  月間降下量  

年月   （匹）   珊定数  三二汀周拒  最高値   （HBq／撼）   （MBq／は）   

平成2年 4月   90．3   10   ND   ND   ND  

5月   62．6   ND   ND   ⅣD  

6月  136．3   8   ⅣD   ND   ⅣD  

7月  235．4   8   ⅣD   ⅣD   ⅣD  

8月   90．4   g   ND   ND   ⅣD  

9月  612．6   9   ND   ND   ND  

10月  190．5   ND   ND   ND  

11月  391．7   g   ND   ND   ND  

12月   20．5   ND   ND   ND  

平成3年 1月   54．2   ND   ND   ND  

2月   70．2   5   ND   ND   ND  

3月  291．8   9   ND   ⅣD   ND  

年 間 値   2246．5   ND   ND   N工）  

前年度まで過去2年間の億   四   ND   ND   ND  

Ⅶ 空間放射線皇率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  
最低億   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成 2年  4月   13．Z   18．0   14．3   41．8   

5月   13．2   16．8   14．3   41．8   

6月   12．9   17．1   14．3   44．4   

7月   ユ3．2   】8．6   14．5   41．8   

8月   13．2   16．5   14．5   45．2   

9月   13．2   23．1   14．7   51．3   

10月   13．2   1！事．2   14．6   53．1   

11月   13．2   18．6   14．7   52．2   

12月   13．5   20．7   14．5   5（〉．5   

平成 8年 1月   13．5   18．0   14．5   51．3   

2月   13．5   18．9   14．7   53．9   

3月   12．9   18．6   14．8   50．3   

年  間  惜 12．9   23．1   14．5   41．8 ～ 53．9   

前年度まで過去2年間の鎮   12．g   20．4   14．4   34．g ｛′ 47．2   
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出寿による核種分析測定調査摘果  

採  前年度まで  その他の  

試科名   採取場所  取  1＝cs  過去2年間の値    検出された  単位  

年  人工放射性核種  

月   最低値   最高値  最低値  最高値   

H2．4  
気浮遊じ   浄市 桜橋  4  ND  ND   ND   ND  力8q／ポ   

・・一日3．3  

H2．4  
降下物   津市 桜橋  12 ND 0．202  ND   0．192  MBq／k一正  

・〉H3．3   

水原水  

〃2．6  

鳩目  津市 桜橋  ND  ND   ND   ND  m8q／扱  

H2．12   

淡水  

1．48  ND   2．96  8q／k乾土  
0－5cm  津市 巣町  打2．7  ロ  

127  ND   173  HBq／krば  

ND  ⅣD   ND  8q／k乾土  
5－20αl  浮薄 巣町  H2．7  口  

ND  ND   ND  MBq／kポ   

精  米   松坂市  H2．10  ロ   ND  ND   ⅣD  8q／也精米  

大 根  多気郡明和町  H2．11  ND  ND   0．01g  
Bqノ短生  

H2．11   ND  ⅣD   0．030  

大台町  
茶  0．186  0．22Z   0．181  2．75  Bq／也乾物   

亀山市   

打2．8  

牛乳   余部大内山村  ND   ND  ND   ND  Bq／戚   

H3．2   

淡水産生物  Bq／k生   

津市  
日常食  打2．il  ⅣD  0．113   0．025  0．1Zl  8q／人・日   

尾鷲市   

海水  ロ8q／超  

蒋底土  軸／短乾土  

恥／転生  
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Ⅵ－25 滋姦賀県iこ おIナ る 放射青垣鯛査  

滋賀県衛生環境センター  

畑中 稔  井上舶宏  

松 井 由廣  岡本茂胤  

1．緒 書  

蔚年にひき観き、滋賀県が平成2年度に実施した科学技術庁委託の環境放射   

能水準綿査の精巣について、その概要を報告する。  

2．調査の概要   

（1）掬査対象  

走時陣水、時下物、大気浮遊じん、陸水（上水・蛇口水）、農召＝藍物（精  

米、大根 ホウレン草、腐乱）、日常食（都市部、農村部）、土壌、空間線  

量率を対象とした。  

（2）測定方法  

試料採取、前処理、全ベータ利達、核種分析および壁間線真申の利殖は、  

科学技術庁のマニュアルおよび平成2年度放射能測定調査費耽美施計画書  

より行なった。  

（3）測定装置  

GM計数装置（ALOKA製 JDい163）  

G e半導体機種分析装置（ORTEC GEH・15180，SE川07800）  

サーベイメータ（ALOKA製 TCS・151）  

モニタリングポスト（ALOKA製 MARt15）  

（4）調査結果  

表－1に定時降水の全ベータ、義一2にゲルマごウム半導体検出器による核種  

分析測建前査結束を示した。表・3に大津市における空間放射線皇串測走措果  

を示した。  

3．結 締  

食べータ放射能、空間放射線皇串については異常債は稼められず、γ線核種   

分析において日常食および土壌から1S7c sがわずかに検出されたが、特に異   

常催は払められなかった。  
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義一1 走時降水試料申の全β放射能謝査措呆  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  
採取  

放射能濃度（Bq／1）  月間降下皇  月間降下量  
年月   

測走散  最低価  最高僧   （MBq／伽g）  （MBq／Km2）  

平成2年4月  102．8   7   MD   ND   ND  

5月  173．7   る   ND   ND   ND  

6月  142．8   g   ND   ND   ND  

7月  228．8   9   ⅣD   2．9   8．2  

8月   8．1   ND   ND   ND  

9月  344．8   10   ND   ND   NtI  

10月  21g．1   8   ND   ND   ND  

11月  139．0   7   ND   ND   ND  

12月   85．2   ND   ND   ND  

平成3年1月   42．2   ⅣD   2．4   10．8  

2月   78．2   ND   パD   ND  

3月  237．7   9   ND   1．3 ．   5．9  

年 間 値  1801．8   84   ⅣD   2．9   冊′〉10．8  

前年度までの過去6ケ月  
間の億  42   ND   3．8   MD′〉10．0  
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義一2  ゲルマニウム半導体検出掛こよる核種分析測定所査結果  

検  前年度までの過  
137cs  

試 科 名   採取場所  採取年月   体  去6カ月間の佃  単  位  

数  

大気浮遊じん   大津市  廿2．4～H3．3    MD  ND  ND  ND  n8q／m3   

降下物  大津市  H2．4′｝H3．3    ND  ND  ND  MD  M8q／Km2   

上水 源水  
陵  

蛾口水  大津市  H2．6，H2．12  田  MD  ND  ND  ND  
水  

mBq／1  

淡 水  

2．0  10．2  Bq／Kg乾土  
土  

128．8  809．4  糟Bq／Kn2  

畿   ㈹  2．由  8q／柁乾土  
5－20c円  野洲町  H2．7   

ND  418．5  MBq／Km2   

精米  志賀町  H2．g   ND  ND  8q川g精米   

野  安凱Il町  H2．11   ND  
Bq／化生  

兼   MD  ND  

茶  Bq／Kg乾物   

牛乳  日野町  H2．8，H3．2  田  ND  lⅧ  ND  ND  8q／1   

淡水産物  8q川g生   

都市部   大津市  H2．8，HZ．12  田  0．05  0．08  0．04  0．12  
Bq／人・日  

義一3  空間放射線真申測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメーター  
測 定 年 月 日  

最 低 値  最 高 値  平 均 値  （nGy／h）   

平成2年 4月   13．0   20．8   13．7   60．9   

5月   12．9   17．9   13．8   82．4   

8月   12．8   18．9   13．7   88．0   

7月   12．g   17．3   13．8   81．2   

8月   13．0   16．0   13．8   85．0   

9月   13．0   17．5   13．8   84．8   

10月   13．0   18．7   13．9   58．8   

11月   13．1   18．2   14．1   67．5   

12月   13．1   28．9   14．0   85．7   

平成3年1月   13．1   17．5   13．8   68．4   

2月   13．0   20．1   14．0   65．1   

3月   11．2   19．1   13．9   83．3   

年  間  債  11．2   28．9   13．9   83．9   

前年度jでの過去相月間の債  13．0   24．2   13．8   58．1′・■84．5   
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Ⅵ－26 京者ロメ符をこお手ナーる放射■骨巨調査  

京都府衡生公害研究所  

藤波直人・洩連哲也・辻厚男・都築英明・江阪忍  

1 緒 書   

京都府では、前年度に引き続き科学技術庁垂附こよる環境放射能水準調査及び放射線監視交付金  

による高浜発電所周辺の環境放射能翻意を行ったので、その概要を朝告する。   

2 蹄査の概要  

（1）調査対象  

（7）環境放射能水準銅査   

喪間線量率、浮遊じん、降下物（薙時採水及び月間雨水）、上水（源水及び蛇口水）、淡水、農  

畜水産物（茶、米、大根、ほうれん革、牛乳、ふな、きば）、土壌、日常食  

（イ）高浜発電所周辺の環境放射能調査   

空間線豊率、積算練乳浮遊じん、降下物、陸水（源水及び河川水）、陸士、農畜産物（米、大  
根、ほうれん草、高菜、みかん、牛乳）、指標植物（松葉、よもぎ）、海産生物（めばる、きぎえ、  

なまこ、わかめ、ほんだわら）、海底沈積物、海水  

（2）測走方法   

試料の開封及び測定方法は、科学技術庁縮『全ベータ放射能測建法』、『ゲルマニウム半導体検  
出熊を用いた横幕分析法』、『トリチウム分析法』、『ストロンチウム分析法』等に準じた『京都  

府環境放射能測定法（改訂Ⅶ）』によった。  

（3）湘痙装置   

測定機＃は、表1のとおりである。  

（4）桐査結果   

表Ⅰ～Ⅴに謝査緒東を示す。  

（ア）環境放射能水準謝査   

降水を除く環境試料は、昭和63年度からゲルマニウム半導体検出捌こよる核種分析柵査を行って  

いる。日常食、茶及びさばにl門Csが従来の測定侶と同程度舐められた。  

（イ）高浜発電所周辺の環境放射能調査   

今年度の調査緒異では、松葉に…csを検出したが、これは、ソ連チェルノブイル原子力発電所事  

故に由来したものと考えられる。その他、検出きれた核種は、3H及び長半減期の137cs、98srであつ  

た。  

3 枯 柑   

前年度には検出したソ連チェルノブイル原子力発電所事故由来の核稀もほとんど検出しなくなり、  

事故以前のレベルに戻りつつあると思われる。  

－191－   



表1 測定機器  

蜜間線量率   
モニ州け、ホ●スト：DBM方式NaI（Tl）シンルーシヨン検出器  

放射能水準綱査：NaI（Tl）シンルーシヨンサイtイメータ   

空間積算繰羞  熟蛍光線量計 ■TLD素子（CaSOd：Tm）   

がンマ線放出核種  ケ’、ルーニケム半導体検出器   

トリチウム   液体シンルーシヨン計数装置   

全へ、’一夕放射能   
G川計数装置  

7■ラ評・ブタシツルーション検出帝   

全アル〃放射能  
モニ州ツタ、Ⅷ●スト  

ZnS（Ag）シソルーシヨン検出器   

ストロンチウム  低ハt’フタタ、、卵ンド放射能測定装置   

Ⅰ建時採水試料申の全ベータ放射能鯛査結兵  

Ⅱ 放射化学分析結果  

試料名  位  採取地点 草位   
碑月日  Sr・90濃度  瞥書聞の侶毒   

よもぎ   葉   2．5．22  710 ± 31  i700 卓mBq′kg●生  

2．10．24  1600 ± 51  00  
j560～l l▼▼ 

●●●  

Ⅲ 牛乳申のⅠ－131分析結果  

過去3年間の値（Bq／L）   

度  N．D．1 N．D．   
京都市  ， 女親市  

N．D．  N．D．  ！ N．D．1 N．D．   
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Ⅴ 壁間放射線真率即建結束  
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Ⅵ－27 大l坂好守lこおlナる放身寸脅巨象岡査  

大阪府立公衆衛生研究所  

田村 幸子  渡辺 功  

布浦 雅子  

大阪府における平成2年反故射能調査結果について報告する。粥査は、  

定時降水について全ベータ放射能測定、その他の試料についてほ、ゲルマ  

ニウム半導体検出器による131Ⅰ、1＝C s及び＝Kの測定を行った。また  

モニタリングポスト及びシンチレーションサーベイメーターによる笠間焼  

量率測定を行った。なお、分析碍総事業の測定（標準試料：寒天・牛乳一  

揆擬土壌、分割拭朋：土壌・牛乳・ダイコン）も行った。  

1 緒 言  

2 調査の概要   

（1）調査対象  大気浮遊じん、降水（定時）、降下物、上水（原水・蛇口水）、  

土壌、精米、野菜（タマネギ・ダイコン・ホウレンソウ・キャベツ）、  

牛乳（原乳・市販乳）、日常食、海水、海底土、海産生物（サバ）の各種  

試料及び空間線t串測定（モニタリングポスト：1地点、シンチレーショ  

ンサーベイメーター：5地点）である。測定件数、合計539件．  

（2）測定方法  放射能測定掛査委託実儲計帝書に準じて行った。  

（う）瀾定装置  GM計数装置：アロカ製TDC－501型  

ゲルマニウム半導体検出器：ナイーグ；IGC－1619S型  

モニタリングポスト：アロカ製MAR－11型  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ製TCS－151型  

（4）調査結果  定時降水の全ベータ放射能淵定結果（6時間債）を表Ⅱに示す．  

異常値は踏められなかった。lきlI、lき7C s及び＝Kの測定結果を表Ⅴに  

示す。平成2年6月及び12月採取の原水及び平成2年12月採取の蛇口  

水にt＝Ⅰを検出した（0．4～1．4れBq／L）。その他の拭料に異常値は経めら  

れなかった。モニタリングポスト及びシンチレーションサーベイメーター  

による空間線量串測定結果を表Ⅶに示す。異常値ほ踏められなかった。   

3 括 詩  大阪府における放射能調査儲牒は、昨年度とほぼ同様の結果であり、異  

常値は組められなかった．昨年度に続き今年度も原水（淀川）中に、また  

今年度初めて蛇口水（淀川水系）申に若干の＝lIを検出したが、いずれ  

も債は低く、飲料水の摂取制限に閲する指標の約1／10Sのレベルであっ  

た。  
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Ⅴ ダルマニュウム半導体検出暑馴こよる核種分析測定鋼査枯臭  

検  
＝‖cs  前年度まで  その他の  

試 料 名   採取場所  採厭年月   体  過去3年向のせ◆    検出された  単位  
人工放射性核種  

数                    最低せ  最高儀  最低儀  最高せ   

大気汗通じん   大阪市  2．4・－う．，  田  抑   m）   阿）   抑  適正㌔   

降下物  大阪市  2．4へ・3．う    村D   0．05‘  m）   0．09）  甚助／h2   

隆  m   】Ⅷ   0．∋2  191Ⅰ：0．4．1．2  嘘扉1  

水   抑   冊   m  tal】：1．4   嘘扉1  

5．8  う．5  ■恥他庵土  
0－5c■  大阪市  2．7   

288  晰k感  

う．5  も．8  ゎ地場龍土  
5－20仁王  同上場所  2．7   

もう0  旺馳／kポ  

米   大阪市  2．11   0．078  冊   抑  恥他州米   

大 根  大砺市  2．11   0．058  】Ⅷ   0．017  
野  

ホウレン草  大阪市  2・11   汁D  ⅣD   椚）  

菜  ㈹  】冊   恥  
B正也生  

キャベツ  熊取町  う．1   ポD  抑   聞  

原 乳   能勢町  2．5・－う．1  4  和   ⅣD   和）   ml  
BVl  

乳                        市脚L   大阪市  2．8，う．l  ロ  】冊   m）   m）   ND  

寝屋川市  2．も，う．12  ロ  0．045  0．047  0．07  0．104  B¢人・日  

日常食  
大破市  2．6，う，12    0．0う6  0．0う9  B正人・日   

海水  大阪港  2，8   抑  冊   抑  虚q／1   

海底土  大阪港  2．8   7．8  】Ⅷ   4．6  ；・ こ三・   

海  大腋市  2．11   0．22  0．18  0．2う  
産  

生  
物   

恥他生  

＊：昭和63年皮下半期からの慮  
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Ⅶ 空同放射壌土串測定梼黒  

モニタリングポスト（CPS）  サーベイメータ（nGy／h）  

測 定 年 月  
最低儀  最高せ  平均値  当所中産  大阪城公園  熊取町3地点   

平成2年 4月   12．9   1丁．5   1）．7   9も．2  （川．0   

同  5月   12．5   17．7   13．る   91．1  62．9   

岡   6月   12．7   17．う   1う．7   94．9  帥．1   

同   7月   12．7   1も．7   13．7   90．9  ち9．2  50．8・－的．9   

同   8月   12．5   17．8   1∋．丁   94．0  67．6   

同   9月   1う．0   1（l．0   1う．8   10る  69．8   

同 10月   12．7   18．7   1∋．9   104  砧．き   

同 11月   1う．0   18．2   14．0   104  も4．5   

同 12月   1う．0   22．5   1う，9   92．1  61．う   

平成3年1月   1う．0   17．0   1う．8   10う  ‖．も  ぅ4，9～87．6   

同   2月   1ち．0   18．う   1ち．9   95．1  もう．4   

同   3月   13．0   18．7   1う．8   97．7  も8．4   

年 間 唐   12．5   22．5   1！．8   90．9・－106   59．2～も9．8   50，8～67．6   

前年度までの  
過去3年間の鎮  12．8   23．9   14．1   94．4・－10ら  ら0．3・－8D．0   
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Ⅲ 定時降水中の全β放射能調査括果  

降 水 の 定 時 採 取  （定時降水）  
採取  

降水▲  放射能濃度（Bq／1）  月間  
年月  降下土  

（■1）  測定数  最低儀   最高値   （HBq／k12）  

平成 2年4 月   94   8   ポD   ガ♪   FD   

同  5 月   162   ポカ   ∬D   ポD   

同  6 月   157   ⅣD   Ⅳ♪   ポD   

同  7 月   182   ND   1．1   4．ち   

同  8月   4   ポD   ポD   ⅣD   

同  9 月   ∋92   Nか   ND   

同 10 月   2る5   州D   ポD   FD   

岡 11月   1∋2   N♪   FD   ∬D   

同 12 月   も0   ND   ポD   ⅣD   

平成 3年1月   ち8   ポD   ∬D   

同  2 月   N♪   ⅣD   ND   

同  3 月   159   ⅣD   ND   FD   

年  同  債   172う   88   Ⅳ♪   1．1   ⅣD 一、 4．5   

前年度までの過去3年間の債  259   ND   う．5   ND 一－ 57   
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Ⅵ－28 兵庫県fこお（ナる放貞寸肯巨言周査  

兵庫県立衛生研究所  

璃村公郎 寺西 清  

1．緒言   

前年にひき続き．平成2年度に兵庫県が実施した科学技術庁委託による放   

射能測定調査結果について報告する．  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時採取した降水，大型水盤【こよる降下軌 大気浮遊塵．上水（蛇口水）  

土鳩．日常食，牛乳（生産地），野菜（生産地）．米（生産地，消費地）  

海産生物（いかなご．生産地），空間線量率  

（2）調査方法  

試料の前処理．全ベータ放射能測定および核種分析は，主として科学技  

術庁のマニュアルに従って行った．  

（3）測定機器  

アロカ L B C452  

富士電気 N H S710  

日木原子力事業 高純度ゲルマニウム半導体γ線波高分析装置  

3． 調査結果  

表1に示すように．定時採附こよる降水の全ベータ放射能の測定値につい  

ては平成元年とほぼ変わらず特に異常値は認められない．  

ゲルマニウム半導体γ緑波高分析装置を用いた－3，I．－37cs，40Kの測定  

値を表2に示す．全ての試料についてt31】は検出されなかった．－37c＄に  

ついては，平成元年度に比べて全ての試料において減少する傾向がみら  

れた．さらに全ての試料について40Kは前年度と比較して特に変化は認め  

られなかった．空間綿量率については表3に示すように過去3年間の備が  

大きくぼらついたが．これは平成元年に厚さ1mmの鉛吸収体を交換したこ  

とが原因であり，交換後の空間線量率と平成2年の空間線量率の差は認め  

られなっかた．モニリングポストは平成3年1月から測定を開始した．  
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表1定時採取による降水の全ベータ放射能（神戸市）  

採取   降水量   降水の定時採取（定時降水）  

年月   （mm）  放射能濃度（8q／し）  月間降下土川8q／km2）  

測定敷  最低値   最高値   

1ggO．鋸   gO．3   LTD  LTD   
1ggO．05   1糾．4   LTD  LTD   
1ggO，08   156．8   LTD  LTD   
1ggO．07   177．2   LTD  LTD   
1ggO．08   30．1   LTD  l．08   21．1  
1g90．Og   1g2．8   しTD  しTD  

1g90．10   154．3   LTO  LTD   
柑90．11   銅．】   LTD  LTD   
1990．12   20．0   LTD  LTD   
1991．01   般．2   6   LTD  しTD   

柑91．02   41．5   LTD  LTD   
1ggl．03   107．8   LTD  O．66   2．04  

表2 ゲルマ＝ウム半導体検出器による核種分析測定E周査結果  

試料名  採取場所 採取年月   検体   137c5  過去3年の値   その他検出された  単位  

敷  最低値 最高債 最低値 最高借  人工放射性核種   

大気浮遊塵 神戸市  gO．04－gl．03    LTD  LTD  しTD   LTD  m駒川3   

豊周市  gO．04－gl．03    LTD  LTD  LTD   LTD  m8q川〇   

降下物  神戸市  gO．04－gl．83    LTD  O．072 しTD   O．13  HBq／km2   
蛇口水  神声帯  gO．06，gO．12    LTD  LTD  LTD   LTD  mBq／I   
土橋0－5cM加西市90．07  1  35 3547 74  Bq／kg乾土  

1．6 1．61．73．0  G8q／km2  
土壌5－20¢m加西市・gO．07  4．3 4．33．513  8q／kg奉乞土  

0．420．420．32 1．8  8Bq／km2  
生産地米加西市gO．11  LTD L†D  LTD  8q／kg精米   

消費地米  神戸市  gO．11   LTD  LTD  LTD  Bq／k名指米   

大根  加西市  90．05   LTD  LTD  LTD   O．013  Bq／kg生   

納レン草  加西市  gO．11   し†D  LTO  LTD   しTD  8q／kg生   

牛乳  三原町  90．08．91．02    しTD  しTD  しTD   O．13  的／1   

日常食  加古川市gO．06，90，12   32  67 28 g8  m8q／人日  

浜娠町  

海産生物 明石市 90．04   72 72 36130  mBq／kg生   

表3．  空間放射綿雇率測定結果（神戸市）  

測定年月   モニタリングポスト（cps）   サーベイメータ（n6y／h）  

最低値  最高値  平均値   

1g90．04   
1ggO．05  
柑gO．06  川2   

柑90．07  

柑90．08  

柑90．Og  

柑gO．10  

柑gO．11  

1g90．12  
1g91．01  15．g   柑．1   18．5   
1ggl．02   柑．0   20．3   柑．6   

柑引．03   15．g   21．8   18．7   

年間値   15．9   21．8    柑．8   90－102   
前年度までの過去3年の値  64－g5   
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Ⅵ－29 奈良県Iこお古ナる放射骨旨調査  

奈良県衛生研究所   

岡田 作，城山 二郎  

1．緒  青  

桐年度に引続き、奈良県において平成二年度に実施した科学技術庁委託による環境  

放射能水準調査の楷兼を報告する。  

2．綿査の概要  

（1）洞窟対象  

走時降水の全β放射能。大気浮遊じん，時下物，土壌，陸水，牛乳，精米，野菜類   

日常食及び茶の核種分析。壁間放射線屋渾  

（2）測定方法  

試料の耐処軌全β放射能糾私核種分析及び線真率測定は、科学技術庁の「放射  

能測定調査委祀実施計画書J「全β放射能測定法」「Ge半導体検出帝を用いた機糟  

分析方法」等に従って実施した。  

（3）利達装置  

全β放射能 全βGM自動脚建装置（アロカJDC183型）  

γ核種分析 Ge半導体核種分析装置（東芝N＾IGIGC1619S型）  

空間線豊潤鮎Ⅰ（Tl）シンチレーションサーベイメータ（アロカTCS－151型）  

モニタリングポスト（アロカ 舶臣15型）   

（4）調査結果  

定時降水の全β放射能を表1に示す。全試料申で検出きれなかった。  

γ核種分析による－3Tcs分析結果を表2に示す。降下軌土軋茶，日常食で  

13Tcsが検出された。  

空間放射線羞串は轟3に示す。  

3．楷  紺  

いずれの机査項目においても前年度とほぼ同程度の値を示し、特に異常な雌は強  

められなかった。  
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義1 定時降水試料申の全β放射能鯛査結果  

降水の薙噂採取 （走時降水）  
採  取  

降水尭  放射濃度（nq／1）  月間降下孟  

年  月  （MBq／h2）  

（m）                澗定数  最低値  最高佃   

平成 2年 4月   120．7   10   ND   MD   ND   

5 月   139．0   ND   ND   ND   

8 月   201．2   ND   ND   ND   

7 月   238．7   7   ND   ND   ND   

8 月   88．2   ND   ND   ND   

9 月   418．2   ND   ND   ND   

10 月 222．1   10   ND   Nn   ND   

11月   142．5   8   MD   ND   ND   

12 月   101．5   7   ND   ND   ND   

平成 3年 1月   57．4   6   MD   MD   ND   

2 月   49．8   3   ND   ND   ND   

3 月   229．3   ND   ND   

年  間  偶   1，984．4   92   ND   ND   ND へ′ ND   

前年度までの過去3年間の佃  ND   ND   ND ′｝ ND   
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表2 ゲルマニウム半導体検出掛こよる核種分析測定綱査結果  

換  

＝＝cs  鮒年波までの  

飢 科 名   採取場所  搾取昨月   休  過去3仲川の仰  

人工放射性  

散  

大気浮遊じん   奈良市  2．4～・3．3  ロ  ND   ND   ND  mnq／m3   

降下物  〝   ND   0．11  ND   HBq／h2   

陸水（蛇口水）   奈良市  Z．8，12   2 ND MD   ND   ND  mBq／1   

5．4  5．4  Bq／k乾土  

土  2．7   

363  280  憫q／加2  

索   5．1  5．4  Bq／短靴土  

5 － 20即l   〝   2．7  

59！）  71【）  MDq／h2   

精米  稚躇咋   2．10   1 ND ND   MD   ND  Bq／短冊米   

野  根  檀原市   2．12   1 ND ND   
Bq／他生  

菜   2．1Z  1 ND ND   MD  

茶  奈良市   2．6   0．31  0．87  0．81  0．81  Bq／短托物   

牛乳  大宇陀町  2．8，3．2  田  田   MD   MD   ND  8q／1   

檀原市  2．8，11   0．023  0．031   
日常食  0．084  0．084    Bq／人・日  
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義3 全問放射線豊率測定結果  

モニタリングポスト（cps）    サーベイメータ  

潮   走   年   月  

最低僧  最高値  平均佃   （nGy／h）   

平成 2年  4 月   17．8   Z2．3   18．3   58   

5 月   17．8   21．8   18．4   58   

8 月   17．8   20．9   18．3   57   

7 月   17．8   22．5   18．5   57   

8 月   17．7   23．1   18．4   

9 月   17．8   22．5   18．8   

10 月   17．9   22．8   18．8   57   

11月   17．9   Z2．1   18．7   59   

12 月   17．7   28．4   18．5   62   

申成 3年 1月   17．8   21．1   18．4   83   

2 月   17．g   22．8   18．5   65   

3月   18．0   19．5   18．8   β7   

年  間  価  17．8   28．4   18．4   58 ′｝ 87   

前年度までの過去3年間の価  17．2   2a．0   18．4  
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Ⅵ－30 手口歌山県乙こおGナる放身寸台巨ま珂査  

和歌山県衛生公害研究センター  

内田勝三 有本光良 畠中哲也   
角田町代 専仙文男 宮本邦彦  

1． 緒  首  

前年度に引き続き、平成2年度科学技術庁委託による放射能測定結果について相告する。   

2． 調 査 の 概 要  

（1）調査対象  

降水（全β測定）、大気浮遊塵、降下物、蛇口水、日常食、土壌、各種食品（牛乳、ハクサイ、大   

根、アジ、米〉の核種分析、および空間線豊率測定を行っセ。  

（2）測定方法  

試料の調製およU絹咤〕引去ほ昭和58年席料学ほ術庁綿「環境試料採取法」、昭和51年鹿改訂  

「全β放射能測定法」、昭和54年度「（コe半導体検出器を剛、た機器分析法」に従った。   

（3〉測定装置  

Ge半導体検出器（米国キャンベラ社製 PLtJS－35シリーズ型）  
低ハ∴ソクグランド全β放射能測定装置（アロカ社製 い∋C－452U型）   

†■緑シンチレーションサーベイメータ（アロカ社製 T（：S－131型）  
モニタリングポスト（アロカ社製ト1AR－11型）  

（4〉調査結果  

表1に定時降水試料中の全β放射能測定結果を示した。その結果定時降水の全作級別能測定I虐は前   
年度と同程度で異常値は検出されなかった。また衰2に橋場試料中の核種分析についてトゲルマニウ   
ム半導体検出器により測定した結果．降下物．陸水．士風 日常食．魚規で137C＄が検出されたが、   

平城元年度の全国平均値（平野ら．第32回環鳩放射能調査研究成果論文P5l～P54）と比較すろと降   
下物、陸水．日常食．魚は同程度で．土鳩ほ．平均値より以下であった。空間緑豊率測定結果については．   

蓑3に示した．測定範囲は31～5011（：；y／llであり前年度と同程度であった。   

3． 結 語  

今年度の調査結果は全て異常値ほ検出されなかった。  
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表1定時降水試料中の仝β放射能測定結果  

降水の定時採取（定時挿水）  

採取、年月  降水よ  放射腫瘍磨く8q／り  降下t  

（州）  

（M8q川㌦）    湘定数  最低値  最高値   

平成2年4  58．5   8   ND   ND   

6  158．7  川   H D   2．5   27．0   

8  204．2  13   H D   0．74   3．7   

7  54．1   ND   ND   ND   

8  58．0   ND   ND   N D   

9  294．l   8   MD   N D   ND   

10  164．3   7   巾P   l．5   43   

45．3   3   ND   ND   ND   

12  27．5   ND   0．9   5．2   

平成3年1月  39．0   3   ND   巨3   18．1   

2  20．1   2   ND   l．l   5．2   

3  93．4   T   ND   1．1 24．8  

平均年間悼  HD  l．3  14．5  

前年度までの過  HD  10，5   ㈹一－240   

去3年間の嬉  

表2 ゲルマニウム半洲本検出音別こよる核種分析測定結果  

その他の検出  

試料名  採取場所  採取年月  検体赦   tl？C＄  された人工放  
放射性核種  単 位  

最 低 値  最 高 値   

大気浮遊■   和歌山市  3十月毎  4   ND  れ8q／¶含   

降下物  〝   毎 月  12   皿  0．11  M8q／伽皇   

陸水（蛇口水）  0．5  ¶βqハ   

土  1珊 7   ND  2．5  8q／kg範士  

壌   1弼 7   ND   3．7  8q／kg佗土   

精 米  〝   19911   ND   N D  8q／極生   

野  〝   l抑11   ND   ND  
8q／kg生  

莱   l聞11   ND   N【l  

牛乳（市眼孔）   〝   桝）7 91l  2   ND   HD  軸ハ   

日 常 食   和歌山市  抑¢ 912  2   0．09   0．17  8q／人・日  

舌鹿町  80T 91：i  2   0，08   0．09   

魚翔（アジ）   新宮市  l約12   ND   0．l  8q／Kg生   

－206－   



表3 空間放射線豊率測定結果  

讐  モニタリングポスト  （（：囲  

亡・婁■    †．‡J  u  

妻最低    最高値弄平均値   M  

平成2年4月】13．Ol   14．0  

5  u 13．O120．5‡ l 
l  

u        事 1臥5     川   

7   l：j・O u 18．0†14．f；  n  

13．5 要 用．5   14．f5   50．3  
t  

9   1：）．5   21．0   14ニ7   47．1   

口  u 114．0  l  ‡44．2  
l   

口  1：∋．5  ‖  14．9   42．5  

匹  1：）．5  14．7   購．9   

平成2年           ！1臥Ollノl・8     n   

2   414．0  
l  

142．3  

事  ‡刊・Il   

年間値事l：き．4      1臥9    1 M   

前年度までの過  l  120～（ミ2   

去3年間の値  l  
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Ⅵ－31．鳥 取 県Iこ おiナ．る 放 射 甘巨 柵 査  

鳥取県衛生研究所   
林田博通  今日早苗   
尾田善夫  洞噂和様   

佐＃ 自  

1．緒 舌  
前年度に引き続き鳥取県において、平成2年虔に実施した科学技術  

庁垂託による放射能紳査の結束について報告する。  
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 例年のレベル内で特に変化はみられず引き続き  

る。  
開始したゲルマニュウム半導体検出＃による測定  
比較して特に異常偶は払め られなかった。  
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Ⅰ全ベータ放射能彿査結果  

放射能濃度（含k）   前年度まで過去3年間の価  
試 料 名  採敢場所   採椴年月  検体数  単 位  

最低個  最高債  最低個  最高値   

大気浮慮 じん   鳥取市  毎月4回   48  11   130   5．6  182   皿8q／d   

陸  2．6  
上水 蛇口水  鳥取市  2  ND  ND   ND   ND   Bq／史   

水  12  

1．4  1．2  1．3   Bq／g範士  
土  0－ 5ql  岩美郡国府町  2． 7   1  

87，5gO  H8q／如ヱ           110，100  133，200   

0．8  0．7  1．1   Bq／g乾土  
薫  5－20cm  岩美郡国府町  2． 7   1  

134，100  124，500  170，200  HBq／加2   

野  米子市  2．12   1  0．05  0．05  0．06  8q／基生  

菓   倉音市  2．11   1  0．16  0．11  0．17  Bq／g生   

牛  乳  2．6，8，  
米子市  10，12  7  44．2  53．4  40．8  53．7  8q／史   

3．1，2，3  

日 常 食  鳥取市  1  

8q／人・日   

福部村   1   41．8  73．3  

海  境港市  2．12   1  0．10  0．09  0．1   8q／古生   

産  
生  
物   
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Ⅱ 大型水盤による月間降下物試料應び建時降水試料中の全β放射能調査椅兼  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）     大型水盤による障下物  

採取  

浄水量  放射能濃度（Bq／1）  月間降下皇  

年月  （M8q／加2）   （H8q／h之）  

（■n）  新定数  最低個  盲＝ 主l主   

平成2年 4月  159．6  11   ND   2．1   36．7   26．8   

5月  131．0   7   ND   ⅣD   ND   28．3   

6月   90．7   9   ND   ND   ND   12．6   

7月  156．1   8   ND   ND   ND   13．9   

8月   56．0   1   ND   ND   ND   8．4   

9月  488．3   9   ND   ND   ND   33．3   

10月  231．8  10   ND   ND   ND  

11月  267．3   7   ND   ND   ND  

12月  125．0   9   ND   4．3   83．6  

平成3年 1月  203．5  11   ND   4．6  229．1  

2月  128．2  10   ND   4．5   57．2  

3月  202．5  11   ND   ND   ND  

年間価  2240．0  103   ND   4．6  ND～229  

前年良までの過去8年間の債   420   ND   15．5  ND′〉288  ND～75．1   

Ⅲ 牛乳申の131Ⅰ分析頼黒  

採敢場席   米子市  米子市  米子市  米子市  米子市  米子市  米子市  前年度犠で過去3年間の債   

採取年月日   2．8．20  2．8．28  2．10．24  2．12．20  3．1．31  3，2．22  3．3．8  最低債  ニ■二 三．1主   

放射能濃ま（軸／2）  ⅣD  ⅣD   ⅣD  ⅣD  ⅣD  ND  ND   ND   ND   
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Ⅴ 空間放射線豊率測定崩壊  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 走 年 月 日  
最低個   最高億   平均値   （nGy／h）   

平成2年 4 月   14．7  23．0  15．9   88．5   

5 月   14．7  22．7  16．1   82．1   

6 月   14．5  23．7  15．8   81．5   

7 月   13．9  21．3  15．6   82．5   

8 月   13．9  18．8  15．6   78．6   

9 月   13．9  20．8  15．5   75．7   

10月   13．7  20．6  15．3   84．0   

11月   14．0  27．0  15．7   86．4   

12月   13．4  30．6  15．4   88．7   

平成3年 1月   12．9  23．4  15．8   86．5   

2 月   11．8  25．7  15．5   81．7   

3 月   13．5  23．4  15．5   87．9   

年  間  億   11．8  30．6  15．6  75．7～88．7   

前年度までの過去3年間の偲   9．0  33．3  15．7  79．2′〉98．3   
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Ⅳ G8・半導体検出需による榊分析闊査結果  

1日cs  前年よまで  

過去3年間の憾  

試料名  採取場所  採掘年月  特休数  単 位  
最低儀  二J 三こ  ノ1蔓 二  最高憾  

大気浮遊じん   鳥煎市  乎2．10， 3．2  6  ND  I如／d   

降下物  鳥取市  平2．10，11，12  

3．1，2，3   8  ND  0．181  18q／h2   

陸  
上水鈍口水  鳥取市   平 2．12   MD  18q／£   

水  

ND  2．48  Bq／短範士  

土  
MD  180  l的／h2  

MD  2．57  8q／鹿乾土  

壌   
ND  405  H8q／b2   

肯 米  鳥取市   平 2．12   8q／短生   

野  岩美那層憫明  平 2．12   ND  8q／他生  

菜   中 2．11   0．182  Bq／短生   

平2．8，8，10  
牛 乳  米子市  11，12，  7  ND  MD  8q／史   

3．1，2，3  

鳥取市   平 2．12   0．111  0．111  Bq／人・日  

日常食  
福部村   2．12   0．048  0．048  8q／人・日   

清  境港市   平 2．12   0．148  0．148  Bq／他生   

産  
生  

物   
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Ⅵ－32 島根県における放身オ台巨諸岡∃璧  

島根県衛生公害研究所  

藤井幸一、寺井邦雄、江角周一、吉岡勝広  

山本春海、五明田季  

1．緒 言   

平成2年度に島根県が実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果及び原子力   

発電所周辺の環境放射能調査結果の概要を報告する。  

2．調査の方法  

（1）調査対象  

ア．科学技術庁委託環境放射能水準調査  

建時降水、降下物、上水、土壌、精米、野菜、牛乳、日常食、海水魚、空間綿真率  

イ．原子力発電所周辺環境放射能調査  

空間積算綿量、空間線量率、浮遊塵、降下物、陸水（水道原水、戯口水、池水、河  

川水）、海水、植物（松葉）、農畜産物（精米、大根、ほうれん草、キャベツ、茶、  

牛乳）、海産生物（かさご、なまこ、さざえ、むらさきいがい、あらめ、わかめ、  

ほんだわら顆、岩のり）、陸士、海底土  

（2）測定方法   

測定は、r平成2年度放射能測定調査委託実施計画書」、「平成2年鹿島根原子力発   

電所周辺環境放射能等測定計画j 及び科学技術庁絹各種放射能測定法シリーズに準じて   

行った白  

（3）測定装置  

測 定 区 分  使  用  機  着旨   

全 β 放 射 能  低バックグラウンド2打ガスフロー計数装置   

核  ‖sr  

種  ，H  低バックグラウンド液体シンチレーション計数装置  

分  そ の 他  Ge検出器付き400上）チャンネル波高分析装置   

析  

空  緑  モニタリング  ‡原発監視：DBM回路付き 3”¢球形NaI：Tl検出器   

間  委託詞査：1”¢Xl”NaI：Tl検出器  

線  

量   

＊：末次、大芦については、2”×2”¢NaI：Tl検出器  

（4）詞査結果   

ア．全β放射能  

全β放射能の測定は、今年度からは定時降水のみとしたが、前年度と比較して濃度・  

降下量ともわずかに低下が見られた。   

イ．核種分析  

核種分析の結果、ほとんどの環境試料から核実験によるものと思われる13Tc sが  
検出された。また、一部の試料についてはgOs r及びトリチウムの分析も行ったが、  

前年度と同等のレベルであった。191Ⅰはいずれの牛乳からも検出されなかった。   

ウ．空間放射縛  

年間積算線量は、県下で0．455～0．968 mG yであり、平均は0．624mGyであっ  

た。モニタリングポスト及びサーベイメータによる綿真率の測定結果も合わせて前年  

度と同程度であった。  

3．結 語  

平成2年度の島根県下の環境放射能調査結果において、核種分析からは以前の核実  

験の影響が見受けられたが、全体としては前年度と同等のレベルであり、特異な傾向  

は認められなかった。  
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Ⅰ．建時降水試料中の全β放射能調査結果  

採  取  降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  

降水量  放 射 能 濃 度（Bqハ）    月間降下圭  

年  月  （mm）                     （MBq／届）    測 定 数  最 低 値  最高値   

平 成 2 年  4 月 98．9   14  0．35   4．96   

5 月   112．5   9  

6 月   g5．6   

7 月   134．5   7  

8 月   73．5   6  

9 月   221．8   16  

10 月   201．2   

11月   

12 月   73．7   13  0．26   0．73   

平 成 3 年 1月   97．2   20  0．35   3．51   

2 月   134．0   17  0．49   13．39   

3 月   146．7   4  0．31   1．61   

年  間  値   1552．1   141  0．49   － ′・ノ13．39   

前年度までの過去3年間の債  5．541  － ～ 129．50   

ー：検出限界値未満を表す  ＊：2日間分の億  

3月4日～24日は雨水採取装置修理及び試運転のた欠測。  

口．放射化学分析結果  

＝sr  
試  料  名   採 取 年 月  検 体 数  単  位  

降  下  物   90．4－’91．  12  0．123   － ～ 0．139   HBq／届   

土  1．8  1．1～13．0   Bq／kg風範士  

壌  0′、′5αl   ’90．7   116  50～379   HBq／扉   

植物（松葉）  ’90．7   2   0．72  10．2   2．31・～2．35   Bq／kg生   

野   菜   類   ’90．12   0．49  0．08 ′｝1．01   〝   

茶  ’90．5   0．84  1，15 ′｝1．74   

海  水   ’90．4   3   1．3  2．3   2．9 ～6．3   mBq／月   

鴇  0．015  ー ′・ノ0．030   

産  0．029～0．089  

生  0．064   0．098  Bq／kg生  

物   0．042  0．058へノ0．244  

－：検出限界値未満を表す  

Ⅲ．トリチウム分析結果  

トリチウム  
試  料  名  採 取 年 月  検 体 数  単   位  

月 間 降 水  90．4－’91．3  0．48   1．08   0．07 －1．63   8q／kg   

河  川  水  90．8－■91．3  12   0．4g   1．19   0．47 －1．5g   ／／   

表 居 海 水  ’90．4，10  7   0．23   0．57   0．07 － 0．68   

池  水  ’90．6，12  2   0．82   1．12   0．41－1．26   〝   

水 道 源 水  ’90．6，12  5   0．70   1．00   0．78 ～1．g4   〝   

Ⅳ．牛乳申の＝lI分析結果  

斐川町  斐川町  斐川町  斐川町  斐川町  斐川町  鹿 島 町  前年度までの過  

採 取 場 所                     坂 田  坂 田  坂 田  坂 田  坂 田  坂 田  北 清 武  去3年間の借   

採 取 年 月 日  90．5．24  90．7．3  ■90．8．24  90．10．3  90．11．21  91．2．28  90．4．17㌧●91．1．24  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／り  

ー：検出開界値未満を表す  
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Ⅴ．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

＊  採取  ＝＝cs  前年度までの過去  

試 料 名  採取場所  体  3年間の償  された人工  単  位  

年月   

大 気 浮 遊 塵    松江市1  

鹿島町2   0．009  0．005  mBq／ポ   

降   下   物    松江市1   ロ  12  0．130  0．071  冗Bq／ば月   

陸  

浜田市1   1．33  上 水 原 水  松江市2   ’90．6 －90．12  5  
蛇口水  松江市1   〝  3  0．19  0．70  mBq／短  

水  ロ             淡 卒  鹿島町1  ’90．6  1．22  

0′〉  5m  鹿島町3  29．12  1．63  128．76  Bq／鹿・見乾土  

土  三瓶町1  ’90．7  4  MBq／ぱ  

≠：．＝                                              5～2 0印1   8．48  7．46 ～ 9．66  Bq／短・風気土  

〝  1   MBq／扉   

精  米  松江市1  

鹿島町1   0．03  0．19  Bq／鹿・糟米   

大 根（横）  鹿島町2  

野  三瓶町1   0．12  0．20  

ほ う れ ん葺  鹿島町2  ’90．12  2  0．05  0．09  0．15  Bq／短・里  

キ ャ ベ ツ  鹿島町2  

三瓶町1   0．】8  1．44  

茶  鹿島町1  ’90．5  ロ   0．13  0．27  2．00  Bq／ね・生   

鹿島町2  

松  葉     松臼：市1  

三瓶山1  6．87  7．99  Bq／短・生   

隠岐1   

牛  乳    斐川町1  

鹿島町1   Bq／kg・生   

日  常  食    松江市1  

朗、島帥1   0．12  Bq／人日   

海  水    原発沖3  

原発放水口2   mBq／£   

海 底  土    原発沖 3  ’90．4  3  0．84  2．63  Bq／鹿・jほ土   

か  さ  ご   原発沿岸1  

浜田市1  ’90．4  6  0．14  0．16  0．11  0．34  
鴇  0．11  0．02  

岩 の り  

わ か め  0．08  0．06  

産  

－90．12  4  0．12  0．18  0．08  0．24  

原発沿岸3  Bq／短・生  

生  0．14  0．16  

藤根1   

さぎえ（肉）   原発沿岸1  ’90．4  0．05  0．07  

物  〃  ～91．1   0．07  0．11  

＊ 二数字は地点数を表す  －：検虻牒界値兼滴を表す   
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Ⅵ．空間放射線羞率測定結果  

a．水準調査  

モ ニ タリ ン グポスト（cps）  サーベイメ「タ  
測  定  年  月  

最 低 値  最 高 値  平 均 値   （nGy／h）  

平成2年  4月   11．2   18．5   12．4   73．8   

5月   11．1   17．2   12．2   71．4   

6月   11．3   16．2   12．3   68．3   

7月   11．2   17．5   12．4   68．3   

8月   11．4   18．9   12．7   69．7   

9月   11．3   17．7   12．4   67．0   

10月   11．3   19．0   12．6   67．3   

11月   11．3   20．6   12．6   63．4   

12月   11．3   28．5   12．7   68．8   

平成3年  1月   11．3   19．4   12．7   69．5   

2月   10．8   20．7   12．7   72．7   

3月   11．4   17．5   12．6   72．8   

年  間  僧   10．8   28．5   12．5   63．4 ′～ 73．8   

前年度までの過去3年間の億   11．1   28．0   12．6   63．5 ′、・85．7   

b．原発監視モニタリングポスト  単位：nGy／h  

地  点   最 低 値   最 高 値   平 均 値   

酉 浜 佐 陀   43．9   131．7   55．0   

御  津   33．6   122．5   39．0   

古  浦   35．7   116．2   39．5   

片  句   39．5   106．9   44．7   

北  誇  武   32．1   109． 37．0   

佐 陀 本 郷   23．0   114．9   28．5   

末  次   30．3   85．3   36．5   

大  声   32．4   114．1   37．0   

Ⅶ．空間放射線積算線豊  単位：爪Gy／90日  mGy／365日  

地  域  地点数  区  分  第1四半期  第2四半期  第3一四半期  第4四半期  年 間 線 量   

平 均 値  0．149   0．153   0．155   0．159   0．624  

県下全域  36                  最 低 値  0．105   0．108   0．116   0．118   0．455  

最 高 値  0．231   0．234   0．247   0．244   0．968   
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Ⅵ－33  岡山県8こおらナる放身寸烏琶言周査  
岡山県環境保健センター  

杉山広和 清水光郎 片岡敏夫  

道廣憲秀 柚木英二  

1．持 吉   

岡山県内において平成2年度（19g O年4月～1991年3月）に実施した各種環境試料中の  

全ベータ放射能、牛乳中の1ヨ1工および空間培量率、ならびに動燃人形峠事業所周辺で人形峠付  

近を源流とする吉井川流域の河川水中ウランについて調査したので報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象   

大気浮遊じん、降下物、降水（定時降率）、陸水（上卒）、土鳩、農蓄産物（精米、野菜類、牛  

乳）、日常食、海産生物（海水魚）中の食べ一夕放射能、牛乳中の⊥ヨ1Ⅰおよび空間挿量率、な  

らびに河川水中のウランについて調査した。  

（2）測定方法   

各種環境試料の調製および測定方法は、科学技術庁絹「放射能測定調査委託実施計画書」（2年  

度〉および科学技術庁縄「全ベータ放射能測定法」（昭和51年改訂）、「放射性ヨウ素分析法」  

（昭和52年）、「ウラン分析法」（昭和57年）に基づいて行った。  

（3）測定方法  

全ベータ放射能の測定：GMカウンターく富士電挽製NSH－2001型・NGMA1201－  

1およぴアロカ製TDC－501・GM－5004）  

ユ・＝ヨ⊥Ⅰの測定；3”≠×3”NaI（Tl）シンチレ■－ション検出器およぴ512chPHA  

（キャンベラ社製シリーズ35）  

空間線量率の測定：シンチレーションサーベイメータ（アロカ社製TCS121C）  

ウランの測定：分光吸光光度計（島津UV－2100）  

（4）調査結果   

各種頭境試料中の全ベータ放射能、牛乳中の13⊥工分析結果および空間放射線量宰測定結果に  

ついては、いすれも平常値の範囲内であった。   

また、吉井川流域の河川水中ウラン洩度は全地点とも検出下限値未満であった。  

亭．結 語   

岡山県における各種環境試料中の放射能調査を行なったが、本年度も従来とほぼ同程度で異常値  

は琵めらなかった。   

また、動燃人形峠事業所間辺の吉井川流域の河川水中ウランを調査をしたが、全地点とも従来と  

同様償い値であった。  
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Ⅰ食べ一夕放射能調査結果  

放射能濃度（含K）   前年度押通去3年間○  

試 料 名   採取場所  採取年月  検体散  単 位  

最低値  最高値  最低値  点高値   

大気浮遊 じん   岡山市  H2，5一一日3．2   叫．6  21・1   37．7  ■8q／■，   

降 下 物  岡山市  H2．5一一日3．4  12   N．D   N．D   Ⅳ．D   N．D  H8q川■交   

水  上水 蛇口水  、岡山市  H2．6・－H3．12  ロ   N．D  N．D   N．D   N．D   Bq／1   

土  0．らg  D．5g  0．57   8．79  8q／g範士  

24700   247（川               29300  482（）0  H8q／Kn2  

壌   0．84   8．掴   0．58   0．79  8q／g乾上  

9口10（）  gO180  1（】20別）  1135（柑  M8q／伽2   

精   米  瀬戸町  H2．12   0．03   0．03   0．82   0．掴  8q／g糟‡   

野  岡山市  H2．11  0．85   8．05   D．04   0．86  Bq／gl  

菜   0．20   0．20   0．15   0．21   

牛   乳  岡山市  H2．9，H3．2   43．1   45．8   l＝．5   47．丁   Bq／1   

日 常 食  岡山市  H2．11．旧．2  ロ   89．4   75．3   53．5   85，7   8q／人・8  

上斎原村  H2．11．H3．2  ロ   52．1   53．0  

海産生物  牛窓町  打2．11   0．11   0．11   0．1D   0．13  Bq／g蚤   

※計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「が．D」とした。  

Il大型水動こよる月間韓下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結属  

降水の定時採振（定時梓水）  大型水盤による拝下物  

採  取   枠水土  放射能溝虔（Bq／1）  月間降下王  月間＝降下土   

年  月   （■■）  検体敷  最低値  最高値   （M8q／h宅）   （M8q／h㍉）   

平成2年 4 月   35．0   Ⅳ．D   N．D   N．D   N．D   

5 月   11．0   g   N．D   N．ロ   N．D   N．D   

6 月   8g．8   N．D   H．ロ   N．D   N．D   

7 月   4．0   N．D   N．D   N－D   N．D   

8 月   g．0   N．D   軋牒   N．D   N．D   

9 月  354．0   N．D   N．D   Ⅳ．D   N．D   

10月   g3．0   N．D   N．D   N．8   N．D   

11月  121．0   7   N．D   Ⅳ．♪   軋D   N．D   

12月   3．8   5   N．D   N．D   N．D   が．D   

平成3年 1月   g．8   5   N．D   軋D   N．D   N．D   

2 月   42．0   N．D   N．D   N．D   N．D   

3 月   g8，6   N．D   N．D   N．D   N．D   

年 間 億   869．Z   1【柑   N．D   Ⅳ．D  N．D ■一 円．D   N．D ・一  朗．D   

前年度‡㈹過去3年間の値  259   N．D   H．D  N．D 一 対．D   N．D・一 対．D   

※計数値が計数墳墓の3倍を下回るものについてはrN．DJとした。  
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m 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  旭町  旭町  旭町  旭町  旭町  旭町  前年度抒の過去3年間¢値   

採 取 年 月 日  H2．5．18  H2．7．9  H2．9．6  H2．11．2  H3．1．25  H3．3．15  最低値  最高値   

放射能洩度くBq／1）  N．D  N．D  N．D  N．D  N．D  N．D   N．D   N．D   

※計数値が計数誤差の3培を下回るものについては「N．D」とした。  

Ⅳウラン分析結果  

試科名  採取場所  採取年月日  ウラン濾度  過去の値  単位   

H2，5．31  

河川水  吉井川水系  鵬／1   

H2．12．3   

※過去の個は前年度までの過去3年間の億  

V 空間放射線真率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h又はCp5）    サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低僧  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成 2 年 4 月  66．3   

5 月  71．3   

6 月  68．7   

7 月  72．0   

8 月  62．2   

9 月  69．2   

10月  88．3   

11月  74．1   

12月  6T．8   

平成 3 年 1月  71．3   

2 月  71．4   

3 月  89．9   

年 間 値  62．2－74．1   

・年度抒¢過去3年間の値  57．5－77．4   
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Ⅵ－34 広島県乙こおらナる放身寸台巨調査  

広島県衛生研究所  

穂下誠彦 坂本征則  

1．緒言  

完就暮雲夏雲芸壷蓋謂  
での調査も行った．  

2．調査研究の概要  
（1）調査対象  

；ワカメ）及び空間放射線豊率．  

（2）測定方法  
採空  

行  

改訂）」及び「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（昭和54年改訂  
）」に従った．  

（3）測定機器  
GM計数装置：アロカ製 TDC・511型  
Ge半導体検出器：セイコーEG＆Gオルテック社製 GEM15180P型  
シンチレーションサーベイメータ：アロカ製 TCS－151型  

ゲ 
線豊率を表Illに示した．  

（4）調査結果     莞讐攣雪肇毒論蒜是警習饅轟鐸筑隻惹新装幣ま雛，晶 
3．結語 

今年度より新たに調査を始めた三次市の日常食の核種分析測定結果は，表＝こ示  
したように，従来から調査を行っている広島市の測定結果と大差ない値であった・  
又，これらを含む平成2年度に行った捨ての調査項目について平常時のレベルにあ  
り，特に異常な値は認められなかった．  
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l定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水量  

採取年月   

（mm）   

平成2年4月  149．5   7   HD   HD   

5月  163．6   7   HD   

6月  270．0   6   ND   ND   HD   

7月  139．7   6   ND   HD   

8月  89．3   3   HD   ND   

9月  239．7  四   ND   1．36   71．3   

10月  187．8   8   HD   

11月  90．8   8   ND   1．10   7．96   

12月  22．1   4   ND   

平成3年1月  44．3   4   

2月  82．4   3   1．35   352   

3月  154．3  四   HD   ND   

年間値   1633．5  83   HD   1．36  ND－7l．3   

前年度までの過去  261   HD   4．44  5．59－72．5   

3年間の値  
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lIゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  
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llt 放射線圭率測定結果  

モニタリングポスト（Gy／h）    サーベイメータ  

測定年月  
最低値  最高値  平均値   （nGy／h〉  

平成2年4月  134   

5月  135   

6月  134   

7月  129   

8月  145   

9月  120   

10月  162   

11月  123   

12月  149   

平成3年1月  158   

2月  159   

3月  

年 間 値  120－162   

前年度までの過去3年間の値  89．6－143   
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Ⅵ－35 山口県iこおさナーる放射骨巨細査  

山口県衛生公害研究センター  

松尾 博美、上利 洋、松崎 幸夫  

1．諸 宮  

中成2年度に実施した、山口県における各種項境試料及び食品の1”cs，181Ⅰ及び   

40Kの分析、定時降水の全β放射能測定、並びに空間γ線々真率測定結果の概要を報告   
する。   

2．訴査の概要   

（1）調査対象   

（∋全β放射能測定試料  

定時降水   

②1”cs，181Ⅰ及び40K等の核種分析  

大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根，ホウレン草）  

牛乳（市乳）、日常食、海水、海底土及び海産生物（メバル）。   

③空間γ線々童率調査  

シンチレイションサーベイメータ及びモニタリングポスト。   

（2）測定方法   

①全β放射能測定  

科学技術庁縮「全β放射能利達法」（昭和51年）及び放射能動産謝査委託実施  

計画書（平成2年度）に準じて行なった。   

③1るTcs，181Ⅰ及び40K等の核種分析  

科学技楯庁縮「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」（昭和54年）及び放   

射能測定謝査委託実施計画書（平成2年度）に準じて行なった。   

⑧空間γ線々真率調査  

放射能測定調査委託実施計画書（平成2年度）に準じて行なった。  

（3）測定装置   

①低バックグラウンド放射能自動測定装置   

⑧Ge半導体検出器   

③モニタリングポスト   

⑧シンチレーションサーベイメータ  

アロカ  LBC－452  
NAIG Eシリーズ  

アロカ  MAR－11  
アロカ  TCS－131  

（4）調査結果  

大型水軌こよる月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結束、空間放射線   

豊率測定結果及び、ゲルマニウム半導体検出暑削こよる核種分析潮産鋼査結果を、それぞれ   

の乱Ⅰ，Ⅱ及びⅢに示す。   

3．結締  

この調査期間中においては、大気脛内核実験や核事故等もなく、鍋査したいずれの試料も   

前年同様平常値であった。  
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Ⅰ大型水敷こよる月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能調査結果  

降 水 の 走 時 採 取 （盛時降水）  大型水盤による降下物  
採淑  

降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  
年月  （MBq／k一利   （MBq／k汀”  

（m）  

平成2年 4月  214．5   4   ND   ND   ND  

5月  279．5   4   ND   0．78   

6月  460．0   5   ND   ND   ND  

7月  187．0   5   ND   ND   ND  

8月   61．5   ND   ND   ND  

9月  187．5   7   ND   ND   ND  

10月  184．5   ND   ND   ND  

11月   68．0   3   ND   ND   ND  

12月   51．5   3   4．8   

平成芦年1月   54．0   ND   1．0   5．1  

2月  121．5   5   佃   1．9   23  

3月  233．5   8   ND   0．95   25  

年  間  値  2083．0  50   ND   18   ND′｝42  

前年度までの過去3年間の偲   184   ND   3．9   ND′｝88  
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出帝による核種分析漸走紳査結果  

採  
取  1＝cs   前年度まで   その他の検出された  

試 料 名   採取場所    年  過去3年間の    人工放射性核種   単 位  
月   

歎                     最低僧  最高値  最低値  最高値   

打．2．4′－  
大気浮遊じん   山口市   打．3．3    ND   ND   MD   ND  mBq／爪ネ   

降下物  〝   〝    ND   0．085  ND   0．074  MBq（kr淫   

上水 源 水  
陸  

H．2．8  
蛇口水  宇部市   H．3．1    ND   MD   MD   ND  

水  
mBq／1  

淡 水  

8．1  8．8  Bq／短乾土  
0－ 5珊  萩 市  H．2．8  

土  541  529  MBq／klポ  

壌  5．7  8．9  Bq／厄乾土  
5－20仰1  ロ  H．2．8  

1465  1992  M8q／k汀冒   

精米  山口市  H．2．11  口  ND   ⅣD   ND   ND  8q／鹿精米   

野  油谷町  H．2．12  口  ND   ⅣD   ND   
Bq／転生  

菜   〝  H．2．12    ND   ND   ⅣD   ND  

H．2．9  
牛乳  山口市   H．3．2    ND   ND   ND   0．058  8q／1   

山口市  0．22  
日常食  山口市   0．097  MD   0．083  

結節  H．2．6 H．3．1  H u  0．16  Bq／人・日  

海水  阿知須町  打．2．8  口  ND   ND   ND   ND  8q／1   

海底土  〝  H．2．8    MD   3．0  ND   ND  Bq／也乾土   

海産生物（川、、ル）   山口市  H．3．1  0．13  0．20  8q／転生   

Ⅲ 空間放射線真申湘建緒東  

モニタリングポスト（cps）    サーベイメータ  
利  達  年  月  

最低値  最高僧  平均碓  （nGy／h）   

平成 2年 4月   18   17．9   101   

5月   18   17．7   101   

6月   18   27   17．9   94   

7月   1る．0   102   

8月   17   18．2   98   

9月   18．0   

10月   16   25   18．1   94   

11月   18   18．1   

12月   17   18．3   91   

平成 3年 1月   18   17．9   8ユ   

2月   15   17．3   91   

3月   16   27   18．1   90   

年  間  僧  15   29   18．3   90～102   

前年度までの過去3年間の億  18   38   18．3   91′〉104   
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Ⅵ－36 徳 島 県iこ お 手ナ る 放 射 青垣 鯛 査  

徳島県保健項境センター  

今親 玉、北村寿朗  

1． 緒 吾  

平成2年まに徳島県が実施した科学技術庁委託環境放射能水準訴査結果について報告する。  

2． 調査の概要   

（1）謝査対象  

定時降水の全ベータ放射能測定、大気浮遊じん・降下物・陸水（蛇口水）・土壌・精米・野菜・牛乳・日  

常食の核種分析を行うとともに、サーベイメータ、モニタ・リングポストにより車間放射線真申を測定した。  

（2）測定方法  

試料の採取、朗処理及び測定は、「平成2年虔放射能刺建調査要托計画書J、科学技術庁締「環境試料採  

掘法（昭和58年）」、同庁綿「ゲルマニウム半導体出精を用いた機器分析法（昭和54年改訂）」、同庁  

綿「全ベータ放射能測定法（昭和5年改訂）」により実施した。   

（3）測定装置  

イ．全ベータ線の計測：全ベータ線測定裳意（アロカ襲JDC－163）  

ロ．γ線嶺種分析；Ge半導体核種分析装置（NAIGIGC1619S型）  

ハ．空間放射線真率：ⅣaI（rrゼ）シンチレーションサーベイメータ（アロカ襲 TCR－151）  

モニタリングポスト（アロカ製 MAR－15）  

（4）調査結果  

表Ⅰに定時降水の全ベータ放射能漸走結束を示す。  

表Ⅱに陸水・土壌・日常食・帝米・野菜等のγ核種分析結束を示す。  

轟Ⅲにサーベイメータ及びモニタリングポストによる全問線皇串の測定結果を示す。  

3． 結 締  

平成2年度における穂島県の環境放射能レベルについて、特に異常は強められなかった。  
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表Ⅰ定時降水申の全ベータ放射能調査結果  

降水の定時採淑（定時降水）  
採  取  

降水量  放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  

年  月  

（爪m）           （冊q／Kポ）    測定数  最低僧  最高備   

平成2年 4月   75．0   8   N．D  N．D   N．D   

5月   133．5   8   N．D  N．D   N．D   

6月   180．0   9   N．D  N．D   N．D   

7月   37．5   3   N．D  N．D   N．D   

8月   87．5   8   N．D   N．D   N．D   

9月   549．0   N．D  N．D   N．D   

10月   197．0   10   N．D  N．D   N．D   

11月   341．5   8   N．D  N．D   N．D   

12月   27．5   4   N．D  N．D   N．D   

平成3年 1月   7．0   N．D  N．D   N．D   

2月   36．0   3   N．D  N．D   N．D   

3月   107．0   8   N．D  N．D   N．D   

年間  借  177臥5   78   N．D  N．D   N．D   

昨年度11～3月の億  25   N．D  N．D   Ⅳ．D   
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表Ⅱ ゲルマニウム半導体検出骨による核種分析測定料査結束  

137cs  前年度まで過去3年間の価  
試 料 名   採取場所  採取年目  検体歎  単 位  

最低偲  最高価  最低僧  最高値   

大気浮遊じん   名西那石井町  4半期毎   N．D   N．D  mBq／m3   

陣下物  名西郡石井町  毎  月   N．D   N．D  MBq／Km2   

陸水（蛇口水）   徳島市   け2621日321   N．D   N．D  mBq／L   

4．7  Bq／Kg乾土  
土  

370  MBq／Km2  

3．4  Bq／Ⅹg乾土  
壌   H2．7．10   

8（氾  MBq／Km2   

精米  名西那石井町  H2．10．15   N．D  Bq／Kg精米   

野  名西郡石井町  tl乙12．9   N．D  

Bq／Ⅹg生  
菜   H3．3．12   N．D  

牛乳  榔耶上板町  H288 打328   Ⅳ．D   M．D  Bq／L   

日常食  相島市  H2．8．24H2．  0．074  Bq／人．日   
小松島市  9．17H2．12．  
板野郡上横町    9H3．2．Z4   
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義Ⅲ 空間放射線羞率測定結果  

モニタリングポスト（ops    サーベイメータ  

測 定 年 月 日  

（nGy／h）   最低  最高備  平均借   

平成2年 4月   9．4   14．0   10．0   81．7   

5月   9．4   18．5   12．5   60．0   

6月   14．2   17．7   15．0   59．3   

7月   14．4   16．7   15．1   80．5   

8月   14．2   17．1   15．0   62．4   

9月   14．2   19．8   15．0   59．6   

10月   14．2   18．8   15．0   54．0   

11月   14．4   20．1   15．2   50．6   

12月   14．5   17．4   15．1   56．8   

平成3年 1月   14．5   18．0   15．2   54．4   

2月   14．8   17．1   15．2   50．0   

3月   14．4   19．2   15．3   54．4   

年  間  値   9．4   20．1   14．5  50．0′～ 62．4   

前年度11月  9．7   10．9   10．1   80．8～62．9＊   

～3月の債  

平成2年5月18日：放射能横完成，モニタリけ、ホ○朴移穀（地上18m－－－■・10m）  

＊前年度1月～3月の値  
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Ⅵ－37 番一＝】鼎乙こおらゴーる放身寸再転点間査  

香川県公嘗研究センター  

三好 健治 岩崎 幹男   

西原 幸一  冠野 禎男  

1．純 音  

科学技術庁委託による平成2年度環境放射能測定調査の概要について服告する。   

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水の全ベータ放射能・大気浮遊じん・膵‾Fq勿・陸水（蛇口水）・土鳩・精米・野菜〈大根・   

ホウレン草）・牛乳・日常食・帽産生物〈カレイ）の核種分析及び空間放射線塵率について、調査を   

行ったものである。  

（2）測定方法  

試料の嗣処理及び測定は、「放紬粕則定調査委託実施計画習」「全ベータ放射能測定法く昭和51   

年改訂版）」「ゲルマニウム半韓休碩出器を用いた機器分析法く昭和54年改訂版）Jにより行った。  

（3）測定装置  

全ベータ放射能  

核種分析  

空間放射線盈率  

アロカ製JDC163  

オルデックGEM－15180  

アロカ1、CS－13、1（シンチレーションサーベイメーター）  

アロカMAR－11（モニタリングポスト）   

（4）調査結果  

1）定時降水の全ベータ放射服は、1Ⅰのとおりでありる。  

2）各便試料・の核種分析は、Ⅴのとおりである。  

3）空間放射線盈率はⅦのとおりである。   

3．結 語  

いずれの調査項眉も、他県の過去の報告憤と同程度であった。  
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Ⅱ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能調査結果  

降水の定時採東（定時降水）  大型水盤による降下物  

採 取 年 月  降水量  放射能濃度（Bq／史）  月間降下量  月間降下量  

（MBq／km2）  （MBq／km2）  

（mm）  測定数   最低値   最高値   

平成2年  4月  84．5   10  N．D   1．6   4．8  

5月  95．0   7  N．D   N．D  

6月  166．5   9  N．D   N．D  

7月  63．0   6   N．D  N．D  

8月  84．5   N．D   1．2   16  

9月  343．5   N．D   N．D  

10月  158．0   10  N．D   N．D  

11月  138．0   6  N．D   N．D  

12月  78．5   8  Ⅳ．D   2．0   

平成3年 1月  28．5   6  N．D   1．3   2．0  

2月  30．5   5   2．4   7．1  

3月  121．5   12  N．D   2．7   27  

年 間 催  1370   N．D   2．7   － ～ 27  

前年度までの過去1年9ケ月  

間の僧  158  N．D   4．7   － ～58  
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Ⅴ ゲルマニウム半調休検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度まで過去  
試 料 名   採職場所  l采取年月   体  】37cs  1年9ケ月間の値   その他の検出きれ  

赦  た人工放射性核種  単位  
最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮週じん   高松苗  4半摘毎  4  N．D   N．D  N．D  打て‾‾D  mβq／m3   

降 下 物   高松市  毎月   N．D   0．057  N．D  0．074  卜1Bq／km2   

上水 源水  
睦  

l12．6．8  

蛇口水  高松叩   帽．12．21  2   水  m8q／A  

淡水  

15  
Bq／栂柁土  

土  

430  850  卜l勒／km2  

1．4  1．8  的／kg柁土  
蟻   

140  210  M8q／km2   

精  米  捜田町丁  112．10．17  N．D  N．D  Bq／kg精米   

N．D  N．D  
8q／lくg生  野 菜  大 根  高松市  lt2．10．30  口               ホウレン草  高橋市  帽．10．30  口    N．D    N．D  

茶  Bq／k名花物   

，12．8．24  

牛  乳  高潮町   113．2．4  2  N．D   N．D  N．D  N．D  Bq／且   

淡水産生物  βq／晦生   

l】2．6．25  

日 常 食   高松市等   ＝2．12．17  4  0．030   0．15  0．056  0．089  Bq／人・日   

梅  水  m8q／曳   

相 席 土  8q／，くg乾土   

カレイ  虎治町  112．11．28  0．14  0．22  
樽  

産  
生  8q／kg生  

物  
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Ⅶ 空Ⅶ放射線虞率測建結果  

モニタリングポスト（tlGy／h又は転砂    サーベイメータ  

測  連  年  月  

最低値   最高値  平均憎  （nGy／h）   

平 成  2 年 4月   15．0   19．7   16．2   59   

5月   15．2   18．2   16．2   61   

6月   15．2   19．3   16．3   

7月   15．0   19，り   16．3   80   

8月   】．5．（）   19．4   1〔；．3   64   

9月   j5．2   柑．7   1（さ．2   

10月   15．2   21．2   】8．3   57   

11月   15．0   川．5   1．6．4   

12月   15．0   25．8   16．3   63   

平 成 3 年 1月   15．2   24．7   16．3   68   

2月   15．3   2（）．6   16．4   88   

3月   15．2   21．．0   16．4   67   

年  間  偶   15．0   24．7   16．3   57 ～ 87   

舶年度までの過去1年9ケ月  22．3   16．3   55～65   

問の憎   
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Ⅵ－38 愛嬢県Ⅰこおlナる放射肯巳調査  

愛媛県公害技術センター  

三谷美嶺雄・大西 哲・篠崎 由紀  

安永 章二・渡遵郁夫・影浦  久   

1 緒言  
平成2年度に、愛媛県が主として西宇和郡伊方町及び松山市において行った原子力発電所周辺環   

境調査と、科学技術庁委託の環境放射能水準調査の結果について報告する。  

2 調査の概要   

（1）調査対象  

大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、農産食品、植物、牛乳、日常食、海水、海底土、海産  

生物、空間放射線皇串、空間積算線量   

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は、科学技術庁の放射能測定法マニュアルと「放射能調査委託  

計画書（平成2年度）」に準じて行った。   

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能  低バックグラウンド放射能自動測定装置：アロカ LI〕C－471  

イ 核種分析  高純度Ge半導休検出器：オルテック GMX－30200他  
低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタ：アロカLSC－L別  

NaI（Tりシンチレーション検出器：バイクロン 3M3／3  
ウ 空間放射線皇革  NaI（Tりシンチレーション検出器：アロカ ND－471V  

高圧電離箱検出穿：アロカ MAR－R53  
NaI（Tりシンチレーションサーベイメータ：アロカTCS－121C  

エ 空間積算線量  TLD：ナショナル UD－200S   

（4）調査結果  

ア 環喘試料の全ベータ放射能  

環境試料の全ベータ放射能調査結果は表1に、降下物の全ベータ放射能調査結果は表2に  
示すとおりであり、過去3年間の値と同レベルである。  

イ 環境試料の核種分析  

gOSrの放射化学分析結果は表3に示すとおり、過去3年間の値と同レベルである。  

NaI（Tりシンチレーション検出器を用いた131I申分析結果は表4に示すとおりであり  
全訳料とも検出されていない。また、3Hの分析結果についても表5に示すとおり同レベル  

である。  

Ge半導休検出欝を用いた核種分析結果は表6のとおりであり、フォールアウト核健は  

1a7csのほか、土壌から1a4csが教皇検出されている。  

り 空間線量  

モニタリングステーション、モニタリングポスト及びサーベイメータによる空間放射線真  

率測定結果は、表7のとおりである。また、モニタリングポイント（31地点）における空間  

積算線量測定結果は表8に示すとおりであり、いずれも過去3年間の値と同レベルである。  

3 結語   

平成2年度の環境放射能のレベルは、過去3年間の調査結果と比較して同レベルであり、異常は  

認められなかった。なお、一部の試料から検出された人工放射性核種は、過去における核爆発実験   

等の影響と考えられる。  
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表1 全ベータ放射能調査結果  

検  繭年度まで遇去3年間の世  
試  料  名   採取場所  採 取 年 月   体  単 位  

数   

伊納肌農相  2／4．7．10，3／1   4■  10   24   
大気浮遊じ ん  mBq／ma  

松 山 市  2／4．7．10．3／1   1 65 190   310   

錮町九咽絹  月1回   12   46   4   33   
降  下  物  MBq／km2月  

松 山 市  月1回   12   4   26   

陸 水  河 川 水  伊納刷新川  2／4．7．10，3／1   4  封D   25   ND   37  mBq／l   

土 壌  0・～15cm  伊細欄舶   月1回   36  0．16   0．39   0．15   0．44  軸／g乾土   

掴ん（可象箋）  伊 方 町 鎗  2／11   0．033   0．047   0．026   0．048   
農産  

紳んほ慮）  伊 方 町亀  2／11   10  0．046   0，074   0．041   軸／g生                   0．078  
食品  

野   菜  伊 方 町  2／12，3／1   9  0．10   0．24   0．098   0．24   

租  0．078  0．076   0．10   

物   0，064   0．11   
軸／g生  

0．056   0．13   

海  水   伊方町平喜  2／5．7．g．11   4  ND   30   ND   44  mBq／l   

海  底  土   伊方町平喜  2／5．7．g．11   8  0．1g   0．36   0．20   0，40  勒／gt†   

魚類（可摘）  伊方町研削  2／4．8．10．11，3／2  9  0．090   0．12   0．093   0．13   
海  
産   0．081   0．061   0．079  
生  恥／g生  

物  8  0．025   0．078   0．030   0．10  

海 藻 類  伊方町肌削  2／4．8．10，3／2   6  0．28   0．4g   0．26   0．56   

注） 未知試料の放射能 N±△Nにおいて、Ⅳ≦3△Nのとき NDと表示した。海水の測定値は、MKを除いている。  

表2 大型水盤による月間降下物訳料中の全β放射能調査緒果  

伊方町九町越公園   松  山  市  
採 取 年 月  

降水量  月間降下量  降水量  月間降下量  
（nれ）  （HBq／は）  （■●）  （MBq／u）   

2 年 4月  71．0   12  86．5   18   

5   236．5   27  157．0   15   

6   1T4．0   10  231．5   13   

7   109．5   7  71．0   4   

8   162．0   9  122．0   

9   Z79．5   9  197．0   7   

10   215．5   157．0   

86．5   13  g6．0   9   

12   33．0   8  43．5   21   

3年 1   32．0   10  14．5   6   

2   137．0   27  147．0   29   

3   18（）．5   46  83．5   23   

年  間  値  1717．0   188  1408．5   164   

新船棚鮎3絹鯛  4～ 33．    4～ 26   

注） 年間値は、12カ月分の合計値である．  
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表 3 放射化学分析結果  

検  pnSr  
試 料 名   採取場所  採取年月  休  単 位  

数               最 低 値  最 高 値  萬年泉まで為義3年間の牒   

伊州九鴨頒  2／4．10   2   ND  ND   0．063   
降  下  物  M軸／km2・月  

松 山 市  2／4．10   2   ND  ND   

陸 水  河 川 水  伊方町新川  2／10   1．2  0．81   1．6   m的／量   

土 壌  0～15cm  伊柵九町紬  2／7   3  1，2   3．8   1．3   9．6  軸／kg紐   

心■H■ ＝ ■■■  野   菜  伊 方 町  3／1   0．18  0．22   0．56  軸／k由   

海   水  伊方町芋蔓  2／5．7．g．11   4  2．9   3．5   3．0   5．2  mBq／t   

海  底  土   伊方町干葛  2／5．7．9．11   8  ND   0．36   ND   0．56  軸／kg紐   

梅  ND  ND  

塵  0．030  ND I 0．039  

NL）  
軸／kg生  

生  N上〕  

物   2  0．048   0．13   ND   0．18   

注）未知試料の放射能 N±△Nにおいて、N＜3△Nのとき NDと表示した。  

表 4 日■1分析結果  

試  料  名    採取場所  採取年月  郡た  】n■Ⅰのl定結果  離農まで鮎3欄鯛  単 位   

柑ん（覗諦）   伊 方 町  2／11   3   ND   
農産  

ND   

一柑ん（真皮）   伊 方 町  2／11   3   ND   
食品  

ND  

野   菜   伊 方 町  2／12，3／1  9   ND   ND   
馳／k由  

松   葉   伊 方 町  2／8   ND   ND  
植 物  

杉   稟   伊 方 町  2／5．8．11 3／2  4   ND   ND   

＃産生物  ＃澗  全休  伊方帆l憎沖  2／4   ND   ND   

往）未知紙料の放射能 N士△Nにおいて、N＜3△Nのとき 醐と表示した。  

表 5 乃Ⅰ壬分析結果  

8H漬度  
試料名   採取場所  採 取 年 月  検体数  

糾よまで過去3年間のせ  

早 紀  
最低値  最高値  最低値  最高値   

銅町加齢国  月1回   12   ND  1．0   ND  2．1   
陸  

松 山 市  月1回   12   ND  0．g9   ⅣD  2．0  
水   

柳‖水  伊柵九相川  2／4．7．10，3／1   4   ⅣD  1．7   ND  1．8   
鴎／l  

海  水   附町平遇  2／5．7．9．11   4   ⅣD  ND   

注）未知試料の放射能 N±△Nにおいて、Ⅳ＜3△Nのとき NDと表示した。  
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表 6  ゲルマニウム半導体検出筆削こよる核種分析測定調査結果  

検  用7cs  萬年度まで遇去3年間の置   モの他の  
試  料  名   採取場所  採 取 年 月   体  櫓缶壱れた  

数          人工緋性朋   

相川1纏綿  2／4．7．10．3／1  4   N D  N D  机   
大気浮遊じ ん  mBd／mn  

松 山 市  2／4．7．10，3／1  4   N D  N D  

郎町畑義経  月1回  12  Nt）   0．11   ND   0．44   机   
降  下  物  MBq／km2月  

松 山 市  月1回  12  ND   0．11   ND   0．16   

碑  N D  N D  
mBq／i  

水   2   N D  N D  

土  月1回  36  4．7   43   4．1   78   ＝4Cs  

0．4小0．47  Bq／kg乾上  
壌   2   43  34   軋   

穀 類（精米）   松 山 市  2／10   N D  N D  軸／kg精果   

農  10  ND   0．021   ND   0．074  

産  10  ND   0．058   ND   0．20   軋  
軸／kg生  

食  伊 方 町  2／12，3／1   g  がD   0．065   ND   0．18   
野   菜  

品   松山 市島  2／11   N D  ND   P、口了8  

頼  0．037  0．10   1．3   
軸／kg生  

物   ND   1．2   

牛  乳   松 山 市  2／8，3／2   4   N 工）  ND   0．11   軋  恥／上   

松 山 市  2／6．11   2  0．036   0．060   0．031   0．15   軋   
日  常  食  鴎／人・ロ  

伊 方 町  2／7．11   2  0．018   0．021  軌   

海  水   伊方町平婁  2／5．7．g．11   4  3．6   4．5   ND   5．2   軋  m8q／量   

海  底  土   伊力町軍遇  2／5．7．9．11   8  0．87   2．6   0．82   3．1   軸／kg艦上   

鋸町畑農檜  2／4．8，10．11，3／2  9  0．083   0．26   0．14   0．34   
海  

松山 市汁  2／8   0．22  0．23  
産  

魚類（埴淋）  抑脚脚  2／4．8．10．11，3／2  田  ND   0．21   0．067   0．30   軸／転生  

生  0．053   ND   0．085  軋  
物   

海 藻 類  錮町九l鳩沖  2／4．8．10，3／2  6  ND   0．14   ND   0．1g   軋   

注） 未知試料の放射能 N±△Nにおいて、N＜3△Nのとき 冊と表示した。  
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表 7 空間放射線量率測定結果  
（単位：nGy／h）  

モニタリングステーション  モ ニ タリ ン グ ポ スト  サ ー ベ イ メ ー タ  
測定地点  

伊柵九町敵国  伊珊甜  郎鶴晒  松 山 市  伊柵絶6鮎   

測定器   ⅣaI（Tりシンチレーション  高圧電離箱  高圧電離賃  ⅣaI（Tり  NaI（Tり   

区  分  最低  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  

2年 4月  田  36  15  47  62  49  48  70  田   83  36～77   
5   13  49  16  47  69  49  48  77  85  36～69   
6   13  37  16  46  59  48  49  66  51   84  34～70   
7   13  42    46  62  48  49  71  75  35～68   
8   13  56  16  46  68  48  49  81  51   89  36～80   
9   13  47  16  46  69  48  49  75  51   89  37～75   

10   14  40  16  47  59  48  49  70  84  36～80   
11   14  47    47  63  48  49  78  85  35｛一71   

12   13  42    46  61  48  ・49  73  78  35～71   
3年 1月  13  36  15  47  5B  48  田  70  52   88  35～70   

2   13  67  16  47  75  49  50  84  52   35～72   
3   13  51  17  45  65  49  48  77  52   85  37～72   

年 間 値  13  67  16  45  75  48  48  84  51  75～89  34～80   

削尉で過去3年間の笹  13  65  16  44  83  49  45  94  56  72～92  33′～75   

注）モニタル邦スト（伊珊九町）について臥平成元年3月の脈輔に帥鮒紬位置を服させ珪め、脛肘若干折している。  

表 8 空間積算線量測定結果 （TLD）  
（単位：〝Gy／91日）  

測 定 地 点  第1四半期  第2四半期  第3国半期  第4四半期  嗣尉で舶3年間雌   

伊方町他30地点  88～127   84～121   85～130   88～131   86～148   

松山市 1地 点   207   185   195   202   185～225   

ー239－   



Ⅵ－39 高架口県IこおIナる放射青垣銅盤  

高知県衛生研究所  

福井節子 宅間範雄 竹林生夫  

1 緒 書  
中成2年産科学技術庁委託による「環境放射能水準調査」の結束について報  

告する。   

2 調査の概要  
（1）調査対象  

①全β放射能  

降水  

⑧137cs，1う1Ⅰ及び40K等の核種分析  

降下物，陸水（蛇口水），土壌，精米，野菜（大根，ほうれん草），牛乳  
（原乳，市乳），日常食，海産生物（かつお）  

⑧壁間放射線羞率  
モニタリングポスト，サーベイメータ   

（2）測定方法  

試料の採取、調製および測定は「放射能測定鯛査委託実施計画書（科学技  
術庁平成2年虔）」、科学技術庁綿「全ベータ放射能測定法（1976）」およ  
ぴ「ゲルマニウム半導体検出紫を用いた機器分析法（1979）」に準じて行っ  
た。   

（3）測定装置  

GM計数管  アロカ（株）GM－2503B  
計数装置  アロカ（株）TDC－104型  
シン≠トショントヘ“イメータ 日本無線医瑠学研死所 TCS－121C型  

モこ如け、ホ○スト  アロカ（株）叫R・11型  

Ge半導体検出器   （株）東芝IGC16柑S型   

（4）調査結果  

①各種試料申の全ベータ放射能調査結果をⅠに示した。   

⑧大型水盤による月間降下物試料及び降水試料坤の全β放射能調査結果をⅡに  
示した。   

③ゲルマニウム半導体検出串による核種分析測定調査結果をⅤに示した。  
⑥空間放射線豊率測定結果をⅦに示した。   

3 結 締  
いずれの調査項目においても、前年度とほぼ同程度の僧を示し、特に異常は  

舐められなかった。  
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l 全ベー タ放射沌和義結果  

鱗   科   名   緯 根 ● 所  緯 職 掌 月   鋏体赦  放1書㈹81虞（含 K）   的 年 度 t で 過 去 3 年 間 の ■   書 位        ■ 吐 ■  ■ ＃ 蠣  ■  吐  ●   

▲  
輝下物  真如市丸ノ内  2．5′－3．4  【○   【ひ   MD   【D   【的ハd   

魚水  上水 蛇口水  ★細雨丸ノ内  2．7  2．1ヱ  H8   【P   lD   【D   8q／I   

0．25 土 ¢．0t！7  MD   0．28 士 0．88l  的／り吃土  
中一 S 亡■  ■和布丸ノ内  13．080 ± 3，580  ㈹   ‖．880 土 ユ．」川0  h8†／ld  

土t  萬知公■  
0．㍑土（．087  MD   【D   恒／lれ土  

ナベり山   王．さ  34．耶川 士10．800  
【D   M8qハd   

精米  ■＝■右  － 一    ．1ヱ   0．025 土 0．0（〉18   0．OZl土 0．001T  0．031土 0．002（〉  恒／l付米   

大嶺   萬■騨i川町    ．12   0．083 土 0．00日   0．05も 士 0．0（）28  0．別＝ト ゴ：（トロ0日   

ホウ レン書  萬■群島川呵    ．12   0．18 ± 0．00さ2  野菜                        恒／l生            u       0．16 士 0．087l  0．21土 0．010   

正札   萬知市円行書    ．S 2．8 ．113．2   り 土 2．9  51土 ユ．2  ＝士 3．3   ．53 土 3．2   

牛丸  8q／i  
市乳   ホ和布錬井叫    ．8  3．Z  u  り 土 3．3  小】±：3．0  33 士 2．5   51土 3．1   

真如謂  8  2．11    55 土 4．5  郎lま：6．3  52 士 5．7   丁8 士 8．5   
日雫★  8q／人・日  

■多群佐井町  2．8  之．1l     57 ± 4．8  80 土 5．0  

j■よ生物】腰  土臨市宇佐沖  Z．8  8．11± 0．8057  q．11± 0．叩80  8．1ユ 土 0．00一之  lq／l生   

U  大 型 ホ モ に よ る 月 間 韓 下 物 試 料 及 び 虔 噌 降 水 共 料 中 の 全 β 放 射 内 所 董 綺 黒  

簿 ホ の 痙 疇 緯 取 （ 建 吋 ♯ 水 ）  大 空 水 ♯ に よ る 陣 下 軌  
幡 水 上  放 射 楕 濃 よ（8『／1I    月 間 緯 下 量  月   間   蝉   下   貞  

（tt）   再 應 徴  最 筐 慮  ■ 最 ＃ 儀  （h 81／ld）   （18q／一 山）   

平 成 ‡年  4月   130．0   8   †○   MO   【D   M8   

5月   37l．4   l   オ○   FD   【D   JD   

○月   455．g   8   【P   【D   ト8   

7月   13．7   【D   【p   【D   【D   

8月   115．1   【D   0．48   2．e   【♪   
9月   815．8   lP   

10月   192．2   l   M D   【0   トD   

11月   157．1   さ   lO   【D   lD   【D   

12月   84．l   丁   【0   【D   十○   【○   
中 戌  3年 1月   3a．0   FP   ID   【D   MD   

2月   1（17．7   【D   【D   ID   

3月   211．1   MD   汁 D   MO   ID   

年    Ⅶ    憾  3．08p．9   105   ll   0．48   2．8   【P   

椚 年 よ 士 で 過 去 3 年 間 の 嶋   き2l   lD   l．1   3．5   lD   
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Vゲルマニウム半導体損出書による櫓鴨分析■虔■嚢鏑臭  

lい由  憫年凄まで過去8年間のせ   モの檎の檎出された  

よ  科  名   こ l■ ∴ ■   ： し：－ こ   機体散         人工慮ポ憧欄■   
単 位  

障下物  嘉知市丸ノ内   Z．小一3．3  伸   0．179土 0．01耶   ㈹   0．0さ74 土 0．Ol00  叫丑山   

農水  上水 蝶口水  轟和布丸ノ内   2．7 2，12  【8   m   ㈹   ㈹  ■恥／I   

れ．3 士 ¢．758  恥ノIt雷乞土  

○－ 5e■  轟知市丸ノ内  
右1TO土a9．丁  ロ                               晒丑山  

土■  轟知公竃  
108士 0．伯1  恒ノkl艶土  

すべり山  
1，即0士  桝．0  l恥／td   

¶米  轟知市薪貞  ■  王．1王  和   【D  8q／ll蠣米   

大嶋   萬R節食  町  2．ほ  ㈹   ㈹  野薫                       8勺几l生  
ホウレン羊  」，－∴  町  2．  0．琵4土0．叩539  ㈹   冊  

贋札   義和市円ほす   2．  1111 冊   ㈹   【D  

市乳   嘉知市域井町   2．  3．2  ㈹   【D   牛乳        ヱ．   
■和布  2．  2．11  2  0．0451土0．00085  0．0848 士 0．00818   8．沸11士 0．0瑚  

甘帯《  恥／人・甘  

け多耶佐1町   2．  2．11  2  0．0472 土 0．め815  0．0511士 0．007g8  

i竃産生物 ♯   土佐市宇佐沖   王．  0．480 ± 0．抑84Z  的／h生   

Ⅶ   空 間 放 射 ♯ 暮 串 欝 塵 緒 果  

こ－  
i  ：  

モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト  （CPS）  
ニ  

サ ー ベ イ メ ー タ  
轟 娃 鷺   暮 嘉 慮   平 均 ■   （れ G y ノ h）   

中 戒  2 年  4 月   7．1   13   0．Z   

5月   7．5   9．1   

8 月   7．2   10   4 7   

7 月   7．7   15   9．7   

も月   丁．3   0．5   

9 月   7，4   8．5   4 5   

10月   7．3   8．g   18   

11月   7．p   0．5   18   

l2月   7．8   15   9．5   

平 成  8年 1月   7．8   l占   9．3   

2 月   7．8   P．5   4 7   

3 月   7．8   9．7   4 5   

＝  ・■  ＝   7．2   g．8   4 4  －   4 8   

拍 年 よ ま で 週 姜 3 年 間 の 鎖   l．3   1g   8．7   4 2  －  5 4   
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Ⅵ－40 福岡県iこお手ナ■…5放射骨巨調査  

福岡県衛生公害センター  

森田邦正，楢崎串範，深町和美  

1． 緒書   

科学技術庁の委託業務として，平成2年度に福岡県で実施した環境及び食品中の放射能   

訴査結果を報告する．  

2． 調査の概要   

（1） 調査対象  

全ベータ放射能調査試料は棒水である．   

放射化学分析謝査試料は陸水（源水，蛇口水）及び牛乳（腐乱，消臭乳）である．   

放射性ヨり素鍋査試料は牛乳（凍乳）である．   

ゲルマニウム半導体核種分析調査試料は降下物，陸水（源水，蛇口水），土壌（0－5cm，   

5－20cm），精米（消票地，生産地），野菜（大根，ホウレン草），牛乳，（席乳，消巣乳）   

日常食（都市部，漁村部），海水，海底土及び鯛である．   

空間放射線皇率調査は当所屋上に設置したNaIシンチレーション式モニタリングポストと   

福岡市西区の定点でNaIシンチレーション式サーベイメータを用いて行った．  

（2） 封建方法   

試料の採取前処理及び測走は科学技術庁繍の平成2年虔放射能測定調査棄託実施計画書，   

全ベータ放射能測定法，放射性セシウム分析法，放射性ストロンチウム分析法，放射性ヨ   

ウ素分析法に準じて行った．  

（3） 利達装置  

1．GM計数装置  

2．低バックグランドベータ線測定装置  

3．NaIシンチレーション計数装置  

4．ゲルマニウム半導体核種分析装置  

アロカ製TDC－601  

アロカ製 LBC－452U  

東芝製 波高分析装置付き  

東芝製 Eシリーズ  

5．ⅣaIシンチレーション式モニタリングポスト；アロカ製MAR－15  

8．NaIシンチレーション式サーベイメータ  ：アロカ製TCS－121  

（4） 調査結果  

表Ⅰに定時降水試料の全ベータ放射能調査結果を示す．降水は過去3年間と同様の全ベ   

ータ放射能レベルであった．   

表Ⅱ，表Ⅲ及び表Ⅴに放射化学分析，牛乳申の131Ⅰ，空間放射線真率封建結束を示す．   

過去3年間と同様の放射能レベルであった．   

表Ⅳにゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査結果を示す．土壌（0－5cm，5－20cm）   

降下物，牛乳（原乳），日常食，海底土及び細から13Tcsが検出きれが，前年度と比べて   

大きな変化は踏められなかった．  

3． 結籍  

平成2年虔に福岡躾で実施した環境及び食品中の放射能調査結果は最近10年間の調査   

結果とほぼ同程度であり，また，ゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査結雇も，   

特に，異常値は隠められなかった．  
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表Ⅰ定時降水試料申の全ベータ放射能調査結果  

練水の定時採取 （定時降水）  

採取年月（平成）  降水量  放射能濃度（8q／1）  月間降下量  
（MBq／km2）  

（mm）  新定数   最低値   最高値   

2年  4月  107．4   7   ND   ND   Nt）   

5月  114．8   8   ND   ND   ND   

6月  2る4．1   ND   ND   ND   

7月  155．4   5   ND   10．4   135．5   

8月   45．8   4   ⅠⅧ   3．8   7．8   

9月   99．9   g   ND   M）   

10月  131．0   ND   ND   ND   

11月   75．7   8   ND   ND   ND   

12月   42．7   10   ND   6．1   7．6   

3年  1月   57．5   9   5．8   14．0   

2月  131．0   ND   3．8   21．4   

3月  191．3   Nt）   ND   ND   

年間僧   1438．6   100   ND   10．4   ND～135．5   

前年度まで過去3年間の偶  116′〉1Z9   ND   13．9   ⅣD～27．4   

ND：検出しない絹†数個がその計数誤差の3倍を下回るもの）  

表Ⅱ 放射化学分析結果  

㈹Sr  13Tcs  単位  

試料名   採取年月  
（平成）   最低個  最鱒価  過去の偲  最低個  最高値  過去の偶   

陸水 上水  2．12   2   1．4   3．2  1．3～2．7  0．47  0．85  0．30′－0．62  mBq／1   

牛乳   2．11，3．2  3  0．055  0．080  0．033′〉0．13  0．037  0．071  0．011′・・′0．11  Bq／1   

過去の値は，前年度までの過去3ケ年間の価．  
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表Ⅲ 牛乳中の＝＝Ⅰ分析結果  

採破場所   福間町  福間町  福間町  福間町  福間町  夜須町  前年度までの過去3年間の個   

採取年月日（平成）  2．5  2．8  2．9  2．11  2．12  3．2   最低値   最高偶   

放射能濃度（Bq／1）  ND  ND  ND  ⅣD  ND  田   ND   0．85   

粕：検出しない（計数値がその計敷浪差の3倍を下回るもの）  

蓑Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  前年度まで   その他の検出さ  

試料名  採取場所  採敬年月  過去3年間の僧    れた人工放射性  

敢  核種   
（平成）  最低個  最高値  最低値  最高侶   

降下物  太宰府市  2．4・3．3    ND  0．098   ND   ND   なし  MBq／km2   

陸  ND   ND   ⅣD   なし   
水   mBq／1  

蛇口水  福岡市  2．6，2．12  2  ND   ND   ND   なし   

なし  Bq／kg乾土  
土  0－ 5cl”  福岡市  2．7   

736   736  1200  1200   なし  MBq／km2  
頃  

3．0   3．0   8．1   8．1   なし  Bq／kg亭乞土  
5－20cm  福岡市  2．7   

495   495   g20   なし  M8q／km2   

精米  春日市  2 ND ND   冊   ND   なし  Bq／k名将米   
筑紫野市   

野  志免町  Z．11   1 ND ND・  0．023  0．023   なし   
菜   

ホウレン草  志免町  2．11   1 nD ND   ND   なし   

牛乳  福間町  なし  8q／1   
夜須町   

日常食  福岡市  4  0．028  0．098  0．0朗  0．084   なし  Bq／人・日   
太宰府市   

海水  北九州市  2．7   1 ND なし  mBq／1   

海底土  北九州市  2．7   3．2   3．2   5．8   5．8   なし  Bq／kg乾土   

海産生物（鯛）   福岡市  2．7   0．233  0．233  なし  Bq／短生   

ゲルマニウム半導体検出蕃削こよる核種分析測褒詞査は平成1年10月より開始した．  

冊：検出しない（計数値がその計数誤差の3倍を下回るものを含む）  
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表Ⅴ 壁間放射線量革新定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測定年月（平成）  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

2年  4月   13．4   21．3   14．7   85．4   

5月   13．1   17．5   14・6   66．5   

6月   13．3   19．7   14．7   70．1   

7月   13．5   22．0   14．9   67．2   

8月   13．0   22．2   15．0   82．6   

9月   13．7   17iO   14．7   75．3   

10月   13．7   19．4   14．8   75．5   

11月   13．6   27．き   14．9   72．0   

12月   13．6   20．0   14．8   74．7   

3年  1月   13．2   24．4   14．6   69．5   

2月   13．1   21．8   14．7   70．8   

3月   13．7   18．2   14．5   88．3   

年間樋   13．0   27．8   14．7   85．4～82．6   

前年度までの過去3年間の僧   11．8   2臥3   14．7   70．0〈ノ81．0   

－2、46－   



Ⅵ－41 佐賀鼎iこおiナる放射骨巨鯛≡・由≡  

佐賀県公眉センター  

保坂 昇一、 中島 英男  

青田 政敵、 岩崎 ゆかり  

1緒 吾  
平成 2年度に佐賀県が実施した、科学技術庁委託による「平成 2年度項境放射能水準甜査」の摂   

要を報告する。  
なお、佐賀躾では上記の委託調査のほかに、原子力発電所周辺の環境放射能調査を実施しているが、   

その甜査措異については、平成3年7月に公表した「玄海原子力発電所の連転状況及び周辺環境放射能   

調査結果（年報）」に紀載している。   

2 荊査の概要  

（1）調査対象  

平成 元年度と同様に、空間放射線及び環境試料申の放射能について銅査を行った。  
空間放射線は佐賀市の1ケ所で、連続剥建及び毎月1回のサーベイメータによる削走を行った。  

項填試料申の放射能については、ゲルマニウム半導体検出器を用いた核種分析を実施した8  

翻査対象試料歎は、降水95の全β放射鰻卸定，降下物12，大気浮遊じん4，上水 2，土壌   
2，農産物 2，精米1，牛乳 2，日常食4，水産生物1試料の核種分析と牛乳 6試料申のヨウ   
素－131を測定した。   

（2）網走方法  

空間放射線削建及び環境試料申の放射能測度は、科学技術庁綿の各種放射能測建法シリーズ及び   
「放射能測走鍋蓋衰詑実施計画書（平成2年虔）」に基づいて行った。  

（3）郡連装置  

全β放射能 －－－…－－－ AIoka ：LBC451低バックグランド放射能測虔装置  
核種分析・－……・－一一  東 芝   ：P（】T Ge検出臥 Eシリーズ409鮎h MCA  
牛乳申の131Ⅰ…－－－－  BICRON：3h x4〝NaI（T且）検出臥 Eシリーズ1024ch MCA  

空間放射線 －－…”－ Aloka：1n Xl〝NaI（T且）t＝タリげホ●スト、TCS－121Cサイ●ィトタ   

（4）粥査結束  

綿査結果は次表のとおり。  

ガ に定時降水試料申の全β放射能紳査結果を示す。  
Ⅳ に牛乳申の131Ⅰの分析措果を示す。  

V に各秤環境試料申の核種分析測桑折査結束を示す。  

Ⅶ に空間放射線の計数申達規則定及び線量率の測定結果を示す。   

3 措 西  

中成 2年度の調査では∴定時降水申の全β放射乳頭墳試料申の核種分析及び空間放射線の卿建結   

果は、前年度までの押査結素と同程度のレベルであり、異常は絡められなかった。  
また、環境試料申の核種分析で検出されている137csは、過去の模索験等の影響によるものと思わ   

れるが、その濃度は極めて低濃度であり特に問題となるものではない。  
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Ⅰ 全ベータ放射能紳査措弟  

分折対象試料なし  

Ⅱ 走時降水試料申の全β放射能調査結果  

膵水 の 痙 時 採攻（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  

降水量  放射能濁度 （Bq／£）  月間降下羞  

年月  （MBq／klガ）   （HBq／krd）  

（mm）  最低値   最高値   

平成 2年 4月  130．1   7   0．63   19   130  

5月  170．7   10   0．48   1．8   120  

6月  819．8   10   ・D   0．91  160  

7月  137．4   4   N．D   0．75   35  

8月  84．0   8   N．D   3．2   160  

9月  100．5   11   N．D   4．3   120  

10月  108．8   5   N．D   0．72   12  

11月  33．8   7   NJD   1．3   51  

12月  31．4   8   N．D   12   280  

平成 3年1月   9，7   7   N．D   2．6   9．6  

2月  133．5   9   N．D   2．5   100  

3月  181．9   9   N．D   1．8   140  

年  間  侶  1721．4   95   N．D   19   9．6 ′）250  

前年度までの過去3年間の価   94 ′・一 101  N．D   11   6．1～ 300  

（注）N．D・‥定量闇界未瀞を示す。 －‥ ・糾建せず。  

Ⅲ 放射化学分析結果  

分析対象試料なし  

Ⅳ 牛乳申の1ち1ト分析結果  

湖■■■蛸■■■ヒ   ・・  佐賀耶大和町大厳守  折年度まで過去3年間の侶   

ll．2年  lt．3痺  

採 取 年 月  日   8／1  8／1  10／1  12／3   1／4  3／1   最低値   最高碓   

放射能濃度（虫q／£）  N．D  N．D  N．D  N．D  N．D  N．D  N．D   N．D   

（牲）N．D・・・定量斬界兼潤を示す  
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Ⅴ ゲニマニウム半導体検出器による核種分析削定柵査結果  

採  前年度まで  

取  過去2年間の侶   その他の検出  

試 料 名  採取場所    年  された人工放  

月   射性核種   

大気浮遊じん   佐賀蒋   2．4 3∵3  ロ  N．D  N．D  Ⅳ．D  N．D   なし   椚Bq／m3   

陣下物  佐賀市   2・J  H8q／h2   
3．3   

上水 戯口水   佐賀帝   2．6 2．12  6  N．D  N．D  N．D  N．D   mBq／£   

3．2  N．D  Z．1   〝   8q／kg乾土  

土  2．8  

210  Ⅳ．D  〝   MBq／加2  

2．8  3．5  4．9   〝   Bq／kg乾土  

壌   2．8  

370  570  730   〝   M的／加2   

精米  佐賀市   2．11  N．D  N．D  N．D   〝   Bq／kg精米   

野  佐箕市   2．11  N．D  N．D  Ⅳ．D   〝   
B勺／kg生  

菜   2．11  N．D  0．059  0．12   

牛乳  佐賀那   2．8 2．10  田  N．D  N．D  N．D  N．D   〝   8q／戚   

日常食  佐賀市  2．6  Bq／人・日   
玄淘町周辺   2．11   

i毎  佐賀郡   2．8  0．14  q・11  0．12   Bq／kg生   

虚  

生  

物   

（牲）N．D・・・定量限界索瀞を示す。  

Ⅵ ウラン分析楷果  

分析対象試料なし  
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Ⅶ 空間放射線量申封建措兼  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメーター  

糾  定  年  月  

最 低 楢   最 高 侶   平 均 碓   （nGy／h）   

平成 2年   4 月   12．2   22．0   13．5   63   

5 月   12．5   18．9   13．7   70   

8 月   12．4   19．1   13．7   66   

7 月   12．2   19．6   13．5   79   

8 月   11．7   18．6   12．9   65   

9 月   12．4   16．7   13．8   70   

10 月   12．2   20．1   13．4   74   

11月   12．4   16．5   13．8   70   

12 月   12．4   17．5   14．0   73   

平成 3年  1 月   11．9   21．1   13．4   68   

2 月   12．3   22．4   13．7   64   

3 月   12．2   18．7   13．6   66   

年  間  僧   11．7   22．4   13．6   83   ～   79   

前年度までの過去3年間の偲  11．7   26．2   13．8   60  ～  74   
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Ⅵ－42 長崎県における放射能調査  
長崎県衛生公害研究所  

仁位敏明 佐藤佐由利 豊村敬郎  

1 緒 言  

前回に引き続き平成2年度に実施した放射能調査について柁告する。  

今回から州マニウム半導体検出器の導入により核種分析調査もスタりした。  

2 調査の概要  

（1〉 調査対象  

持水、浮遊塵、陸水、土壌、食品、空間線皇等106件  

（2）測定方法  

試料の前処理並びに測定方法は、科学技術庁締「放射能測定法   

（1976年改訂）」ならびに「ゲルマニウム半導体検出器等を用  

いる機器分析のための試料の前処理法（1982年版）」に従った。  

（3）測定装置  

全β放射能測定 －アロカ製G M自動測定装置JD C－163  

年乳中の持1Ⅰ測定 ∵ N AIC製波高分析装置および  

東芝－NAIG 製ゲルマニウム半導体核種分析装置  

空間線量率測定 － アロカ製T S C－1．21C型シ〃レーションサpベイメータ  

γ線核種分析 ＋ 東芝一HAIG 製州マニウム半導体核種分析装置  

（4）調査結果   

1．定時降水及び時下物の全β放射能測定値は通常の値であった0  

2．浮遊塵の全β放射能の年平均値は40．8mB q／〆で異常値は托  

められなかった．  

3．上水、食品、土鳩等の全β放射能測定値は例年並の値であった．  

4．空間線量率の年平均値は50．6 n G y／hで異常値は托められな  

かった。  

5．牛乳（原乳）中の131Iほ全て検出きれなかった。  

6．核種分析折査によるl刀C s濃度には特に異常は認められなかった。  

3 結 語  

定時性水、降下物、浮遊磨及び陸水・食品・土壌中の全β放射能測度  

及び空間線量率は例年並の値であり、137c＄濃度も異常はみられなか  

った．牛乳（原乳〉 中のほlI凛度は全て検出限界値以下であった。  
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Ⅰ全ベータ放射能調査結果  

放射能濃度（含K）   前年度まで過去3年間の値  
試料名  採 取場所  採取年月  検休数  単位  

最低値  最高値  最低値   最高値   

大気浮遊じん   長崎市滑石1－9－5   6．17  140．6   3．6   209   mBq／謡   

衛公研屋上   ・－2．9   

降 下 物  〝   2．4 2．12  8   HD  HD   92   M8q／k諦   

陸  2   ND  ND   0．18   的／戚   

水   鮎公研   2．12  

土  南高来郡   2．7   0．86  0．75   3．1   Bq／g柁土  
0－ 5c打l  小浜町雲仙  

1．7×10メ  1．0×10ズ    r 8．5×10  MBq／t粛  

鳩  〝   2．7   ND  0．43   1．4   8q／g乾土  

5－20cm  
2．7×10メ  l．2×10∫  MBq／k粛   

精  米  Bq／g精米   

野  
Bq／g生  

菜   

牛  乳  長 崎 市   2．8   42  38   89   的／ゼ   

日 常 食   長崎市  2．6   2   63．1  7l．1   ND   62   8q／人日   

松浦市  

ア サリ  北高来郡   2．5   0．05  0．05   0．07   
海  高来町湯江  
産  Bq／g生  

生  
物  
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Ⅲ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採水（定 時 降 水 〉     大型水盤による降下物  

採 取 年 月  降水量  
（M8q／kば）   （卜旧q／k¶け  

（Ⅲm）  

平成 2年 4月  147．0   7  ND  N工）   ND   ND   

5月  203．5   6  ND  1．6  20．4   ND   

6月  418．0   9  ND  ND   ND   ND   

7月  38．0   4  ND  ND   ND   ND   

8月  38．0   4  ND  ND   N工）   ND   

9月  210．0   9  ND  ND   ND   ND   

10月  133．0   7  ND  ND   ND   ND   

11月  29．0   5  ND  ND   ND   ND   

12月  58．5   5  ND  ND   ND   ND   

平成 3年1月  38．5   6  ND  ND   ND   ND   

2月  94．5   7  ND  ND   ND   ND   

3月  180．0   9  ND  0．4  3．7   ND   

年  間  値  1588．0   78  ND  1．6  HD～20．4   ND   

前年度までの過去3年間の憤   294  ND  3．4  HD・－8f】．8   ND・－ 92．0   

Ⅳ 牛乳中の1311分析結果  

採 取 場 所  吉葉早市  諌早市  諌早市  諌早市  諌早市  諌早市  前年度までの過去3年間の値   

採 取 年 月 日  2．6．12  2．7．19  2．9．17  2．1l．26  3．2．5  3．3．5  最低値  最高値   

放射能凛度（8q／戚）  ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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Ⅶ 空間放射線真率測定結果  

サ ー ベ イ メ ー タ  
測  定  年  月  

（nGy／h）   

平成 2  年4 月   4 9．8   

5  月   4 9． 9   

6  月   5 2．8   

7  月   6 3．4   

8  月   5 0．4   

9  月   4 6．5   

10  月   4－9．4   

11 月   5 2．3   

12  月   4 8． 0   

平 成 3 年 1 月   4 白．9   

2 月   4 8．6   

3 月   6 0．6   

年  間  値   46．5 ～63．4   

前年度までの過去3年間の値   47．5 －65．1   
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Ⅵ－43 頁巨 本 県 書こ お ら：ナ る 放 貞寸 合巨 調 査  

熊本県衛生公害研究所  

上野一意  塘岡 構  

矢澤吉邦  

1．緒 言  

前年度に引き続き、平成2年度に実施した科学技術庁委託の環境放射  

能水準調査結果について報告する。  

2．調査の概要  

（1） 調査対象  

熊本県における降水、大気浮遊じん、降下物、上水（蛇口水）、土壌、   

米、野菜（大根及びホウレン草）、茶、年乳、日常食及び空間放射線量  

率  

（2） 測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は科学技術庁編の各種放射能測定法シリ   

ーズ及び「放射能測定調査委託実施計画書（平成2年度）」に基づいて  

行った。  

（3） 測定装置  

ア 全ベータ放射能  

G M式β線測定装置：アロ カ JDC－1悶  

イ ガンマ線核種分析  

G e半導体検出器：EG島G ORTEC GEM－15180P  

波高分析装置：セイ コー・イージーアンドジー HCA7800  

ウ 空間放射線皇率  

モニ タリ ン グポスト：ア ロ カ l川R－15  

シンチレーシ ビ ン式サーベイ メータ：アロ カ TCS－151  

（4） 調査括果  

定時降水試料中の全β放射能調査結果を表Ⅰに、ゲルマニウム半導体   

検出器による核種分析結果を表Ⅱに、及び空間放射線具申測定結果を表  

Ⅲに示した。  

＄．結 語  

平成2年度の熊本県における調査括果は、環境試料中の放射能及び空   

間放射線真率ともに前年度と同程度のレベル内にあり、特に異常値は舐  

められなかっ た。  
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Ⅰ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査枯果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）     大型水盤による降下物  
採 取  

降水量  放射能濁度（Bq／且）  月間降下量  

年 月  川Bq／k■2）   （MBq／k■2）  

（■▲）  

平成 2年 4 月  128．9   7   N．D   N．D   N．D  

5 月  239．9   8   N．D   N．D   Ⅳ．D  

8 月  4‡1．2   N．D   N．D   N．D  

7 月  186．8   5   N．D   N．D   N．D  

8 月  11l．5   8   N．D   3．7   8．2  

9 月  184．6   12   N．D   N．D   H．D  

10月  102．7   N．D   N．D   N．D  

11月  28．4   N．D   N．D   Ⅳ．D  

12 月  55．5   8   N．p   2．8   5．5  

平成3年 1月  85．8   6   N．D   Ⅳ．D   N．D  

2月  88．5   8   N．D   N．D   N．D  

3 月  190，7   18   N．D   N．D   N．D  

一     ■甜■■■■■折  1780．0  98   Ⅳ．D   3．7   N．D一－6．2  

前年度までの過去8年間の値   39   N．D   1．9   Ⅳ．D・一－10  

（注）調査開始：平成元年10月  
N．D  ：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  

Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  
取  137cs  前年度まで  その他の検出された  

試 料 名   採取場所    年  体  過去8年間の値    人工放射性核種   単 位  
月  

敷                    最低値  最高侶  最低値  最高値   

2年4月  大気浮遊じん   熊本市   ～＄年8月  4   N．D   N．D  N．D   N．D  由Bq／■き   

降下物  熊本市  2年4月 －8年3月  12   N．口  0．098  N．D   N．D  MBq／kp2   

上水 源 水  
陸  

蛇口水  熊本市   2年6月  2   N．8   Ⅳ．D  N．D  
水  

nBq／且  

淡 水  

87  98  8q／kg乾土  
0 － 5¢■  西原村  2年7月   

土  2000  2800  H8q／k▲2  

壌  16  20  Bq／kg争乞土  

5 －20（：■  西原村  2年7月   
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精米  合志町  2年10月  口  N．8  Ⅳ．D  8q／kg精米   

野  合志町  2年11月  ロ  Ⅳ．D  N．D  

8q／kg生  
菜  N．D  N．D   

茶  御船町 卜村  2年5月   2  0．27  0．84  l．28  1．37  8q／kg乾物   

牛乳  
合志町  2年8月 3年2月   

2   N．D  N．D  N．D  Bq／多   

淡水産生物  8q／kg生   

日常食  熊本市 阿蘇町  2年8月 2年12月  2  0．041  0．12  0．103  8q／人・日   

海水  1Bq／且   

海底土  Bq／kg乾土   

海  

産  
Bq／kg生  

生  

物  

（注）調査開始：平成元年10月  
N．D  ：検出されず（測定値が計数誤差の8倍未満）  

Ⅲ 空間放射線呈率測定結果  

モニタリングポスト（ops）    サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成2年 4月   ll．8   20．4   12．5   42   

5月   11．8   18．3   12．5   42   

6月   11．4   18．4   12．4   40   

7月   11．4   21．1   12．2   37   

8 月   11．5   17．7   12．5   42   

9月   11．5   18．5   12．4   ＄7   

10月   ‖．6   18．2   12．6   89   

】1月   ll．8   14．7   12．8   ∫4   

12月   11．¢   17．＄   12．9   39   

平成8年 1月   11．8   18．8   12．6   招   

2月   11．8   18．9   12．7   42   

8月   ‖．7   17．9   12．8   42   

年  間  値  1l．4   21．1   12．8   ＄7 ～ 44   

前年度までの過去＄年間の値  1l．7   18．8   12．8   38 ～ 43   

（注）綱査開始：平成元年10月  
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Ⅵ－44 大分県♭こおらナ る放身寸骨ヒ書周査  

大分県衛生環境研究センター  

上田 精一郎  森崎 澄江  

池辺 滑士  

1 緒 言  

本県では昭和62年12月1日から科学技術庁の委託を受け、環境放射能測定調査を実  

施している。機器整備の都合上、62年度は一部の項目のみの測定であったが、昭和63  

年4月から全調査対象の測定を開始した。前年度に引き続き平成2年度に実施した網  

査結果の概要を報告する。  

2 調査の概要  

（1） 善用査対象  

降水、降下物、陸水（上水蛇口水）、大気浮遊じん、日常食、牛乳（原乳）、  

土壌、米（精米）、野菜（ほうれんそう、大根）、空間放射綿貴率  

（2） 測定方法  

科学技術庁絹 F仝ベータ放射能測定法』、rゲルマニウム半導体検出器を用いた   

機器分析法』、『環境試料採取法』及び放射能調査委能美施計画書に基づいて測定   

した。  

（3） 測定装置  

ア 全ベータ 放射能 Aloka 製  GM自動測定装置  JD C－163  
イ  T 繰核種分析 CANBERRA製 M CA  シリーズ35P L U S  

ウ 空間放射線量率 Aloka 製  NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ  

T C S－131  

エ 空間放射線量率 Aloka 製  モニタリングポスト MA R－11  

（4） 調査結果  

表1に定時降水中の全ベータ放射能測定結果、表2にゲルマニウム半導体検出器   

により測定した牛乳中の1＝Ⅰの測定結果、表3にゲルマニウム半導体検出器によ   

る核種分析測定結果及び表4に空間線量率測定結果をそれぞれ示した。  

3 枯 繕  

平成2年度の大分県における放射能測定調査の結果は、空間†線及び環境試料中の  

放射能ともに通常のレベルであった。  
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表1 定時降水試料中の仝ベータ放射能綱査結果  

放射能濃度（Bq／ゼ）  
採取年月  降水量  月間降下量  

（M）  最低値   最高値   （MBq／届）  

平成2年4月   124．8   5   N．D   1．3   39．5   

5月   143．2   1．5   1．5   14．0   

6月   171．6   10   N．D   1．2   27．0   

7月   143．6   4   N．D   N．D   N．D   

8月   146．7   7   N．D   N．D   N．D   

9月   192．9   12   N．D   1．5   41．0   

10月   192．6   6   N．D   1．7   75．2   

11月   69．2   7   N．D   0．8   17．0   

12月   7．8   N．D   N．D   N．D   

平成3年1月   35．7   5   N．D   1．2   14．2   

2月   82．3   5   N．D   0．7   29．0   

3月   192．8   12   N．D   1．4   57．1   

年 間 値   1503．2   75   N．D   1．7   N．D～75．2   

前年度まで過去3年間の値＊  
193   N．D   5．9   N．D～241   

（備考1） N．D：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  
（備考2） ＊：昭和63年3月測定開始  

表2 牛乳中のI31Ⅰ分析結果  

採 取一場 所   久住町   久住町  前年度まで過去3年間の値－   

採 取 年 月 日  2．9．6   3．2．27   最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／戚）   N．D   N．D   N．D   N．D   

（備考1） N．D：検出されず（測定値が計数誤差の3招来満）  
（備考2） ＊：昭和63年4月測定開始  

ー260－   



衷3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採取  前年度まで   
試 料 名   採取場所  検体赦   ＝‖cs  過去3年間の憶－   その他の検出された  

年月  人工放射性核種   単 位  
最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   大分市  毎 月  ロ  N．D  N．D  ■Bq／ポ   

降  下  物   大分市  毎 月  12   N．D   0．32   H．D   0．19  湘凋   

陸水（蛇口水）   大分市  2．6  2  N．D  N，D  n軸／月   

2．12  

95   泌   110   110  郎〃喀乾土  
土  

1400   1Jl（刀   1400   15【氾  帖凋  

16   16   18   2l  Bq／短乾土  

境   
6（刀   600   640   970  惟q／畑   

精   米   宇佐市  2．9   N．D  軋D  BVkg精米   

野  N．D  N．D  
Bq／転生  

菜   N．D  N．D  

牛  乳   久住町  2．9  N．D   0．18   Ⅳ．D   0．24  Bq／戚   

3．2   

大分市  2．7  2  0，073  0．22   0．063   0．11  
3．1  

日 常 食  軸／人・日  

（備考1）N．D；検出されず（測定借が計数誤差の3倍未満）  ● 
（備考2） ：昭和鑓年4月測定開始  
（備考3） … 三平成2年度測定開始  

表4 空間放射線蟄李朝定結果  

モニタリングポスト（cps）大分市    サーベイメータ  
測 定 年 月  （鵬y／h）  

佐賀関町   最低値  最高値  平均値   

平成2年4月   13   14   71   

5月   13   18   14   72   

6月   13   21   14   65   

7月   13   21   15   68   

8月   13   23   14   68   

9月   13   21   70   

10月   13   67   

11月   13   19   67   

12月   12   18   68   

平成3年1月   13   17   69   

2月   13   罰   14   69   

3月   13   ；犯   14   68   

年   間   植   か   14   65・｝72   

前年度王で過去3年間の構●   訂   14   66－85   

（備考）－：モニタリングポスト 昭和田年4月測定開始  
サーベイメータ   昭和碍年1月測定開始  
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Ⅵ－45 宮Ilf守鼎 をこ お さナ る 放射骨巨細査  

宮崎県衛生環境研究所  

野崎 祐司 平田 泰久  

前田 武  

1緒 舌  
前年度に引続き、宮崎県で実施した平成2年度の環境放射能水準調査  

について、その謝査結束の概要を報告する。  

2 訴査の概要   
（1）調査対象  

宮崎県内における降水、大気浮遊じん、降下物、  

壌、精米、野菜（大根及びホウレン草）、茶、牛乳、  

射線豊率  

土
放
 
 
 

間
 
 

ト
∵
聖
 
 

水
び
 
 

口
及
 
 

舵
食
 
 

（
常
 
 

水
日
 
 

陸
 
 

（2）測定方法   

試料の採取、前処理及び測定は「放射能測定翻査垂託実施計画書（平  
成2年度）」に基づいて行なった。   

（3）測定装置   

全ベータ放射能  ：GM式β線測定装置（ア掴JDC－183）   
ガンマ線放出核種分析：G e半導体核種分析装置（SEIKO EG＆G”ODEL  

7800）   
空間放射線真率  ：モこ州ンタ“ホ●スト（アロカ MAR－11）及びシンルーシヨン式  

サーヘ”ィトタ（ア醐TCS－151）  

果
 
 

糖
 
 

査
 
 

調
 
 時降水試料申の全β放射能鍋査結果を表lに、ゲルマニウム半導体  
器による核種分析結果を表Ⅱに示した。降下物、土壌、野菜（大根  

及びホウレン草）、茶、牛乳、日常食から計数誤差の3倍以上の13Tc s  
を検出したが、いずれも前年度の調査結果と同程度であった。その他の  
人工放射性核種として茶から】34c sを検出した。   

モニタリングポスト及びサーベイメータによる空間放射線豊革の調査  
結果を表Ⅲに示した。モニタリングポストによる空間放射線真申が年度  
間平均値11．8 cps、サーベイメータが年間億 35～43 nGy／hrであった。  
平成2年4月の新庁舎移転に伴うモニタリングポストの移勧のため、モ  
ニタリングポストの測定結果が前年度よりやや低い価であった。  

3 結 請  

宮崎県内における降水、大気浮遊じん、降下物、その他各種試料、並  

びに空間放射線羞串の訴査結束は、いずれも前年度と同程度のレベルで  

あり異常値は舐められなかった。  
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l定時降水試料申の全β放射能請査精兵  

採 取 年 月  降水量  （mm）      艶且箆凰塵（Bq／ユ）    月 間降下量    利達敷  最低値  最高値  （M8 
q／km2〉   

画面百年毎月   83   5   N．D   N.D ‾   ．D   

5月  262   10  N．D  ＿些；盲   岬」哩   
6月   1「   頂．D N．D   N．D   
7月   152   N．D   N．D   N．D   
8月   N．D   266  国  N．D  N．D   
9月   N．D   835  国  N．D  N．D   

10月   7福 N．D   再：D  N．D   
11月   133   テ N．D   
12月   8   N．D   拍「   N．D   

平成3年 1月   78   N．D  N．D   N.D 

2月   125   5   N．D   N．D   N．D   
3月   377   13   N．D   N．D   N．D  

年間侶  ▼¶← 3182  108  N．D  
1訂毎曹 

N．D   N．D  
ま  179  N．D  NこD   N．D ′〉 N．D   

昭和63年7月調査閉鎖，平成2年4月新庁舎移應  （N．D：検出きれず）   

Ⅲ ゲルマニウム半導体検出雇削こよる核種分析弼薙細萱結束  

前年度までの侶   その他の検出きれ   単 位  
試 料 名  採瀬場所  採取年月  検体歎  137cs       た人工放射性個種         最低値  最高値  ‾‾高低債  最高値   

大気浮遊感  宮崎市  2．4 〈′3．3  M．D   N．D   N．D   N．D  nBq／m3   

降 下 物   〝   2．3′〉3．2  N，D   0．34  N．D   0．58  MBq／km～   

2．6，2．】2  N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／1   

2．7   ロ  田   出     Bq／kg乾土  
750  銅0  H8q／km2  

慧机水  ロ  ／／   

8．8  ロ  匝        朗／kg乾土  
2300  1700  一助2＿   

精 米   J／   2．8   N．D  N．D   N．D  Bq／kg精米   

野l式相  高輪町   2．12   0．052  0．025  0．071  
Bq／kg生   

菜 ホウレン草   
ロ   

〝   0．33  0．13  0．23  

茶  川南町，都城市  Z．5，2．6  1．1   3．8   1．1   5．2  13dcs O．26  Bq／k烏乾物   

牛 乳  高原町  2．8，3．2  N．D   0．23  0．17  1．0  Bq／1   

日 常 食  宮崎市，高原町  2．7，2．12  ロ   0．058  0．19  0．098  0．1Z  Bq／人■日   

昭和63年7月鍋蓋開始，平成2年4月新庁舎移應  （N．D：          検出きれず）   

Ⅲ 空間放射線真率測定結果  

モこ舛け牒■朴 （cps）    ■                ・  

測 定 年 月                          最低値  最高侶   平均僧  （nGy／h）   ‾‾【 
帝粛言寄す肩   11．0  15．8  1Z．0   凹   

5月   10．8  14．5  11．8   37   
6月   11．0  14．5  il．7   40   

38   

7月  10．6  13．5  11．7    8月  10．3  15．5  11．8   36   
10月   1（〉．5  18．5  11．8   

11月   11．0  20．5  12．0   35   

39   

12月   

11．0  14．9  11．8  

11．0  14．5  11．8   

2月   11．0  17．5  11．8   43  
琵■■措 三   10．2  20．5  11．8  35～43   

繭軽度までの値   12．0  23．0  13．7  36～49   

昭和63年7月調査開始，平成2年4月新庁舎移應  
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Ⅵ－46 鹿児島県における放身寸青色眉周査  

鹿児島県環境センター  

岩元宏毅，四反田昭こ 藤崎学，福田大三郎  

1緒 言  

平成2年度に鹿児島県が実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果に  

ついて報告する。  

なお．本県では上記委託調査のほかに，川内原子力発電所周辺の環境放射線監  

視調査を実施しているが，その調査結果については「川内原子力発電所周辺環境  

放射線調査結果報告書（平成2年度 年粥）」で既に報告している。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時降水）の全ベータ放射胞 降下軌 陸水（蛇口水），土壌，精粗  

野菜（大根，ホウレン草）．茶，牛乳 日常食，海水魚の核種分析及び空間放射  

線量率  

（2）測定方法  

試料の採取 前処乱 調整及び測定は，科学技術庁桶の各種放射能湘定法シリ  

ーズ及び「放射能測定調査委託実施計画書（平成2年度）」に基づいて行った。  

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能調査  

GM計数装置：アロカ・GM－5004  

イ 核種分析調査  

Ge半導体検出器：EG＆G ORTEC・GMX30200－S  

波高分析装置：NAIG・E－552A  

ウ 空間放射線量率調査  

1¢×1L NaI（TD）シンチレーション検出器：アロカ・MAR－11  

1¢×1L NaI（Tの シンチレーション式サーベイメータ：アロカ・  

TCS－121C  

（4）調査結果  

大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

を表－Ⅰに示す。また，空間放射線量率調査結果を義一Ⅲに示す。いずれも，こ  

れまでの調査結果と同程度のレベルであり，異常は認められなかった。  

核種分析調査結果を表－Ⅱに示す。核種分析調査については．昭和63年度から  

実施してきているが，これまでの川内原子力発電所周▲辺環境放射線調査結果及び  

．環境放射能水準謝査結果と比較して特に異常は認められなかった。  

3 結 語  

平成2年度の調査結果は，空間放射線急 場境試料の放射能とも，これまでの  

調査結果と比較して同程度のレベルであり，異常は認められなかった。  
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（刺－ は測定してt）如ことを泉す  （測ゑ財：鹿児島旬  

Ⅱ ゲルマニウム半導体l臭出詰による核撼分析測定弼査結果   

採  
取  ＝‖cs  前年度まで   その他の検出された  

き式 村 名   採取場所    年  過去3年間の値    人工放射性核種   単故  
月’   

数                    最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮蓮じん  m8qル】   

降下物  鹿彪締  コ．ザ ～J」  ／2  〟乃  ’∂■／  〟  同   〟∂   
轟l的／kmI   
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生産地  加i砿  馳  率  ♂．クj∂  戊ク‘2  〟凸  a♂j2   ∧ノ凸   
8q／g  

牛乳  

消息他  、乱雲挿  ヱ冒 旦＿2  ヱ  わ．クゲj  釦卯り  〟∩  〟凸   〟β   Bq／g   

淡水産生物  8q／kg生   

日常食  ∂   必臣＿ 州‖力いお  部  ヱ ヱ  ¢．，旦．卓上．“ 〟（ト‘与  ♂．ク∂／  クク3旨  玖クワ  〟 D   
Bq／人・日  

海水  加担固儒  ユ7  n  〟凸   〟∂   〟力   〟ん   〟乃   
ロ8q／‘   

海底土  加世田膏  且7  円  〟∂  〟凸   ノV亡）   〟凸   〟乃   
8q／kg乾土   

嘩  

産  
8q／kg生  

生  

物   

（漣）－ ／J剰ぇして（－か）こと室長坑  

m 空間放射線量率測定緒男  

モニタリングポスト  ¢p？）    サーベイメータ  

測  定  年 月  
最低値  最高値  平均値   （llGy／h）   

平成2年 4月   ／β．∂  ／占．∫  ／′g   率タ．7   

5月   ／〟、／   ／倶．2  ／／．占   睾．   

6月   
／ふ身   ／／．∫  ∫久   ／∂β  

7月   ／ク．／   ／よ占   ／J   ギグ．占   
8月   ノαβ   ／7∫   ノ，占   ケア3   

9月   ／玖 ／占．2  ／／．占   ギク．2   

IO月   ／ク、2   ／占．2   四   ∫仇占   

11月   ／瓜／   ／ふ女   四  

12月  与エ7   

乎裁3年1月  女‘．ク   

2月  ダ♂．7   

3月  こ打．∫   

年  間  値   ／ク．ク  ／ア．∫  ／⊥占  ¢よク～よ2．   
前年酎での過去3年間の値  ／ク．ク  2／．タ  ／∴占  胡座・・幻．3   

（剃丸亀軒：泉脚）  
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1全ベータ放射能調査結果  

放射能購度 （含K）   前年度まで過去3年間の憤  
採取場所  採取年月  検体数  単 位  

最低幅  最高値  最低値   最高値   

陣 MBq／km2   

陸  86．2   122  
mBq／1  

水   蛇口水  那 覇 市  ＝2．7，H2．12  2   45．1   86．2   30．0   75．5   

944   931   963  Bq／kg乾土  
0－5cm  

76．9   56．1   60．8  GBq／km2  

1007   901   999  Bq／kg乾土  
0－20c汀l   

206   】76   201  G8q／km2  

精 米  与那城村  28．8   25．0   的／kg精米  

80．4  89．2  93．8   
Bqノkg生   

217  220  250   

45．5  46．3   42．2   46．8  Bq／l   

54．7   62．7   47．4   66．0  Bq／人・臼   

18．3   68．5   21．5   80．4  mBq／l   

159   915   31．7   875  的／kg乾土   

143   124   138   

8q／柏生   土 域     那 覇 市  ‖2．7．  口                     ′        那覇市  与那城村  lt2．7． H2．10．  口                             野大 桐     口 口 口        28．6     H2．】1．               菜 ホウレン草   与那城村 与那城村  ＝2．12．         牛   乳    H2．8，H2．12  2           L日常食   那 覇 市  H2．6川3．1  2            沖  水   県内5地点  t12．6，lt3．2  円            増床土 」   県内5地点  H2．6，H3．2  ‖            婚lタカサゴ   与那城村  H2．11，  口            坦 物  
Ⅱ 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

大型水蝮による降下物  
採取  

降水貴  
年月  

（mm〉  （M8q／km2）  

平成2年 4月  350．0  12   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

5月  206．0  10   N．D．   3．74   29．8   N．D．   

6月  26臥5  13   N．け．   7．19   】7．8   N．D．   

7月  射．5   9   H．D．   5．01   38．5   】0．7   

8月  136．0  12   N．1）．   2．07   64．月   37．7   

9月  210．5  1n   N．D．   3．28   8．91   H．D．   

10月  11日．0   7   H．【）．   0．854  64．3   N．D．   

11月  121．5  10   N．D．   l．25   4．00   N．D．   

12月  62．5   3   N．D．   N．D．   N．D．   46．2   

平成2年1月  85．0  ＝   N．D．   N．D．   3．31   21．l  

2月  188．5   5   H‘．D．   1．61   6．99   5l．2   

3月  96．5  円   N．D．   1．7   78．4   81．9   

年  間  値  1784．5  113   N．D   】6．7  N．D～78．4  N．D．一－ 81．9   

前年度までの過去3年間の値   317   N．【）  】．88               N．D・－9．99  N．D．～ 32．4   
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m 牛乳の13Il分析結果  

採 取 場 所  与那城村  与那城村  前年度まで過去3年間の傾   

採 取 年 月 日  ＝2．8．  112．12．  最低値   最高値   

放射能購度（Bq／り  N．D．  N．D．  H．D．   H．D．   

Ⅳ ゲルマニウム半導イ本検出器による核種分析測定調査結果  

検  
前年度まで  

採取場所  休  過去3年の値  単位  
人工放射性核種  

数  

降 下 物  N．n   2  

上水 源 水  
睦  

蛇口水  m軸／1  
水  

普炎水  

5．88  5．19  6．21  Bq／摘花土  
土  0－ 5cl【  那覇市  H2．7．  

354  303  386  M持q／km2  

3．39  2．59  3．93  勒／kg托土  
鳩  帽．7．   

7】2  497  776  MRq／km2   

精・米  与那城村  ＝2．iO．  N．D．  0，017  0．037  的／kg精米   

与那城村  N．n．  N．n．  N．D．  
Bq／kg生  

N．P．  N．D．  N．D．  野 薫   大 根   与那城村  H2．‖．  口                ホウレン草   112．】2．  口  
牛 乳  与那城村  l寸2．8～ト12．12  2  N．D  N．D．  N．n．  0．035  8q／l   

淡水産生物  Rq／g生  

日 常 食  那覇市  【12．6・一日3．1                         2  0．077  0．108  0．0朋  0．734  8q／人・日   

梅 水  県内6カ所  mRq／】   

梅 床．土  県内6カ所   Rq／kg乾土   

梅  0．253  0．168  0．242  

産  
βqパく書生  

生  

吻   
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Ⅴ 空間放射線菱率測定結果  

サーベイメータ 

測  定  年  月  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）  

平成 2 年 4月   8．9  P．4   55．3   

5月   7．5   8．9   R．3   56．2   

6月   7．3   9．3   8．2   53．8   

7月  8．0   9．5   臼．9   55．6  

8月  8．0  9．6  R．5   54．7  

9月  7．8  R．6  B．1   54．4  

10月   7，6   8．7   8．1   56．7   

11月   7．8   8．5   8．0   55．9   

12月   

平成 3 年1月   

2月   

3月   8．1   9．8   8．6   54．4   

年  間  値   7．3   11．5   8．6  52．5 ～56．7   

前年度までの過去3年間の伯  5．9   19．1   9．1   53．2・－ 65．3   
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